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二列固定子と二層導体可動子を有する磁気誘導2相リニアモータの巻線方法

高安勇吉， 吉津喜夫， 飴井賢治，

山崎登志成， 作井正昭

Two-Phase Induction Linear Motor Furnished with Double File Stator and Bilayer Liner 

Yukichi Takayasu， Toshio Yoshizawa， Toshinari Yamazakiラ Ke吋i Amei， Masaaki Sakui 

A repulsive magnetic levitation induction linear motor that adopts a two-phase open core has been 

fabricated. A double file stator and a bilayer l iner were adopted to obtain guidance force .  The energy balance of 

the two phases was investigated for two types of winding connections. It was found that the power 

consumptions of the two phases were nearly equal to each other in one of the windings while they were much 

different from each other in the other connection. This result was discussed by use of an equivalent circuit. 

Furthermore， the increase in the frequencyラ which leads to a high impedance of the exciting circuit， caused large 

levitation force and high levitation efficiency. 

Keywords:  double file stator， bilayer liner， open core， force， guidance force， propulsive force， levitation force 

1. 序 論
磁気浮上型誘導リニアモータは， 超高速列車の駆

動用 の他， 最近ではクリー ンルームにおけ る 物品の

搬送やOA ・ FA機器での利用 が計られてきて い る

[1-3J.その 浮上方式 には吸引型 と 反発型の2種類が

あ る . 前者は鉄心 にコイル を巻い た可動子 を 用 い る

ため浮上の ための制御装置が複雑であ る が効率が良

い. 後者は渦電流 を利用 し た可動子 を 用 い る こ と に

よ り可動子 の軽量化 を計 る こ と ができ る が， 励磁回

路が短絡状 態 に あ る こ と から損失が大きく， リニア

モータには不適当 と されてきた. と はいえ， 反発型

の研究も若干ながら行われてきた. 例えば， 川田等

は3相オープ ンコア を 用 い た反発型磁気浮上システ

ムを検討 し た[4J. 彼等は， 3相 を印加 し た固定子 に

単相 を重ねて印加す る こ と に よ って大きな浮揚力 を

得た. He等は同じく3相オープ ンコア型の反発型磁

気浮上システムの静的力学安定性について報告 し た

[5J. Kim等はオープ ンコア を 用 い た単相の 反発型磁

気浮上システムにおいて， 磁束の漏れ を小さくす る

ためにアルミ製の固定子に鉄板 を張り付け る こ と を

検討 し た[6J.

本研究では 2相オープンコア を 用 い た反発型磁

気浮上誘導リニアモータを検討した. クロードコア

を 用 い た吸引型 に関 しては， 小西と平根の報告があ

る [3J.彼らは2相では3相 に比べてリニアモータの

駆動電源が簡単にな る と してい る . 最近 のエレク ト

ロニクス技術 を 用 い る と 周波数 を容易に高い値に変

換でき る . 従って， 励磁回路のイ ンピーダ ンス を 大

きくす る こ と ができ， 電源電圧 を高くす る こ と がで

き る . このことは， よ りいっそうの大きな浮揚力，

推進力お よ びガイド力 を得 る こ と につなが る . そこ

で， 筆者等は2相オープ ンコア型の反発型磁気浮上

システムを製作 し た. 固定子 の巻線接続方法を検討

し，異な る 三つの周波数60，120 お よ び360Hzで浮揚

力を測定 し た のでその結果 を 報告す る .

2. 実験方法
2. 1 2相リニアモータの構造

筆者等が製作した2相ワニアモータの構造 を 図1

に示す. 固定子は鉄心 と コイルからな る . ガイド力

を 得 る ため にU宇鉄心 を2列 に配列す る . 隣り合う

2つのU字鉄心が1つの極を作 る . 8極X2列 を1

ブロック と し， これ をさら に 多数連結す る . 固定子

はオープ ンコア構造 と なっており， その上 にアノレミ

板の可動子 を走らせ る . 図に示す可動子は幅の異な

る こ枚のアルミ板からな る . これは， 彼等が安定な

浮揚 を 得 る ために考案 し た可動子で， ここでは2層

導体可動子 と 呼ぶこ と に す る .

2. 2 巻線接続

筆者等は， まず， 固定子 の巻線接続方法 を検討 し

た. 図1 に示された固定子 の構造 において， 移動磁
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界を作 る ための巻線の接続方法には3種類の方法が れ る が， ガイドカが適正に働かないため図には示さ

考えられた. それらのうち図2 に示す2種類は. 2 ない.

層導体可動子 を 用 い る こ と に よ り安定な浮揚が得ら

れた. これらの接続では巻線はいずれも供給され る

電源の端子 A と B に よ り A 相 と B 相 に分けられ る .

筆者等は両相の消費電力を測定 し， そのバランスを

調べた.

アルミニウム製
二層導体可動子

苛ず
コイ/レ

( 1次導体)

図1 磁気誘導2相リニアモータの構造

図 (a) では， A と B の端子はそれぞれ上側の磁極

列 と 下側の磁極列 に並列に接続され， 上下二つの磁

極列のそれぞれにおいて， 1つおきの磁極聞の接続

は直列 になってい る . これに よ って向かい合う上下

の磁極の極性 (図中， +ーの記号で示されてい る )

は逆になってい る . 言い換え る と ， 上列の電気的位

相は下列 に比べて進行方向にπ だけ進んでい る こ と

にな る . 幾何学的に いえば， 磁極の 状 態が 右方向に

2ピッチ (磁極 と 磁極の間隔の2倍) だけずれてい

る . この巻線接続は， 後で述べ る よ うに， A 相 と B

相の消費電力が大きく異な る ので不平衡な接続 と 呼

ぶこ と に す る . 図 (b) では，磁極聞の接続の直並列性

は図 (a) と 同じであ る が，上列の電気的位相は下列 に

比べて進行方向にπ/ 2 だけ進んでい る . 磁極の 状 態

を幾何学的に言えば 右方向に1ピッチ (極 と 極の間

隔) 分ずれてい る . すなわち， 上列の磁極の状 態は

1ピッチ 右 にずれてい る . この接続は， A 相 と B 相

の消費電力がほぼ等 し い ので平衡な接続 と 呼ぶこ と

に す る . 図 (a) と (b) に示されたもの のほかに， 上列

と 下列 の電気的位相差が0 と な る 接続方法も考えら

(吟不平衡な電力消費となる巻線の接続

(b)平衡な電力消費となる巻線の接続

図2 安定浮揚ができる固定子の巻線の接続

3. 解析方法

3. 1 等価回路

消費電力の特性を理解す る ために， アルミ板 を乗

せない場合， すなわち無負荷時の巻線接続の等価回

路 を 考え よ う. 図2示 し た よ う に巻線 の接続は (a)

の不平衡 と (b) の平衡があり，それぞれの接続は図3

の (a) と (b) に示す等価回路で表され る . ここで， 電

源の端子 につなが る4つの配線 に 1， 2， 3， 4 と

番号をつけ， それらに流れ る 電流 の実効値 (時間 を

含まない表現) を (a) で、はÍI， h h， Í4では ( b ) 
ではわ， Í'2， Í'3， Í' 4 と 表すこ と にす る . 1つの配

線には4つの巻線が直列 に接続されてい る . 図3の

等価回路では4つ の 巻線 を 1つ の コイノレ と して表

し， その自己イ ンダクタンスをL， 内部抵抗をR と

す る . また，図2の共通端子 C はアース と して扱い，

コイルの相互イ ンダクタ ンスはMふ Mb，Mcで表 し

た.M.は上列または下列内の巻線開の相互イ ンダク

タンスを表 してい る .Mb とMcは上列と下列 の巻線

の間の相互イ ンダクタ ンスを表 してい る が，Mbは上

下の磁極が真向かい に位置す る 場合，Mcは斜め向か

い に位置す る 場合の相互イ ンダクタ ンスであ る .

- 2 -



二列固定子と二層導体可動子を有する磁気誘導 2相リニアモータの巻線方法

E 

(a)不平衡な電力消費となる等価回路

(b)平衡な電力消費となる等価回路

図3 安定浮揚ができる固定子の等価回路

3. 2 等価回路の解析

い ま， A 相 と B 棺の位相差がπ/ 2 であ る こ と を考

慮、 してそれぞれの電圧の実効値ベク ト ル をEお よ び

jE と 表す と ， 不平衡な場合の電流 と 平衡な場合の

電流は， それぞれ

[R jωL 州州 叩[�j-jOJMa R+}ωL jωMc jωMb 11 12 1 jjE 

jOJMb jωMc R+jωL -jωMa 11 Ì3 1 I E 

jωMc jωMb -jωMa RキjωL JI 14 I LJE 

(1) 

お よ び

[RjωL j叫州 j川 E ljωM. R+}ωL -}ωMb - jωMc 11 
i; 1 1 jE 

jωMc -jωMb R+ jωL -jωM. 11 i; 1 1 E 

jOJMb 一jωMc 一jωMa R+JωL J I  i� I LJE 

(2 ) 

から求められる.
ここで， 電力比WA/WB を求めてみよ う. A 相巻

線 と B 相巻線の電圧はEお よ びjEであ る から， 不

平衡の場合， A 相 と B 相の電力ベク ト ルはそれぞれ

WA = ÏA. E (3) 

W包=lB・jE (4 ) 

と な る . ここで， ÏA と ÏBは A 相電流 と B 相電流で
あ る .

1A = 1I+13 

1B=12+14 

し たがって， A 相 と B 相の電力比玖屯/WRは

WA/ _ ReQVA) _ Re(ム)
/WB- 瓦扇7- Eお了 (7) 

と な る .

( 5 ) 
( 6 ) 

平衡な場合の電力比も巻線電流Il，J2，h，j4 をラ

1'!， 1'2， 1'3， 1'4に 置き換え る こ と に よ って求め る

こ と ができ る .

3. 3 回路定数の決定

等価回路の回路定数は実験で求められ る . 自己イ

ンダクタンス と 相互イ ンダクタ ンスの値は周波数に

依存 しないが， 巻線の抵抗値は表皮効果の ために周

波数に依存す る . 巻線抵抗Rは， どの巻線もほぼ等

しく60 HZ では 2. 860， 360 H zでは3 . 290であった.

また ， 自己イ ンダクタ ンスL は 18. 0 mH であった.

さ ら に ， 相互イ ン ダク タ ン ス Ma ， Mb と Mc は

O. 83 8 mH， O. 73 7mH，O .0629mH であり， McはMa， Mb 

に比べかなり小さな値であった.

4. 結果 と 考察

4. 1 消費電力

図 2 (a) お よ び (b) の接続 において， 電源周波数 を

60 H zから360 H z まで様々に変えて A 相 と B 相の消

費電力WAお よ びWB を測定 し ， その比WA/WB を求

めた. 電源の電圧 と 周波数の比V/fは 1 /3 V/ H z一

定 と し た. この よ うに す る と ， 巻線の電流はほぼ 2. 5

A 一定になった. 測定は， アルミ板 (厚さ3と5 mm)

を 乗せ た 場合 と 乗せな い 場合 の 両方 に つ い て行っ

た. アルミ板 を乗せた場合， アノレミ板は磁極に押 し

つけた.

図 2 (b) の接続では2相の消費電力WA と WBはほ

ぼ等 し い値を示 し た. 例えば， アルミ板 を乗せない

場合， それら の値はいずれも周波数 に よ らずほぼ

60 W であった. また ， アノレミ板 ( ただ し ， 厚み5 mm)

- 3 -
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を乗せた場合， 周波数60 H zでは 55 W， 360H zでは

220 W であった. アルミ板 を載せない場合， 下列 の

A 相 と B 相の消費電力の差が上列 のA相 と B 相の消

費電力の差 と 相殺されて上列 と 下列 を 合わせた電力

比がほぼl と な る もの と いえ る . 電力比がほぼ1 に

な る こ と は， 式 の上からも導くこ と ができ る . すな

わち， 相互イ ンダクタ ンスMb' Mcが自己イ ンダク

タ ンス L に比べて充 分小さい場合 には， 式 (3 ) お よ

び (4) で計算され る 院 と 院はいずれも

W= E2R(R2 +ω2L2 +ω2Ma2) 
(R2+ω2L2 +2ω2LMa2)(R2 +ω2L2 -2ω2LMa2) 

( 8 ) 

と な る .

図 2 (a) の接続 に おけ る 消費電力比 の周波数依存

性 を図4に示す. アルミ板の有り無 し に関わらず，

電力比WA/WBは周波数が低い場合 にはほぼ1であ

る が， 周波数が増大す る につれて増大 し ， A 相 と B

相の電力バラ ンスが崩れ る . ただ し ， 両相の消費電

力の合計は図 2 (b) の接続 の場合 に ほ ぼ等 し い. 即

ち， アノレミ板 を乗せな い場合， 消費電力 WA と WB

は例えば360 H zにおいて 93 W と 36Wであった. ま

た ， アルミ板， 例えば厚み 5mm のもの を乗せた場

合， 周波数360 H zでは255 W と186 W であった. ア

ルミ板 を乗せ る と固定子で電力が消費され るだけで

なくアルミ板の内部で大量の電力が消費され る . こ

の電力は (a) の接続 と (b) の接続で大きな差はない た

め に アルミ板 を乗せた場合 に は図 (a) の接続 におい

ても消費電力比が1 に 近づくものといえ る .

3 

2.5卜
ロョミコ量 2 
き主
ま::l 1.5 4ミ
脚
制 1
;m: 

0.5 

。
。

一+ー無負荷(可動子を乗せない状態)
一合一板厚(3mm)ギャップ零
-ー一板厚(5mm)ギャップ零

事 無負荷(計算結果)

100 200 300 
周波数[Hz]

@ 

400 

図4 周波数と消費電力比町主/WBの関係

測定 し た回路定数 を 用 いて計算された無負荷時の

電力比WA/院は， 図4に示す点線のようになり，

実験で求められた無負荷時の消費電力比WA/WB に
ほぼ一致す る . ここで 4つの巻線開 には3種類の

相互イ ンダクタ ンスMa， Mb' Mcが存在す る ために

A 相の電力 と B 相の電力 に違いが生じ る こ と に注意

された い. A 相の電力と B 相の電力 に違いが生じ る

原因 を よ く理解す る ため に ， 仮 に ， 列内の相互イ ン

ダクタ ンスMa を0 と 仮定 して不平衡接続 と 平衡接

続の電力比 を求めた と ころ， 周波数60HZ から360 H z

の範囲 においていずれの場合も0. 92 から0. 99 の範囲

に収 まった. 一方， 不平衡接続においては， 上下聞

の相互イ ンダクタ ンスMb， Mcを0 と しても電力比

は1からずれ， 周波数60 HZ から360 H zの範囲 にお

いてl.l 7 から3.61 まで変化 し た. このこ と から， 図

2 (a) の接続 において不平衡が生じ る のはMa が存在

す る ためであ る .

4. 2 浮揚力

巻線接続 を電力の平衡が得られ る 図2 (b) と し ， 厚

み 3 mm のアルミ板の可動子 に様々な重さのおもり

を 乗せて回定子 の 上 に 浮 揚させ た . 電源は60 H z

(20V) ， 120 H z  (40V) お よ び 360 H z (120 V) の3

条件 と して， 浮揚高さ を測定した.

図5 に 浮揚力 (アルミ板の重さ十おもりの重さ)

と 駆動電流 を浮揚高さの関数 と して示す. 図に よ れ

ば， 浮揚高さが低下す る と 巻線電流は次第 に増加す

る . ここで， 巻線電流が励磁電流 と 一次負荷電流の

和であ る こ と に注意 して考え る と ， この巻線電流の

増加は一次負荷電流の増加 に よ る ものであり， 一次

負荷電流の増加が浮揚力の急激な増大 をもたら して

い る もの と いえ る . 一次負荷電流は周波数の増大 に

よ っても増大す る . その結果， 予想された よ う に ，

浮揚力は周波数の増大 に伴って急激に増大 し た.

表1 にアルミ板 を乗せた と きの全消費電力W( た

だい浮揚高さは 4mm) お よ びアルミ板 を乗せない

場合の消費電力院 の値を示す. アルミ板の 浮揚の

ために消費す る 電力はほぼW-Woで与えられ る ので，

η= (院院) IWは浮揚の た めのエネルギーの効率 と

いうこ と ができ る . 表 に よ れば， 周波数 を 上げ る こ

と に よ って よ り高い効率 を得 る こ と ができ る .
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二列固定子と二層導体可動子を有する磁気誘導 2相リニアモータの巻線方法

川口むE j7 
10卜 ・ o 0 0 0 ，， �  !360Hz120V) '" '" '" ム o 0 ò--_. '-ci 

• A 
8 ロ.口 口 口 (120Hz40V)

z 1 � •• � � (60Hz20V) i 5 

4ミ . 1 � 
里E

6 ・. 4苦言
野t ・ l師

4 止11ロ叩20…).. 匿墜E巴 3 

企 ・ 2 
2ト 企企 ・ .

(6. 0HZ20V) 企 . (360Hz120V) 
. _ .a. ・. 国 企 ・。 。

o 5 10 1 5 20 25 30 
浮揚高さ(mm)

図5 浮揚力と電流(A相・B相)の浮揚高さ依存性

W-Wo 
W(w) Wo(w) ηコー一一一一

W 

60Hz(20V) 46.5 45.5 0.02 

120Hz(40V) 80.0 52.8 0.34 

360Hz(120V) 156.0 64.0 0.59 

一
表1 可動子の浮揚効率 板厚は3mm， 浮揚高さは4mm

とした.

5. 結 論

オープ ンコア を 用 い た 反発型の磁気浮上型誘導リ

ニアモータ を検討した. このモータでは， ガイド力

を 得 る ため に2列固定子を用 い た. 得られた結果 を

ま と め る と ，

( 1) 2つの相 において， 消費電力がほぼ等しくな

る よ うな固定子巻線接続 を明らかに し た.

( 2) 固定子 の巻線接続 を等価回路で表 し ， 巻線の

消費電力 を解析し， 実験値を理解す る こ と ができた.

( 3 ) 電源 周波数 を 高くす る と ， 励磁イ ンピーダ ン

ス を 高くす る こ と ができ る ので大きな浮揚力が得ら

れた.

(4) 周波数 を増加させる と 浮揚効率が増大す る .
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子発生特性の評価. J 1 1 口 善和，上 田 晋也江尻裕一，
高田真一，北村岩雄ラ 升方勝己: 電気学会フ Gラ ズ、マ

研究会資料， PST・04-106: 5 1 -57 (2004) 
学生に よ る授業評価ア ンケー ト か ら みた授業の改
善点左改善策. 作井正昭， 石原外美 : 日 本工学教
育協会平成 16 年度工学・工業教育研究講演会講演
論文集 : 489-490 ο004) 
反発浮上形コ ンベアの構成 と 回転主導に よ る搬送
試験. 大路貴久， 市山悟， 飴井賢治， 作井正昭，
山田外史， 第 13 回 MAGDA コ ンブ ア レ ンス講演
論文集， PS-1 -A-08 : 107-1 1O (2004). 

10. 誘導加熱インバータ 回路の可変周波数制御に よ る
効率改善. 飴井賢治， 岩本靖規， 大路貴久， 作井
正昭 : 平成16 年 電気学会産調志用部門全国大会，
I 巻 : 595-598 (2004) 

6. 

7. 

8. 

9. 

2. 

3 .  

4. 
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特許 ・ 賞
1 .  フ ラ イ パ ッ ク 型スイ ッ チング電原因路. 作井正昭，

飴井俊裕: 特開 2004幽1 87430 (2004) 
反発形磁気 浮上ユニ ッ ト 及び、こ のユニ ッ トを用 い
た 搬送 シ ス テ ム . 大 路 貴 久， 山 田外 史 : 特 開
2004・347097 (2004) 

2. 
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5.  雷雲 の位置推定のた めの水平方向電界計 の開発. T.
Tantisa出y北uL北村岩雄村井忠托 升方勝己， 上
;告一郎: 電気学会論文誌 PE， V'01. 124， N'O. 1 :  121 - 126 
ο004) 

6. 符号化動画像にお け る カ メ ラワーク と 主観品質 と
の 関係: 稲積康宏， 堀 田裕弘， 中 瀬友絵ラ 村井忠
実日: 映 像 情 報 メ デ ィ ア 学 会 誌 ， V'01.58， N'O.7: 
995-998 ο004) 

7. 景観画像か ら の感性情報の抽出 と 推定: 堀 田裕弘
大橋俊道， 本 田 和博， 村井忠邦: 画像電子学会誌，
V'01.33ラ N'Oふ712・720(2004)

8. 単一刺激法を用いた 3 D/ 2 D符号化画像の画質
評価値の比較. 堀 田裕弘， 荒田真司， 本田和博， 村
井忠、邦， 高松衛， 中嶋芳雄: 側象情報メ デ ィ ア学
会誌， V'01.58， N'O. 10: 1457-1460(2004) 

9. 画質差を伴っ たス テ レオ静止画像の画欝湘モデ
ルの検討. 堀 田裕弘， 荒田真司， 本田和博， 村井忠
邦， 高松衛， 中嶋芳雄: 映 像 情報メ デ ィ ア学会誌ラ
V'01.58， N'O. lO :  1457・1460(2004) 

10. M'Oti'On-JPEG を用いた動画像品質にお け る Q'OS 制
御. 堀 田裕弘， 宮原典史ラ 本田和博， 村井忠邦: 情
報処理学会論文誌ラ V'01.45， N'O. 12 :  2600・2607(2004) 

1 1 . Evaluati'On 'Of 'Od'Our fr'Om po此able t'Oilets in a f'Our-bed 
h'Ospital ward. K. Nakajima， M. Kasegawa， M. S旧北i，
T. Tamura: Gerontechn'Ol'Ogy， 2， 4: 324・33 1 ο003)

12. Ameli'Orative e能cts 'Of acetyl-L・car叫tine and acidic 
fibroblast gr'Ow白 血cωr fragment anal'Og 'On brain lipid 
hydroperoxide leveL passive av'Oidance learning and/'Or 
immun'Oreactivity f'Or ch'Oline acetyl仕'ansferase in 血e
medial sepωm in senescence-acceleraもed mice. K. 
Sas北i， M. 1shibashi， F. Yasui， S. Matsug'O， 1. T，∞'yama， 
H. Kimura， y. O'Omura: 1nt'l. C'Ong. Series， 1260: 
123・128 ο004)

13 .  Analysis 'Of the 'Oxidative Strl回s staもe in the brain and 
peripheral 'Organs 'Of senescence圃acceler:低.ed m'O凶e
(SAM) model. S. Matsug'O， Y. Yasui， K. Sas法i: Int'l. 
C'Ong. Series: 1260: 25 1 ・253(2004) 

14. 1s an entertainment rob'Ot useful in care in elderly pe'Ople 
with severe dementia T. T鉱nura， S. Y'Onemitsu， A. It'Oh， 
D. Oikawa， A. Kaw北加1i， Y. Higashi， T. F吋凶'O'Ot'O， K. 
N釦j凶a: J'Ournal 'Of Geront'Ol'Ogy A Bi'Ol. Sci. Med. 
Sci.， 59， 1 :  M83-M85 (2004) 

15. Effects 'Of 'Orexins/hyp'Ocretins 'On neur'Onal activity in 
the paraventricular nucleus 'Of the thalamus in rats 泊
vitr'O. M. Ishibashi， S. Tホ311'0， H. Yanagida， M. 
T北atsuna， K. N法ajima， Y. O'Omur孔M.J. Wa戸ler， K. 
Sぉaki: Peptid田， in press 

16. Aut'Omatic diagn'Osis 'Of health c'Onditi'On in the elderly 
国ing inf'Ormati'On c'Ontent 'Of the act討ity 'Of daily life. M. 
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Nambu， K. Nakajima， M. N'Oshir'O， T. Tam凶ヨ: IEEE 
Eng. Med. Bi'Ol'Ogy Magazine， in press 

17. Effects 'Of green 'Od'Or 'On expressi'On 'Of 
F'Os-加lillun'Oreactivity inせle paraverr凶cular nucleus 'Of 
the thalamus in f'Orced sw加lilling rats. 1. Kim， M. 
Ishibas凪K. Nakajima， S. A'Ou， A. Ha伽aka， Y.
O'Omura， K. Sasaki: Chem. Senses， in press 

プロシーディング等

1 . 臼1 a Lurnped Element Three-branch 3・dB C'Oupler 
with Butlerw'O出血d Chebyshev Characteristics. 1. 
Sakagami， K. S法昭uti， M. Fujiiラ M. Tahara and Y. 
Hao: 官官 47th IEEE Inter. 恥1idwest S戸np. 'On Circuits 
and Systems: 田引ーIII-24， Hir'Os凶na， J却処 Juか
(2004). 

2. Derivati'On 'Of tw'O- and three-branch lurnped element 
c'Odirecti'Onal c'Ouplers and their frequency 
characteristics. I.Sakagami: IEEE Intemati'Onal 
Symp'Osium 'On Circuit and Systems， K'Obe， J叩an， May
(2005)， ω be publish吋

3. N'O・reference image q凶lity assessment f'Or 
JPEG/JPEG2000 ∞ding. Y. H'Ori民 S. Arata and 
T.Murai: 3. X-Eぽopean Signal Pr'Oc回sing C'Onference 
(EUSIPCO) 2004 (Vienna， Aus仕ia)， 百lUAmPOl :
1301-1304 ο004) 

4. Full reference q田lity evaluati'On m'Odel f'Or恥1PEG-2
∞ded vide'O. Y.H'Orita， M.H'Onda， Y.N北aiラ T
and Z.Kawasaki， Picture Coding Symp'Osium 2004 
(SanFrancisc'O，USA): 1 -6 ο004) 

5 .  A Pers'Onal Rec'O伊iti'On Meth'Od using Head Image f'Or 
Health M'Onit'Oring System in the H'Ome. K. Nak司加a
and K. Sas地i: 26血 Ann田1 Intemati'Onal C'Onference 'Of 
the IEEE Enginee出g加Medicine and Bi'Ol'Ogy 
S∞iety: CD開ROM(2004)

国際会議
1 .  Simulati'On， Design and Fabricati'On 'Of Integrated 

Optical Devices. Chris P'Oulton， 1 Jan Brosi， Christian 
K'O'Os， Felix Glöckler， Jin Wang， Masa白mi Fujii and 
W'OI亀ang Freude: Symp'Osium 'On Opt'O・ &
Microelectr'Onic Devices and Circuits (SODC)， W吋1an，
China， April (2004) 

2. Design 加d Fbricati'On 'Of Nan'Oph'Ot'Onic Devices. W. 
Freude， C. P'Oult'On， C. K'O'Os， 1. Brosi， F. GI'Oeckler， 1. 
W加g， G. Ch法加し M. F吋ii: 計 Intemati'Onal 
C'Onference 'On Transparent Optical Netw'Orks: 1CTON 
2004， Wroclawラ P'Oland， Paper M'O.4.4 V'Ol. 1 Page 4-9， 
July (2004)， invited paper. 

3 .  Atlenuati'On 'Of 'Optical s仕ip waveguides with rough 



sidewalls. C.Koos， C.Pou1ton， M.F吋ii， W.Freude: Joint 
29血 Internationa1 Conference on In貴司ed and 
Millimeter Waves and 12th Intemational Conference on 
Terahertz E1ectronics， Kar1sruhe， Germany， September 
(2004)， Submitted. 

4. High-index叩tica1 wave伊iding s加C岡田. W.Freude， 
J.Brosi， F.G1oeckler， C.K，∞s， C.Poulton， J.W皿gラ
M.F吋ii: Frontieぉh句協2004 / L蹴r Science XX， 
Rochester， New Y orkラ Oct. (2004)， invited p叩er

5.  Orexin・B excites 血e neurons in 血e paraventricu1ar 
nucleus of the tha1amus of mts. K. Sas北i， M. Ishibashi， 
S. Takano， H. Yanagida， M. Takatsuna， K. Nakajima， Y. 
Oomura: 1 3白 Annua1 Meeting of Intemational 
Behaviora1 Neuroscience Society， Key West， U.S.A.， 
June (2004) 

6. Green Leaf Fmgrance Restores the Increased 5・HT
Metabo1isms and the Decreased Short-Term Food 
Intake During and/or After Immobilization S紅白s in 
Rats. K. Sasaki， S. Aou， A. Ha匂naka， Y. Oomura: 
ISOT/JASTS 2004， Kyoto， Japanラ Ju1y (2004) 

7. Orexin B-induced increase in spon匂neo出自由19 in 
hypotha1amic paraventricu1ar nucleus neurons was 
suppressed in s悦pωwーもocin-diabetic rats. 1. Kimura， H. 
Tsuneki， S. Hara， K. S街地i: 40th EASD Annual 
Meeting， Munichラ Germanyラ Sept. ο004) 

8. Effects of trans・2-hexenal on brain 5・HT and DA 
metabo1isms in rats with e1ec仕ica1 ゐot sh∞k， T. Aoki， 
K. Kawamoto， S. Aou， T. Shiraishiラ Y. Oomura， K. 
Sasaki: 34th Annua1 Meeting for Soc. ofNeurosci吋 San
Diego， U.S.A.， Oct. ο004) 

9. Deve10pment ofthe Sheet Ma仕ix Thermometer for the 
Home Hea1thωe. M. Nambu， K. N何回a， T. 
Tamura: Intemationa1 Conference on Ubiquitous 
Hea1thcare 2004， Seou1， Korea， Oct. ο004) 

10. Green odor normalizes 白e incr，回sed 5-HT metabo1ism 
and dec陀ased short-term food in匂ke during and/or after 
immobi1ization stress in rats. Y. Oomura， K. Sasaki， S. 
Aouラ A. Ha鈎naka: Intemational Conference for 
physio10giωBiophysics 2004， Shang凶i， Chi肌 Nov.
ο004) 

1 1 . Dehydrogenase-based enzyme switches as an on聞site
biosensing device. M.Suzuki， K.Yamamoto， Y.Iribe， 
Y.Asano: 百le Eighth Wor1d Congress on Biosensors， 
Granada， Spain， May ο004) 

12. Micro-arrayed pH and 0可gen sensors for optica1 
biosensing. M.S回uki， H.N法abay出:hi， M.Honda， 
Y.Iribe: The Eighth World Congress on Biosensor民

Gr加a札Spain， May (2004) 
13 .  Dehydrogenase-based nove1 enzyme switches for 

2003年�2004年研究業績一覧

on-site testings. M.SUZl水i， K.Yamamoto， Y.Iribe: The 
Tenth International Meeting on Chemica1 Sensors， 
Tsukuba， Japan， Ju1y (2004) 

14. Micro optica1 pH 加d oxygen sensor array for cell chips. 
M.Suzuki， H.Nakabay;出hi， M.Honda: 百le Tenth 
Intemational Meeting on Chemica1 Sensors， Tsukuba， 
Jap札Ju1y (2004) 

15 .  Dehydrogenase-based enzyme switches as nove1 
biosensing devices. M.Suzuki， K.Yamamoto， 
M.Shinkawa， Y.Iribe: 2004 Joint Intemationa1 Meeting 
ofECS 組d ECSJ， Hono1u1u， USA， Oct. (2004) 

16. Micro-arrayed pH 加d o可gen sensors for cell chips. 
M.S回uki， H.N誌abay;出:hi， M.Hon札 Y.Iribe: 2004 
Joint Intemational Meeting ofECS and ECSJ， Hono1u1u， 
USA， Oct. (2004) 

17. Micro-arrayed cell chips with pH or oxygen sensitive 
membrane. M.S田uki， H.N水abayashi， Y.Jing， 
M.Honda: Fou吋1 Intemationa1 Symposium on 
Microchemis包y and Microsystems， Takamatsu， Japan， 
Nov. (2004) 

その他の論文

1 .  富山大学工学部におけ る 中学生向 け体験入学につ
いて. 坂上 岩太、 石井 雅博、 伊藤紀男、 龍山 智
柴: 平成 1 6 年度工学 ・ 工業教育研究講演会演論
文集、 生涯学習支援 ・ 地域貢献 ・ 地場産業との連
携V、 357: 707圃708 (2004) 

2. 分布定数回路に基づく集中定数化 2 ， 3 ブラ ンチ
の 3 dB コ ダイ レク シ ョ ナル ・ カ ッ フ。ラ について.
坂上 岩太、 泉 圭 輔、 坂 口 和志、 藤井 雅文: 電子
情報通信学会技術研究報告 MW2004-198 : 7- 12 

(2004) 
3. FDTD 法における非線形分散性 APML 吸収境界条

件の最適化. 藤井 雅文， 坂上 岩太 : 電子情報通
信学会マイ ク ロ 波研究会技術報告 MW2004-200:
2 1 -26 (2004) 

4. ぼけ と リ ンギングを考慮 した JPEG2000 符号化の
FR 画質制御. 堀 田裕弘， 桃井大輔ヲ 本田和博， 村
井 忠 邦 : 映 像 情 報 メ デ ィ ア 学 会 技 術 報 告
HI2004-68 :  25-28 (2004) 

5. 少数地点の観測データ を用いた雷雲電荷分布逆推
定. 本田和博ラ 島崎拓治， 村井忠邦: 第 2 3 回 日 本
シ ミ ュ レーシ ョ ン学会発表論文集: 215-2 1 8  (2004) 

6. 感性情報を検索キーと した画像検索システム. 堀
田裕弘， 室岡 尚樹， 本田和博， 村井忠邦ラ 画像の認
識瑚手シンポジ ウ ム 2004: 335-340 ο004) 

7. 近赤外光を用いた組織静脈血酸素飽和度お よび粗
織酸素消費量の無侵襲計 測法の開発. 斎 藤建夫，
中 島一樹， 佐 々 木和男 : 信学技法， 104， 54: 17・20

- 1 1 -



富 山大学工学部紀要第56， 57， 58巻 2007 (第56巻)

(2004) 
8. 脱水素酵素を用 いた酵素スイ ッ チ. 鈴木正康， 山

本一良， 入部康敬: 日 本化学会第 8 4 春季年 会講
演予稿集 II: 1 166 (2004) 

9. 簡易計 測チ ッ プρと しての脱水素酵素型酵素スイ ッ
チ. 山本一良、 新川正通、 入部康敬、 鈴木正康 :
電気 化学会第 7 2 回大会講演要旨集 : 88 ο004) 

10. マイ ク ロ ア レイ 型オプテ イ カ ノレイ七 学セ ンサチ ッ プ.
鈴 木 正 康 ラ 中 林 寛 明 ラ 本 田 勝 ， 入 部 康 敬 :
Pr，目白dings of the 38th Chemical Sensor S戸nposium:
76-78 ο004) 

1 1 . 細胞チ ッ プOの た め の化学セ ンサマイ ク ロ ア レイ .
鈴木正康， 中林寛明， 荊勇， 本田勝: 第 10 固 化学
と マイ ク ロ ・ ナ ノ システ ム研究会講演要旨集: 1 3 1  
ο004) 

12. 酵素スイ ッ チ を用いた先天性代謝異常症指標物質
の測定. 山本一良， 入部康敬橘信二郎， 浅野泰久
鈴木正康: 第 10 回化学 と マイ ク ロ ・ ナ ノ システム
研究会講演要旨集: 1 57 ο004) 

13 . 細胞マイ ク ロ ア レイ チ ッ フ。か ら の特 定細胞の 自 動
採取 藤田充孝ラ 中島晴記， 中川泰伸，金三津雅則，
木村春良司， 鈴木正康: 第 10固 化学 と マイ ク ロ ・ ナ
ノ システム研究会講演要旨集: 169 (2∞4) 

14. 細胞チ ッ フ。のための高 解像度 2 次元 S PRイ メ ー
ジ ン グ. 入部康敬， 中島典裕， 飛 田達也，鈴木正康:
第 10 回化学 と マイ ク ロ ・ ナノ システム研究会講演
要旨集:. 1 8 1 (2004) 

特許・賞
1 .  精密転写用 樹脂組成物及ひ該樹脂組成物を用 し1た

マイ ク ロ 部品並び、に該マイ ク ロ 部品 を用いたマイ
ク ロ ウ ェ ノレの位置検出フO レー ト . 山 下和之， 大永
崇， 藤城敏史， 森本英樹， 小幡勤， 鈴木正康: 特 願
2003-423846 

2. 1個の抗原 特異的B リ ンノミ球を用いた抗原 特異的
抗体産生ハイ ブ リ ドーマの作製方法及びモ ノ ク ロ
ーナル抗体の製造方法. 村 口 篤， 岸裕幸， 民谷栄
一， 鈴木正康， 東保喜八郎ラ 上野実， 中里博吉: 国
際 出願 PCT/JP2004/04274， 国際公開 02004/08791 1
A1 .  

3 .  マイ ク ロ ウ ェ ノレア レイ チ ッ プ、 その製造方法及び
被検体の活性測定方法. 鈴木正康， 村 口 篤:特願
2004帽072000

4. 生物言舟件の取 得方法. 村 口 篤， 岸裕幸， 鈴木正康，
村椿良司， 金三津雅員Ij: 特瀬 2004・080658

5. 樹脂 製 ヒ。ベ ッ ト チ ッ プ. 鈴木正康， 大永崇， 山 下
和 之 ， 藤城敏 史 ， 森本英樹 ， 小 幡 勤 : 特願
2004-268136 

6. 転写性に優れた樹脂 組成物. 山 下和之ラ 大永崇，
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藤城敏史， 森本英樹， 小幡勤， 鈴木正康: 国際 出願
PCT/JP2004/1 8877 

7. 免疫セ ンサ及びこ のセ ンサを用 い る測定方法. 鈴
木正康: 特開 2004-1 17026



A刷nic H-m吋iated (Si]4lIGe]ho superlatti∞ bu能:rs for 
白egrow血 of sio 7SGeo.2S alloy layers with low residual 
紺ain. M.M.Rahman， T.Tambo， C.TaおU戸ma: 百世1
Solid Fi1ms， Vo1.464-465: 85-89 (2004). 
M吋ifi開封on ofSb/Si(001)  inte由回by inco中oration of
In(4x3) sur色白 re∞由加lction. D.v.Gruzney， 
K.Ohmura， T.Tambo， V.G.Lifshits， C.Ta岡戸ma: Appl. 
Surf. Sci.， Vo1.237:  99・104 ο004).
Grow白色mper拙rre dependence of SrTi03 由加自lms
by Molecular Beam Ep加xy. M. N. K. Bhuiyan， H. 
Kimur九T. Tambo and C. Tatsu戸ma: J伊1. 1. Appl. 
Phys.， Vol. 44， No. 1B :  677・680 ο005)
Growせ1 of SrTi03 Films on Si(001 )-Sr(2x1)  Sur命ces.
恥1. N. K. Bhuiyan， H. Kim四百， T. Tambo and C. 
Taぉuyanm: Appl. Surf. Sci.， in press 
S加lC初ral characterization of SiO.7SGeo.2S alloy layers 
wi由 Sb/G-mediat吋 LT-Si bu島:rs. M.M. Rahman， S.Q. 
Zhe略T. T制民 組d C. Tatsuyama: Jp孔 1. Appl. 
Phys.， in press 

10. Two-step grow血 of SrTi03 fi1ms on Sr圃modulated
Si(001)  subs回tes. M. N. K. Bhuiyan， H. Kimu耽T.
Tambo and C. T:脇町ama: 1. Materials Sci. : Materials 
in Electronics， to be published 

1 1 . Sb adso中生ion 011ω In nanocluster ar:r可struc制民
formed on a Si(1 1 1 )-(7xη. M. Saiω， C. Takeuchi， M. 
恥10ri， T. Tambo， C. Tatsuyama: Appl. Surf. Sci.， in 
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5. 

6. 

7. 

8. 

電子物性デバイス工学講座
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press 
1 2 .  Vertically Aligned Nematic Liquid Ctystal Display 

Using Dual-Interference Exposure Method. T. 
S凶namura， H. Okada and H.白magawa: Jpn. 1. Appl. 
Phys.， 43(1) :  256-260 ο004) 

1 3 .  Syn血目is and Properti田 of 9θ'-Diatyl・4，5・
diaza臼uoren回A New Type of Electron-Transporting 
and Hole-Blocking Material in EL DevÏces. K.臼10， T. 
Yamぉe， M. Ohkita， K. Saiωラ Y. Mats山，hita， S. Naka， 
H. Okada 釦d H. Onnagawa: Chemis町 Let鉛民33(3):
276・277 (2004) 

1 4 . Self-ali伊ed Organic Field-E島ct Transistors Using 
Back品mace Expos鵬Me血 吋. T. Hy，吋oラ F. Mori凪
S. Naka， H. Okada and H.白magawa: Jpn. 1. Appl. 
Phys.， 43 (4B): 2323-2325 (2004) 

1 5 .  A Mechanical Model Study on Correlation of Liquid 
Ctystal Phase and Dynamic Parameter in Linear 
Molecules. H. 恥18， H. Okada S. Sugimori， H. 
白magawa and K. Toriyama: Jpn. 1. Appl. Phys.， 43 
(5A): 2626-2627 (2004) 

16 . Temperature Dependence of Physical Cons卸1ts with 
Varied Molecular Len併1 and Position of Fluorinated 
Substituents in Phenyl-bicyclohexane Core Liquid 

著書

1 .  イ ン ク ジェ ッ ト . 佐 藤， 吉森， 中， 柴 田， 岡 田， 女
川し 宮林， 井上: 有機E L材料技術({臼事由青監修，
シーエム シー出版， 東京) pp. l lO- 128 (2004) 
ス プ レ イ 技 術 . 越 後 ， 中 ， 岡 田 ヲ 女川 ， 有機
E L材料技 術 (佐藤{却青監修、 シーエム シー出版，
東京) pp. l29-140 (2∞4) 
Landolt-Bomstein Group田， vo1.36， Ferroelectrics and 
Related Subs伽ces. Subvolume B， Part 1 .  N. Nak細M
et al. (Edited by Y. Shiozaki， E. Nakamura， T. Mitsui : 
Sp出1ger， Berlin， Germany) ο004) 

2 .  

3 .  

原著論文

1 .  Solid phase epi加cial grow血 of SrTi03 血in fi1ms on 
Si(OOl)  substrates at low temperature. M. N. K. 
Bhuiyan， H. K並1ura， T. Tambo and C. Tatsuyama: 
Jap組出e Joumal of Applied Physics， Vol. 43， No. 1 1B :  
7879-7880 ο004) 
回出temperatIlfe oxi釧on of calcium hexaboride 
powders. S.Q. Zheng， G.H. Min， Z.D. Zouラc.
Tatsuyama: Materials Letters， Vo1.58， 2586-2589 
(2004) 
Sur命ce Phぉ白血d Pr∞esses on Si Sur命ce. Victor G. 
Lifshits， Yuty L. Gavril戸k，Dmi町 A. Tsukanov， Boris 
K. Churusov， N叫il Enebish， Svetlana V. Kuznetsova， 
Se屯uei V. Ryjkov， Dmitriy Gruznev and Chiei 
Tatsuyama: e-Joumal of Surface Science and 
Nanotechnology， Vol. 2: 56・76 (2004) 
Surfactant mediated grow血 of Sb clusters on Si(1 1 1) 
surface. D. Grumev， K.O知n四百ラ M.Saitoh， 
S.Tsukabayashi， T.Tambo， V.G. Lifs凶tsラ C.Tatsuyama:
1.Ctystal Grow仕1， Vo1.269: 235-241 (2004). 
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Crys拙. H. Ma， H. Okada， S. S昭m'O凡H.αmagawa
and K. T'Oriyama: Jpn. 1. Appl. Phys.， 43 (9A): 
6234-6238 (2004) 

1 7 . Self-Aligned Bank F'Ormati'On 'Of 臼ganic
Electr'Oluniinescent Devices Using Ink-Jet凶nting
Meth'Od. R Sat'O， S. Naka， M. Shiba凪 H.Okada，H.
臼magawa， T.Miyabay出hi and T. In'Oue: Jpn. 1. Appl. 
Phys. 43(I IA): 7725-7728 (2004) 

1 8 . \\もite Organic Electrolumines田nt Devices Using the 
Direct Ink-Jet P巾ting Meth'Od. R Saω， S. Naka， M. 
Shiba民 H. Okada， H.αmagawa and T. 恥1iyabay，出:hi:
Jpn. 1. Appl. Phys.， 43( I IA): 7395-7398 (2004) 

19 . Improved \\巾i総Organic Electr'Oluminescent Devices 
using Fine Mesh as an Evap'O削i'On Mask. T. Ts吋i， S. 
N北a今日. Okada and H.白magawa: Current Applied 
Physics， 5 :  1 -4 (2005) 

20. Tw'O-Phase Inducti'On Lin巴ar M'Ot'Or with D'Ouble File 
Staí'Or and Bilayer Liner. Yukichi T，法ayasu， T'Oshi'O 
Y'Oshizawa， T'Oshinari Yam但誌i， Kenji Amei， Mas姐ki
Sakui: IEEE Transacti'Ons 'On Magnetics， 40， 4: 
1 897-1900 ο004) 

2 1 .  Influence 'Of Uniaxial Pressure 'On the Phase Transiti'On 
'Of Partially Deuterated Glycinium Ph'Osphi句. T'Oshi'O 
Kiku凪Yasuhir'O T北em'Oω， T'Oshinari Yamazaki and 
N'Ori刊lkiN北atani: Ferr'Oel即位ics， 302: 99-104 ο004) 

22. Optical Properties 'Of Treated Surfaces. H. Ueba: 
Encycl'Op吋ia 'Of C'Ondensed Matter Physics-Optical 
Properties， Elsevier， May (2005)， t'O be published 

23. 百le'Ory 'Of Sum-Fr巴quency Generati'On Spectr'Osc'Opy 'Of 
Ads'Orbed M'Olecules by Density Ma甘ix Meth'Od 
-Broadband Vibrati'Onal SFG and Applicati'Ons-. M. 
B'Onn， H. Ueba and M. W'Olf: J'Oumal 'Of Physiω: 
C'Ondensed Matter， April (2005)，ω be published 

24. Relati'On between inelastic ele叩on tunneling and 
vibrati'Onal excitati'On 'Of single ads'Orbates 'On metal 
surfa田s. S.G. T出lodeev and H. Ueba: Physical 
Review B， 70， ]25414:  1 -8 (2004) 

25. Electr'Onic酎cti'On and liquid田fl'Ow-induced v'Oltage in 
nan'O制b田. B. N. 1. Perss'On， U. T，紅白glin'O， E. T'Osぽ6
and H. Ueba: Physical Review B， 69， 2354 10: 1 -5 
ο004) 

26. Dephasing 'Of vibrati'Onally excited m'Olecules at 
Sぽ命ces. M. B'Onn， Ch. Hess， W. R'Oeterdink， H. Ueba 
and Ma吋nW'Olf: CO江主u(OO1) Chemical Physics Le批r，
388 : 269-273 (2004) 

27. Elem印刷yprocess巴s 'Of vibrati'Onally mediated m'Oti'Ons 
'Of single ads'O枇d m'Olecules. H. Ueba: Applied Surface 
Science， 237: 565-571 ，  (2004) 

28. 百le'Oretical s匂te-'Of..:由e art in ads'Orbate m'Oti'Ons and 

reacti'Ons indu∞d by inelastic tunneling current with 
STM. H. Ueba and B.N.J. Perss'On: Surface Science， 
566・568: 1 ・ 12 (2004) 

29. 表面非線形分光の可能性-SFGt と SHG一. 上羽
弘: 真空， 47: 410-41]ρ004) 

プロシーディ ング等

1 . Relati'Onship Between M'Olecular Structure and 
Temparature Dependen四'Of Anis'Otropic Pr'Operties in 
Flu'Orinated Liquid Cry羽1s - 百leM，噌;netic Anisotr'Opy. 
H. Ma， K. T'Oriyama， H. Okada， S. Sugim'Ori and H. 
Onnagawa: Proceedings 'Of the 8血 Asian Symp'Osium 
'On Inf'Ormati'On Display: 612 (200の

2 .  T'Op-Abs'Orpti'Onωg訓c Ph'Otodi'Odes Sui匂ble f'Or 
Devi印 Integrati'On. H.Shimada， S. Naka， H. Okada and 
H.臼magawa: Extended Abstract 'OfS'Olid S匂te Device 
and Materials， (2004) 

3 .  臼ganic Bi-Functi'On Ma仕ix Array， Y. M脇田hita， H. 
S凶mada， T. Miyashi凪 M. ShibaはS. Naka， H. Okada 
and H.臼magawa: Extended Abstract 'Of S'Olid State 
Device and Materials， A-4-5 ο004) 

4 .  Dual - Drive & ー Emissi'On Panel. T.恥但y田hita， S. N紘a，
H. Okada and H. Onnagawa: Pr'Oc. Asia Display / lnt'l 
Meet. Inf'Ormati'On Display'04: 707 (2004) 

5 .  Durability Test Of S'Oluti'On-Processed Orgar由
Electr'Oph'Osph'Ores∞nt Devices With Small Organic 
M'Olecules. M. Ooe， S. Naka， H. Okada and H. 
Onnagaw�じPr'Oc. IDW04: ]419・ 1420ο004)

6 .  Inverted Org鉱山日ectr'Oluminescent De吋ces with 
M'Olybdenum Tri'Oxide 出 a H'Ole Injecti'On / Spu仕ering
Bu能r Layer. T. Miyashi民 S. Naka， H. Okada and H. 
Onnagawa: Proc. IDW04: 1421- 1422 (2004) 

国際会議
]. Sb ads'Orpti'On '011ω Si(1 1 1  )ー(7x7)-In nan'Oc1us匂r array 

structure. M. Sait'O， C. Takeuchi， 恥1. M'Ori， T. Tamb'O， C. 
Tatsuyama: 11th Intemati'Onal C'Onference 'On S'Olid 
Films and Su巾印s， Hamamatsu， Japan: 21 幽25 June 
(2004) 

2. S'Olid phase叩i加dal gr'Owth 'Of S汀i03 出in films 'On 
Si(OOI )  subs仕ates at l'Ow temperature. M. N. K. 
Bhuiyan， H. Kimur孔T. Tamb'O 加d C. Tatsuyama: 
2004 Intemati'Onal W'Orksh'Op 'On Dielec廿lC 百lin Fi凶s
f'Or Future ULSI Devices: Science and Techn'Ol'Ogy， 
P.- 18， T'Oky'O， Japanラ May (2004)

3. Growth temperature dependence 'Of SrTi03 白in五lms
by恥侶E. M. N. K. Bhuiyan， H. Kimura， T. Tamb'O and 
C. Tatsuyama: 2004 Intemati'Onal Symp'Osium 'On 
Organic and In'Organic Electr'Onic Materials and Related 
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Nan'Otechn'Ol'Ogies， O-B16， Niiga民J叩anJuneο004)
4. Perovskite-Type SrTi03 百血 Films 'On Si(001) 

Substrates Grown by M'Olecular Bearn Ep加可・M.N. 
K. Bhuかan， H. Kimぽ'3， T. Tarnb'O and C. Tatsuyarna: 
6th Japan-Russia Seminar 'On Semi∞nductor Sぽfaces，
0-2， T'Oy;紅na， Japan， Oct'Ober (2004) 

5. Sb adsorpti'On 'Ont'O In nan'Ocluster array s飢lC知re 'On出e
Si(111)・(7x7). M. Saiω， C. Takeuchi， H. Sas北i， T. 
Sas法i， M. M'Ori， T. Tarnb'Oラ C. Tatsuyarna: 6th 
Japan-R山sia Seminar 'On Semic'Onduct'Or Surface， E-4， 
T'Oyarna， Japan: 10・17 0ct'Ober ο004) 

6. In:flunce 'Of UTA-Si bu能r layers 'On the gr'Owth 'Of SiGe 
films analyzed by high res'Oluti'On X-ray reciprocal 
space map. S.Q. Zheng， M.M. Rahman， M. Kawashima， 
M. M'Ori， T. Tarnb'O， C. Tatsuyarna: 6血Japan凶R山sia
Seminar 'On Semi∞nduct'Or Surfaces， 0-1， T'Oyarna， 
Jap釦ラocωber (2004)

7. Hetero叩i匂xy 'Of InSb films gr'Own 'On a Si(OOl) 
substrate with AlSb buffer layer. M. M'Ori， N. Fujim'Ot'Oラ
N. Akae， K. U'O国ü， T. Tarnb'O， C. Tatsuyarna: 6血
Japan開Russia Seminar 'On Semic'Onduct'Or Surface， B-4， 
T'Oyarna， Japan， Oct'Ober (2004) 

8. Hetero叩itaxially gr'Own InSb films 'On a Si(OOl) 
substate c'Overed with血in AlSb layer. K. Mura凪M.
M'Ori， N. F吋im'Ot'O， T. Tarnbo， C. Tatsuyarna: 6th 
Japan-Russia Seminar 'On Semic'Onduct'Or Surface， C-4， 
T'Oyarna， Japan， Oct'Ober (2004) 

9. Grow出 'Of Sb nan'Oclusters 'On In/Si(lll) surfaces. D.v. 
Gruznev， K. Ohmuraヲ恥1. Saiω， S. Tsukabayashi， T. 
Tarnbo， v.G. LifshitsラC. Tatsuyarna:計Japan-RI凶sia
Seminar 'On Semic'Onduct'Or Surface， T'Oyarna， Japan， 
Oct'Ober (2004) 

1 O. Impr'Oved light 'Out聞c'Oupling in Organic 
Electr'Oluminescent Oevices with rand'Om O'Ots. A. 
Ki臼mura， S. Naka， H. Okada and H. Onnagawa: 
Abstract B'O'Oklet 'Of the 2004 Intemati'Onal Symposium 
'On Org紅白組d In'Organic Electr'Onic Materials and 
Rela凶Nan'Otec加'Ol'Ogies，Niigata， Japan， June ο004) 

11. Alignment 'OfNematic Liq凶d Crys凶M'Olecules Using 
Nan'Ometer-Sized Ultra圃F泊eP甜ernsFabricated Using 
El即位'On Be岨1 Exp'Osure Meth'Od. T. Ka劉y'O， K. 
F吋ibay叫 T. Shimarn肌 H.O刷a and 
H.Onnagawa: Abs回ct Booklet 'Of 血e 2004 
Internati'Onal Symp'Osium 'On Organic and In'Organic 
El邸tr'Onic Materials and Related Nan'Otechn'Ol'Ogies， 
Ni記a民J叩an， June (2004) 

1 2 .  Sprayed WhiぉOrganic Electrophosphm回cent Devices 

With Smal1 Organic M'Olecules. T. Echig'O， S. Naka1， H. 
Okada， and H. Onnagawa， Abs回ct B'O'Oklet 'Of the 2004 

2003年�2004年研究業績一覧

Intemati'Onal Symp'Osium 'On臼ganic and In'Organic 
Electr'O凶c Materials and Related Nan'O鉛chn'Ol'Ogi民
Niigata， Japan， June (2004) 

13. N02 Gas Sens'Or Made 'Of P'Orous M'O03 Sputtered 
Fi凶5. T'Os凶lari Yarn低水� Chengji Jin， Atsushi 
Nakayarna， T'Oshi'O Y'Oshizawa， T'Oshi'O Kikuta， 
N'Ori戸ki Nakatani and Tatsu'O Yarnabuchi: 2004 
lntemati'Onal Symp'Osium 'On Organic and ln'Organic 
El即位'Onic Materials and Related Nan'Otechn'Ol'Ogies， 
Niiga:はJapan， June (2004) 

14. Crystal S凱lC旬re 'Of Telluric Acid Amm'Onium 
Ph'Osphate (T AAP) in the Paraelec凶c Phase. T'Oshi'O 
Kiku凪Oaisuke Harnatake T'Oshinari Yarnazaki and 
N'Oriyuki N必@匂凶:百le 5白K'Or回-Japan C'Onference 
'OnFe汀'Oelectricity， Se'Oul， K'Orea， Aug (2004) 

15. P'Olarizati'On Reversal 'Of Telluric Acid Amm'Onium 
Ph'Osphate. T'Oshi'O Kikuta， Y'Oshikazu Kaw砲ishi，
El・maglぜaby M'Oharned EI-Maglrraby， T'Oshinari 
Yarn位地i andN'Ori刊kiNaka:旬ni: The 8社llnternati'Onal
Symp'Osium 'On Ferr'Oic O'Omains and Micro- もo
nan'Os∞pic Struc町民Ts依uba， ];叩机Aug (2004)

16. The'Ory 'Of inel出tic tunneling and its relati'On ω 
vibrati'Onal excitati'On in ladder climbing pro∞ss 'Of 
single ads'Orbates. (招待講演)， H. Ueba: O'On'Ostia 
lntemati'Onal Physics Center W'Orksh'Op 
MOLECULE-SURFACE INTERACTIONS: 
ELE恥1ENTARY REACTIVE PROCESSES， O'On'Ostia 
/ San Sebastian， September ο004) 

その他の論文

1. Si(111)-(7x7)再構成表面上におけるhナノクラス
ター配列構造上へのSb吸着. 斉藤光史， 佐々木
寛和， 佐々木透， 森雅之， 丹保豊和， 龍山智
栄: 電子情報 通信 学会 「 技討柵究報告J ，CP叩004
V'01.136:7-1J (2004) 

特許・貰
1. 米国特許6，756，249
2. 米国特許US6，806，640B2
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子学会誌， ぬ1. 33， No. 6 :  1123-1131 (2004) 
Color segmentation for text extraction. Hiro戸水i Hase，
Mas拙ki Yoneda， Shogo Tokai， JienKato， Ching Y. 
Suen : Intemational loumal on Oocument Analysis and 
Reco伊ition， Vo1. 6， No. 4 :  271・284 (2004) 

10. 固有ベク トルの変動を考慮 した共分前T列. 酒井
充， 米田政明， 長谷博行， 丸山博 : FIT2004 情報
科学技術フ ォーラム情報科学技術 レターズ， ぬ1.
3， LI・011 : 193-196 (2004) 

11. SSCQE 法に よ り 得 ら れた動画像の品質評価値の
推定精度改善. 堀 田裕弘， 宮田高道， 村井忠邦 :
電子f青報通信学会論文誌， Vo1. J87・B， No. 1 : 70-80 
(2004) 

12. 最適フ レーム レー ト推定に基づ く 動画像符号化法
の有効性について. 稲積康宏， 吉田俊之， 酒井善
則， 堀 田裕弘 : 電子情報通信学会論文誌， ぬ1. J87-B， 
No. 2 :  292幽304 (2004)

13. 符号化動画像におけ る カ メ ラ ワーク と 主観品質 と
の関係. 稲積康宏， 堀 田裕弘， 中瀬郎会， 村井忠
邦 : 側象情報メ ディ ア学会誌， 泊1. 58， No. 7 :  
995司998 (2004) 

14. 雪国の屋外照明 におけ る演色効果の定量化に関す
る基礎的研究. 松井高宏， 高松衛， 中嶋芳雄， 堀
田裕弘 : 照明学会誌， Vo1. 88， No. 8A : 533圃 535
ο004) 

15. 景観画像か らの感性情報の抽出 と 推定. 堀 田裕弘，
大橋{あ萱， 本田和博， 村井忠邦 : 画像電子学会誌，
、'01. 33， No. 5 :  712-720 ο004) 

16. 単一束搬法を冊 、た 30/20 符号化画像の画質制面
値の比較 堀 田裕弘， 荒田真司， 本田和博， 村井
忠邦， 高松衛， 中嶋芳雄 : 映像情報メ デ、イ ア学会
誌， ぬ1. 58， No. 10 : 1457-1460 ο00の

17. 画質差を伴っ たス テ レオ静止画像の画質評価モデ
ルの検討. 堀 田裕弘， 荒田真司， 本田和博， 村井
忠邦， 高松衛， 中嶋芳雄 : 映像情報メ ディ ア学会
誌， ぬ1. 58， No. 12 : 1795-1799 印刷

18. Motion-lPEG を用いた動画像品質におけ る QoS 制
御. 堀 田裕弘， 宮原典史， 本田和博， 村井忠邦 :
情報処理学会論文誌， 拘1. 45， No. 12 : 2600・2607
(2004) 

19. CCO カ メ ラ画像に基づいた 自 動車の車庫入れの
自 動化. 小越咲子， 小越康宏， 木村春彦， 広瀬貞
樹 : 電子情報通信学会論文誌， Vol. J87幽A， No. 2 : 
253-264 (2004) 

20. Some relations between Watson-Crick finite automa匂
and Chomsky hierarchy . Sad法i Hirose ， Kunifumi 
Tsuda， Yasuhiro Ogoshi， Haruhiko Kimura : lEICE 
Trans. Information and Systems， Vo1. E87・.0， No. 
5 : 1261-1264 (2004) 

9. 
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原著論文

1. 分の影響を考慮 した超音波出争槽の音響モー ドの
有限要素解析. 劉穎， 山淵龍夫， 吉津書夫， 広林
茂樹 : 電気学会論文誌 C， Vo1 .  124， No. 2 :  582-583 
(2004) 
Finite element simulation of coupled vibration modes in 
an ul仕aso凶c clear也事 制b : E町民t of 社lepresen田 of
a wasl血g o町民t. Ymg Liu， Tatsuo Ymanabuchi， 
Toshio Yosizawa and Shigeki Hirobayashi : Acoust. 
Sci. & Tec. No. 25， No. 2 :  173・176 (2004) 
有限要素法に よ る超音波加争槽の音響モー ドの解
析. 劉穎， 山淵龍夫 : 電気学会論荒志 C， ぬ1.
124， No. 11 : 2380-2381 (2004) 
残響音場におけ る相互相関関数を用いた音源包格
の回復. 広林茂樹， 林智也 山淵龍夫， 吉津書夫 :
電子情報通信学会論文誌， 同1. J87閉A， No. 11 : 
1376帽1385 (2004) 
コ ミ ュ ニケーシ ョ ンを 目 的 と した植物生体電位の
環境認知. 新保達也 大薮多可志， 広林茂樹， 竹
中幸三郎 : 電気学会論文誌， 泊1. 124-E， No. 12 : 
470-475 (2004) 
生活空間におけ る 温度変化に対する植物生体電位
応答特性. 新保達也， 大薮多可志， 広林茂樹， 竹
中幸三郎 : 電気学会論文誌， Vo1. 125-C (in press) 
Two戸Phase Induction Linear Motor with Oouble File 
Stator and Bilayer Liner. Yukichi Takayasu， Toshio 
Yoshizawa， Toshin出 Yarn位aki， Kenji Amei， Mas組組
S北ui : lEEE Transactions on M噂letics， 40 : 1897-1900 
(2004) 
パラメ ト リ ック固有空間法に よ る 回転文字の認識.
篠川敏行， 長谷博行， 角谷浩， 米国政明 : 画像電
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2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 



21. Improving heuristic function of cost-based abduction 
system using real.:也ne heuristic search . Makoto 
Koshino， Tadashi Okamine， Har吐也oKimura， S剖北i
Hirose : Systems and Computers in Japan， 丸ゐ1. 35， 
No. 6 :  89-97 (2004) 

22. A note on 位le homomorphic characterizations of 
k-poly-slender conte双・・企田 languages. Satoshi Okawa， 
Sadaki Hirose Pal Domosi ， Publicationes 
Mathematicae ， No . 65 ， Supplementum : 591-602 
(2004) 

23. 推論の失敗を考慮 した仮説推論シス テム. 山 ノ 口
崇， 参沢匡将， オ吋ナ春彦， 小越康宏， 広瀬貞樹 :
電子f静R通信学会論文誌， 泊1. J87-D (in presの

24. 環境の変化に よ っ て生 じ る複雑な形を した雪の結
品の類似ノミターン生成. 広瀬貞樹， 山下和也， 小
越康宏， オて村春彦 : 電子情報通信学会論文誌， Vo1. 
J88-D-I (in press) 

プロシーディ ング等

1. Arrangement of Initial Valu白 色r High-speed 
Two-dimensional Non Harmonic Analysis. S. Yachida， 
S .  Hirobayashi ， T .  Yoshizawa ， T .  Yamabuchi : 
Proceedings of血e 33rd Intemational Conference on 
Computers and Indus仕ial Engineering， Jeju， Kor，開
ο004) 

2. Blind dereverberation using correlation c加盟cients
thr，∞gh sub-band proc田sing . T .  Hayashi ， S .  
Hirobayashi ， T .  Yoshizawa ， T .  Yamabuchi : 
Proceedings of 白e 33rd Intemational Conference on 
Compu匂rs and Industrial Engin民ring， J司u， Korea 
(2004) 

3. Estimation of the frequency par沼田ter by the steep回t
descent method. F. Ito， K. Sug瓜a， S. Hirobayashi， 
T. Yoshizawa， T. Yamabuchi : Proceedings of the 33rd 
Intemational Conference on Computers and Industrial 
Engineering， J司u， Korea (2004) 

4. Bioelectric characteristics of pet-plant and its 
merchandising plan. T. Shimbo， Z. Jin， M. Tani， 
S. 目的bayashi， K. Takenaka， T. Oyabu : Pro∞edings 
of the Fi儲1 Asia-Paci自c Conference on Industrial 
Enginee血g and Management Systems : 2. 5. 1-2. 5. 
10， Gold Coast， Australia (2004) 

5. Dis肘bution of optimal initial values two-dimensional 
nonharmonic analysis. S. Yachida， S. Hirobayashi， 
T. Yamabuchi， T. Yoshizawa : Proceedings of the Fifth 
Asia聞Pacific Conference on Indus住ial Engin白血19 and 
Management Systems : 2. 7. 1・2. 7. 11， Gold Coast， 
A出回lia (2004)

2003年�2004年研究業績一覧

6. Blind dereverberation by weighted subtraction using 
correlation coefficients. T. Hay;出:hi， S. Hirobayashi， 
T. Yamabuchi， T. Yoshizawa : Proceedings of the Fifth 
Asia-Pacific Conferen田 on Industrial Engineering and 
恥1anagement Systems : 30. 3. 1-30. 3. 9， Gold Coast， 
Australia (2004) 

7. N02 Gas Sensor Made of Porous Mo03 Sp凶er，吋
Films . Toshinari Yamazaki ， Chengji Jin ， Atsushi 
Nakayama ， Toshio Yoshizawa ， Toshio Kikuta ， 
NOlか水i Nakatani and Tatsuo Yamabuchi : 2004 
Intemational Symposium on Organic and Inorganic 
Electronic M蹴rials and Related Nanotechnologies 
(EM由NAN0 2004) : P-139， 2004@Toki Messe， Niigata， 
Jap札 June 7・10 (2004) 

8. No・児島:rence irnage q回lity assessment for 
JPEG/JPEG2000 coding. Y. Horita， S. Alね， T. 
Murai : X European Signal Processing Coference 
(EUSIPCO) 2004， Vienna， Austria， 百luAnlPOl : 
1301-1304 (2004) 

9. Full reference ql凶ity evaluation model for 恥1PEG聞2
coded video. Y. Horita， M. Honda， Y. Nakai， T. 
MUl泊， Z. Kaw出法i : Picture Coding Symposium 2004， 
San Francisco， USA， Dec. (2004) 

10. People ∞uoting sy指m at a wide gate using infrared 
sensors. Yos此e Ohnishi， Takehiko Abe， Haruhiko 
K出lUra， Yas叫世o Ogoshi， Sadaki Hirose : Proceedings 
of the 33rd Intemational Conference on Computers and 
Ind出回al Engineering， Jeju， Korl回 (2004)

その他の論文
1. 超音波出争槽の結合振動モー ドの有限要素法角卒析.

松井和輝， 山淵龍夫， 吉津喜夫， 広林茂樹 : 情報
システム研究会(電気学会)， IS-04・37 : 1・5 (2004) 

2. 残笹品程におけ る相関関係を利用 した残響抑圧法.
林智也 広林茂樹， 山淵龍夫 : 平成 16 年度 日 本設
備管理学会秋季研究発表大会論文集 : 141-146 
(2004) 

3 .  MA耳ffiMATICA を組み込んだ 玖厄B-CAI シス テ
ムの設計. 丁長青， 米田政明 : 日 本工学教育協会
平成 1 6 年度工学 ・ 工業教育研究講演会， 講演論
文集 : 165-166 (2004) 

4 .  学生に分か り 易い授業をする ための工夫について.
米田政明 : 日 本工学教育協会平成 1 6 年度工学 ・
工業教育研究講演会， 講演論文集 : 579づ80 ρ004)

5. 表情差分マ ッ プ。を用いた表情認識 : 根岸秀行， 長
谷博行， 米田政明， 酒井充， 東海彰吾 : 第 3 回情
報科学技術フ ォーラ ム (FIT2004) ， CD-ROM， 
1-068 : 159-161 (2004) 

6. 表情野村 ッ ブロを用し 、た表情認識. 大罵優季， 木
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キ撰， 根岸秀行， 米田政明， 酒井充， 長谷博行 : 日
本顔学会誌， Vo1. 4， No. 1 :  17 1 ο004) 

7. ネ ッ ト ワ ー ク 分散資源の同期 システ ムの研究. 樋
口 大輔， 米田政明， 柴 田啓可， 沖野浩二 : 電気学
会情報システ ム研究会 : IS-04-44 (2004) 

8 .  顔部品 に依存 しない正面顔を用いた表情認識手法.
根岸秀行， 米 田政明， 酒井充， 長谷博行， 東海彰
吾 : 電 子 情 報 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告 ，
PR恥征J2004-99 : 37-42 (2004) 

9. 感性情報を検索キー と した画像デー タ ベース の検
討. 室岡 尚樹， 堀 田裕弘， 本田和博， 村井忠邦 :
情報処理学会研究報告， 2004圃CVIM-142 : 1 圃8 ， Jan. 
(2004) 

10. ぼけ と リ ンギングを考慮 した JPEG2000 符号化の
FR 画質評価. 堀 田裕弘， 桃井大輔， 本田和博， 村
井 忠 邦 : 映 像 情 報 メ デ ィ ア 学 会 技 術 報 告
HI2004-68 : 25-28， Mar. (2004) 

1 1 . 感性情報を検索キー と した画像検索システ ム. 堀
田裕弘， 室岡 尚樹， 本田和博， 村井忠邦 : 画像の
認識理解シンポジウ ム 2004 : 11-335-340， Jul. ο004) 

12. 静止画像か ら得る感性f静Rの コ ンテ ンツ依存性の
角軌庁. 布村伸吾， 堀 田裕弘， 柴 田啓司， 河崎善司
郎 : 日 本感性工学会大会予稿 : 364， Sep. (2004) 

13 . 画像の鞘教をベース と した静止画像の画質評価モ
デル. 本田 昌志， 堀 田裕弘， 本田和博， 村井忠邦 :
画像符号化シンポジウ ム(PCSJ2004)， P-2. 0 1  : 9-10， 
Nov. (2004) 

14. 画像修復 ア ル ゴ、 リ ズム を用 い た符号化動画像の
NR 画質評価モデル. 川除佳和， 堀 田裕弘， 本田
和 博 ， 村 井 忠 邦 : 画 像 符 号 化 シ ン ポ ジ ウ ム
(pCSJ2004)， P-2. 02 : 1 1 - 12， Nov. (2004) 

15 . 左右画像で画質差のあ る ス テ レオ動画像の品質 と
画像情報 と の開系の解析. 荒 田真司， 堀 田裕弘，
本 田 和博， 村井忠邦 : 画像符号化シ ンポ ジ ウ ム
伊CSJ2004)， P-5 . 01 : 6 1 ・62， Nov. ο004) 

16. Motion-JPEG2000 を用 いた符号化動画像の画質制
御. 宮原典史， 堀 田裕弘， 本田和博， 村井忠邦 :
画像符号化シンポジ ウ ム(PCS刀004)， P-5 . 02 : 
63-64， Nov. (2004) 

マルチモーダJレ情報工学大講座

教 授 中 嶋 芳 雄
教 授 袋 谷 賢 吉
助 教 授 二 日 市 政 司
講 師 高 松 得I
技材調哉員 大久保 篤 志

著書

1 .  悪天候下におけ る交通視環境. 中嶋芳雄， 高松衛
(他) : (中嶋芳雄編， 照明学会出版) ο004)

2. 富山の ラ イ ト ア ッ プ. 中嶋芳雄 : 万華鏡 (ふる さ
と 開発研究所発行， 菅野印刷) (2004) 

原著論文

1 .  Int1uence on Depth Perception Caused by Modi命ing
Gradation of Dep白 Map Imag回 with Gray Level for 
Computer-Generated Stereogram and Its Subjective 
Estimation. Mぉa戸水i Iizuka， Yoshio Ookuma， Yoshio 
N誌ashima and Mamoru Tl法制a回 : J. Light & Vis. 
Env. ， Vo1. 28， No. 3 :  1 52-1 59 (2004) 

2. Light聞Emitting Diode (LED)情報板の視覚ノ〈 リ ア フ
リ ー化に関する基礎的研究 高齢化社会への対応
を 目 指 して . 高松衛， 梅野恵， 中嶋芳雄， 中島
賛太郎， 加藤象二郎， 佐々 和博 : 視覚の科学， Vo1. 
25 ， No. 1 :  2 1 -24 (2004) 

3. 雪国の屋外照明におけ る演色効果の定量化に関す
る基礎的研究 松井高宏， 高松衛， 中嶋芳雄， 堀
田裕弘 : 照明学会誌， ぬ1. 88， No. 8A : 533-536 
(2004) 

4. 単一束l目前去を郎 、た 3D/2D 符号化画像の画質5軒面
値の比較. 堀 田裕弘， 荒田真司， 本田和博， 村井
忠邦， 高松衛， 中嶋芳雄 : 側象情報メ ディ ア学会
誌， 、'01. 58， No. 10 : 1457・1460 ο004)

5. 画質差を伴っ たス テ レオ静止画像の画質制面モデ
ルの検討. 堀 田裕弘， 荒田真司， 本田和博， 村井
忠邦， 高松衛， 中嶋芳雄 : 側象情報メ ディ ア学会
誌， 、'01. 58， No. 12 : 1795・1799 (2004) 

6. 高齢者を目白意 した視覚ノえ リ ア フ リ ー用電光表示板
に関する基礎的研究 高松衛， 梅里子恵， 中嶋芳雄，
中島賛太郎， 加藤象二郎 : 日 本人間工学会誌， Vo1. 
40， No. 6 :  323開325 (2004) 

7. Measurement for 血e Panum's Fusional Area in Retinal 
Fovea using a Three-Dimension Display Device . 
D創凶n Qin ， Mamoru Tl法鉱natsu and Yoshio 
Nakashima : J. Light & Vis. Env. ， Vo1. 28， No. 
3 : 12ふ13 1 (2004) 
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プロシーディ ング等

1 .  Psychophysical Effect of Retouched and Modified 
D抱i凶 S低記ogr.釦lS for Binocular VlSion on Depth 
Perception. M. 1回Jka， M. Nishimoto， H. S凶ョ財i，
Y. Ookuma， Y， Nakashima and M. 11北arnatsu : 
IS&T/SPIE 16出 Ann回1 S戸nposium， California， 
USA : 200-21 1 ο004) 

2. Influence on Vis田1 Information Processing by 
AuditOl)' Load. Y. Nakashima， M. 11北arnatsu and
M. Iizuka : The Third Asian Conference on Vision， 
Chongqing， China : 147 (2004) 

3 .  A study of optimal LCD display color considering of 
the elderly . T .  Fuji包， M .  Takarnatsu and Y .  
Nakashima : 百le Third Asian Conference on Vision， 
Chongqing， China : 98 ρ004) 

4. Me出ur主19 Disparity Difference Limit for Binocular 
Fusion. D. Qin， M. Takarnatsu， Y. Nakashima 組d
M. Iizuka : 官官 官lÍrd Asian Conference on Vision， 
Chongqing， China : 1 56 (2004) 

5 .  Measぽing Wavelength Di自己rence Limit ゐr Binocular 
Color Fusion. D. Qin， M. 11法釦latsu， Y. Nakashima 
and T. F吋出 : The ThirdAsian Conference on Vision， 
Chongqing， China : 1 57 (2004) 

6. E自己cts ofNumber and Colorfulness of the Colors for 
Visual User Interface. K. Sas担， A. Kawaguc凶， S. 
Inada， M. 11北arnatsu and Y. N北ashima : The 百lird
Asian Conference on VlSion， Chongqing， China : 162 
ο004) 

7. Presentation Time and 匂timum Number of Display 
Colors in LED Tra由c Board. M. 11法釘natsu， Y. 
Nakas凶ma， S. Nal匂ÿima and Ken-ichi Mima : The 
Third Asian Conference on Vision ， Chongqing， 
China : 178 (2004) 

8. Research on 白e Lighting Diplay Board for 
Barrier-Free which Considered Elderly People. 恥1.
Takarnatsu， Y. N法as凶ma， S. Nakajima and Ken-ichi 
Mima : The Third Asian Conference on Vision， 
Chongqing， China : 179 ο004) 

9. A Synaptic Model for Period-doubling Bifurcation in 
Retinal Neurons .  K .  Fukurotani : Proceedings of 
Intemational S戸nposium on Nonlin回r 百leory and its 
Applications (accepted) 

10. Period-doubling Bifurcation ofRetinal Horizontal Cell 
Responses to Repetitive Flashes . K. Fukぽ0回世 :
Proceedings of Intenmtional S戸nposium on Nonlinear 
百1叩ry and its Applications (accepted) 
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国際会議
1 .  Altered pre-exercise resting he訂t rate a島cts individual 

h伺rt rate oxygen upωke relation during exercise. S. 
Yoshihara， Y. Kobayashi， T. Yoshioka， T. Akema， 
Z. Katoh， H. Aoy:創na and Y. Nakashima : 官官 9血
Ann回1 Congress of the ECSS， Cle口nont聞Fe町加d，
France， July (2004) 

2. LED Tra伍c Signal Light which Considered People of a 
Low Vision. M. Kaburaki， Y. Nakashima， M. 
Takarnatsu， K.  Mima and S .  N誌日j加la :百le 5th 
Intemational Conference of the Intemational Society of 
Gerontechnology， Nagoya， Japan， May (in press) 

3 .  Psychophysical Es伽甜on ofDepth Perception Ca田吋
by Modifiying Gradation of Dep白 M叩 Images for 
Computer幽Gene悶ted Stereograrn. M .  Iiz北a， Y .  
Ookuma， Y .  Nakashima and M. T:北arnatsu : CIE 
Midterm M白血g & Intenmtional Lighting Con伊ss，
Leon， Spain， May (in press) 

4. Presentation Time and Optimum Number of Display 
Colors - In Case of LED Traffic Board - Y. 
N地ashima， M. Takarnatsu， S .  Nakajima and K. 
Mima : 官官 5th LUX PACIFICA， Ca:加lS， Australia， 
July (in press) 

5 .  Analysis of Disparity L泊lit for Binocular Fusion in 
Retinal Fovea. D. Qin， Y. Nakashima， M. 11北arnatsu，
Z. Kaωh and M. Iizt水a : The 5せ1 LUX PACIFICA， 
Cairns， A山tralia， July (in prl出s)

6. Analysis of Wavelen併l Di自己rence Limit for Binocular 
Color Fusion. X. Qin， Y. N北ashima， M. Takarnatsu， 
D. Qin， K. Sassa and Z.  Katoh : 百le 5社1 LUX 
PACIFICA， Cairns， Australia， July (in press) 

7. Evaluation of Influence on Vis問1 Information 
計ocessing by Auditory Load. S. Inada， K. Sas回，
Y. Nakashima and M.  11法arnatsu : 官le 5th LUX 
PACIFICA， Cairns， Aus回lia， July (in press) 

8. R，田earch on the Ligh出g Display Boぽd for 
Barrier-Free Which Considered Elderly People. M. 
T北arnatsu， Y. N法ashima， S. N北ajima， K. Mima 
and T. Fuji匂 : 百le 5せ1 Intenmtional Conference of the 
Intemational Society of Gerontechnology， Nagoya， 
Japan， May (in press) 

9. Full Analysis of Human Binocular Fusional Area in 
Retinal Fovea. D. Qin， M. Takarnatsu， Y. Nakashima， 
K . Sassa and Z .  Katoh : 官le 5th Intemational 
Conference of the Intβnmtional Society of 
Gerontl民hnology， Nagoya， Japan， May (in press) 

10. A Study of Optimal LCD Display Color for the Elderly 
Using Cataract Experience Goggles. T. Fujita， M. 
Takarnatsu and Y. N地ashima : The 5社1 Intemational 
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Conference of the Intemationa1 Society of 
Gerontechno1ogy， Nagoya， Jap佃， May (in prl田s)

1 1 .  Research on 白e LED Disp1ay Board for Barrier.司.Free
Which Considered E1derly Peop1e M . 

Takarnatsu， Y. N北ashima， S. N誌ajima， K. Mima 
加d T. F吋iぬ : 百le 5出 LUX PACIFICA， C血ns，
Austra1ia， Ju1y (in press) 

12. 加物sis ofEva1uation ofObject Co1or in Dense Fog. 
B. A. Kumiwan， M. Tl北紅natsu， Y. Nakashima and 
Y. Yoshi凶ra : The 5th LUX PACIFICA， Ca加1S，
Aus廿alia， July (in press) 

13 .  Psychophysica1 Evaluation of Co1or Rendering Effi民t
for Landscape Lighting. Q. Yang， M. Takarnatsu， 
Y. N池田:hima and Y. Hori匂 : The 5仕1 LUX PACIFICA， 
C柏田， A出回1ia， Ju1y (in press) 

14. Effects of Chromaticity and Number of the Co1or on 
Visua1 User Interface . K.  Sassa， S .  Inada， M. 
Takamatsu and Y .  N北as凶ma 百le 5血 LUX
PACIFICA， Ca加1S， Australia， July (in press) 

その他の論文

1 .  高齢者を配慮 したバ リ ア フ リ ー用電光表示板に関
する 基礎的研究. 梅野恵， 中嶋芳雄， 高松衛， 中
島賛太郎 : 日 本色彩学会誌， 泊1. 28， Supp1ement : 
62-63 ρ004) 

2. 照度視環境 と 最適表示色数に関する研究-LED 表
示装置におけ る で 高橋陽一， 中嶋芳雄， 高松衛，
中島賛太郎 : 日 本色彩学会誌， \ゐ1. 28， Supp1ement : 
64・65 ο004)

3. 歴史的建造物にお け る 景観照明の評価に関する研
究. 長山信一， 中嶋芳雄， 高松衛 : 日 本色彩学会
誌， \机. 28， Supp1ement : 102・103 (2004) 

4. 光害 と しての HID 前照灯について. 加藤象二郎，
福 田康明， 斉藤真， 中嶋芳雄， 高松衛 : 日 本人間
工学会誌， 九'01. 40， Supp1ement : 336-337 (2004) 

5. 水溶J夜の色相 と 心理効果の定量化に関する研究一
入浴剤にお け る 一 . 中嶋芳雄， 高松衛， 藤井侃，
佐伯行紀， 荒井哲也， 田 内博幸， 三上寿枝 : 照明
学会全国大会講演論文集 : 192-193 ο004) 

6. LED 道路情報板におけ る 照度視環境 と 最適表示色
数に関する研究 高橋陽一， 中嶋芳雄， 加藤象二
郎 : 日 本人間工学会東海支部 2004 年研究大会論文
集 : 38-39 ο004) 

7. 都市景観照明のイ メ ージ評価. 長山信一， 中嶋芳
雄 : 富山大学地域連携推謝幾構シンポジ ウ ム実施
報告書 : 30引 (2004)

8. 金沢市近江町市場の再劉首事業に伴 う 店舗照明 と
色彩に関する調査研究報告書. 山岸射性， 中嶋芳
雄， 高松衛 : 1-42 (2004) 

9. (招待講演) 都市景観照明 と 演色効果. 中嶋芳雄 :
JASIS 北陸支部シンポジ ウ ム論文集 : 8-9 (2004) 

10. 凶田nce on Dep白 Perception Caused by Modi抑g
Depth M叩 Images with Gray Leve1 for 
Computer-Genemted Stereogram and Its Subjective 
Estimation. M. Iizuka， Y. Ookuma， Y. Nakashima 
組d M .  Takamatsu : 百le Academic Repo出， 百】e
Facu1ty ofEn伊lee血19， Tokyo Po1ytechnic U凶versity，
、'01. 27， No. 1 :  53幽72 ο004)

1 1 . 雪国の都市景観照明におけ る演色効果に関する研
究. 松井高宏， 高松衛， 中嶋芳雄， 長山信一， 堀
田裕弘 : 日 本色彩学会誌， 、'01. 28， Supplement : 
26-27 ο004) 

12. 金沢市近江町市場の庖舗照明 と 色彩に関する調査
研究 平井義崇， 宮田茜， 山岸政雄， 高松衛， 中
嶋芳雄 : 日 本色彩学会誌， 油1. 28， Supp1ement : 
28-29 ο004) 

13 . 水協夜の色相が心理効果に及ぼす影響に関す る研
究 入浴剤におけ る . 高松衛， 中嶋芳雄， 藤井
侃， 佐伯行紀， 荒井哲也， 国 内博幸， 三上寿枝 :
日 本色彩学会誌， ぬ1. 28， Supplement : 46-47 (2004) 

14. ラ ン ドル ト 環を用いた濃霧中での視認性評価に関
する研究. 山 口 智也， 高松衛， 中嶋芳雄， 千代和
夫 : 日 本色彩学会誌， 九'01. 28， Suppleme凶 : 60・61
ο004) 

15 .  LED 道路情報板におけ る刺激呈示持続時間 と 最適
表示色数に関する研究 中島賛太郎， 高松衛， 中
嶋芳雄 : 日 本色彩学会誌， 、'01. 28， Supp1ement : 
66-67 ο004) 

16. 色の両眼融合領域か ら視野闘争領域への移行過程
に関する研究. 遠藤優一， 高松衛， 中嶋芳雄， 堀
田裕弘 : Iヨ 本色彩学会誌， ぬ1. 28， Supplement : 
130・13 1 ο004)

17. 刺激呈示持繍寺聞 と 表示色数に関する研究-LED
情報板にお け る . 高松衛， 中嶋芳雄， 中島賛太
郎 : 日 本人間工学会誌， ぬ1. 40， Supplement : 332司333
(2004) 

1 8. 聴覚負荷に よ る視覚情報処理への影響の定量化に
関する研究. 寺前繁孝， 高松衛， 中嶋芳雄， 佐々
和博， 加藤象二郎 : 日 本人間工学会誌， Vo1. 40， 
Supplement : 346-347 (2004) 

19. 色の両眼融合 と その限界に関する基礎的研究. 高
松衛， 中山鳥芳雄 : 日 本人間工学会誌， ぬ1. 40， 
Supplement : 354・355 ρ004)

20. Fully M巴asuring the Panum's Fusional Area in Retina1 
Fovea. D. Qin， M. Takarnatsu， Y. Nakashima and 
Z. Katoh : The Japanese Joumal ofErgonomics， 九'ol.
40， Supplement : 548-549 ο004) 

2 1 . 濃霧中におけ る視認性の定量化に関する研究ーカ

nu

 



原著論文

1 .  An annealed chaotic maximum neural network for 
bipartice sub伊ph problem. Jiahai Wang， Zheng Tang， 
Ronglong Wang : Internationa1 Joumal of Neural 
Sy蜘ms， Vol. 14， No. 2 :  107-1 16， Apr. ο004) 
A near-op白num parallel algori血m for a gr叩h layout 
problem . Rong-Long W ANG， Xinshun XU， and 
Zheng TANG : IEICE Transactions on Fundamentals， 
Vol. E87同A， No. 2 :  495-501 (2004) 
Hopfield Neural Network with Hysteresis for 
mm也num Cut Problem. G田ngpu Xia， Zheng Tang， 
Ronglong Wang and Yong Li : Neural Information 
Processing-Letters and Reviews， Vol. 4， No. 2 : 19・26
(2004) 
An Improved Backpropagation Algorithm ω Avoid the 
Local Minima Problem. X. Wang， Z. Tang， H. 
Tamura， M. Ishii， W. Sun : Neぽ0∞mpu出g Vol.
56 : 455-460 (2004) 
A new motion equation for 白e minimum vertex cover 
problem. Xinshun Xu， Zheng Tang， RongLong Wang， 
XuGang Wang : Neurocomputing， Vol. 56 : 441-446 
(2004) 
Two-Phase Pattem Search-based Leaming Method for 
Multi-layer Neural Network. X. Wang， Z. Tang， 
H. Tamura， M. Ishii : IEEJ Trans. EIS， Vol. 124-C， 
No. 3 :  842・852 (2004)
A Modified Error Function for Backpropagation 
Algorithm. X. Wang， Z. Tang， H. Tamura， M. 
Ishii : Neurocomputing Vol. 57 : 477-484 (2004) 
Maximum neural network with nonlinear self-feedback 
for maximum clique problem. Jiahai Wang， Zheng 
Tang， Ronglong Wang : Neurl∞omputing， Vol. 57C : 
485-492 (2004) 
Optimal competitive Hopfield network with stω加tic
dynamics for maximum cut problem. Jiahai Wang， 
Zheng Tang ， Qiping Cao ， Ronglong Wang : 
Intemational Joumal ofNeural Systems， Vol. 14， No. 
4 : 257-265 (2004) 

2003年�2004年研究業績一覧

勉
政
登
博
浩
隆
樹

メ ディ ア情報工学大講座

正
雅

宏

田

島
井
畠
腰
村

川
唐
田
石
角
宮
田

授
授
授
授
師
師
員

教

繍

教
教
教
助
講
講
抑制

2. 

3. 

4. 

5. 

ラ ーラ ン ドル ト 環に よ る 一. 高松衛， 山 口 智也，
中嶋芳雄 : 照明学会全国大会講演論文集 : 179・1 80
(2004) 

22. オブジェ ク ト の色数 と 彩度が視覚探索におよ ぼす
影響. 佐々 和博， ) 1 1 日 敦子， 稲田将二， 高松衛，
中嶋芳雄 : 照明学会全国大会講演論文集 : 1 88・1 89
ο004) 

23. 霧粒子直径が色光の識別に及ぼす影響に関する研
究. 高松衛， 中嶋芳雄 : 照明学会公開研究会資料
(VP・05) : 2ト25 (2004) 

24. (招待講演) 感性情報の数値化 ・ 定量化を 目 指 して.
高松衛， 中嶋芳雄， 藤井侃 : 電気関係学会北陸支
部連合大会(CD開ROM) : (2004) 

25. 霧中 におけ る 色光の見え方実験. 高松衛 : 照明学
会 「悪天候下におけ る 交通視環境に関する特別研
究委員会報告書J . JIE長078 : 58るO 印刷

.26. 濃霧中 におけ る視認特性 粒子直径の差に よ る影
響の定量化 . 高松衛 : 照明学会 「悪天候下にお
け る 交通視環境に関する特別研究委員会報告書J ，
JIER-078 : 100-102 (2004) 

27. 視覚↑静a. 高松衛 : 照明学会誌， Vol. 88， No. 
8B : 609-610 (2004) 

28. 聴覚情報に よ る視覚情報への影響 と その定量化に
関する研究. 稲田将二， 高松衛， 福 田康明 : 日 本
人間工学会東海支部 2004 年研究大会論文集 : 28-29
ο004) 

29. 雪国における夜間都市景観照明 の演色効果 と その
定量化に関する研究. 松井高宏， 中嶋芳雄， 高松
衛 : 日 本人間工学会東海支部 2004 年研究大会論文
集 : 30-3 1 (2004) 

30. 夜間都市景観照明 と 演色効果. 高松衛， 中嶋芳雄 :
富山大学地域連携推進機構シンポジ ウ ム実施報告
書 : 21 -22 (2004) 

6. 

7. 

8. 

9. 
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特許 ・ 賞
1 .  高齢者用 ス タ ン ド照明装置. 中島賛太郎， 中嶋芳

雄， 高松衛 : 特許出願中.
日 本人間工学東海支部 『高 田賞J 松井高宏， 中
嶋芳雄， 高松衛 ο004).

2. 
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10. An Improved Arti白cial Immune Network model. W. 
Sun， Z. Tang， H. Tamura， M. Ishii : IEICE Trans. 
on Fundamentals， Vol. E87-A， No; 6 :  1 632・ 1640
(2004) 

1 1 . A neural-based algori伽n for topo10gica1 via
m泊泊1包ation prob1em. Xinshun Xu， Zheng T釦g，
Ronglong Wang， Qiping Cao， Hiroki Tamura : IE日
Trans. EIS， Vol. 124， No. 6 :  1035-1041  (2004) 

12. A l曲賞出19 a1gorithm of elastic net for multip1e 回veling
salesmen prob1em. Jiahai Wang， Zheng T，加g， Qiping 
Cao， Ronglong Wang : IEEJ Trans. EIS， Vol. 124， 
No. 6 :  13 12・1 3 1 8 ο004)

13 .  An e白cient algorithm for mininmm ve配:x cover 
prob1em. Rong1ong Wang， Zheng Tang， Xinshun Xu : 
IEEJ Trans. EIS， Vol. 124， No. 7 : 1494・1499 (2004) 

14. A chaotic maximum neura1 network for maxinmm 
clique prob1em. Jiahai Wang， Zheng Tang， Ronglong 
Wang : IEICE Trans. Infonnation & System， Vol. 
E87四D， No. 7 :  1953-196 1 ο004) 

15 .  An expanded maxinmm neural network with chaotic 
dynamics for cellu1ar radio channe1 assignment prob1em. 
Jiahai Wang， Zheng Tang， Hiroki Tamura， Xinshun 
Xu : IEICE Trans. Fundamentals， Vol. E87-A， No. 
8 : 2092・2099 (2004) 

16. Stochastic competitive Hopfie1d network 加d its 
application to maximum clique prob1em. Jiahai Wang， 
Zheng Tang : Qiping Cω， IEICE Trans. Fundamenta1s， 
Vol. E87-A， No. 10 : 2790-2798 (2004) 

17. An improved transient1y chaotic neura1 network mode1 
with 叩plication to 白e m広加um cl同ue prob1em. 
Xinshun Xu， Zheng Tang， Ji油ai Wang : IEEJ Trans. 
EIS， Vol. 124， No. 10 : 2 162-2 168 (2004) 

1 8. A modified Hopfie1d neurヨ1 network for the minin1urn 
ver臥 cover prob1em. Xinshun Xu， Zheng T釦g，
Xiaoming Chen， Jiahai Wang : IEEJ Trans. EIS， Vol. 
124， No. 10 : 2 155幽2 16 1 (2004) 

19. A Fast and Reliab1e Approach to TSP using Positive1y 
Selfこfeedbacked Hopfie1d Networks. Y ong Li， Zheng 
Tang， Rong1ong Wang， Guangpu Xia and Xinshun 
Xu : IE日 Trans. EIS， Vol. 124， No. 1 1  : 2353聞2358
(2004) 

20. An improved optimal competitive Hopfie1d ne臥10rk for
bipar世te subgraph prob1ems . Jiahai Wang ， Zheng 
Tang : Neurocompu出g， Vol. 6 1C : 4 13-419 (2004) 

2 1 .  A Positive1y Se1帥edbacked Hopfield Neura1 Network 
Architecture for Crossbar Switching. Y ong Li， Zheng 
Tang ， G回ngpu Xia and Ronglong Wang : IEEE 
Transactions on Circuits and Systems 1 (aωepteの

22. A method to improve せle transiently chaotic neura1 
network. Xinshun Xu， Zheng Tang， Jiahai Wang : 
Neur∞ompu住宅 (広田pted)

23. A binary Hopfie1d neura1 network with hysteresis for 
1arge crossbar packet-switch回. Guangpu Xia， Zheng 
Tang， Yong Li and Jiahai Wang : Neurocomputing 
(accepted) 

24. A Hopfie1d Network Learning Method for Bip征討te
Subgraph Prob1em Rong-Long Wang. Zheng Tang and 
Qi-Ping Cao : IEEE Transactions. Neura1 Networks， 
Vol. 1 5， No. 6 :  1458・1465 ， Nov. (2004) 

25. 3D flash 1ag illusion. M. Ishii， H. Seekkuarachchi， 
H. Tamura， Z. Tang : Vision Research 44 : 1981 ・ 1984
(2004) 

26. STDP を考慮 した神経回路モデ、ノレに よ る情報表現
方法. 田キ怯樹， 小森雅和， 唐政， 石井雅博 : 電
子情報通信学会論文誌 A， Vol. J87-A， No. 2 :  
3 1 4-3 1 8  (2004) 

27; 局所探索法を用いたフ ァ ジィ コ ン ト ロ ー ラ のチュ
ーニ ング方法. 酎怯樹， 唐政， 石井潤専 : 電子
情報通信学会論文誌 D-II， Vol. J87国D， No. 4 : 
1036-1039 (2004) 

28. 耳I 細胞の機能を考慮 した免疫的ネ ッ ト ワ ー ク と
パタ ー ン認識システムへの応用. 田村宏樹， 唐政，
石井雅博， 電子情報通信学会論文誌 A Vol. J87-A， 
No. 9 :  12 15-1225 (2004) 

29. 局所的最寸イ直か ら の脱出法を考慮 した遺伝的アル
ゴ リ ズム . 田中程樹， 坂田健一郎， 届政， 石井雅
博 : 電気学会論文誌 C， Vol. 124・C， No. 9 :  19 18-1919 
(2004) 

30. An Immune Network with TH Cell Function and Its 
App1i凶1ions to Pattem Reco伊ition. H. T，創nura， S .  
Ukon， Z. Tang， M. Ishii : Sy配ms and Computers 
in Japan (accept吋)

国際会議
1 .  A New Paralle1 Improvement A1gOI油m fonn 

恥匂対murn Cut Prob1em. Guangpu Xia， Zheng Tang， 
Jiahai Wang， Rong1ong Wang， Yong Li， G田ng加
Xia : Lecture Notes in Computer Science， Advances in 
Neura1 Networks-ISNN 2004， Vol. 3 1 73 : 419-424， 
Springer Ber1in ο004) 

2. A Positive1y Se1f-feedback吋 Hopfie1d Neura1 Network 
おr N-Queens Problem . Yong Li ， Zheng Tang ， 
Rong1ong Wang， G回n即u Xia 担d Ji出ai W加g :
Lecture Notes in Computer Science ， Advances in 
Neural Networks-ISNN 2004， Vol. 3 1 73 : 442-447， 
Sp出1ger Berlin (2004) 
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3 . A Method to Improve the Transiently Chaotic Nerual 
Network. Xinshun Xu， Jiahai Wang， Zheng Tang， 
Xiaoming Chen， Y ong Li， G回ngpu Xia， Weixing 
Bi : Lecture Notes in Computer Science， Advances in 
Neural Networks閉ISNN 2004， Vol. 3 173 : 401 -405 ， 
Sp血1ger Berlin (2004) 

4. An Algorithm Based on Hopfield NetWork LearτlÏng for 
Mininmm Vertex Cover Problem. Xiaoming Chen， 
Zheng Tang， Xinshun Xu， Songsong Li， G田ngpu Xia，
Jiahai Wang : Lecture Notes in Computer Science， 
Advances in Neural Networks-ISNN 2004， Vol. 3 1 73 : 
430-435 ， Springer Berlin (2004) 

5. A Fast and Reliable Approach to TSP using Positively 
Self-feedbacked Hopfield Networks. Yong Li， Zheng 
Tang， Ronglong Wang， Guan即u Xia and Xinshun 
Xu : Proc. of the SICE Annual Conference 2004 in 
Sapporo : 999-1004， J叩an， Aug. 4-6 (2004) 

6. An Hopfield Network Learning for Minimum Vertex 
Cover Problem. Xiaoming Chen， Zheng Tang Xinshun 
Xu， Songsong Li， Guangpu Xia， Ziliang Zong， Jiahai 
Wang : Proc. ofthe SICE Annual Conference 2004 in 
Sapporo : 1 1 50・1 1 55 ， Japan， Aug. 4-6ρ004) 

7. An Algorithm for the Mininmm Dominating Set 
Problem Based on a New Energy Function --
Algori白m for MDSP. Xinshun Xu， Zheng Tang， 
Weidong Sun， Xiaoming Chen， Y ong Li， Guangpu Xia， 
Weixing Bi， Ziliang Zong : Proc. ofthe SICE Annual 
Conference 2004 in Sapporo : 924・926， Japan， Aug. 
4-6 (2004) 

8. Threshold for detection of a continuous change in 
relative depth. Masahiro lshii， 1加 P. Howard : Vision 
Sciences Society 4th Annual Meeting : 108 ， USA(2004) 

その他の論文

1 .  遺伝的アルゴ、 リ ズム を用いた AGV のス ケジュー
リ ン グに関する研究. 竹下和毅， 坂田健一郎， 田
村宏樹， 唐政， 石井雅博 : 電気学会電子 ・ 情報 ・
シ ス テ ム 部 門 第 17 回 情 報 シ ス テ ム 研 究 会
IS-04・38 ο004)

2. 積分発火型神経団路素子モデルの時系列学習 に関
する研究. 武島将文， 田村宏樹， 膚政， 石井雅博 :
電気学会電子 ・ 情報 ・ システム部門 第 17 回情報
システ ム研究会 IS凶04-39 (2004) 

3. 改良型 Pattem Search 法に よ る ニ ューラノレネ ッ ト ワ
ーク の学習. 坂本康徳， 田村宏樹， 唐政， 石井雅
博 : 電気学会電子 ・ 情報 ・ システム部門 第 17 回
情報システム研究会 IS・04-40 (2004) 

4. ニ ュ ーラノレネ ッ ト ワーク にお け る Pattem Search 法
の適用方法について. 坂本康徳， 田中世樹， 唐政，
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石井雅博 : 日 本神経回路学会第 14 回全国大会
Pl・27 : 78 (2004) 

5. 1 入力 l 出力の単仲fーセプ ト ロ ンの時系列学習.
田村宏樹， 武島将文， 唐政， 石井雅博 : 日 本神経
団路学会第 14 回全国大会 Pl・33 : 90 (2004) 

6. Reciprocal dual ∞de を用いた畳込み符号の ト レ リ
ス複雑度の解析. 田 島正登， 沖野浩二， 宮腰隆 :
第 27 回情報理論 と その応用 シンポジ ウ ム予稿集 :
9ト94 (2004) 



論文集 A 編， Vo1. 70， No. 691 : 495・503(2002)
超音波後方散乱波の ウ ェ ーブ レ ッ ト 解析に よ
る材料欠陥評価. 西堅持青一， 塩津和章， 宮永浩
二， 新甚博之， 川上智毅， 林義忠 : 日 :材掛戒学
会論文集A 編， ぬ1. 70， No. 700 : 1772・1777 (2004) 
Nanoscale Fabrication in Aqueous KOH Solution by 
Tribo Nanolithogrョphy. N. Kawasegi， J. W. Park， 
N. Mori匂， S. Yarnada， N. 11北ano， T. Oyarna， 
K .  Ashida : 7血 Intemational s戸nposium on 
Advances inAbrasive Technology (ISAAT 2004) : 
501・506 (2004) 
ト ラ イ ボナ ノ リ ソ グ ラ フ ィ ー と 化学エ ッ チ ン
グを併用 した単結晶 シ リ コ ンのマイ ク ロ フ ア
プ リ ケーシ ョ ンー微細構造の高精細化に 関す
る検討 . 川堰宣隆， 森田昇， 山 田茂， 高野登，
大山嵐f色 芦 田極 : 脚劫日工学会誌， 48 巻， 8 
号 : 456-461 (2004) 

1 l . Si お よ び�Mn を添加 した Cu-Zn 合金の二次元切
削特性. 竹島卓哉， 森田昇， 山 田茂， 高野登，
大山崩佐， 松田健二， 池町隼 : 銅 と 銅合金， 43 
巻 : 280・284 (2004) 
ナ ノ ス ケール機械加工 と 化学エ ッ チ ン グを併
用 した 3 次元中鴎跡目構造形成 (第 1 報， 摩擦力
顕微鏡機構を利用 した 3 次元微細構造の可能
性) . 川堰宣隆， 森田昇， 山 田茂， 高野登， 大
山達雄， 芦 田極 : 日 本機械学会論文集C編， 70 
巻， 696 号 : 2533-2540 (2004) 
ナ ノ ス ケール機械加工 と 化学エ ッ チ ン グ を併
用 した 3 次元極微田構造形成 (第 2 報， 集束イ
オ ン ビーム 照射を利用 した 3 次元微細構造形
成の可能性) . J 1 1堰宣隆， 柴田浩一， 森田昇，
芦 田極， 谷 口 淳， 宮本岩男 : 日 材幾械学会論文
集C編， 70 巻， 696 号 : 2541 ・2547 包004)
ダイ ヤモ ン ドア レイ 工具を用 いたマイ ク ロ 加
工に関する研究 (第 1 報 : 精密加工用工具 と し
て の性能評価) . 高野登， 森田昇， 林弘樹， 川
堰宣隆， 山 田茂， 大山達雄， 神 田一隆， 高野茂
人， 小幡勤 : 石跡立加工学会誌， 48 巻， 9 号 : 5 10δ14

(2004) 
Tribonanolitho伊phy of silicon in 叫ueous solution 
b出ed on atomic force microscopy， J. W. Park、
N. Kawasegi， N. Morita， D. W. L田 : Applied 
Physics Letters， Vo1. 85 ， No・ 10 : 1766-1768 (2004) 
イ ン ク リ メ ン タ ノレフ ォ ー ミ ン グに よ る マイ ク
ロ 張出 し成形. 第一報 : ピラ ミ ッ ド形状の張
出 し特性 . 平松信也， 森田昇， 山 田茂， 高野
登， 大山嵐 十 蹴劫日工学会誌， 48 巻 1 1 号 :
635-640 (2004) 
シ リ コ ンモール ド を 用 い た ダイ ヤモ ン ドア レ

8. 

9. 

AV

 

--

12. 

13 .  

14. 

15 .  

1 6. 

17. 
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原著論文

l .  境界要素法に よ る 異方性熱粘弾性応力解析.
隅田武志， 荒井政大， 清水理能 : 境界要素法論
文集， ぬ1. 2 1 ， No. 21 : 59-64 (2004) 
摩擦熱を伴 う 転が り 接触 を受 け る 三次元内部
傾斜き 裂の進展挙動. 内山隆嗣， 清水理能， 五
嶋孝仁， 石原外美 : 日 本機械学会論文集 A 編，
樹尺決定(2004)
Scanning probe microscope observations of fatigue 
process in magnesium alloy AZ3 1 near the fatigue 
limit. Z. Y圃 Nan， S .  Ishihara， T. Goshima and 
R. Nakanishi : Scripta Materialia. Vo1. 50 ， No. 4 :  
429-434 ο004) 
ホ ワ イ ト メ タ ル軸受の二段二重摺動摩耗下の
累積損傷則. 田木村青， 石原外美， 舘ゆか り ， 五
嶋孝仁 : 日 村幾械学会論文集 C 編， 泊1. 70， No. 
693 : 1488・1494 (2004)
AZ3 1 押出マ グネ シ ウ ム合金の大気中にお け る
疲労特性. 南震宇， 石原外美， 五嶋孝仁， 中西
礼子 : 日 本機械学会論文集 A 編， Vo1. 70， No. 
696 : 1 146-1 1 52 (2004) 
白1 the Number of Overload-Induced Delay Cycles 
as a Function of 百首ckness . A .  J. McEvily . S .  
Is凶hara and Y .  Mutoh : International JoUll1al of 
Fatigue. Vo1. 26 ， 12 : 1 3 1 1 ・ 1 3 19 (2004) 
SKH5 1 鋼の超長寿命域の疲労におけ る 内部疲
労き 裂発生 ・ 進展ギ紺蕎に関する破面角軌庁的検討.
塩津和章， 森井祐一， 西野精一 : 日 材幾械学会
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イ 工具の開発 と 応用 (第 1 報) ー シ リ コ ンモー
ル ドに よ る ダイ ヤモ ン ドア レイ 工具の作製 • 
高野登， 森田昇， 林弘樹， 川堰宣隆， 山 田茂，
大山達雄， 神田一隆， 高野茂人， 小幡勤 : 精密
工学会誌， 70 巻 1 1 号 : 1402・1406 (2004) 

1 8. Mechm首cal Approach to Nanomachining of Silicon 
Using Oxide Characteristics Based on Tribo 
Nanolithography (1NL) in KOH Solution. 1. W. 
Park， N. Kaw;出egi， N. Morita， D. W. Le怠 :
ASME Joumal of Manufacωring Scien田 and
Engineering Vol. 126 No. 1 1 : 801 -806 (2004) 

19. ダイ ヤモ ン ドア レイ 工具を用いたマイ ク ロ 加
工に関する研究 (第 2 報 : 1 立方イ ンチサイ ズ
超小型フ ラ イ ス盤の開発) . 高野登， 杉原英之，
岡大輔， 森田昇， 山 田茂， 大山達雄， 芦 田極 :
石酔立加工学会誌， 48 巻， 12 号 : 700・703 (2004) 

20. ナ ノ ス ケール機械加工 と アルカ リ エ ッ チ ン グP
を併用 した単結晶 シ リ コ ン表面のマイ ク ロ フ
ア ブ、 リ ケーシ ョ ン (第 2 報) ーマ ス キ ング作用
の加工条件依存性 と 3 次元微細構造への応用
一 . 川堰宣隆， 摩国新， 森田昇， 山 田茂， 高野
登， 大山達難， 芦田極 : 精密工学会誌， 70 巻，
12 号 : 1 544-1 548 (2004) 

2 1 .  Mg-AJ-Zn 系合金切削チ ッ フOの熱間押出 し性 と
形材表面性状. 佐藤 寿， 曾田哲夫， 高辻則夫，
松木賢司， 室谷和雄 : 軽金属， \ゐ1. 54， No. 1 : 
14- 18  (2004) 

22. AZ3 1 マ グネ シ ウ ム合金切削チ ッ プ。の ECAP
均質閏化成形. 曾 田哲夫， 高辻則夫， 松木賢
司， 鎌士重晴， 小島陽 : 軽金属， 泊1. 54， 
No. 1 1 : 532-537 (2004) 

プロシーディ ング等

1 .  on the sharp bend in 血e S-N curve of the AZ3 1 
extruded magnesium alloy. Z. Nan， S. Ishihara， 
T. Goshima and R. Nakanishi : Proceedings of the 
1 5血 European Conference ofFracture (CD-ROM)， 
1 1 - 13  ， ESIS ， Stockholm ， Sweden ， August 
(2004) 

2. 百le Eifect of the R Ratio on the Number of Delay 
Cycl田 Following an Overload. S. lshihara， A. J 
McEvily ， A .  S北町ai ， T .  Goshima and S .  
Nishino : Proceedings of lntemational Conference on 
Fatigue Dmnage of Structural Materials V 
(CD岨ROM) ， 20・23 ， Hyannis ， MA ， USA ， Sep . 
(2004) 

3. Subsurface Crack lnitiation and Propagation 

Mechanism of High・S加ngth SteeJ in 九七ry High 
Cycle Fatigue Regime. K. Shioz.awa， S .  Nishino， 

2003年�2004年研究業績一覧

Y. Morii : Proc. ofthe 官官d 1nt. Conf. on 泊ry
High Cycle Fatigue， Shiga : 85・92 (2004) 

4. Eifect of Tempering Tempemture on Super-Long 
Fatigue Behavior of Low Alloy Steel， SNCM439. 
K. Shioz.awa， S .  Nishino ， N. Shibata， Y .  
Maruymna : Proc. of世le 百ùrd lnt. Conf. on Very 
High Cycle Fati伊e， S凶ga : 609-616  (2004) 

5. Thr閃 D加ensionaJ Nano Fabrication of Single 
CrystaJ Silicon by Foc国吋 10n Bemn and 
Subsequent Wet Chemical Etching. N. Kawasegi， 
N. Mori匂， S. Ymnada， N. Takano， T. Oymna， 
K. Ashida， 1. 匂niguchi， I. 恥但ymnoto : Proceeding戸
of the Seventh lntemational Conference on Progress 
ofMachining Technology : 330-335 (2004) 

国際会議
1 .  Development of U凶fied Database Cons加ction

System for Di能rent Kinds of Materials ・ An
Attempt 泊 仕le New Materials Cen総r， Japan. T. 
SAKAI ， K. HALADA ， H. YOSHIZU， Y.  
MONMA， T.  SHUTO， A. UENO， K. ISONISHI， 
A. SAKAIDA， I. NISHIKAWA， S. N1SHINO， 
T . 別OUE ， J .  KlKUCHI ， 19th Intemational 
CODATA Conference THE 削FORMATION
SOCIETY : NEW HO悶ZONS FOR SCIENCE， 
Berlin， Germany : CD-ROM (2004) 

2. Development of Dimnond Array Tool using SiJicon 
Mold and AppJications. N. Takano， N. Morita， 
S. Ymnada， T. Oyama， K. Kanda， S. Talωno， 
T. Obata : Proceedings ofthe 4th e田pen lntemational 
Conたrence : 125-126 (2004) 

3. Nanoscale Fabrication in Aqueous KOH SoJution by 
Atomic Force Micros∞pe. J. W. Park， N. Kawasegi， 
N. Morita， D. W. Lee， S. Ymnada， N. Takano， 
T .  Oymna : Proceedings of the 4血 euspen
lntemationaJ Conference : 1 57・1 58 (2004) 

その他の論文

1 .  摩擦熱を伴 う 転が り 接触下の疲労損傷生成過
程 と 寿命評価. 丹羽誠 五嶋孝仁， 石原外美，
清水理能 : 北陸信越支部第 41 期総会 ・ 講演会
講演論文集， No. 047・1 ， : 3・4(2004)

2. 摩擦熱を伴 う 転が り 接触 を受 け る 三次元内部
傾斜き裂の進展挙動. 内 山隆嗣， 清水理能， 五
嶋孝仁， 石原外美 : M&M2004 材料力学カ ンフ
ア レ ンス講演論文集， No. 04国6 : 675-676(2004) 

3. AZ31 マ グ、ネ シ ウ ム合金の疲労特性に及ぼ村故

視組織の影響. 南震宇， 石原外美， 玉嶋孝仁，
山本真弘 : 日 本機械学会北陸信越支部第 41 期
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総会 ・ 講演論文集， 5・6 (2004)
4. FC250 と SKS3 の摺動磨耗特性 (一方向及。注

復運動下での磨耗特性の比較) . 舘ゆか り ， 石
原外美， 五嶋孝仁， 宮崎陽平 : 日 本機械学会北
陸信越支部第 41 期総会 ・ 講演論文集， 135・136
(2004) 

5. アル ミ ニ ウ ム合金 2024-T3 の ミ ク ロ ンオーダの
疲労 き 裂発生 と 進展挙動 に及ぼす微視組織の
影響. 坂晋二， 石原外美， 五嶋孝仁 : 日 村議械
学会北陸信越支部第 41 期総会 ・ 講演論文集，
1 5 1 ・ 152 ο004)

6. 生体骨の超音波 に よ る密度及。守更度測定. 太田
美紀， 石原外美， 柴田博司， 五嶋孝仁， 了柏林，
高沢武志 : 日 本機械学会北陸信越支部第 41 期
総会 ・ 講演論文集， 1 57・1 58 (2004) 

7. AZ3 1 マ グ、ネ シ ウ ム合金の疲労過程における疲
労き 裂発生{樹毒. 南震宇， 石原外美， 五嶋孝仁 :
日 本 機 械 学 会 材 料 力 学 カ ン フ ァ レ ン ス
(M&M2004) 講演論文集， 19-20 ο004) 

8. 腐食疲労低応力域の疲労寿命 を決定す る 腐食
ヒ。 ッ ト の発生 と 成長特性. 坂晋二， 石原外美，
玉嶋孝仁 : 日 本機械学会材料力学カ ンフ ァ レ ン
ス (M&叩004) 講演論文集， 149・ 150 (2004) 

9. FC250 の摺動摩耗特性. 舘ゆか り ， 石原外美，
五嶋孝仁 : 日 本機械学会材料力学カ ンフ ァ レ ン
ス (M&M2004) 講演論文集， 29-30 (2004) 

10. 単一大荷重負荷後 にお け る 遅れ操返 し数に及
ぼす試験片厚 さ の影響. 石坂祐輔， 石原外美，
五嶋孝仁 : 日 本機械学会材料力学カ ンフ ァ レ ン
ス (M&印刷) 講演論文集， 9-1 0  (2004) 

1 1 . 超硬合金の繰返 し熱種津下の き 裂進展特性(機
械的繰返 し 荷重 と の比較). 石原外美， 柴田博司，
五嶋孝仁 : 2004 年度 目 利樹戒学会年次大会講演
論文集， 7 1 -72 ο004) 

12. 熱衝撃下の熱応力 に及ぼす材料微視組織の影
響. 柴田博司 石原外美， 五嶋孝仁 : 2004 年度
日 村幾械学会年次大会講演論文集， 73-74 (2004) 

13 .  SCM435 鋼の疲労挙動に及ぼすフ。ラ ズ、マ光輝窒
化処理の影響. 塩津和章， 柴田聡英， 西野精一 :
日 本機械学会北陸信越支部第 41 期総会 ・ 講演
会講演論文集， 7-8(2004). 

14. ア ドバンス ト ・ ゾル ・ ゲノレ法に よ り 作製 したジ
ノレ コ ニ ア薄膜のヤ ン グ率及び微小硬 さ 評価.
坂国洋， 西野精一， 塩津和章 : 日 本機械学会北
陸信越支部第 41 期総会 ・ 講演会講演論文集 :
1 5- 1 6(2004) 

1 5. 超音波後方散乱波の ウ ェ ーブ レ ッ ト 解析に よ
る ク リ ープキャ ピテ ィ 検出に関する研究. 永井
悠介， 西野精一， 塩津和章 : 日 本機械学会北陸

信越支部第 41 期総会 ・ 講演会講演論文集 :
17- 1 8(2004). 

16. S K D 6 1 鋼の内部疲労き 裂発生機構. 塩j軒口
章， 岡本和也， 西野精一， 光谷浩広太郎 : 日 本
材料学会第 53 期 学術講演会講演論文集 :
272-273(2004) 

17. 超音波後方散乱波の ウ ェーブ レ ッ ト 解析に よ
る ク リ ープキ ャ ビテ ィ 評価. 西野精一， 塩津和
章， 永井悠介， 新甚博之， 林義忠， M&M2004 
材 料 力 学 カ ン フ ァ レ ン ス 講 演 論 文 集 :
545・546(2004)

1 8. GaAs 半期林寸料の鏡面研白Ij機構の研究 明 3
報) 切削溝の間隔の違いが (表面お よひ内部)
ク ラ ッ ク 発生に与える影響一 . 田代雄介， 森田
昇， 山 田茂， 高野登， 大山嵐佐 : 2004 年度精密
工学会春季大会学術講演会 : 145-146 (2004) 

19. 粉末寒天 を配合 した乾式切断砥石の開発. 陶
永文， 森田昇， 永井長三， 森幹， 野呂 良久， 岸
本幸宏 : 2004 年度精密工学会春季大会学術講演
会 : 163-1 64 (2004) 

20. アル ミ ニ ウ ム合金の高速切削に関する研究 (第
2 報) 一高速時の切削現象の特異性 . 柴田寿
仁， 森田昇， 山 田茂， 高野登， 大山道謙， 中尾
政之， 安岡学， 石金清英 : 2∞4 年度精密工学会
春季大会学術講演会 : 535開536 (2004) 

2 1 .  2 次元切削挙動の可視化に よ る 切削現象の解
明 一切削 シ ミ ュ レー シ ョ ン を 用 いた高速切削
現象の解明 . 竹島卓哉， 森田昇， 山 田茂， 高
野登， 大山道誌色 柴田寿仁 : 2004 年度精密工学
会春季大会学術講演会 : 537-538 (2004) 

22. 金属ガ ラ ス材の切自Ij加工に関す る研究 (第 2
報) 一高速度切削に よ る仕上げ面の高品位化 . 
劉慶， 柴田寿仁， 森田昇， 山 田茂， 高野登， 大
山達雄， 大船仁 : 2004 年度精密工学会春季大会
学術講演会 : 543-544 (2004) 

23. イ ン ク リ メ ン タ ノレフ ォ ー ミ ン グに よ る マイ ク
ロ 張出 し成形 (第一報) ピラ ミ ッ ド形状の成
形特性一. 平松信也， 森田昇， 山 田茂， 高野登，
大山激住 : 2004 年度精密工学会春季大会学術講
演会 : 793-794 (2004) 

24. 低温可塑化卓上型射出成形機の開発 (第 2 報) • 
平野晋太郎， 芦 田極， 森田昇 : 2004 年度精密工
学会春季大会学術講演会 : 8 1 1 -8 12  (2004) 

25. 摩擦力顕微克 (FFM) 槻曹を利用 した樹般車問加
工に関する研究 ( 第 1 3 報) マス ク 層の加工
条件依存性一 . ) 1 1堰宣隆， 森田昇， 山 田茂， 高
野登， 大山崩邑 芦 田 極 : 2004 年度精密工学
会春季大会学術講演会 : 1 019-1020 包004)

26. 摩擦力顕{髄克 (FFM) 機構を利用 した極微細加
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工に関する研究 (第 1 4 報) 一液中 TNL (Tribo 
Nanolitho伊phy ) 技 術 の 開 発 • p，ぽk
Jeong吊(00， 川堰宣隆， 森田昇， LEE Deug品(00，
山 田茂， 高野登， 大山嵐佐， 芦 田極 : 2004 年度
精密 工学会春季大会学術講演会 : 2012-1022 

包004)
27. 1 立方イ ンチサイ ズ超4型フ ラ イ ス盤の開発.

杉原英之， 高野登， 森田昇， 山 田茂， 大山嵐邑
芦 田極 : 2004 年度精密工学会春季大会学術講演
会 : 1085-1086 (2004) 

28. シ リ コ ンモール ド を用 い た ダイ ヤモ ン ドア レ
イ 工具の開発 と 応用 (第 2 報) 各手動日工にお
け る 工具性能評価一 . 林弘樹， 高野登， 森田昇，
山 田茂， 大山嵐佐， 小幡勤， 神田一隆， 高野茂
人， 平井聖児 : 2004 年度精密工学会春季大会学
術講演会 : 1091- 1092 (2004) 

29. マイ ク ロ フ ァ ク ト リ ー に 関す る 研究開発の現
状一 「加工機械」 と 「機械加工J のマイ ク ロ化
技術一 . 森田昇 : MEMS ・ マイ ク ロ フ ァ ク ト リ
ーの実用化に関する調査研究 ( ) . (社) 日 本
機械工業連合会 : 5・10 (2004) 

30. マイ ク ロ フ ァ ク ト リ ー に 関す る 研究開発の現
状 ナノ テ ク 支援のための 3 次元ナ ノ 加工計測
システムの開発 と 応用 一 . 森田昇 : 恥1EMS ・ マ
イ ク ロ フ ァ ク ト リ ーの実用化に関する 調査研
究 ( ) .  (社) 日 科書械工業連合会 : 1 1 ・ 16 (2004) 

3 1 . 創造性豊かな技術者の育成を 目 指す工学教育
ブロロ グラ ムの開発. 丸山武男， 石井望， 田遷裕
治， 西村伸也 佐藤孝， 田村武夫， 合田正毅，
石田正弘， 茂地徹， 松田浩， 長谷川淳， 升方勝
巳， 森田昇 : 電気学会 FIE-04- 8 : 39-44 (2004) 

32. IT 産業を支援す る た め の石酔立加工の高機能シ
ス テ ム化検討分科会 ー プロ レス 成型法に よ る 粉
末寒天配合乾式胡断砥石の開発一 . 森田昇 : 砥
京立加工学会 HEAT 研究会平成 1 5 年度活動報告
書 : 42-53 (2004) 

33. 自 己潤滑 ・ 冷去機能を もっ乾式切断砥石の開発.
南部直樹， 森田昇， 永井長三， 静宇， 野呂良久，
岸本幸宏， 陶永丈， 吉田喜太郎 : 2004 年度石時立
加工学会学術講演会 : 141・146 (2004) 

34. アル ミ ニ ウ ム合金の高速切削に関する研究 (第
3 報 : ミ ス ト 状給油の効果) . 南部直樹， 柴 田
寿仁， 森田昇， 山 田茂， 高野登， 大山達雄， 安
岡学， 石金清英， : 2004 年度五跡劫日工学会学術
講演会 : 223聞226 (2004) 

35. 2 次元切削の可視化に よ る切削現象の研究. 竹
島卓哉， 森田昇， 山 田茂， 高野登， 大山達雄 :
2004 年度砥粒加工学会学術講演会 : 26ト264

(2004) 

2003年�2004年研究業績一覧

36. 集束イ オン ビーム 照射 と 化学エ ッ チ ン グ、を併
用 した極尊敬元田力日工ーマス キ ン グ作用の FIB 照射
条件依存性一 . 川堰宣隆， 森田昇， 山 田茂， 高
野登， 大山嵐t 芦 田極， 谷 口 淳， 宮本岩男 :
2004 年度砥粒加工学会学術講演会 : 309-3 10 

(2004) 
37. ト ラ イ ボナ ノ リ ソ グラ フ ィ ー (百世L) と 化学エ

ッ チ ン グを併用 し た極微細構造形成 マ ス キ
ング作用 の メ カ ニズム ー . 川堰宣隆， Park Jeong 
Woo， 森田昇， 山 田茂， 高野登， 大山道謙， 芦
田 極 : 2004 年度砥粒加 工学会学術講演会 :
3 1 5-3 16  (2004) 

38. イ ン ク リ メ ン タ ル フ ォ ー ミ ン グに よ る マイ ク
ロ 張出 し成形一第 1 報 : ピラ ミ ッ ド形状の張出
し特性一 . 平松信也， 森田昇， 山 田茂， 高野登，
大山嵐佐 : 2004 年度倒的日工学会学術講演会 :
323開328 (2004) 

39. ナ ノ フ ライ ス盤の開発 と 応用. 岡大輔， 杉原英
之， 高野登， 森田昇， 山 田茂， 大山嵐$， 芦 田
極 ， : 2004 年度砥粒加 工学会 学術講演会 :
33 1 ・334 (2004) 

40. ダイ ヤモ ン ドア レイ 工具を用 いたマイ ク ロ 加
工に関する研究 (第 1 報 : 精密加工用工具 と し
て の性能評価) . 高野登， 森田昇， 林弘樹， 川
堰宣隆， 山 田茂， 大山嵐佐， 神田一隆， 高野茂
人， 小幡勤 : 2004 年度石氏私立加工学会学術講演
会 : 335・338 (2004) 

4 1 .  アル ミ ニ ウ ム合金の高速切削に関する研究 (第
2 報 : 工具材種が被削性に及ぼす影響) . 竹島卓
哉， 柴田寿仁， 森田昇， 山 田茂， 高野主主， 大山
最民 安岡学， 石金清英 : 2004 年度時位加工学
会学術講演会 : 403-406 (2004) 

42. GaAs 半導体材料の研削加工の メ カニズム に関
する研究 (第 1 報 : 庄子先端半径の違いが表面
お よ び内部 ク ラ ッ ク 発生に及ぼす影響) . 田代
雄介， 森田昇， 山 田茂， 高野登， 大山道謙 : 2004
年度石時立加工学会学+慌茸演会 : 45 1 -452 (2004) 

43 . ナ ノ ス ケーノレ機械加工 と 化学エ ッ チ ン グ?を併
用 した極微車問茸造の形成法. 森田昇 : 機械の研
究 56 巻 9 号 : 913-920 (2004) 

44. 球状単結晶 シ リ コ ンの異方性エ ッ チ ン グにお
け る 形状シ ミ ュ レーシ ョ ン. 岩瀬比宇麻， 平井
聖児， 森田昇， 芦 田極， 伊藤周三 : 2004 年度精
密工学会秋季大会学b甘講演会 : 53 ト532 (2004) 

45. ト ラ イ ボナ ノ リ ソ グラ フ ィ (T N L ) と 化学エ
ッ チ ングを併用 した極微細十高差形成 (第 1 報)
ー マス キ ン グ作用 の メ カ ニズム ー . ) 1 1堰宣隆，
森田昇， 山 田茂， 高野登， 大山達雄， 芦田極 :
2004 年度精密 工学会秋季大会学術講演会 :
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533・534 (2004) 
46. ナ ノ 加工 ・ 計測システ ムの開発 と その応用 (第

3 報) ー システ ム を用いた加工実験一. 稲垣清
紀， 森田昇， 山 田茂， 高野登， 大山道誌佐， J l '堰
宣隆， 芦 田極， 斉藤潤二 : 2004 年度精密工学会
秋季大会学術講演会 : 535-536 (2004) 

47. 集束イ オ ン ピーム照射 と 化学エ ッ チ ン グを併
用 した才函射、田構造形成 (第 1 報) ーエ ッ チ ング
加速作用 の FIB 照射条件依存性 と 3 次元微細構
造への応用 一 . J l '堰宣隆， 森田昇， 山 田茂， 高
野登， 大山道難， 芦 田極， 谷 口 淳， 宮本岩男，
百田佐多生 : 2004 年度精密工学会秋季大会学術
講演会 : 749白750 (2004) 

48. ト ラ イ ボナ ノ リ ソ グ ラ フ ィ ー と 化学エ ッ チ ン
グ を併用 した単結晶 シ リ コ ンのマイ ク ロ フ ァ
ブ リ ケーシ ョ ン. 森田昇 : 精密工学会誌 70 巻
10 号 : 1236・1239 (2004) 

49. 究極の加工機 と 微細工具技術 (刷TOF2004 に
期待する も の) . 森田昇 : 機械技討輔時曽刊号 :
143 (2004) 

50. Nanoscale Fabrication in Aqueous Solution using 
Tribo-Nanolithography. J. W. Park， D. W. Lee， 
N .  Kawasegi ， N .  Morita : Korean Society of 
Precision Enginee巾g ， 2004 Fall Conference ， 
Korea : 1 3 1 5- 13 1 8  (2004) 

5 1 .  ビ、ス マ ス添加銅合金の ド リ ル加工. 村井昭二，
森田昇， 山 田茂， 高野登， 大山道謙， 柴 田寿仁，
東哲也 : 伸銅技術研究会第 4 4 回 講演会 :
107-108 (2004) 

52. シ リ コ ンモール ド を 用 い た ダイ ヤモ ン ドア レ
イ 工具の開発 と 応用. 森田昇 : 日 本工作機械工
業会 (工作1樹戒関連のニ ューテ ク ノ ロ ジーポス
タ ー展 工作機械関連の研究概要 一) : 98-99 

(2004) 
53. 3 次元ナ ノ 加工計測システ ムの開発 と 応用 . 森

田昇 : 日 本工作機械工業会 (工作機械関連のニ
ュ ーテ ク ノ ロ ジーポス タ ー展 一 工作機械関連
の研究概要一) : 100- 10  1 (2004) 

54. 自 己潤滑 ・ 冷却機能を持つ乾式切断砥石の開発.
森田昇 : 日 本工作機械工業会 (工作磯械関連の
ニ ュ ーテ ク ノ ロ ジーポス タ ー展 一 工作機械関
連の研究概要一) : 102-103 (2004) 

55. 集束イ オ ン ピーム 照射 と 化学エ ッ チ ン グ を併
用 した極微車耐毒造形成. J l '堰宣隆， 森田昇， 高
野登， 芦 田極， 谷 口 淳， 宮本岩男， 百 田佐多生 :
日 ;材幾械学会第 5 回生産加工 ・ 工作機械部門講
演会 (生産 と 加工に関する学術講演会 2004) : 
1 1 ト1 12 (2004) 

56. 加工用 ダイ ヤモ ン ドA F Mカ ンチ レバーの 開

発. 高野登， J l '堰宣隆， 森田昇， 神田一隆， 高
野茂人， 小幡勤， 柴田隆行， 芦 田極 : 日 刺幾械
学会第 5 回生産加工 ・ 工作機械部門講演会 (生
産 と 加工に関す る 学術講演会 2004) : 1 1 5・1 16

。004)
57. ト ラ イ ボナ ノ リ ソ グラ フ ィ ー (T N L ) と 化学

エ ッ チングを併用 した極�)財団構造形成. J l '堰宣
隆， 森田昇， 山 田茂， 高野登， 大山潜在， 芦 田
極 : 日 村幾械学会第 5 回生産加工 ・ 工作磯械部
門 講演会 (生産 と 加 工 に 関す る 学術講演会
2004) : 1 39-140 (2004) 

58. ポー ト ホールダイ ス を用いた AZ3 1B マ グFネ シ
ウ ム切削チ ッ プ。に よ る板材成形. 高辻則夫， 松
木賢司 曾 田哲夫， 室谷和雄， 八島貴道 : 日 本
塑f生加工学会第 13 回北陸支部講演会若手技術
者 ・ 産学官研究交流会 : 今10 (2004) 

59. AZ91D マ グネ シ ウ ム合金の リ サイ ク ル熱間押
出 しに よ る結晶紅側聞化 と 機械的性質. 松木賢
司 高辻則夫， 曾田哲夫， 室谷和雄， J l '辺祐良，
高木秀一 : 日 本塑'f生加工学会第 13 回北陸支部
講演会若手技術者 ・ 産学官研究交流会 : 1 1-12 

。004)
60. アル ミ ニ ウ ム合金押出 し形材の機械的性質に

及ぼす押出 し条件 と 形材温度変化の影響. 高辻
則夫， 松木賢司， 曾田哲夫， 室谷和雄， オミ村健
太郎， 高オ寸号至 日 本塑↑生加工学会第 13 回
北陸支部講演会若手技術者 ・ 産学官研究交流
会 : 22-23 (2004) 

6 1 . マ グネ シ ウ ム 箔 ボ ロ ン粉末積層 法 に よ る
MgB2 超伝導材料の侍2. 柴田佑輔， 松木賢司
高辻員Ij夫， 曾田哲夫， 室谷和雄， 板倉和寿 : 日
本塑↑蜘工学会第 13 回北陸支部講演会若刊支
体渚 ・ 産学官研究交流会 : 58-59 (2004) 

62. AI-ZlトMg-Cu-Zr 系 P!M 合金押出材の ECA プ レ
ス に よ る室温機械的t性質の改善. 佐藤琢磨， 曾
田哲夫， 松木賢司， 高辻則夫， 室谷和雄 : 日 本
塑十生加工学会第 13 回北陸支部講演会若手技術
者 ・ 産学官研究交流会 : 64開65 (2004) 

63 . AI-Zn-Mg-Cu-Zr 系粉末合金の加工熱処理に よ
る 室温機械的性質の改善. 松木賢司， 高辻員Ij夫，
室谷和雄， 曾 田哲夫， 高田一成， 内山 篤 : 日
本塑J肋口工学会第 13 回北陸支部講演会若手技
術者 ・ 産学官研究交流会 : 66-67 包004)

64. AI-Zn-Mg-Cu-Zr 系粉末合金押出材の室温機械
的性質に及ぼす加工熱処理の影響. 高 田 一成，
曾田哲夫， 松木賢司， 高辻則夫， 田 中昭衛 : 軽
金属学会第 107 回秋期大会 : 19-20 (2004) 

65. ポー ト ホールタγ ス を用いた AZ3 1B マ グネ シ
ウ ム切削チ ッ フ。に よ る板材成形. 高辻則夫， 松
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木賢司， 曾 田哲夫， 室谷和雄， 八島貴道 : 第 55
回塑J↑生加工連合講演会 : 433-434 (2004) 

66. 熱間押出 し加工に よ る 内面螺旋溝付き 管の成
形. 高辻則夫， 東信行， 松木賢司， 曾 田哲夫，
室谷和雄， 長谷川豊 : 第 55 回塑十生加工連合講
演会 : 443幽444 (2004) 

67. 高純度マ グネ シ ウ ム押出材の耐食性お よ び機
械的特性. 井上 誠， 竹川康世， 島 政司， 松
揮 和 夫 ， 曾 田 哲 夫 ， 松 木 賢 司 ， Joumal of 
Ecot巴chnology Research， 九101 . 10 ， No . 4 :  
232・233 (2004) 

特許 圃 賞
1 .  社団法人 日 本材料学会 論文賞. ト ポグラ フ ィ

破面解析 に よ る 高強度鋼の 内部疲労き 裂発
生 ・ 進展機構に関する研究. 材料， ぬ1. 52， 
No. 1 1 ， 1 3 1 1 - 13 17， 受賞者 : 塩津和章， 森井
祐一， 西野精一， 魯連商2004)

著書

2003年�2004年研究業績一覧

エネルギー ・ 環境工学大講座

教 授
教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
講 師
助 手
掛闘員
指岡哉員

竹 越 栄
奥 井 健

tチれZ久

江 上 繁 樹
平 揮 良 男
川 口 清 司
早 川 英治郎
瀬 田 剛
小 坂 暁 夫
渡 辺 秀 一
喜多野 一 幸

1 .  レベルア ッ プ ! 線形代数. 早川英治郎 : 森北出
版， 東京 : 173 ページ ο004)

原著論文

1 .  フ ィ ン付伝熱管群におけ る索前動特性 (スノfイ
ラ ルフ ィ ン と セ レーテ ッ ド フ ィ ン におけ る 熱
伝達特性の比較) . J 1 1 口 清司， 奥井健一， 菓子
貴晴 : 日 村幾械;学会論文集 B 編， Vo1. 70， No. 
693 : 1258- 1265 (2004) 

2. 

3 .  

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

タ ーボ、 フ ァ ンの低騒音化に関する研究 (羽根前
縁半径が騒音特性に及ぼす影響) . J 1 1 口 清司，
奥井健一 : タ ーボ樹戒， Vo1. 32， No. 6 : 35 1 ・360

(2004) 
フ ィ ン付伝熱管群の圧力損失に及ぼす フ ィ ン
切 り 欠き と フ ィ ン ヒ。 ッ チの影響. J 1 1 口 清司， 奥
井健一， 浅井俊博， 長谷川豊 : タ ーボ機械， ぬ1.
32， No. 9 :  55 1 ・559 (2004) 
沸騰冷却 を用 いた コ ン ピ ュ ー タ チ ッ フ。用冷却
器. J 1 1 口 清司 寺尾公良， 小林和雄 : 日 本冷凍
空調学会論文集， ぬ1. 2 1 ， No. 4 : 309-3 17  (2004) 
創造性を養 う 設計教育の企画 と 実践. J 1 1 日 清司，
石原外美， 谷 口 泰一 : 工学教育 (掲載予定)
燃焼器にお け る 着火時間 の包縮化 と 起動時エ
ミ ッ シ ョ ンの低減. J 1 1 口 清司， 上原目徳， 伊藤
彰 : 自 動車技術会論文集 (掲載予定)
Periodic motion of punctures on disks under pseudo 
Anosov homeomorphisms . Eijirou Hayakawa : 
Math. Japo凶ω， 掲載予定 。004)
百lermal La抗ice Bol四国m Method for Liquid-Gas 
Two-Phase Flows in Two Dimension. T. Seta， 
and K. Kono : JSME Intemational Jounml B， 同1.
47， No. 3 : 572回583 (2004) 
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プロシーディ ング等

1 .  Heat Transfer and Pressure Drop Characteristics of 
Finned Tube Banks in Heat Exchanger for Gas 
Turbine. K. Kaw唱uchi， K. Okui， Y. Hasegawa : 
2004 AS恥1E TURBO EXPO， GT2004・53665 : 
CD-ROM (2004) 

国際会議
1 . 擬ア ノ ソ フ 同相写像に よ る 円盤上のパ ン ク チ ャ

ーの周期運動. 早川英治郎 : 力学系 と エルゴー ド
理論， 京都大学数瑚平析研弼庁， 日 本， 6 月 但.
16(2004)) 

その他の論文

1 .  ス プ レー フ ラ ッ シ ュ蒸発に よ る加圧加熱水の
微粒化条件. 塚本晃， 小坂暁夫， 竹越栄俊 : 日
村幾械学会北陸信越学生会第 33 回学生員卒業
研究発表講演会 : 103・104 (2004) 

2. 樹脂細管を用いた氷蓄鮒習の凝固 ・ 両隣特性に
関する研究. 野田光晴， 高森和血， 竹越栄俊，
平津良男 : 日 材幾械学会北陸信越学生会第 33
回学生員卒業研究発表講演会 : 105-106 (2004) 

3. 凍結 さ せた含水シ リ カ ゲルの融解過程に 関す
る研究. 平津良男， 見崎太， 竹越栄俊 : 第 41
回 日 本伝熱 シ ン ポ ジ ウ ム講演論文集 (3 ) : 
633・634 (2004) 

4. 格子ボノレツ マ ン法に よ る 多孔質体中 の熱流動
角新. 喜多里子一幸， 瀬田岡IJ， 奥西泰之， 竹越栄
俊 : 第 41 回 日 本伝熱シンポジ ウ ム講演論文集
(3) : 721 -722 (2004) 

5. ス プ レー フ ラ ッ シ ュ蒸発 に よ る加圧加熱水の
微粒化. 小坂暁夫， 尾崎拓実， 竹越栄俊， 平津
良男 : 第 41 回 日 本イ云熱シンポジウ ム講演論文
集(3) : 75 1 聞752 (2004) 

6. 非定常細線加熱法に よ る マ グネ シア ・ 硝酸塩混
合物の書羽云導率に関する研究. 喜多野一幸， 羽
入田勝也， 竹越栄俊， 津田 昌俊， 平揮良男， 小
坂暁夫 : 第 25 回 日 本熱物性シンポジ ウ ム講演
論文集 : 204目206 (2004) 

7. Boiling Re副gerant-可pe Panel Cooler 侭e企igerant
Circulation and Cooling Performance). Y. Okamoto， 
M. Suzuk:i， K. Kaw;噌uchi， K. Kishita : Heat 
Transfer Asian Research， ぬ1. 33 ， No. 2 :  94-105 

(2004) 
8. The Heat Tr鉱山島r and Pr，白山e Drop Characteristics 

of Finned Tube Banks in Forced Convection 
(Comparison ofthe Pressure Drop Characteristics of 
Spiral Fins and Serrated Fins) : K. Kawaguchi， K. 
Okui， T. Kashi : Heat Transfer Asian Research， 

ぬ1. 33 ， No. 7 :  43 1 -444 (2004) 
9. 管内流に直交す る 片持ち 円柱の流力弾性振動

(管内首はLの影響) . 中本健， 山本大輔， 庄司
佑， 奥井健一， ) 1 1 日 清司 : 日 本機械学会講演論
文集， No. 047・1 : 73-74 包004)

10. 鉛直管内流中 を上昇する粒子流の特性. 豊本匠，
沙捧， 奥井健一， ) 1 1 日 清司 : 日 本欄戒学会講演
論文集， No. 047-1 : 75-76 (2004) 

1 1 . 熱交換器一体型遠心フ ァ ンにお け る 送風性能
と 繋H云達特性に関する研究. 川 旧 清司， 奥井健
一， ;J洲士太， 新家祐三 : 日 本羽織学会講漏命
文集， No. 047・1 : 243-244 (2004) 

12. フ イ ン付伝熱管群の熱流動特性に及ぼす ブ イ
ン高 さ の影響. ) 1 1 口 清司， 奥井健一， 浅井俊博，
菓子貴晴 : 日 本機械学会講演論文集 ， No . 
047・1 : 245・246 (2004) 

13 . ス タ ッ ガー ド配列にお け る 管群の渦発生特性
(速度変動測定に よ る検討) . 田 中雅之， 肖麗，

奥井健一， ) 1 1 口 清司 : 日 本機械学会北陸信越学
生会第 33 回学生員卒業研究発表会講演会論文
集 : 53-54 (2004) 

14. 横風走行時におけ る 車両周 り の流れ と ヨ ーイ
ン グモーメ ン ト の低減. 北山喜雄， 安田晋也，
) 1 1 口 清司， 奥井健一 : 日 材幾械学会北陸信越学
生会第 34 回学生員卒業研究発表会講演会論文
集 : 55・56 (2004) 

15 .  ダ リ ウ ス型風車におけ る性能向上 (翼弦長 と 翼
取付け角 が性能に及ぼす影響) . 兼松大輔， ) 1 1  
口 清司， 奥井健一 : 第 32 回北陸流体工学研究
会 : 講演番号 9 (2004) 

16. 小型軸流 フ ァ ンにおけ る 流入乱れが騒音 に及
ぼす影響. ) 1 1 口 清司 奥井健一， 議毎正宏 : 第
5 1 回 タ ー ボ機械協 会 総 会 講演会 : 1 12・1 17

(2004) 
17. 潜熱回収型熱交換器における熱流動特性 (ス ト

レー ト フ ィ ン にお け る フ ィ ン ピ ッ チ と フ ィ ン
長 さ の影響) : ) 1 1 口 清司， 奥井健一， 下浦貴裕，
大河内陸樹， 長賀部博之， 路川稔英 : 第 41 回
日 本伝熱シ ンポジ ウ ム講演論文集， Vo1 . 2 :  
461 -462 (2004) 

1 8. Tempem加問 Mitigation of the Parked Automobile 
under a Blazing Sun. KHAN M. U. KAWAGUCHI 
K. OKU1 K. : 第 42 回 日 本伝熱シンポジ ウ ム講
演論文集， ぬ1. 2 :  52ト522 (2004) 

19. 創造性を養 う 設計教育の企画 と 実践. ) 1 1 口 清司，
石原外美， 谷 口 泰一 : 平成 16 年度工学 ・ 工業
教育研究講演会講演論文集 : 697-698ο004) 

20. Topology of branched surfaces which admit 
expanding irnmersions (revised version) ， Eij廿ou

n，ο

 



Hayakawa : 1切出t (2004)
2 1 . 格子ボルツマン法の病毒造格子への適用瀬田岡IJ.

日 本機械学会 2004 年度年次大会講演資料， ぬ1.
8 :  128-129 ο004) 

著書

2003年�2004年研究業績一覧

機械制御情報工学大講座

教 授
教 授
教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 手
助 手
掛轍員
揃|轍員
技綱哉員

伊 藤 紀 男
岩 城 敏 博
小 泉 邦 雄
小 原 治 樹
佐々 木 基 文
田 代 発 造
笹 木 亮
羽多野 正 俊
高 瀬 博 文
桐 昭 弘
木 下 巧 士

1 .  モア レ. 田代発造 : 光技術総合事典 (オプ ト ロ
ニ ク ス編集部編 : オプ ト ロ ニ ク ス社， 東京， 日
本) : 406-407 (2004) 

原著論文

1 .  Analysis of undulation film dynamics evaluating 
boundary interaction with oscillation fluid . 
Min可rdas RAGULSKlS ， Kunio KOIZU恥但 : 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

ULTRAGARSAS， 丸'01. 50， No. 1 ， 28-32(2004) 
Appliゆility of A伽ctor Control Tec凶qu田 for a 
Particle Conveyed by a Propagating Wave . 
恥但nvydas RAGULSKlS ， Kunio KOI.Zillv宜 : 
Joumal ofVibration and Control， 、'01. 10， No. 7， 
1057-1070 (2004) 
多芯光 フ ァ イ パモ ジ ュ ール 自 動組立の た め の
摩擦係数測定. 笹木亮， 保坂寛， 近藤好正， 山
川博， 板生清， 小泉邦雄 : 精密工学会誌， 70， 
7 : 95 1 田955 (2004) 
移動マ ニ ピ ュ レー タ の未知凹凸路面走行時に
お け る 軌道追従制御性能の改善ー学習 的手法を
用いた路面形状同定 と トルク 補償問. 羽多野正俊，
大住岡IJ， 小原治樹， 見浪護 : 日 本ロ ボ、 ッ ト 学会
誌， Vo1. 22， No. 1 :  93-102印刷
Fundamenta1 study on corrosion of cemented 
carbide during wire EDM . Har時i Obara ， 
Harutoshi Satou， Masatoshi Hほano : J. ofMaterials 
Processing Technology， No. 149 : 370-375ο004) 
抗力規範に よ る移動マニ ピ ュ レ ー タ の転倒安
定性判別 と 安定化運動の実機に よ る検討. 羽多
野正俊， 小原治樹 : 日 本機械学会誌， 掲載決定
自 動車用 V R形奇数気筒機関に関する研究. 伊
藤訴己男， 牧嶋真也， 川 向達也 : 設計工学， 40巻，
4号 : 印刷中 。005)
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8. ミ ラ ーの高精度収差測定のた め の不等間隔な
3 分点、を用いた積分法， 沼 田宗敏， 野村俊， 神

谷和秀， 田代発造 : 精密工学会誌， 70巻， 3号 :
379-385 (2004) 

9. Molecular Dynamics Study on Wave Eq回íion of 
Solid . Toshihiro IWAKl : Thermal Science and 
Engin白血g， ぬ1. 12， No. 2 :  17-24 (2004) 

プロシーディ ング等

1 .  Making wooden recons甘uction models from 血e
Codex written by Leonardo da Vmci. K. Kamiya， 
N. Kamiya， T. Nomura， H. Tashiro : American 
Society for Precision Engineering 2004 Annual 
Meeting， Vo1. 34 : 341 ・344ρ004)

2. Shape measurement by the gIョ出g projection 
technique in a microscope. H. Tashiro， K. Kurioka， 
T. Nomura， K. Kamiya : American Society for 
Precision Engin，白血19 2004 Annual M田:ting， \ゐL
34 : 490-493(2004) 

3 .  Molecular Diffusion through Nano-Channel of Thin 
Film . Toshihiro IWAKl . Hideki SU恥位DA
Pro∞氾dings of the frrst Intemational Symposium on 
Micro & Nano. XVI-3-02 : CD-ROM (2004) 

4. Definition of Pressure in Molecular Dynamics 
System . Tsunenobu TERANlSHl ， Yoshik位U
KATO， Toshihiro IWAKl : Proceedings ofthe 白"5t
Intemational S戸nposium on Micro & Nano . 
XV-3-01 : CD-ROM (2004) 

5 .  Approach ω 百lermal Transport of Transition Metal 
Cluster through DFT Cal印刷on of Energy 
Characteristics. Tatiana ZOLOTOUKHINA， Akira 
YABE : Proceedings of the frrst Intemational 
Symposium on Micro & Nano . XVll-3-0 1 
CD-RO恥4 ρ004)

その他の論文

1 .  多芯光 フ ァ イ バモ ジュ ール 自 動組立への振動
応用 . 笹木亮， 小泉安防t 保坂寛， 近藤好正，
佐々 木基文， 木下功士， 板生清 : 2004 年度精密
工学会春季大会講演論文集 : 1 147・ 1 148 (2004) 

2. 配管外側移動 ロ ボ ッ ト の研究 演田実， 佐々 木
基文， 小泉婚生， 勧ド亮， 木下功土 : 日 本機械
学会北陸信越学生会第 3 3 回学生員卒業研究
発表講演会講演論文集， 175-176 (2004) 

3 . 側 ヒ レ型水中全方向移動 ロ ボ ッ ト . 東野大山，
佐々 木基文， 小泉邦雄， 勧ド亮， 木下功士 : 日
本機械学会北陸信越学生会第 3 3 回学生員卒
業研究発表講演会講演論文集， 177-178 (2004) 

4. 圧電型マイ ク ロ リ ニア フ ィ ーダ. 田京祐， 小泉
撒色 佐々 木基文， 各ド亮， 木下功士 : 日 本機
械学会北陸信越学生会第 3 3 回学生員卒業研
究発表講演会講演論文集， 179-180 包004)

5. 波動型軟体マイ ク ロ リ ニア フ ィ ーダ. 小林正利，
小泉±隊色 佐々 木基文， 笹木亮， 木下功士 : 日
本機械学会北陸信越学生会第 3 3 回学生員卒
業研究発表講演会講漏命文集， 193-194 (2004) 

6. 4 節 リ ン ク 型抱 き 上げ移乗福祉槻邑 橋材口政，
小泉撒$， 佐々 木基丸 岡ミ亮， 木下功士 : 日
本機械学会北陸信越学生会第 3 3 回学生員卒
業研究発表講演会講演論文集， 195-196 (2004) 

7. 全方向移動 ロ ボ、 ッ ト の間欠走行制御. 渡壁透，
小泉安防色 佐々 木基文， 笹木亮， 木下功士 : 日
本機械学会北陸信越学生会第 3 3 回学生員卒
業研究発表講演会講漏命文集， 197-198 (2004) 

8. く ら げ型跳躍泳動軟体微/1'4矧戒. 目 :谷慎太郎，
小泉安防佐， 佐々 木基文， 笹木亮， 木下功土 : 日
本機械学会北陸信越支部第 4 1 期総会 ・ 講演会
論文集， 325・326 (2004) 

9. 振動付加に よ る 光フ ァ イ バーの V 溝位置決めー
多芯光 フ ァ イ バモ ジ ュ ーノレ 自 動組立への振動
応用ヘ 笹木亮 : 月 刊 「光ア ラ イ ア ンスJ ， 1 5 ， 
12， 1 8-22 (2004) 

10. SPH 法に関する基礎的研究 (第 3 報) . 対ナ潤，
小原治樹， 本田真理子， 羽多野正俊 : 日 柄幾械
学会 第 17 回計算力学講演会 : 599-600(2004) 

1 1 . SPH 法に関する基礎的研究 (第 4 報) . 本田真
理子， 小原治樹， 材調， 羽多野正俊 : 日 本機
械学会 第 17 回計算力学講演会 : 601・602(2004)

12. チタ ンの放電加工特性について. 八並哲史， 小
原治樹， 羽 多野正俊 : 電気加工学会全国大会
(2004) : 7-10(2004) 

13 .  ヒ、、ジュ アルサーボ に よ る 動的移動マニ ピ ュ レ
ーシ ョ ンテニス ロ ボ、 ツ ト の実現に向 けて. 加藤
幸雄， 羽多野正俊， 小原治樹 : 第 22 回 日 本ロ
ボ、 ツ ト 学会学術講演会 : 3F1 1 (2004)， 

14. レス キュー ロ ボ、 ッ ト にお け る マ ン ・ ロ ボ ッ ト 協
調型操作イ ンタ ーフ ェース システムの研究. 栃
久保 裕司郎， 羽多野正俊， 小原治樹 : 第 22
回 日 本ロ ボ、 ツ ト 学会学術講演会 : 3A29(2004) 

1 5. レス キ ュ ー ロ ボ ッ ト の画像情報に よ る 環境認
識 と タ ス ク フ。ラ ニ ングに関する研究. 佐治 慎
一郎， 羽多野正俊， 小原治樹 : 第 22 回 日 本ロ
ボ ッ ト 学会学術講演会 : 3A25(2004) 

16. 瓦磯撤去作業時にお け る レス キ ュ ー ロ ボ ッ ト
の安定性に関する研究. 菅野昌伸， 羽多野正俊，
小原治樹 : 第 22 回 日 本ロ ボ ッ ト 学会学術講演
会 : 3A14(2004) 

qu

 



17. 地震災害 を想定 した レス キ ュ ー ロ ボ、 ッ ト の瓦
楳守散去作業時の転倒安定性に関する研究. 羽多
野正俊， 小原治樹， 高瀬博文， 菅野昌伸 : 日 本
機械学会北陸信越支部第 41 期総会 ・ 講演会 :
293・294(2004)

1 8. レス キ ュ ー ロ ボ ッ ト の画像情報に よ る 環境認
識 と タ ス ク フ。ラ ニ ングに関する研究. 羽多野正
俊， 小原治樹， 高瀬博文， {割合慎一郎 : 日 本機
械学会北陸信越支部第 41 期総会 ・ 講演会 :
327幽328(2004)

19. ビ、ジ ュ アルフ ィ ー ド、パ ッ ク に よ る 動的移動マ
ニ ピュ レーシ ョ ン. 羽多野正俊， 加藤幸雄， 小
原治樹， 高瀬博文 : 日 材難械学会北陸信越支部
第 41 期総会 ・ 講演会 : 291 -292(2004) 

20. 油圧駆動型四足歩行 ロ ボ、 ッ ト の研究-搭乗者の
運動及び路面形状の変化 に よ る 抗力変化の関
係ー. 羽多野正俊， 上野良雄， 小原治樹， 高瀬博
文 : 日 材幾械学会北陸信越支部第 41 期総会 ・
講演会 : 297・298(2004)

2 1 .  ビジ ョ ン シス テ ム を有す る 小型車輪駆動型 レ
ス キ ュー ロ ボ ッ ト の製作. 羽多野正俊， 小原治
樹， 高瀬博文， 栃久保裕司郎 : 日 本機械学会北
陸信越支部第 33 回学生員卒業研究発表講演
会 : 14ト142ο004)

22. 小型 ク ロ ー ラ ー駆動型 レス キ ュ ー ロ ボ ッ ト の
製作. 羽多野正俊， 小原治樹， 高瀬博文， 北出
祐二 : 日 本機械学会北陸信越支部第 33 回学生
員卒業研究発表講演会 : 167・168(2004)

23. ビジ ュ アノレフ ィ ー ドパ ッ ク を用いた凹凸路面
上の動的移動マニ ピュ レーシ ョ ン. 羽多野正俊，
小原治樹 : ア ドパ ンテ ィ 2004 シンポジ ウ ム講
演会 : 127・128ο004)

24. 移動マ ニ ピ ュ レー タ の逆動力学情報を用 いた
安定化補償運動の効果. 吉田洋， 羽多野正俊，
小原治樹 : ア ドパンテ ィ 2004 シンポジ ウ ム講
演会 : 33-38ο004) 

25. 富 山 大学工学部にお け る 中学生向 け体験入学
について. 坂上岩太， 石井雅博， 伊藤紀男， 龍
山智柴 : 平成 16 年度工学 ・ 工業教育研究講演
会論文集， ぬ1. 357 : 707・708 (2004) 

26. フー リ エ変換を用 いた B-ス プラ イ ン曲面への
あ て は め方法 - 3 次元デー タ の あ て は め と
平滑化 ， 沼田宗敏， 野村俊， 神谷和秀， 興水
大和， 田代発造 : 2004 年度楕密工学会春季大会
学術講演論文集 : 1263-1264 (2004) 

27. 高精度な高速 2 次元ガ ウ シア ン ヒ ルタ に よ る
う ね り 曲面の抽出法， 沼田宗敏， 野村俊， 神谷
和秀， 興水大和， 田代発造 : 2004 年度精密工学
会秋季大会学術講i寅論文集 : 985-986 (2004) 

2003年�2004年研究業績一覧

28. 自 公転 ミ ー リ ン グ加工工具の位置測定， 神谷和
秀， 野村俊， 宮本佳寿， 竹内河大， 田代発造，
矢沢孝哲 : 2004 年度精密工学会秋季大会学術講
演言命文集 : 105下1058 (2004) 

29. 球面波を用いた非球面干渉計測， 神谷和秀， 野
村俊， 斉藤慈、和， 田代発造 : 2004 年度精密工学
会秋季大会学術講演論文集 : 1063・1064 (2004) 

30. 2 次元幾何学変換を用いた画像処理に よ る 変
位測定に関する研究， 虞瀬智博， 田代発造， 園
田里見， 野村俊， 神谷和秀 : 2004 年度精密工学
会秋季大会学術講演論文集 : 1083-1084 (2004) 

3 1 .  変形格子画像にお け る 二次元 Wavelet 変換の適
用， 大河内宏和， 田代発造， 野村俊， 神谷和秀 :
2004 年度精密 工学会秋季大会学術講演論文
集 : 1 1 17・1 1 1 8 (2004) 

特許・ 賞
1 .  振動 フ ィ ー ダ. 小泉邦雄， 日 本国 特許， 第

3558584 号， ο004)
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Sawada: Jouma1 of Alloys and CompOlmds 377: 
174・178 (2004). 
Effects of N2 mixed gas atomization on 
electrochemica1 properties of Mm(Ni，Co，Mn，Al)s o 
alloy powder. K. Yan相moω， S. Sunada， K. M司ima， 工
Sawada: Jouma1 of Alloys and Compounds， 372:  
208-212 (2004). 
E古田t of Si and Al ∞ntent on core loss in Fe-Si-Al 
powder cores. K. yl佃噌加oto， S. Sunada， K. Majima 
and Y. Aikawa: IEEE Transactions on M噂1etics， 40-3 : 
1691・ 1694 (2004). 
Transformation of Fe明C System to Hi.出 荷。ssured
Hexagona1 S加伽res by Mechanica1 Alloying of 
Elemental Powders. K.Tokumits叫 K.M司ima and 
R.Yamamoto: Jouma1 of Solid State Ionicsラ 1 72:
2 1 1 -214  (2004). 
Corrosion Assessment of Nd-Fe-B Alloy with Co 
Addition 由rough Imp吋加印 Measぽ.ements. S.s聞記a，
K. M司凶a， S.Sunada， Y.Akasofu and Y.Kaneko: To be 
published in Journal of Alloys and Compounds. 
Electrochemica1 Behavior of AIUll1inum Coa匂d
NιFe-B Alloy. K. Majima， S.Sunada， H.Ito and 
Y.Kaneko: To be published in Joumal of Alloys and 
Compoun也
Refmement of Cu聞Phthalocyanine Powder by 
Nozzle-Jet Water Cavitation. K.Tokumitsu， H.Saijo， 
K.Majima， H.Kato and R.Yamamoto: To be published 
in J.Me臨帥Ile & Nan∞rys凶line M蹴rials.
Dissolution Behavior ofSUS 304 Stainless Steel due ω 
General Corrosion in H2S04-NaCl Aqueous Solution. 
S.Sunada， K.Majima and T.Matsuda: To be published 
in Jouma1 ofPowder and Powder Metallurgy. 
Study of M昭letic Properties and Ion Size Effi配t 伽
(La，.xY 02/3Cal/3恥位103 (O<Xく0.3) Mnganl回e. Z. 
Yu-Feng， W Xin.圃Yan， C. Gui-Xin， L. Yong-Sheng， J. 
Chao， N. NishimUl孔 K. Mori， C. Shi-Xun， Z. 
Jin-Cang: Chin悶 Journal of Low Temperature 
Physicsラ 26， NO. l :  1 -6 (2004) 
Large hyperfine anoma1y between 91y an，ι91my_りe. I 
K. Nishimura， S. Ohya， 工 Ohtsubo， I. Satoラ J. Goto， T. 
lzumikawa， M Tar首g北i， A. Taniguchi， Y. Ohkubo， Y 
Kawase， and S. Muto: Phys. Rev. B70: 132405-4 
ο004) 
Low-tempera加re nuclear orientation of 144Pm in 
me回nagnetic 侭E)NiA4 single crys凶s. K. NishimUl丸
K. Mori， S. Teraoka， WD. Hutchison， D.H. Chaplin， S. 
Ohya， T. Ohtsubo， S. Muto， T. Shinozuka: Hyp剖ne
Interactions (in press) 
Hyperfme fields of Sr and Y in f加omagnetic hosts， 

7. 

AU

 

--

14. 
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1 1 . 

12. 

13 .  

15 .  

16. 

1 7. 

8. 

9. 
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物質生命シス テ ム 工学科

原著論文

1 .  DSC and HRTEM investigation of 血e precipi包t田 h
an Al - 1 .0% Mg2Si - 0.5% Ag a110子 A. G油er， K. 
M拙α仇 A. M. Ali， Y. Zou， and S. Ikeno: Materials 
Science and Technology， vo1.20， NO. 12 :  1627-163 1  
ο004) 
X -ray diffiaction evidence for a monoclinic form of 
stibnite， S臼S3， below 290. K. Satoru Kl悶ラ Douglas
Du Boulaぁ Nobuo Ishizawa， Ats凶:hi Saiki， and Allan 
Pring: American Mineralogist， Vo1.89: 1022-25 
(2004) 
Eva1uation of Pitting Corrosion Behavior of Sintered 
SUS444 Stainless Steel in MgCh Solution. S.Sunada， 
K.M母国a Y.Miyazaki and T.Hasegawa: Joumal ぱ
Powder and Powder Meぬllurgy， 5 1 -6: 45 ト457 ο004).
E自己cts of powder compositions on GHz microwave 
absorption of EM absorbing sh田ts. K. Yan噂imoto， S. 
Sunada今 K. M司ima， Y. Aikawa: Jouma1 ofPowder and 
Powder Metallurgy， 5 ト4: 293-297 (2004). 
Effects of static m相1etic prop出i田 on DC biased 
permeability of various metal powder cores. K. 
Yanagimoto， S. Sunadaラ K. M司ima， Y. Aikawa: 
Jouma1 of Powder and Powder Me匂llurgy， 5 1 -4: 
289・292 ο004).
E島cts ofs印私印 modification on surface s飢lC旬お 叩d
electrochemical prop剖i回 of 恥1m(Ni，Coヲ恥1n，Al)s o
alloy powder. K. Yanagimo臥 S. Sunadaラ K. M司凶弘 主
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3. 

4. 
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6. 



and magnetic moment Of93y' K. Nishimura， S. Ohya， 工
Ohtsubo， T. lzumikawa， M. Sぉ北i， 1. Sato， M. Suzuki， 
J. Goto， M Tanig北i， A. 11紅討guchiラ Y. Ohkubo， Y. 
Kawase， and S. Muto: Hype凶ne Interactions (in press) 

1 8. Nuclear m噌letic resonan田 on oriented nuclei in 
175HfFe. S. Muto， 工 Ohtsubo， S. Ohya， and K. 
Nishimura: Hyperfine Interactions (in pn田s)

19. 官官 magnetic properties of GdNiA14・ GA. Stewart， 
w'D. Hutchison， A.Y.J. Edge， K. Rupprecht， G 
Wortmann， K. Nishimura and Y. Isikawa: J. Mag. 
Mag. Mater. (in press). 

20. 極低温圧延 した 3004， 5083 アル ミ ニ ウ ム合金の室
温で、の蓄積ひずみエネルギー量の変化. 古井光明，
沼 田裕介， 穴 田博 : 軽金属， 54 巻， 3 号 : 1 1 5  
1 16 (2004) 

2 1 .  反応スバ ッ タ 法に よ る Ti-A1-Si-N ナ ノ コ ンポジ ッ
ト 膜の作製. 野瀬正照， 鈴木宏章， 奥村善雄， 本

保英治， 前健彦， 穴 田博， 野城 清 : 粉体お よび
粉末冶金， 5 1  巻， 1 1 号 : 802 -807 (2004) 

22. 反応スバ ッ タ 法に よ り 作製 した 百-A1-Si-N ナ ノ コ
ンポジ ッ ト膜の特性. 野瀬正照， 鈴木宏章， 奥村
善雄， 本保英治， 前健彦， 穴田博， 野城清 : 粉体
お よ ひ粉末治金， 5 1 巻， 1 1 号 : 808-814 (2004) 

23 . アル ミ ニ ウ ム合金板上に形成 させた Ti02 薄膜の
光触媒活性に対する 陽極酸化皮膜の影響. J 1 1畑常
異， *村羊章， 松 田健二ヲ 蓮覚寺聖ーラ 品川昭弘 川
端清， 池町生: 軽金属， vo1.54ラ No.8: 3 1 3-3 17  (2004) 

24. �新古 SUS304 鋼 SUS3 16 鋼の耐食性に及ぼすシ ョ
ッ ト ピーニ ングの影響. 砂田聡， 真島一彦， 石 田
修一， 菅野光輝， 武田義信 : 粉体お よひ粉末冶金
に掲載予定.

25. 機械部査部品用協結 SUS304 鋼の耐食性に及ぼす
製造因子の影響. 砂 田聡， 真島一彦， 石 田修一，
菅野光輝， 武田義信 : 粉体お よひ粉末冶金に掲載
予定

26. EIS 法を 中心 と したJ境桔体 SUS304 鋼の腐食特性
の解析. 砂田聡， 山本隆久， 真島一彦， 布村紀男 :
粉体お よ び粉末冶金に掲載予定

27. H2S04-NaC1 水蹴夜中 にお け る SUS304 ステ ン レ
ス鋼の応力腐食割れに及ぼす溶液濃度の影響.
砂田聡， 狩場雅則， 真島一彦， 杉本克久 : 日 本金
属学会誌に掲載予定

28. アルキル ト リ メ ト キ シシ ラ ンの ド ラ イ カ ッ プ リ
ン グに よ る金属酸化物の疎水化処理. 佐貫須美子，
宮野真英， 好永俊宏， 真嶋宏: 表面技術， 第 55 巻，
第 3 号: 1 86・191 (2004)

29. 金属酸化物の疎水化に及ぼす かプチノレ ト リ メ ト
キ シシラ ン腐夜の pH の影響. 佐貫須美子， 宮野
真英， 好永俊宏， 真嶋宏， 表面技術， 第 55 巻， 第 3

2003年�2004年研究業績一覧

号: 192-197 (2004) 

プロシーディ ング等

1 .  [Invited] Study of Precipitation sequen田 in A1-Mg-Si 
alloy by HRTEM. K. Matsu札 S. Ikeno: Materia1s 
Science Forum， vo1s.475-479: 361・364 (2005) 

2. HRTEM S加dy ofPrecipi附s at 血e 悶rか s同.e during 
aging in A1-Mg-Si-Cu Alloys. K. Matsuda， S. 
T創世guchi， T. Sato， S. Ikeno: A1 al1oys-Their physical 
and mechanical properties-， vo1.2: 742・745 (2004) 

3 .  E自己ct of Ag on Ageゐ征dening behavior of A1-Mg-Si 
alloys. Z. Yong， K. Matsuda， Y. H加lUfO， Y. Ue匂ni， S. 
Ikeno: A1 alloys-Their physical and mechanica1 
prope抗ies同ラ vol. 2: 539・544 (2004) 

4. DSC and HRTEM study of precipitation in 
A1-Mg-Si-Cu alloys. A.F. Gaber， K.Matsuda， S.Ikeno: 
A1 alloys-Their physical and mechanicaJ properti自由，
vol. 1 :  402-405 (2004) 

5 .  EFTEM observation of cube-phased P即刷出es in 
AトMg-Si alloy. K. Matsuda， Y. Ishida， T. Sato， S. 
Ikeno: A1 alloys-Their physical and mechanica1 
properties-， vo1.2: 595-597 (2004) 

6. E古田t of Copper， Si1ver and Go1d on Tensi1e behaviour 
in A1-Mg-Si al1oy. K. Matsuda， K. Fukaya， Y. Zou， T. 
Kawabata， Y. Ue匂ni， S. Ikeno: A1 alloys-Their physica1 
and mechanica1 properties-， vo1. 1 : 424-428 (2004) 

7. REACTION ANALYSIS BETWEEN CHROMIUM 
CARBAIDE AND CHROMlUM OXIDE BY 
THERMALLY EVOLVED GAS ANALYSIS. 
H.Hirazawa， T.Hashizume， A.Saiki and K.Terayama， 
ICCT 2004， Beり略 C凶a: 122 ο004) 

8. PREPARATION OF ELECTRICAL PROPERTIES 
OF HUMlDITY SENSING FILM USED FOR 
THERMAL ANALYSIS. T. Hashizume， T.Torishima今
K.Terayamaヲ and A.Saiki， ICCT 2004， Beijing， China: 
363 (2004) 

9. TG-DTA INVESTIGATION OF DOUBLE OXIDES 
Pえ THE SYSTEM OF pr岨Nb-O. K.F吋ii， A.Saiki， 工
Hashizume and K.Terayamaラ ICCT 2004， Beijingヲ
China: 373 (2004) 

10. E1ectrochemica1 Behavior of Nd-Fe-B Permanent 
Magnetic Alloys with Co Addition. S.Sunada， 
Y.Akasofu， y'Kaneko and K.Majima: Abstracts of 
2004 Joint Intemationa1 Meeting of The 
E1ectrochemical Society， Hono1u1u Hawaiiラ (October
3-9， 2004)， Paper Number 688 in CD岨ROM.

1 1 . Inf1uence of Corrosion Environment on SCC Behavior 
of SUS304 in H2S04-NaC1 Aqueous Solution. 
S.Sunada， A.Motozawa and K.M司ima: Abs回cts of 
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2004 Joint Intemational Mee白19 of 百le
Electrochemi伺1 Society， Honol山 Hawaii， (October 
3-9， 2004)， Paper Number 719 in CD-ROM. 

12. Influence of Stress-Indu田d M紅白�nsite on SCC of 
SUS304 in H2S04-�対aCI Aqu∞us Solution. S.Sunada， 
A.Motozawa and K.M司凶a: Abs住acts of 2004 Joint 
Intemational M田ting of The 回目trochemical Societyラ
Honolulu Hawaii， (October 3-9， 2004)， Paper Number 
764 in CD-ROM. 

国際会議
1 .  [Invited] HRTEM Observation of血e fme precipita低 減

the early stage of aging in AI-Mg-Siぐu alloy. 
K.Matsuda， S. lkeno: 5仕1 Polish-Japanese Symposium 
on Advanced Methods of Materials Characterization， 
vol. l :  1 -2 (2004) 

2. Morphology ofMちA1204 at inte由回 between A1203 
and ma凶x in oxide particles/ Al alloy composite 
materials. K. Matsu仇 工 Matsuki， L. FI司法， 1. 
Mullerova， S. 1ω， M.A陥tsu， Y Ue匂ni， S. lkeno: 1 3血
Europian Micros∞py Congress， MSI2， PlO， Antwerp， 
Belgium， 23-27 August (2004) 

3 .  E品ct of Copper， Silver and Gold on tensile behavior 
in Al・Mg-Si alloys. K. Fukaya， K. Matsuda， Z. Yong， 工
Kawaba凪 Y Ue旬ni， S. lkeno: 8也 Asia司Pacific
Conference on Electron Micros∞py， Kanazawa， Japan， 
7-1 IJune， 2004: 83 1 -832 (2004) 

4. Effect of deformation on precipitation in Al幽Mg-Si
alloys containing Cu. Y Kurokawa， K. Fukaya， K. 
Matsuda， Y Ue匂ni， S. lkeno: 8由 Asia聞Pacific
Conference on Electron Micros∞pぁ Kanazawa， J却処
7・I IJune， 2004: 8 1 1 -8 12  (2004) 

5. TEM observation of 血e Ti02 白in films formed on 
aluminum alloy sheets. N. Bou， 工 Kawabata， K. 
Matsuda， S. Rengakuji， K. Kawabata， S. lkeno: 8血
Asia-Pacific Conference on Electron Micros∞py， 
Kanazawa， Japan， 7-1 IJune， 2004: 809-8 10 (2004) 

6. Microstructure in Ti02/Al maなix composite materials. 
T. Sae弘 K. Matsuda， YUe匂ni， S. lkeno: 8白
Asia-Pacific Conference on Electron Micros∞pぁ
Kanazawa， Japan， 7・I IJune， 2004: 807・808 ο004)

7. Photocatal戸ic properties of Ti02 白血 films on the Al 
alloys. M. Ha杭a， 工 Kawaba凪 K. Matsuda， S. 
Rengakuji， K. Kawaba凪 S. lkeno: 8th Asia-Pacific 
Conたrence on Electron Microscopェ K加担:awa， Japanラ
7-1 1June， 2004: 803・804 (2004)

8. TEM observation of rod-shaped precipitatl巴:s in 
AI-Mg-Ge alloy. K. Matsuda， 工 Muneka臥 Y Ishi仇 工
Sato， S. lkeno: 8由 Asia-Pacific Conference on Electron 
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Microscop払 Kan低awa， Ja問n， 7・I IJuneラ 2004:
801 閉802 ο004)

9. Age hardening characteristics ofMg-Sc binary alloy. Y 
Fukuda， T. Kawaba民 K. Matsuda， S. lkeno: 8th 
Asia田Pacific Conference on Electron Microscopy， 
Kanazawa， Japan， 7-1 1 June， 2004: 799・800 ρ004)

10. Analysis of Cube-phased precipita脳 血 Al・Mg-Si
alloy using EFTEM. Y Ishi仇 K. Matsuda， T. Sato， S. 
lkeno: 8血 Asia-Pacific Conference on Elec仕on
Microscopy， Kanazawa， Japan， 7・I IJune， 2004: 
797-798 ο004) 

1 l .  Effect of Addition of 0.5w紗'ÓCu on 仕le precipi匂íion in 
AI-0.63Mg-0.37Si by DSC and HRTEM techniques. A. 
F. G油er， K. Matsuda， A. M. Ali， 工 Kawaba民 S.lkeno:
8白 Asia-Pacific Conference on Electron Micros∞py， 
Kanazawa， Japan， 7・I IJune， 2004: 773・774 (2004)

12. [Invited] HRTEM Study ofPrecipitates at the early 
S匂ge dぽing aging in AI-Mg-Si聞Cu Alloys. K. Matsuda， 
S. Taniguchi， 工 Sato， S. lkeno: 8白 Asia-Pacific
Conference on Electron 恥但cros∞py， Kanazawa， Japan， 
7-1 IJune， 2004: 771 -772 (2004) 

13 .  Appli回tion of SLEEM for Mo中hology of a-phase in 
Cu-Zn-Si alloy. K. M拙uda， K. Kajikawa， Y 
Nakamura， L. Frank， I. Mullerova， S. 1ω， M.Aka岱Uラ Y
Ue加1Î， S. lkeno: 8th Asia-Pacific Conference on 
Electron Microscopy， Kanazawa， Japan， 下IIJune，
2004: 823-824 ρ004) 

14. Scanning Low Energy Electron Microscope 
applications for microstructuI右 of A1203/Al・Mg-Si
alloy ma甘ix ∞mposite material. K. Matsuda， T. 
Matsukiラ L. Frank， I. Mullerova， S. 1臥 M.Akatsu， Y 
Ue伽i， S. lkeno: 8th Asia-Pacific Conference on 
Electron Microscopェ Kan位awa， Japan， 7・l 1June，
2004: 779圃780 (2004) 

その他の論文

1 .  ア メ リ カ で体験 した こ と 感 じた こ と -草の根
外交官 と して過 ご した 10 ヶ 月 間一. 古井光明 :
ま て り あ， 43 巻， 10 号 : 860 (2004) 

2. ナ ノ 析出物の構湖特庁. 松田健二 池野進: 金属
系材料研究開発セ ン タ ー 『実用金属材料分野ナノ
メ タ ル技術開発成果報告書(平成 1 5 年度)j] : 
1 88-192 (2004) 

3. 6000 系アル ミ ニ ウ ム合金におけ る PFZ 形成の抑
制に関する研究. 松田健二 池里子進: 金属系材料
研究開発セ ンタ ー 『実用金属材半杉士野ナノ メ タル
技術開発成果報告書(平成 1 5 年度)j] : 299-304 
(2004) 

4. Si， Mg あ る いはNi を添却 した 60/40 黄銅におけ る
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プ ロ セス工学大講座
α 相の 1EM 組織観察. 池里子進， 松田健二 中村洋
平， ) 1 1畑常虞， 上谷保裕: 銅 と 銅合金， vol. 43ラ no. l :
26-30 (2004) 
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特許 ・ 賞
1 .  特願 2004-104490 低回尭付け硬知性および成形

性に優れるアノレミニウム合金材， 松 田健二， 池里お隼，
檎室義幸， 小山克己， 平成 16 年 3 月 3 1 日
特願 2004-1591 16ラ 百02/Al '_;留隻合材抑コ製造方法.
池里子進， 松田健二 平成 16 年 5 月 28 日
特願 2004-1 85603， 延性に優れたアルミニウム合金
製音附. 吉田朋末 松田健二 池里子進ラ 平成 16 年5
月 29 日
特願 P1607-162， MgB2 粒子-Al 複合材料. 池里子進，
松 田健二 西村克彦， 森克徳， 費地戸道雄， 成 田
政義， 平成 16 年 7 月 26 日
軽金属躍進賞， 社団法人軽金属学会. 松 田健二
2004 年 1 1 月

2. 

3. 

4. 

5 .  

著書

1 .  ll . 機器分析 と 応用 ， 1 . 分離， 1 .3 遠心分離， 抽
出， 超臨界抽出， 沈殿， 1 .4 分析のた めの試料の
前処理， 宮部寛志 : 機器分析化学 (津田孝雄， 虞
川健編著 : 朝倉書庄， 東京) ， 60 幽 67 (2004) 
プ ラ ン ト 運転にお け る 思考状態の推定. 黒岡武
俊 : ヒ ュ ーマ ンエ ラ ー防止の ヒ ューマ ンフ ァ ク タ
ーズ (行待武生監修 : テ ク ノ シス テ ム ， 東京)
617-620(2004) 

2. 

原著論文

1 .  噴流層型パイ ンダ レス湖立法に よ る湖主晶程の観
察 と 頼粒の強度. 羽多野重信， 大沢 悟， 山崎量
平， 森 滋勝 : 粉体工学会誌， 41 巻， 2 号 :
92凶98(2004)
高圧湿式ジェ ッ ト ミ ルを用いたサブ ミ ク ロ ン o/w
エマルシ ョ ン生成に及ぼす分散相粘度お よび体積
分率の影響. 田 中邦明， 鮒県j 希， 熊沢英博 : 化
学工学論文集， 30， 1 86-192 ο004) 
Production ofL品ctic acid from a mixture of可lose 釦d
glucose by ∞-cultivation of lactic acid bacteria， 
M.Tar討guchi， T.Tokunaga， K.Horiuchi， K.Hoshino， 
K.S北ai， and T.Tanaka : Appl 恥1icrobiol Biotechnol.， 
九ゐ1 66， No.2 : 160-165 (2004) 
吸着量依存型拒撤係数を有する 平板材料八の吸着
速度の推定. 今駒博信， 吉田正道， 宮原稔3 大村
直人 : 化学工学論文集 30 : 243-245(2004) 
湿式球形崩立にお け る架橋液体の接触角 の検討，
高瀬 均， 島崎詩子， 粉体工学会誌， Vo1.41 ， NO.5 

2. 

3.  

4. 

5 .  
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356-359 (2004) 
6. 高圧湿式ジェ ッ ト ミ ルを用いたナノ 粒子の水中へ

の分散. 田 中邦明， 熊沢英博 : 化学工学論文集，
30， 325-33 1  (2004) 

7. 表面物質移動抵抗を もっ多孔平板の r昭llar regime 
と 乾燥特性関数. 今駒博信， 吉田正道， 宮原稔，
大村直人 : 化学工学論文集 30 : 368-371ο004) 

8. Comparison of 也e Characteristics of Adsorption 
Equilibrium and Su由ce Diffusion in Liquid司Solid and 
Gas-Solid Adsorption on C 1 8開Silica Gels. K. Miy油e， G
Guiochon: J. Phys. Chem. B 108: 2987 ・ 2997 (2004) 

9. Computβr Aids ゐr Knowledge Management in Plant 
句erations. 印ョp加pan， A. Kuro泊ki， 工 Kurooka， Y 
Yamashi凪 H. Nishi阻止 Ind. Eng. Chem. Res. ， 43(14): 
373 1 -3740(2004) 

10. Characterization of Monolithic Columns for HPLC. K. 
Miyabe， G Guiochon: J. Sep. Sci. 27: 853 - 873 (2004) 

1 1 . Preparation of a New Type ofFiber Adsorbent Attached 
with Silica Microparticles. 工 Tsuda， M. Hisanaga， 工
Inag法i， S. 岡崎awa， K. Miyabe: Anal. Sci. 20: 106 1 ・
1064 (2004) 

12. Gas Permeabilities of NH3-Plasma-Treated 
Polyethersulfone Membranes. lwa， T.， H. Kumazawa 
and S.-Y Baβ: J. App1. Polym. Sci， 94， 758・762 (2004) 

13 .  Preparation of Anthracene Fine Particles by Rapid 
Expansion of a Supercritical Solution Process utilizing 
Supercritical C02. Kw誌ヲ H.， J. 
H.Kuma但zawaι: Korean J. Chem. Eng.， 2 1 ，  1 245・1249
(2004) 

14. Sorption and Permeation Characteristics of C02 in 
Polystyrene Membrane Treated with NH3， Yang， Y-S.， 
H. Kwalら H. Kumazawa and S.-Y Baβ: Korean Chem. 
Eng. Res.， 42，684-689 (2004) 

15 .  Advanced Ammonia Oxidation by Adding Metabolic 
Mediator， H.Yam低水i， K.Hoshino， K.Hasegawa， K.聞Q.
Xu， Y Ebie， N.lwami， and YInamori， Japan回e J. 'VI.匂ter
Treat. Biology， Vo1. 4 1 ，  No. 1 ，  inpress 

16. 凶uen印 of BOD 村田町 of Domestic Wastewater 
Treatment and Microbial Community， H.Yamazaki， 
K.Hoshino， K.Hasegawa， R. S田uki， Y Ebie， N.Iwami， 
and YInamori， Japanese J. Water Treat. Biologyラ 、'01. 41 ，  
No. l ，  inpress 

17. 多種の生理信号を用いた思考状態の推定. 黒岡武
俊， 安東雅人， 星一平， 山下裕ラ 西谷紘一 : ヒ ュ ー
マ ンフ ァ ク タ ーズ， 泊1.9， No.2 (掲載決定)

1 8. Au伊1印刷ion of Photocatal戸ic Activity of 百02 官11n
Films Prepared by a Sol-Gel Techniqueラ KitamUI孔 工
and H. Kumazawa: Chem. Eng. Commun. in press 

19. Continuous Production of Dissolved Oxygen Free 

Water Using Ramond Supermixer，Seekkuarachchi， I.N門
主 Yamamoto and H. Kumaza\叩: Chem. Eng. 
Commun. to be accepted 

20. Absorption ofC02 into Aqueous Solutions ofS加ically
Hindered MethylAminoe仕1illlol Using a Hydrophobic 
Microporous Hollow Fiber Contained Contacto巳
Shima仇 K.， I.N. S田kkuarachchi and H. Kumazawa: 
Chem. Eng. Commun. to be accepted 

プロシーディ ンゲ等

1 .  Contact Angle Hys附由 of Polymer Solid -Water一
Liquid System， H. 11北ase， S. Tsuritani and 工 K路凶，
官le 10血 APCChE Congress， lP-07-052， October， 
2004ラ Ki匂kyushuラ Japan

2. Double-Di血lsive Convection in a Two同Layered Liquid 
Sysもem by La旬:ral Heating and Cooling. T. Y<訓ane M.
Yoshida H. Mかash出: 1侃1 Congress of Asian Pacific 
Confederation of Chemical Engin田rs， K耐中出u:
#31-06(2004) 

3 .  Sub-micrometer size Oil-in-Water Emulsion Formation 
Using a Higl1 Pressure Wet-type Jet Mil1. Tanaka， K.， 
I.N. Seeld叩arachci and H. Kumazawa: 針。閃edings of 
白e lO出 Asian Pacific Confederation of Chem. Eng.， 
lP司09-17， Kita片山hu， Japanラ October ο004) 

4. Kinetics for Degradation and Depolymerization of 
Plastics in Supercritical Fluids. Kwak， H.， H.-Y Shin， 
S.-Y Bae， G-c. Hwang and H. Kumazawa: 
Proceedings of the 10血 Asian Pacific Confederation of 
Chem. Eng.， 3P-03-022， Kiぬ防団hu， J叩an， October 
(2004) 

5. Emulsification of Water-Kerosene Systems with 
Ramond Supermixer， 
工 Yamamoto and H. Kumazawa:Proceedings of the 
10th Congress of Asia Pasific Confederation of 
Chemical Engineer主19 (官le 1 0th APCChE Congress)， 
Kitakyushu-Japanう lP-09・018 (2004) 

6. Biode伊dation of Oil in Wastewater by Adding 
Fat-Degradating 百ast and vi回凶ns， T.Amano， 
H.Yam氾aki， S.Morohashi， and K.Hoshino: 10白
百le Asian Pacific Confederation of Chemical 
En副n巴怠ring， lP-01 -043 (2004) 

7. Molecular Biolo封印1 Analysis of AOB in Wastewater 
Trl回加lent Process with Flocculant: H.Yamazaki， 
K.Hoshino， K. Hasegawa， N.， Iwami， and Y Inamori: 
10th 百le Asian Pacific Confederation of Chemical 
Enginee血19， 2J.・09 ο004)

8. Photoω凶戸ic Degradation of Volatile Organic 
Compounds on Ti匂nium Dioxide Particles in a 
Solid-Liquid Fluidized Bed. K戸lda， M. Y Kenmura 

qu

 



and H. Kumazaw11， Proc閃dings of 也巴 Ninth Asian 
Conference on Fluidized-Bed and 百rree-Phase
R回cto民 pp.379・384， Taipei， Taiwan， November 
(2004) 

国際会議
1. Moment Analysis of Mass Transfer Kinetics in 

C18・Silica Mono目白ic Columns. K. JIV但yabe， A. 
Cav，但zini， F. Gritti， M. Kele， G Guiochon: 28血
International Symposium and E油ibit on High 
Pe巾rmance Liquid Phase Separ説ons and Related 

T民如向u目 。fPLC 2004)ラ Philadelphi11， USA June 
ο004) 

2. Prep制御ion of Dysprosium FerritelPolyacrylarnide 
M噂1etic Composite Microsphere and Its 
Characterization. Kumazaw11， H.， Z.F. Wang and M. 
Zhang: 2004 Intem. Conf on Rare E紅白 Cerarnics and 
Glass民 Yan割10U， C凶111， September (2004) 

3. Improvement of Aquatic Sphere by a Novel En可me，
Waterkeeper. Tan誌11， Y， H. Kumazawa and w.-S. 
Choi: 2004 KIChE and KSIEC Meeting， A田n， Ko悶11，
Ocωber (2004) 

4. Polymerization Remival of Environmental Pollutant in 
Wastewater by UV Irradiation Using Me凶liferous
Porph:戸n Compounds， Taお町a Teradarn Shoichi 
Morohashi， and Kazuhiro Hoshino， 1 1血 A回加
Symposium on Ecotec加ology， Toyarn11， 1却処
December， ο004) 

5. Biodegradation of PCP in Soil by Bioremediation 
method wi曲 、もite-rot Fungus Coriolus versi∞lor， Rie 
Wa匂nabe， Shoichi Morohashiラ and Kazuhiro Hoshino， 
1 1白 Asaan Symposium on Ecot配hnology， Toyarn11， 
Japan， December， (2004) 

6. Biodegradation of Oil in Wastewater by Biostimulation 
Method with Physiologically Active Sub坑加C回，
Tetsuro Amano， Hiroshi Yarnaz北i， Shoichi Morohashi， 
and Kazuhiro Hoshino， 1 1血 A組組 S戸nposium on 
Ecotechnology， Toyarn11， Japan， December， (2004) 

その他の論文

1 .  Preparation of Metal Ions-Immobilized Gel 
Quantitative Consideration for Mechanism， 
S.Ru.Ahnled， S.Akakabe， K.Hoshino， S.Morohashi， 1. 
E∞technol. Research， Vo1. 10ラ No.4 : 1 72-173(2004) 

2. Adsorption Equilibrium of Oivalent Heavy-Metal lons 
onto Sodium Polyacrylate Gel， D.Jkeda， S.Ak北油e，
K.Hosl加0， S.Morohasru， 1. Ecotechnol. Research， 
Iゐ1. 10， No.4 : 19ふ197ο004)

3. 回転円錐型容器内帯電粒子群の排出特性. 小倉弘

2003年�2004年研究業績一覧

子， 山本健市， 杉本益規 : 粉体工学会 2004 年度秋
期研究発表会発表論文集 : 99・100 (2004) 

4. 揺動場利用型粒子形状分南牒置の試作 と 分離特性
の検討. 井埠早紀， 山本健市 : 粉体工学会 2004 年
度秋期研究発表会発表論文集 : 1 19-120 (2004) 

特許・ 賞
1 .  排水の処理方法及lj;排水処理装置並びに洗剤， 山

崎宏史， 津 田 武志， 土 田 理， 星野一宏， 特開
2004・141775 (2004) 

2. 微生物に よ る β一 ポ リ リ ン ゴ酸の製造法， 星野 一
友 伊藤 潔， 特開 2004幽254585 (2004) 

3. 汚泥処理方法 と 汚泥処理装置， 星野一宏， 栗岡隆
浩， 岡本 稔， 特瀬 2004-239678 ο004)
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Synthesis Process. R. Prase代 Y. Yoneyama， V. 
百四叩ong， N. Tsubaki: Catalysis Toda;ェ 89: 447-454 
(2004) 
Oxygenates S戸lth田is from トHexene and s戸19as over 
Supported Cobalt Ca凶ysts. X. Qui， N. Tsubaki， K. 
F吋imotoラ Q. Zhu: Fuel Processing Technology， 85: 
1 193・1200 (2004) 
Development of Bimodal Cobalt Catalyst for 
Fischer-Tropsch S戸1thesis. Y. Zhang， M. Shif1吋a， N.
Tsubaki: Catalysis Today， 93 : 55・63 (2004) 
Low-PressUl右 Hydroformylation of 1 ・Hexene over 
Active Carbon Supported Noble Metal Catalysts. Y. 
Zhang， X. Qiuラ K. Nagぉaka， N. Tsubaki: Applied 
Ca飽lysisA， 276: 103-1 1 1  (2004) 
In-situ DRIFT Study of Lρw帽Temperature Methanol 
Syn血esis Mechanism on Cu/ZnO Catalyst 企om
C02聞Con凶ning Syngas using C翻lytically-Active 
Ethanol Promoter. R. Yang， Y. Fu， Y. Zhang， N. 
Tsubaki: 1. Ca匂lysis， 228: 23-35 (2004) 
Study of Low-Temperature Methanol Synthesis 
Mechanism on Cu/ZnO Catalyst from 
C02・Con匂ining Syngas using Ethanol Promoter. R. 
Yang， Y. Fuラ Y. Zhang， N. Tsubaki: Ca匂桝is and 
Catalyst (Shokubai)， 46: 447・449 (2004) 

10. A Kinetic S飢dy on Biomass Fast Ca凶戸ic Pyrolysis. 
P. L v， 1. Chang， 工 Wang， C. Wu， N. Tsubaki: Ene理y
and Fuels， 1 8 :  1 865・1 869 ο004)
百1e Endoperoxidation of 9， 1 O-bis(1 -hydrosylalkyl)
m白racef1出 and Succ四sive Formation of 9， 1 0-
An社rraquinone under The Grignard reaction 
Conditions. S. Kuroda， M. Oda， H. Syumiya， S.l.M. 
Sh油een， R. Miyatake， 工 Nishikawa， A. Yoneda， T. 
Tan法九 M. Kyogoku: Heterocycles， 62(1) :  1 53・159
(2004) 
Synthesis and Pr，叩G同町 of Tricyclo[ 6.4. 1 .03必]
凶deca-l ，3(6)，7，9， 1 トpen匂ene. S. Kuroda， M. Oda， 
M. Kyogoku， M. Mouri， R. Miya旬ke: Te回hedron
Le仕， 45 : 8 1 19-8 122 ο004) 
Rapid Equilibrium between Trigonal-Bipyramidal and 
Square圃Pyrami由1 Geome仕ies of l -Popanethiolato 
Platinum(Il) Complex with Tris(2・
( diphenylphosphino )ethyl)phosphine. S. Aizawa and 
工 Kobayashi: Chem. Le抗..， 33(4): 384幽385 (2004) 
Stepwise Selective Oxidation of Tris(2-
(diphenylphosphino )ethyl)phosphine on 官1iolato
Palladium(II) Complexes. S. Aizawa， 工 Kawamoto，
K. Saito: Inorg. Chim. Ac凪 357(7): 2 19 1 ・2194 (2004) 
Preparation of Mixed-metal Polynuclear Complexes 
by Stepwise Phosphine-bridging Reaction. S. Aizawa， 

5.  

6 .  

7 .  

8. 
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著書

1 .  ア ミ ノ 酸お よ びペプチ ド錯体. 金森寛， 曾津宣
一 : 第 5 版 実験化学講座 22 巻 金属錯体 ・ ク
ラ ス タ ー ( 日 本化学会編 : 丸善， 東京) : 303-3 10  

(2004) 
生体適合性の発現 と 水の構造. 源、明誠， 北野博
巳 : ナ ノ バイ オエンジニア リ ングマテ リ アル (フ
ロ ンテ ィ ア出版) : 95四103 (2004) 

原著論文
1 .  Asymme回c Reduction of Benzil to (S)-Benzoin Wi出

Whole Cells of Bacillus cereus. 工 Saiωラ R.
Maruyama， S. 臼10， H. Yasukawa， K-I Kodai1孔 M.
Nishizawa， S. Ito， M. Inoue: Applied Biochemistry 
Biotechnology， 1 1 1 :  1 85- 190 (2003) 
A New Low-Tempera初re Methanol Synthesis Process 
企om Low-Grade Syngas. R. Prasert， 工 Yamagami，
Y. Yoneyama， M. Ito， V. 官1ar叩ong， N. Tsub北i:
Studies in Surface Science and Catalysis， 1 47: 409-414 
ο004) 
New Bimodal Pore Catalysts for Fischer-Tropsch 
S戸1thesis. M. Shinoda， Y. Zhang， Y. Yoneyama， K. 
Hasegawa，N. Tsubaki: Fuel 骨ocessing Technology， 
86: 73明85 (2004) 
Development of A New LρW田Tempera制民 Me由加01

2. 

2. 

3 .  

4. 



工 Kawamoto， K. Saito: Chem. Le仕.， 33(10): 
1286・1287 (2004) 

16. Mech制stic Studies on Monodentate-Ligand 
Substitution of Five-Coordinate Trigona1-Bipyramidal 
Platinum(ll) Complexes with Tris[2-
(diphenylphosphino )ethyl]phosphine. S. Aizawa， 工
Kobayashi， 工 Kawamoto: lnorg. Chim. Ac凪 358(7):
23 19同2326 (2005)

17. New Method for the 計'eparation of Dibenzo[bJ] [1 ，4] 
thiazepin回. 工 Fujii， W. Hω， 工 Yoshimura，
Heteoaωm Chemis句'， 15 : 246-250 (2004) 

1 8. Appliωd∞ of Alkoxy-λ，6-su1伽lenitriles as Strong 
Alkylating Reagellお. W. Hao， 工 F吋ii， 工 Dong， Y 
Wねi， 工 Yoshimura， Heteoatom Chemis町; 15 :  
193-198 ο004) 

19. デンプンの アセチル化に伴 う 原料デンプンの影
響. 小) [ 1和郎， 藤原麻由 ， 近藤好美， 木下義信，
小野|真， 吉本撤章 : 高分子論文集， 61(6) : 341 ・345
(2004) 

20. Autl∞翻l戸ic Nitration of Pyrene by Aerated Nitrogen 
Dioxide in Solution and Comparison wi白 血e Nitration 
on Silica p紅ticles. K. Hasegawa， H. Kaneko， T. 
Ogawa: Bull. Chem. Soc. Jpn吋 77(1) : 147・ 155 ο004)

2 1 . 創造性豊かな技術者の育成 を 目 指す工学教育プ
ロ グラ ムの開発. 丸山武男， 石井望， 田i墨裕治，
西村伸也， 白藤孝， 田村武夫， 合田正毅， 石田正
弘 茂地徹， 松田浩， 長谷川淳， 升方勝巳 森田
昇 : 電気学会教育フ ロ ンテ ィ ア研究会， FIE-04・8:
39-44 (2004) 

22. Rapid Determination of To凶 Mercury in Treated 
Waste Water by Cold V叩ぽ Atomic Absorption 
Spectrometry in Alkaline Medium with Sodium 
Hypochlorite Solution. S. Kagaya， Y. Kuroda， Y. 
Serikawa， K. Hasegawa: Ta1anta， 64(2): 554-557 
ο004) 

23. Wrapping of Single-Walled Carbon Nanotubes with 
A幽B-A Block Telomers. H. Kitano， K. Tachimotoヲ H.
Shinohara: Macromol. Chem. Phys.， 205 : 2064-2071 
(2004) 

24. Sensing Capabilities ofColloida1 Gold Modified with a 
Self-Assembled Monolayer of a Glucose-Carrying 
Polymer on a Glass Substrate. S. Morokoshi， K. 
Ohhori， K. M包叫æmi， H. Kitano: Langmuir， 20: 
8897-8902 (2004) 

25. Fishing of ß-Amylase with a SAM of 
α-Cyclodextrin-PEG Conjugate. K. Ki加'0， 工

Miyamoto， H. Kawasaki: J. Colloid Interface Sci.， 279: 
425-432 (2004) 

26. E島ct of Macrocycles on 社le Temperぽぽe-

2003年�2004年研究業績一覧

Responsiveness of Poly(methoxy diethylene gly∞l 
methacrylate-g-PEG). H. Ki凶'0， 工 Nak頑固
Hirabayashi， M. Gemmei-Ide， M. Kyogoku: 
Macromol. Chem. Phys.， 205 : 1 65 1・ 1659 (2004) 

27. Accumulation ofBoronic Acid-Carrying Telomers on a 
Gold Su由民. H. Ki加Oラ S. Morokoshi， K. Ohhori， 
M. Gemmei-Ide， Y Yokoyama， K. Ohno: J. Colloid 
lnterface Sci.， 273 : 106- 1 14 ρ004) 

28. Some Aspects of Ni仕oxide-mediated Living Radica1 
Polymerization of NヤーVmylb印刷)phtha1imide. K. 
0加0， Y I.zu， Y Ts吋ii， T. F山lda， H. Ki凶'0: Eur. 
Polym. J.， 40: 8 1 ・88 (2004)

29. Raman Spectroscopic S似dy on 血e Struc加問 of Water
in Aqu∞us Solution of Zwitter-ionic S四facωnお. H. 
Kitano， 恥1. Imai， M. Gemmei-Ide， K. Ta1正a1m: J. 
Colloid lnterface Sci.ラ 269: 459開465 (2004) 

国際学会
1 .  A New Low聞Temperatぽe Methanol Synthesis Process 

合om Low-Grade Syngas. P. Reubroycharoen， Y 
Zhang， T. Yamagami， Y Yoney;釘na， T. Vitidsant， T. 
Tsubaki: 7白 Naωra1 Gas Conversion Symposium， 
Dalian， China (2004) 

2. New 1ρw-Temperature Me血anol Synthesis Process. 
P. Reubroycharoen， 工 Y叙nagami， Y Yoneyamaラ Z
Vitidsant， Y Zhang， 工 Tsubaki: Intemational 
Workshop on Energy， Chemical Enginee市19 and New
Material， Chinese Academy of Sciences， Zhan副iajie，
China (2004) 

3 .  Synth邸is of C4聞C6 Isoparaffms from Syngas 山ing
Hybrid Cねかsts. 主-S. Zhao， Y Yoneyama， 工
Tsubaki: 13仕1 Intemational Congress on Catalysis， 
Paris， Fr:組問 。004)

4. Novel Methanol Synthesis Process. 13th 
Intemationa1 Congress on Cata1ysis， Paris， France 
(2004) 

5 .  0可genates Synthesis from S戸港as and FT-Derived 
Ole血1. Y Zhang， Y Shiki， Y Yoneyama， T. Tsub北i:
228白 American Chemical Society Nationa1 Meeting， 
Philadelphia (2004) 

6. Development of Bimodal Coba1t Cayalyst for 
Fischer-Tropsch Synthesis. Y Zhang Y Yoneyama 
工 Tsubaki: 228th American Chemical Society Nationa1 
M田也事ラ Philadelphia (2004) 

7. Enhanced Formation of Middle Isoparaffins thrütゆ
Two・stage Fischer-Tropsh Reaction. 工-S. Zhao， Y 
Yoneyama， 工 Tsubaki: 228血 American Chemical 
Society National Meeting， Philadelphia (2004) 

8. New 1ρw-Tempera制民 Methanol Syn由自is Method. 
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P. Reubroycharoen， Y. Y'Oneyama， T. Tsub北i: 228註1
American Chemical S'Ociety Nati'Onal M田ting，
P凶ade1phia (2004) 

9. C'Oal Liqueぬcti'On by M'O聞Based C細lysts. Y. 
Y'Oneyamaラ 工 Tsubaki， Y. Zh叩急 A. Kanao， T. 
Yamam'Ot'O: 228th American Chemical Society 
Nati'Onal Meeting， Philade1phia (2004) 

10. Chemical and Spatial E島ct 'Of New Bim'Odal FT 
Ca凶ysts. 工 Tsub球i， Y. zh釦g， Y. Y'Oneyama: 21th 
Intemati'Onal Pittsbuゆ C'Oal C'Onfer右nce， Os御
(2004) 

1 1 . Ca凶戸ically-Active Supercritical Phase Methan'Ol 
Syn曲目is. 工 Tsub法i， Y. Zhang， Y. Y'Oneyama: 
Asia-Pacific C'Ongress 'On Chemical Engineering， 
Ki匂防出hu (2004)

12. New Bim'Odal S肌lCtu悶 'Of Fischer-Tr'Opsch Cata1ysts. 
P. Reu伽'Oychar∞:0， T. Iw:北i， 工 Vitidsant， Y. Y'Oneyama， 
T. Tsub北i: Asia閉Pacific C'Ongress 'On Chemical 
En伊ee出島 町旬防ushu (2∞4)

13 .  Stere'Ochemis町 in the F'Ormati'On and Reacti'Ons 'Of 
O屯抑C À，6-Sul加問triI田. 主 Y'Os伽ura， T. F吋ii， R. 
Kado凪 工 T紘an'O， S. Asai， H. M'Ori匂: The 7白 IUPAC
Intemati'Onal C'Onference 'On Heteroat'Om Chemis町，
Shanghai (2004) 

14. Synthesis 'Of P'Olymers Bearing Diphenyl 
α-Amin'Oal防lph'Osph'Onate M'Oiety and Their 
Separati'On Ability Against Serine Pr'Oteases. M. 
Kawada， D. y1鑑n嬉uchi， T. Y'Oshimura， S. 臼1'0: The 1司
Asia鴨Pacific Intemati'Onal Peptide S戸nposium，
F此u'Oka (2004)

15 .  Design 'Of Me匂1 Binding Peptid田 Using N-Terminal 
町'Oline Residues. S. Y'Oshikawa， T. Y'Oshimura， S. 
On'O: 百le 1st  Asia-町Pacific Internati'Onal Peptide 
Symp'Osium， Fuku'Oka (2004) 

その他の論文

1 .  New Techn'Ol'Ogy f'Or Synthetic Fue1. N. Tsub法i， Y. 
Y'Oneyama: Chemical Ind山町; 55:  36-41 ο004) 

2. Direct Is'Oparaffin Syn出回is 企om Syngas. N. Tsub紘i，
Y. Y'Oneyama， T. Zha'O: Ze'Oliteラ 21 : 80-85 (2004) 

3. Fischer-Tropsch Syn色白is. N. Tsub北i: 白羽ti回l
Dicti'Onary 'Of Cata1ysis， K'Ogy'O Ch'Osakai Pub. C'O. : 
144- 154 ο004) 

4. Catalyst in Supercritical Fluid. N. Tsubaki: Practical 
Dicti'Onary 'Of Cata1ysis， K'Ogy'O Ch'Osakai Pub. C'O. : 
924・93 1 (2004) 

5. 固体材料表面の高分子鎖に よ る機能化. 北野博巳
諸越信太 : 働佐学会誌 60 : 43-46 ρ004). 

6. Separai'On 'Of Serine Proteases by P'Olymers Be沼ing
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Irreversible Inhibit'Ors. S. Miyasaka， M. Umezaki， K. 
Y'Os凶1lll， 工 Kawai， 工 Dong， 工 Fujii， 工 Y'Oshimura， S. 
On'O: Peptide Science 2003， 48 1 -482 ο004) 



生命工学大講座

教 授 篠 原 寛 明
教 授 畠 山 豊 正
教 授 小 平 憲
教 授 磯 部 正 治
助 教 授 安 川 洋 生
助 教 授 山 口 昌 樹
助 教 授 黒 津 信 幸
言事 師 佐 山 =千雄
助 手 須 加 実

著書

1 .  タ ンパ ク 質材料. 篠原寛明 : ナ ノ マテ リ アルハン
ド、ブ ッ ク (国武豊喜監修 : NTS， 東京) 第 10 章

第 2 節 1 . pp.756凶771 (2005) 
2. 生命計測工学. 山 口 昌樹， 新井 潤一郎 : ( コ ロ

ナ社， 東京) pp. 1 - 16， 42-46， 48-86， 1 13・159 (1 82p.) 
(2004) 

3. Quantitative 回it loci for age-related memory 
dysfunction in SAMP8 and JFl mi田. M. Isobe， K. 
Tomobe， M. Sawada， A. Kondo， N. Kurosawa， and Y 
Nomura: Intemational Congress Series 1260 (Edited 
by Y Nom即死 工 Takeda and Y Okuma: Elsevier， 
Ams町出m， 百】e Netherlan，也) pp.29-34 (2004) 

4. Genetic analysis of 1悶ming and memory deficits in 
SAMP8 mice. K Tomobe， M. lsobe. M. Sawada， Y 
Okuma， and Y Nomura: Intemational Congress Series 
1260 巴dited by Y Nomura， 工 Takeda and Y Okuma: 
Elsevier， Amsterdam， 百le Netherlan也) pp.353・356
(2004) 

原著論文

1 .  Wrapping of Single-Walled Carbon Nanotubes with 
A-B-A Block Telomers. H. Kitano， K Tachinloto， T. 
N.-Hirabayashi， H. Shinohara: Macromol. Chem. 
Phys.， 205:2064・2071 (2004). 

2. A Homolog of Escherichia coli RecA in 
Miωchondria of the Cellular Slirne Mold 
Dictyostelium discoideum. Y Hasegawa， M. 
W北abay;拙hiラ S. Nakamurヨ， K Kodaüョ， H. 
Shinohara， H. Yasukawa: DNA Repair， 3 :  5 15・525
(2004). 

3 .  Expression of Genes COdÍ1lg for Cell-Cell Adhesion 
Proteins in Dictyostelium discoideum Mutants that 
FOllll SmaIl Frui住19 Bodies. A. Takano， Y. A匂za， Y.
Hasegawa， M. Issaeva， Y Mぉamune， K K，吋airaラ H.
Shinohara， H. Yas叫mwa: Microbes Environ.， 19， 1 :  

ト
2003年�2004年研究業績一覧

76-78 ρ004). 
4. 百le recA -deficient Dictyos凶ium discoideum fonns 

large frui白19 bodies. Y Hasegawa， Y Masamune， 
H.Yasukawa: Microbes and En吋ronments， 19， 4: 
28 1・285 (2004) 

5. Analysis of a 批tor rele側 企'Om UV li併irradiated
Dictyostelium discoideum. H.Yasukawa: The Japanese 
Jounlal ofProtozoology， 37， 2: 1 27・13 1 (2004) 

6. Electropor滋ion of Schiwsaccharomyces pombe by 
hyperosmotic post-pulseincubation. M. Suga， 1. 
Kusanagi， T. Hatakeyama: BioTechr向u民 36，
218-221 ο004) 

7. パク テ リ オフ ァ ージにおけ る 自 己組織化のモデ、ル化 と

人工生命シ ミ ュ レーシ ョ ン. 白 山， 越野， 畠 山， オて村:

電子情報通信学会論文誌， VoL J 87-D- n，  NO.6: 13 
39-1348 (2004) 

8. Artificial life sirnulation of sel手assembly in 
bacteriophage by movable 白首te 加ωmalは M. 
Shirayama， M. Koshino， 工 Hatakeyama， H. Kimura: 
Biosystems， 77: 1 5 1 ・ 161 (2004) 

9. Nonmvasive Monitoring of Gingival Crevicular Fluid 
for Estirnation ofBlood Glucose Level. M. Yamaguchi， 
Y Kawaba凧 S. Kambe， K Wårdell， F.H. Nystrom， K 
Naiωh， H. Yoshida: Medical & Biological Engm巴ering
& Computing， 42ラ 3 : 322-327 (2004) 

10. Pe巾'llllan回 evaluation of saliv町 amyl蹴 activity
monitor. M. Yam噌uchi， 工 Kanemori， M. Kanemaruラ
N. T:法ai， Y Miztmo， H. Yoshida: Biosensors & 
Bioelectronicsラ 20ラ 3 : 491 -497 (2004) 

1 1. E古田t of psychologi回1 s佐田s on the salivary cortisol 
and amylぉe levels in h伺lthy young adults. N. T:紘ai，
M. Yam棺uchi， 工 Arag北� K Eωラ K Uchihashi， Y 
Nishilmwa: Archives ofOral Biology， 49， 12: 963岨968
ο004) 

12. Propo回1 of Blood圃collecting Needle Approach ω 
Semi-invasive Method. M. Yamaguchi， Y Kawabata， 
K Yamazaki， M. Kobayashi， T. Ito: Diabetes Research 
and Clinical Practice， 66， Special issue: S 179・S 1 83
ο004) 

13 .  Inactivation of Gram-positive Bacteria Using li戸ic
Enzyme 九位延町e. M. yi創n砲uchi， Y Tallara， M. 
Deguchi， J. Arai: Sensors and Materials， 16， 7: 335-343 
(2004) 

14. Charョcterization of1ytic en可me activities of 
Lactobaci11us gasseri with special re伽.ence to 加わかsis.
K寸. Y okoi， K-1. Kawas紘i， A. Taketo， K-I.Kodaira: 
Int. J. F∞d Microbiol.， 96: 273- 279 (2004) 

15 .  Ab initio MO 如dies of 由e muωge凶c properties of 
allylic chloropropenes. H. Shinoda， M. Sayamaラ Y
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Mori， K. Kawano: Intemet Electronic Journal of 
Mol配ular D回i伊， 2ヲ 12 : 783・797 (2003) 

16. 3' rapid amplification of cDNA ends 侭ACE) walking 
for rapid s加ctural analysis of large transcripts. 工
Ozawa， M. Kondo， and M. Isobe: J. Hum. Genet.， 49: 
102-105 (2004) 

17. Rapid isolation of viral integration site reveals 企'equent
integrョItion ofHTLV-1 inlω exprl出sed loci. T. Ozawa， 工
Itoyama， N. Sadamori， Y Yam剖a， T. Ha民 M.
Tomonaga， 釦d M. Isobe: J. Hum. Genet.， 49: 1 54-165 
(2004) 

1 8. Analysis of genetically determined le加古19 and 
memory deficits in SAMP8 cross-maもed with JFl mice. 
K. Tomobe， M. Isobe， Y Okuma， K. Ki匂mura， Y 
Oketani， Y Nomura: Physiology and Behavior， in press 
(2004) 

プロシーヂィ ング等

1 .  S戸lth田is and Antigen開Binding Property of 
Fluorescent Labeled Camel Antibodテ H. Hamada， R. 
Abe， H. Shinohara， T. Hohsaka， M. Sisido: Int. Symp. 
Chemical 加d Biological Sensors 加d Analytical 
Me血ods: 43 1 -435 ο004) 

2. 2. Cryop戸re白serving fission y戸ea郡st cells in g副lyl戸ce白:rl叫 with
li出ium acetate improves transformation efficienc子 M.
Suga， Y Nagano， 工 Hatakeyama: Proceedings of 血e
Tenth Intemational Congress for Culture Collections: 
480-481 (2004) 

3 .  3 .  Consideration of Physical Condition in Estimation 
of Blood Glucose Level Via Data お白血g. M. 
Yam砲uchi， R. Tak剖a， S. Kambe， K. Yamazホi， M. 
Kobayashi， E. Takada， N. Honda， H. Ts略ui， C. 
Kaseda: 26th Annual Intemational Conference of 血e
IEEE Enginee巾g in Medicine and Biology S∞iety 
(1 .5.5.2): 754同757 (2004) 

4. 4. Inactivation of A加lospheric Bacteria Using Lytic 
Enzyme 恥⑪如re. M. Yam;砲uchi， Y Tahara， M. 
Deguchi， J. Arai: 26th Ann回1 Intemational Conferen印
of the IEEE Engineering in Medicine and Biology 
Society (12.3.2A): 4994-4997 (2004) 

国際会議
1 .  Development of the Fluorescent Nonnatura1 Antibody 

Protein as a Novel Biosensing Molecular Device. H. 
Shinohar孔 H. Hamada， 工 Hohs北a， M. Sisido : 第 10
回化学セ ンサ国際会議， つ く ば市， 7 月 包004)

2. Novel 匂tical Biosens昭 和r Target Oligon山letiò巴s by 
Using Evanescent Wave Technique， H. Shinohara:2004 

年 日 米電気化学合同大会， ハ ワ イ チ|、| ホ ノ ルル市，
U.S.A.， 10 月 白004)

3 .  Position-Specific In∞叩oration of 回出ly D凶油le 加d
Blue-Laser Excitable Fluorescent Amino Acid into 
Proteins for Fluorescence Sensing， H. Ham剖aラ N.
Kameshima， M. 11北i， H. Shinohara， A. Szymanska， 
T. Hohsaka， and M. Sisido : 2004 年 日 米電気化学合同
大会， ハ ワ イ 州ホ ノ ノレノレ市， U.S.A.， 1O 月 白004)

4. Combined dry-chemis町/ and transcription devi田 h
enzyme activity mo凶tor主19. M.Yam棺uchi，
M.Deguchi， M.Kanemaru， T.Kanemori， YM包uno，
H.Yoshida: The Ei出血 恥rld Congress on Biosensor 
但iosensor 200のう Granada， Spain， 5 月 ， No.P3.7.9 
ο004) 

5 .  5 .  Flat-chip microsensor for salivary amyl出e activity. 
M.Yam棺uchi， M.Deguchi， K.Mori凪 M.Kanemぽu，
YMizuno， S. Sawada: The 日ghth World Congress on 
Biosensor 但iosensor 2004)， Granada， Spam， 5 月 ，
No.P3.7.28 (2004) 

6. 6. Saliv;町 戸-endorphin， ∞rtisol and amyl蹴 as 血e
index of psychological s悦ss. N. Takai， K. Uchihashi， Y 
Nishikawa， M. Yamaguchi: 7th Biennial Congress 
European Association of 臼al Medicine (EAOM04)， 
Berlin， Germanうら 9 月 。004)

その他の論文

1 .  身体のサイ ズは何で決ま る か -coun出 の働き
. 安川洋生 : 生化学， 76， 1 1 : 1466-1469 ο004) 

2. だ液でわかる ス ト レス. 山 口 昌樹 : 電気協会報ラ
956: 36-38 (2004) 

特許・ 賞
1 .  酵素セ ンサお よ びそれを用いた分析装置， 酵素セ

ンサの呈出査方法， な らびにア ミ ラーゼ活性測定方
法. 山 口 昌樹， IJ世 昭彦， 津田 修一， 水野 康
文， 鈴木 一人 : 糊長 2004-058868 号 (2004)

2. 血糖値予測装置， 血糖f直予測モデ、ル作成装置， お
よ びプロ グラ ム. 山 口 昌樹， 小林 正， 山崎 勝
也， 筒井 宏明 ， 紹 田 長生， 本 田 宣昭 : 特願
2004・148324 号 (2004)

3. 酵素活性測定装置， 酵素活性測定方法， 検体転写
装置及び色測定装置 山 口 昌樹， 鈴木 一人 東
朋幸， 松田 篤志 : 特願 2004-297623 号 。004)

4. 溶菌酵素 LysgaY. 小平憲一 : 特願 2004-3 15862
号 。004)

5. オ リ ゴ糖分解酵素 LevH1 . 小 平 憲 一 : 特願
2004-3 19658 (2004) 
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2004年度修土論文題名一覧

電気電子システム工学専攻 ( 3 1 名 )

氏 名 指導教授 主 呈日d間h除 文 題 名

荒 田 真 司 村井 忠邦 ス テ レ オ画像のNo-Reference画質評価モデ、ノレ

飯 田 匡 作井 正昭 風車出力 特性を考慮 し た風力発電シ ミ ュ レータ に 関する研究

宇佐美 昌 男 上羽 ヲム 和周波生成分光 に よ る吸着分子の振動 ス ベ ク ト ル
ホ ッ ト バ ン ド励起 の 理論一

大柴 政憲 女川 博義
溶液プ ロ セ ス を用 い た低分子有機EL素子作製と信頼性技術 に 関す
る研究

大 山 繁 上羽 gょ ニ角 格子ナ ノ チ ューブの電子構造

小野 田 良樹 村井 忠邦 阻JSIC法 に よ る音波到来方向の検 出

加賀城 太一 女川 博義
微細ナ ノ 溝構造 に よ る液 晶 配 向 と配 向 エネ ル ギーの評価 に 関する
研究

川 合 j閏 升方 勝 己 真空アー ク 放電を用 い たアル ミ ニ ウ ム パルス イ オ ン源の開発

) 1 1 口 善和 升方 勝 己
プ ラ ズマ フ ォーカ ス 装置か ら 発生する 高エ ネ ル ギーイ オ ン及び 中
性子束の特性評価

坂井 健治 女川 博義 電荷量制御型ア ク テ ィ ブマ ト リ ク ス 有機EL回路の設計試作

坂 口 和志 坂上 岩太 チ ェ ピ、 シ ェ フ ・ バタ ワース データ に 基づ く 集 中 定数化 3 - プ ラ ン
チ 3 dBカ ッ プ ラ に つ い て

島 田 和 暁 坂井 純一
Proton acc e l erat i on and i t s  energy spectra dur ing 
coa l e scence of two current l oops 

嶋村 徹 女川 博義 極微細 ド ッ ト を用 い た垂直配 向 液品表示 に 関する研究

清水 悠一郎 升方 勝 己 両極性パルス加速器の開発

高綱 将史 佐々 木 和男 細胞 内Ca2+イ メ ージ ン グ法 に よ る ラ ッ ト 内側視索前野ニ ュ ー ロ ン
に対するOrexinの作用

高野 志進 佐々 木 和男
パ ッ チ ク ラ ン プ法 に よ る ラ ッ ト 背外側被蓋核ニ ュー ロ ン に 対する
Ghre l inの作用

塚林 俊二 龍 山 智 築 M B E 法 に よ る カーボ ンナ ノ チ ュ ーブの生成 に 関する基礎研究

筒井 浩史 女川 博義
マ イ ク ロ キ ャ ピテ ィ 構造を有する微小 ド ッ ト 有機EL素子 に 関する
研究

寺崎 元樹 村井 忠邦 FDTD法 に よ る携帯電話放射電磁波の人体頭部への影響解析

中村 光宏 升方 勝 己 帯電雨観測 シ ス テ ム に よ る 降水の評価
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氏 名 指導教授 主 論 文 題 名

西 浩太郎 作井 正昭 可変支持剛性機能 を 付加 し た 1 軸制御形磁気軸受 に 関す る 研究

キ木 倫子 坂井 純一
S imu1at i on of co1 1 i s i on- 1e s s  damp ing of shear A1fven waves  in  
p1asmas wi th force-free magnet i c  confi gurat ion 

兵藤 貴博 女川 博義 自 己整合有機 ト ラ ン ジ ス タ を 用 い た集積回 路の研究

藤 田 充孝 鈴木 正康 特定細胞の迅速回収技術の開発

松尾 晃 坂井 純一
Three-dimens i onal dynamics  of re lat i v i s t i c  f lows in  p lasmas 
wi th force-free magne i tc confi gurat i on 

松尾 周 平 坂上 岩太
マ イ ク ロ 波 平面 回 路 に お ける数値解析及び実験結果の精度比較研
ヶプhし

宮原 典史 村井 忠邦 Mot i on-JPEG/JPEG2000 を 用 い た 小画面動画像のQoS画質制御

村 田 来日範 龍 山 智柴
S i  ( 1 1 1 ) 基板上への高 品 質InSb薄膜のヘテ ロ エ ピタ キ 、ン ャ ル成長 に
関する研究

柳 田 宏樹 佐々 木 和男
ラ ッ ト 視床 下部腹 内側核ニ ュ ー ロ ン活動 に対する成長 ホ ルモ ン 分
泌促進 因 子の作用

山 本 一 良 鈴木 正康 脱水素酵素 を 用 い た酵素 ス イ ッ チの開発

山越 ，[書 村井 忠邦 金属圧入工程の有限要素解析
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知 能情報工学専攻 ( 2 5 名 )

氏 名 指導教授 主 吾E占岡.. 文 題 名
/ 

自反 山 暁史 米 田 政明 道路案 内標識の認識 ・ 理解 に 関す る 研究

右近 聡志 唐 政
暖昧 さ を 考慮 し た免疫 的ネ ッ ト ワ ー ク に よ る パ タ ー ン認識 シ ス テ
ム へ の応用

梅野 恵、 中 嶋 芳雄 高齢者 を 配慮 し たバ リ ア フ リ ー用 電光表不板 に 関す る 基礎的研究

遠藤 優一 中 嶋 芳雄 「色」 の 両眼融合限界 に 関す る 研究

川 幡 俊輔 米 田 政 明 移動物体 を 追尾す る ロ ボ ッ ト の製作 に 関す る 研究

木村 翼 米 田 政明 顔平面 を 用 い た 表情分類 に 関す る 研究

坂 田 健一郎 唐 政 ホ ッ プ フ ィ ール ド、型 ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク の制約 充足能力 に 関
す る 研究

j宰漫 無二男 川 田 勉 M H D S imulat i on of Coronal Ej ect i ons 

嶋 和也 川 田 勉 S imulat i on on D i srupt i on of So lar Magnet i c  Arcade by Local  、
High Pres sure 

高橋 陽一 中 嶋 芳雄 L E D 表不装置 に お け る 照度視環境 と 最適表示色 に 関す る 研究

竹下 和毅 唐 政
改 良型 ラ グ ラ ン ジ ュ 緩和 法 を 用 い た遺伝的 ア ル ゴ、 リ ズム に よ る 組
合せ最適化 問題の解法

西片 千尋 米 国 政 明 道路案 内標識 の抽 出 に 関す る 研究

布村 伸 吾 ;可崎 善 司 郎 相対的位置表現 を利 用 し た 3 D C G 作成支援 イ ン タ ー フ ェ ー ス の
研究

林 智也 山 淵 龍夫 室 内 音場 に お け る ブ ラ イ ン ド残響制御 に 関す る 研究

平井 義崇 中 嶋 芳雄 暗順応過程 に お け る 物体色 に 対す る 色覚特性の推移 に 関す る 研究

松井 高宏 中 嶋 芳雄 雪 国 の 景観照 明 に お け る 演色効果 の 定量化 に 関す る 基礎的研究

溝 口 治彦 河崎 善 司 郎 メ ー リ ン グ リ ス ト を 対象 と し た 内 容 の 要約 と 関連付 を 行 な う シ ス
テ ム の研究

村上 裕幸 河崎 善 司 郎 人 間 の 噌好 を 考慮、 し た感性語 に よ る 景観画像検索 シ ス テ ム の研究

安井 佐知子 米 田 政 明 カ ラ ー文書画像 の 色分割 に 関す る 研究

山 口 慶大 米 田 政 明 P A L を 用 い た 3 次冗再構成 に 関す る 研究
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氏 名 指導教授 主 z百t冊h 文 題 名

山 口 智也 中 嶋 芳雄 ラ ン ド、ル ト 環 を 用 い た濃霧 中 に お け る 色 光 の 視認特性 に 関す る 研
dアしn 

若松 初 米 田 政 明 モ ー シ ョ ン キ ャ プチ ャ 装置 を 用 い た動作評価 シ ス テ ム の 作成 に 関
す る 研究

楊 玉 唐 政 TH細胞 の 相 互作用 を 考慮 し た免疫ネ ッ ト ワ ー ク に 関す る 研究

李 軍 唐 政 中 国語携帯 メ ール シ ス テ ム の 開発 に 関す る 研究

室リ 少志 唐 政 局所的最小値脱 出 能力 を 持つ ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク に よ る RNAの
2 次構造予測
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機械知能システム工学専攻 ( 3 5 名 )

氏 名 指導教授 主 E命 文 題 名

浅井 俊博 奥井 健一
フ ィ ン付伝熱管群 に お け る 熱流動特性 ( 高 さ の 異 な る フ ィ ン周 り
の 流れが熱流動特性 に 及 ぼす影響)

天野 J恒 五嶋 孝仁 薄膜被覆デ、 イ ス ク の摩擦磨耗特性

池 田 政太郎 竹越 栄俊 精度保証付数値計算法 の カ オ ス 力 学系 へ の応用

上 島 道 之 竹越 栄俊 ニ ュ ー ラ ル ガ ス ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 探索 ロ ボ ッ ト の 経路学習

内 山 隆嗣 五嶋 孝仁 摩擦熱 を伴 う 転が り 接触 に よ る 二次 元 内 部傾斜 き 裂の疲 労進展挙
動

大河 内 宏和 伊藤 紀男 二次元Wave l et変換に よ る 周 期 的パ タ ー ン の解析 に 関す る 研究

岡本 和也 五嶋 孝仁 高 強度鋼 の 内 部疲 労 き 裂発 生機構 の解 明 に 関す る 研究

奥西 泰之 竹越 栄俊 格子 ボ、ル ツ マ ン法 に よ る 多孔質体内 の 自 然対流解析

尾崎 拓実 竹越 栄俊 ス プ レ ー フ ラ ッ シ ュ 蒸発 に よ る 過熱水噴流 の 微粒化特性

加藤 正也 竹越 栄俊 焼 き な ま し 法 を加 え た遺伝的 ア ル ゴ、 リ ズ ム

加藤 嘉一 岩城 敏博 ナ ノ 領域 に お け る 圧力 に 関す る 分子動力 学的研究

金谷 顕一 伊藤 紀男 二つ の ス ペ ッ ク ル に よ る 微小変位測 定装置 に 関す る 研究

小村 壮太 奥井 健一 熱交換器一体型遠心 フ ァ ン に お け る 熱流動特性 (送風性能 と 騒音
特性)

合 田 剛志 伊藤 紀男 マ イ ク ロ 電解放電加 工 に 関す る 基礎的研究

坂 晋二 石原 外美 ア ル ミ ニ ウ ム 合金押 出材2024-T3 の疲 労 き 裂発生 と 進展挙動

佐治 慎一郎 小泉 邦雄 レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト の 画像情報 を 用 い た 操作イ ン タ ー フ ェ ー ス シ
ス テ ム の 基礎研究

嶋 直章 竹越 栄俊 カ オ ス 的遍歴力 学 を 持つ ニ ュ ー ロ ・ コ ン ヒO ュ ー タ ー

庄 司 佑 奥井 健一 主流乱れが 片持 ち 円 柱 の 流力 弾性振動 に及 ぼす影響

末村 1閏 岩城 敏博 SPH法 に 関す る 基礎的研究

菅野 昌 伸 小泉 邦雄 瓦磯撤去作業 時 に お け る レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト の 安 定性評価 に 関す
る 研究
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氏 名 指導教授 主 毛aA間h 文 題 名

住 田 弘樹 岩城 敏博 ナ ノ ポー ラ ス 薄膜 を 介 し た拡散 に 関す る 分子動力 学的研究

高 田 一成 松木 賢 司 高 強度AI-Zn-Mg-Cu-Zr系 粉末合金 の 室温機械的性質 に及 ぼす合金 |組成 と 加 工熱処理 の影響

竹 島 卓哉 森 田 チEヨ十 Zr基金属 ガ ラ ス の 切 削 現象 に 関す る 研究

田 代 雄介 森 田 チ日十 GaAs ウ エハ の 精密研削 に お け る マ イ ク ロ ク ラ ッ ク の 抑制 に 関す る
研究

舘 ゆ か り 石原 外美 FC250及びSKS3 の 摺動摩耗特性 に 関す る 研究

長谷川 拓実 竹越 栄俊 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 垂直樹脂細管周 り の 水 の凝 固解析

長谷 田 剛 伊藤 紀男 金属 ジ ェ ッ ト を 用 い た加 工法 に 関す る 研究

平松 信也 森 田 チ日十 マ イ ク ロ 逐次 張 出 し成形法 に 関す る 研究

別府 篤志 小泉 邦雄 ロ バ ス ト 制御 を 用 い た箔材料の 成形加 工

目 谷 慎太郎 小泉 邦雄 く ら げ型泳動跳躍軟体マ イ ク ロ ロ ボ ッ ト の研究

森野 謙一 竹越 栄俊 楕 円 曲線法 に よ る 素 因数分解 の研究

森脇 稔仁 五嶋 孝仁 圧入工程 に お け る 短 円 柱 の応力解析

安 田 晋也 奥井 健一 横風走行時 に お け る 車両周 り の 流れ と ヨ ー イ ン グモ ー メ ン ト の低
減

谷 内 康之 石原 外美 高速度 工具鋼SKH5 1 の長寿命疲労強度特性 に 及 ぼす応力 比 の影響

CHE KHA I ROADHA 
五嶋 孝仁 鍛造 白 鋳鉄 の 超長寿命疲 労強度特性 に 関す る 研究B I N  CHE HASAN 
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物質生命システム工学専攻 ( 64 名 )

氏 名 指導教授 主 尋画聞晶 文 題 名 s 

東 茂 昭 椿 車kÆ巴-斗}L ハ イ ブ リ ッ ド触媒 に よ る イ ソ パ ラ フ ィ ン の 直接合成方法

天野 哲朗 諸橋 昭一 新規バ イ オ レ メ デ ィ エ ー シ ョ ン 法 を 用 い た排水 中 油脂 の 生分解

飯 田 尚 之 畠 山 豊正 ヒ ド ラ の 細胞解離 と 自 己組織化 に及 ぼす電気的効果

石 田 義貴 池野 進 EFTEM に よ る 過剰Mg型AI-Mg-S i 合金 に お け る 立方体状相 の析 出機構

岩井 利晃 椿 範立 超 臨界流体 に お け る 新規 固 体触媒反応

大能 誠志 池野 進 成形プ ロ セ ス の 異 な る AC4CHア ル ミ ニ ウ ム 合金 の熱処理特性

小) 1 1  裕行 蓮覚寺 聖一 Mn添加 に よ る 光触媒膜の 可視光応答化 の試み

4、 田 '1党雄 山 崎 量平 ス ラ リ ー相反応器内 の液混合特性 と 気泡挙動

小野江 兵輔 蓮覚寺 聖一 ト リ ス (Lー シ ス テ ナ ト ) 錯体 を ペ プチ ド架橋 し た 高分子錯体 の 合成

金木 励起 蓮覚寺 聖一 光触媒型太 陽電池 の 開発

川 島 南元 森 田 弘 之 Stud i e s  o n  the Synthe ses  and React i v i t i es of Benzo- and 
Dibenzothi ophene Sul f i l irnine Der ivat ives  

川 田 雅明 吉村 敏章 0. 1 9小麦 ア ルブ ミ ン の ヒ ト 唾液 α 一 ア ミ ラ ーゼ に 対す る 阻害作用

神戸 成典 畠 山 豊正 POCT に 用 い る 糖尿病支援 シ ス テ ム

久 田 誠 熊津 英博 酸化 チ タ ン粒子お よ び薄膜 に よ る 液相 光触媒分解 の反応場 に つ い
て

小池 仁彦 椿 範立 バ イ モ ダル空 間 を 有す る 触媒 に よ る メ タ ン と 炭酸ガ ス の 同 時転換
反応

越 保信 本7に水 克徳 Y2Pd (Gel-xS i x) 3の超伝導

小林 雄亮 宮部 寛志 密 閉容器 に 封入 し た過飽和水溶液 の 冷却 に伴 う 結品成長お よ び 自
然対流

近藤 綾子 磯部 正治 マ ウ ス 1 5番染色体 に 由 来す る 加齢に伴 う 記憶学習 障害責任遺伝子
の探索

坂 田 清香 真 島 一彦 ア ル ミ コ ンデ ンサ ー廃液 か ら のA型ゼ オ ラ イ ト の 合成

坂本 智美 磯部 正治 成人T細胞 白 血病責任遺伝子 (ATL 1 ) の機能解析
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佐藤 あ い 磯部 正治 マ ウ ス 1 3番染色体 に 由 来す る 加齢に伴 う 記憶学習 障害責任遺伝子 の探索

佐野 武彦 黒 田 重靖 置換架橋 ア ヌ レ ン類 の合成 と 反応

砂川 真一 真 島 一彦 ギ酸 に よ る 塩化パ ラ ジ ウ ム 溶液か ら の パ ラ ジ ウ ム 微粒子 の製造

芹川 裕加 長谷川 淳
硫化物沈殿濃縮 - 還耳気化原子吸光法 に よ る 降水 中 超微量水銀の
定量

高 田 千里 耳フ対kて 克徳 RNi 2B2Cl-xS i x (R=Y， Er) 系 の超伝導特性

高松 広 明 黒 田 重靖 1 ， 6- メ タ ノ [ 1 0J ア ヌ レ ン が縮環 し た キ ノ ン類 の 合成 と 性質

竹本 智 一 椿 範立 ジ メ チノレエ ー テ ル (DME) か ら オ レ ブ イ ン 、 LPGへ の 化学転換反応

田 中 大輔 真 島 一彦 ア ル ミ コ ンデ ン サ ー廃液 の 有用 資源化 回収

田 原 祐助 畠 山 豊正 遺伝子組換 え 細胞 を 用 い た血糖セ ン サ の 基礎的考察

辻 和俊 北野 博 巳 ポ リ メ チル メ タ ク リ レー ト ス テ レ オ コ ン プ レ ッ ク ス 薄膜内 に 吸着
し た水 の構造 に 関す る 研究

寺 岡 進 汗ァ升にて 克徳 RCoA14  (R=Ce ， Pr) の磁気的 ， 電気的 ， 熱的性質

富永 秀一 宮部 寛志 液相 二層 系 二重拡散境界面上 に 生 じ る 不安定現象 の 実験的解析

鳥 島 健 寺 山 清志 水熱電気化学法で生成 し たK， Na-Ta-O薄膜の 膜形状 と 特性

中 嶋 慶太 黒 田 重靖 チ オ フ ェ ン の 置換 し た ア ズ レ ン類 の 合成 と 性質

仲 田 秀治 北野 博 巳 糖 を 担持 し た新規高分子化合物 の 合成 と そ の 特性評価

西 田 真理子 小平 憲一 Staphylococcus warnerÍ M が 分泌す る 脂質分解酵素SWHL の解析

橋本 圭介 磯部 正治 新規 グ、ル タ レ ド キ シ ン様 (GRXL) 遺伝子 の機能解析

長谷川 康名 篠原 寛 明 モ デ、ノレ生物D. dÍscoÍdlθum 由 来 の真核生物型RecAの機能解析

八 回 真和 池野 進 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 上 に形成 し たT i02薄膜の微細組織観察

平津 和寛 寺 山 清志 Mn炭化物 の 酸化過程 に お け る 熱分析 と 反応解析

慶瀬 雅史 北野 博 巳 微細管 中 に お け る 同符号荷電微粒子 の 動 的挙動解析
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氏 名 指導教授 主 号ad岡h 文 題 名

深谷 勝 己 池野 進 過剰Mg組成AI-Mg-S i 合金 の 時効特性 に 及 ぼすAg添加 の影響

藤井 健一 寺 山 清志 Pr203-Mo02系擬 2 冗 系 の 中 間化合物

古江 友樹 北野 博 巳 薄膜型 コ ロ イ ド結晶 の成長機構 の解析

星 哲也 真 島 一彦
ア ル キノレ ト リ メ ト キ シ シ ラ ン に よ る T i 02 の カ ッ プ リ ン グ処理 に及
ぼす熱処理の影響

堀 田 林史 蓮覚寺 聖一
ア ドバ ン ス ト ・ ゾルー ゲ、ノレ法 に よ る 硬質A1 2 0 3 薄膜の低温作製の
試み

牧野 吉伸 北野 博 巳 単分子膜界面 に お け る 分子認識 シ ス テ ム の構築

馬淵 礼央奈 長谷川 淳 浮遊粒子状物質成分 に 吸着 し た 多環芳香族炭化水素 の 大気濃度 に 近い 二酸化窒
素 に よ る ニ ト ロ 化反応 に及 ぼす酸素 ， 光及びオ ゾ ン の影響

一 尾 泰一 山 崎 量平 噴流層型パイ ン ダ レ ス 造粒 と 造粒体 の 強化

宮林 秀平 熊津 英博
酸化チ タ ン薄層 充 て ん反応器 に よ る ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン気相 光触
媒分解活性 に 及 ぼす触媒担体 の影響

森川 伸 介 寺 山 清志 Pr-O系 の 高酸素分圧 下 で、 の反応 と 構造変化

山 崎 泰弘 穴 田 博
Lanx i de法 に よ る 再結晶S i C 中 へ のAl合金 の含浸 と 反応生成物 の 挙
動

山 田 信彦 森 田 弘之
Stud i e s  on  the Synthes e s  and React i  v i  t i e s  of ß -Hydroxy 
Sul fur Compounds Bearing Severa l Heteroaromat i c s  

山 本 拓矢 真 島 一彦 光触媒お よ びオ ゾ ン に よ る シ ア ン溶液 の 分解

湯浅 真 宮部 寛志 半 円 柱乱流促進体 を 用 い た伝熱促進 に お け る 補助促進体 の 効果

吉川 祐二 宮部 寛志 単成分溶媒 を含む高分子溶液 の 乾燥 に お け る 内部拡散挙動 の解析
と 数値 シ ミ ュ レー シ ョ ン

若林 順哉 北野 博 巳 荷電平面近傍 に お け る 同符号荷電微粒子 間 相 互作用 に 関す る 研究

和 田 祐 宮部 寛志 液相 内 温度場 ・ 濃度場 同 時可視化計測 シ ス テ ムHI-LIFの 開発

NGUYEN CHUNG 
黒 田 重靖 トア リ ール及び1 ， 3ー ジ ア リ ールア ズ レ ン類 の合成 と 物性THANH 

Sha i kh Reaz 
諸橋 昭一

Preparat i on of Metal  I ons-Immob i l i zed  Ge l and App l i cat i on 
Uddin  Ahmed to  Adsorpt i on of Al coho l Dehydrogenase  

本目 青 小平 憲一 Lac tobacÍlJus gasserÍ の 自 己溶菌特性

程 崎 磯部 正治 コ ガ タ ス ズ メ バ チ 由 来毒素遺伝子 の構造解析
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氏 名 指導教授 主 E命 文 題 名

中 路 正 北野 博 巳
Study on Inc l u s i on of Var i ous Mo l ecul e s  by Ca l i x [6J arene 
Der ivat ives  

水野 博史 北野 博 巳 荷電平板 聞 に お け る 同符号荷電微粒子 の 分布
一
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システム科学専攻 ( 7 名 )

氏 名 指導教授 主 E合 文 題 名

篠川 敏行 米 田 政 明 文書画像 の認識 ・ 理解 に 関す る 基礎的研究

根岸 秀行 米 田 政 明 3 次冗デー タ を 用 い た顔表情解析 に 関す る 基礎的研究

南 震宇 石原 外美 縞状組織 を 有す る AZ31 マ グネ シ ウ ム 合金 の 疲 労特性 に 関す る 研究

王 甲 海 唐 政
Neural  Networks and The ir  App l i cat i ons to  Comb i nator i a l  
Opt imi zat i on Prob l ems 

夏 広譜 唐 政
Hopfi e l d  Neural  Network wi th Hys t ere s i s  B i nary Neurons and 
I t s  App l i cat i on to Comb i nator i a l  Opt imi zat ion Prob l ems 

許 信)1頂 唐 政
A Study on Neura l Networks for Comb i nator i a l  Opt imi zat i on 
Prob l ems 

李 勇 唐 政
A pos i t ive l y  s e l f-feedbacked Hopf i e l d  neura l network for 
comb i nator i a l  opt imi zat i on prob l ems 

物質科学専攻 ( 3 名 )

氏 名 指導教授 主 3命 文 題 名

佐藤 竜一 女川 博義
イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト 法 を 用 い た 自 己整合型有機EL素子 の 作製 プ
ロ セ ス と 素子特性 の評価

PRASERT 
椿 範立 New Methano l Synthes i s  Catalyst  and Proce s s  

REUBROYCHAROEN 
MD. NURUL 

龍 山 智築
Growth and Character i zat i on of Ep i t ax i a l  Ox i de Thin  F i lms on 

KABIR BHUIYAN S i (OO l )  Sub s trat e s  by Mo l ecular Beam Ep i t axy 

エネルギー科学専攻 ( 2 名 )

氏 名 指導教授 主 吾日A間島 文 題 名

Part i c l e  Acc e l erat i on and E l e ctromagnet i c  Wave Emi s s i on 
審藤 慎司 坂井 純一 dur ing Coa l e scence Process  of Two Current Loops in  E l ectron-

Ion P lasmas 
THANAPOL 

升方 勝 己
Deve l opment o f  the e l ectromagnet i c  observat i on system for 

TANT I SATTAYAKUL evaluat i on of the l i ghtning d i scharge mechan i sm 
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2004年�2005年研究業績一覧

Astrophysics 442 : pp.687--692 (2005) 

Generation of Intense Pulsed HeaηT Ion Beam 電気電子 シス テ ム 工学科 7. 

by a By Type Magnetically Insulated Ion Diode 

withActive Ion Source. K. Masugata， R. Tejima， 

M. Higashiyama， 1. Kawai， 1. Kitamura， H. 
電気システム工学講座

Tanoue， and K. Arai : Plasma Devices and 純

Operations 13( 1 )  : pp.57--65 (2005) 

Inflow Forecast Using 

日百正

Neural 

Networks . 1.Singyeラ K.M出uga凪 T.Murai : 

Joumal in Advances in Electrical and Computer 

Engineering， ISSN 1582・7445， No. l : pp. lO-16 

(2005) 

Broadband VHF sources locating system using 9. 

of 

lightning discharge process. 工 Tantisattayakulラ

K. Masuga凪 1. Kitamura and K. Kontani : 

弘
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助 教 授

助 教 授

助 手

助 手

技+間接員

技術職員

勝

貴

坂

作

升

大

Joumal of Atmospheric and Solar-Terrestrial 

Physics 67 : pp. l 03 1-1039 (2005) 

1 O. Characteristics of Pulsed Power Generator by 

九七rsatile lnductive \ゐltage Adder. K. Yatsui， K. 

M出ugata， M. Shigeta and K. 

原著論文

Particle-In幽Cell simulation of shear AlfVen wave 

phase mixing: A new mechanism for pa吋cle

K. Shimiya， 
D. plasm出 .co llisionless m acceleration 

Shibata : Laser and Particle Beams 23(4) : 

pp.573-5 8 1  (2005) 

1 1 . 棒状電磁石に よ る 長空隙磁気浮上の試み.

大路貴久， 渋谷 功， 飴井賢治， 作井正昭 :

日 本 AEM 学会誌 13， No. 4 : pp. 334ー339

Tsiklauriラ J.I. Sakai and S. Saito : Astronomy 

and Astrophysics 435 : pp. l 1  05-1 1 1 3 (2005) 

Phase mixing of shear Alf切n waves as a new 2. 

m 
D. Tsiklauri， J.1. 

Sakai and S. Saito : New Joumal ofPhysics 7 : 

acceleration electron 

collisionless， kinetic plasmas. 

for mechanism 

(2005) 
p.79 (2005) 

12 .  Improvement of Measurement Characteristics 
its Energy Spectra Proton Acceleration and 3. 

of a Magnetic Be創・ing Balance System. A. A. 

Hussien， T. Okada， T. 0吋i， M. Iwahara， S. 

Yamada : Transactions ofthe Magnetics Society 

of Japan 5， No.2 : pp.97-100 (2005) 

13 .  A Permanent Magnet Repulsive Type Magnetic 

Bear凶g Balance System . T. Okada， A. A. 

Hussien， 工 0吋i， S. Yamada， M. lwahara : 

JSAEM Studies in Applied Electromagnetics 

during the Coalescence of Two Cross Current 

Loops. J.1. Sakai， T. Shimada : Astronomy and 

Astrophysics 436 : pp.7 1 l-717  (2005) 

Simulation on Solar Type III Radio Bursts from 

Magnetic Reconnection Region. 1.1. Sakai， T. 

Kitamoto and S. Saito : 百le Astrophysical 

Joumal (Letters) 622 : pp.Ll 57-Ll60 (2005) 

by 

4. 

and Mechanics 15 : pp.53-57 (2005) 

1 4. A Permanent Magnet Repulsive Type Conveyor 

Contactless 

Acceleration Electron and Proton 5 .  

Quasi-perpendicular Fast Magnetosonic Shocks 

in Interplanetary Space . G M. Simnett， J.I. 

Sakai and R 
Horizontal and 九七rticalHaving 

Rollers . 工 0吋i， S. lchiyama， K. Amei， M. 
and .1. Forsyth Astronomy 

Astrophysics 440 : pp.759-766 (2005) 
Simulation on 

S政ui， S. Yamada : JSAEM Studies in Applied 

Electromagnetics and Mechanics 15 : pp.73-78 

(2005) 

1 5 .  Development 

Bursts Radio Solar Type II 6. 

Type 孔1agneticof Repulsive 
1 

assoc凶ed with corona Mass 町民tion. 1.1. Sakai， 

and Astronomy Saito S. and 恥10riT. 
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Bearing - A Review of Permanent Magnet 

Configuration. S. C. Mukhopadhya弘 主 Ohji， S. 

Yamada : JSAEM Studies 泊 Applied

Electromagnetics and Mechanics 15 
pp. 1 17-124 (2005) 

16 .  Application of the Repulsive-Type Magnetic 

Bearing for Manufac初出19 Micromass 

Measurement Balance Equipment . A. A. 

Hussien， S. Yamada， 恥1. Iwahara， T. Okada， T. 

0吋i : IEEE Transactions on Magnetics 41， 

No. 10  : pp.3802-3804 (2005) 

17. A General Relativistic M句評1eωhydrodynamic

Simulation of Jet Formation. K.-I.Nishikawa， G 

Richardson， S. Koide， K. Shiba民 工 Kudoh， P. 

Hardee， G J. Fishmn : The Astrophysica1 Journal 

625 : pp.60ー71 ο005)

1 8. Dynamic of ion density perturbations observed 

in a microwave聞plasma 泊teraction . M. K. 

AI-Hぉsan， M. S旬rodubtsev， H. Ito， N. Yugami， 

Y. Nishida : Physics ofPlasma 12 : pp. 1 12307-1 

1 12307・4 (2005) 

プ口シーディ ング等

1 .  A Theoretical Ana1ysis of the Wind Power 

Generation System Using a Simulated Windmill . 

Ke吋i Amei， Tadashi Iida， Tak油問 O吋i，

M出拙ki Sakui : IPEC・Niigata 2005 

pp. 1 072・1077 (2005) 

2. Characteristics ofHigh Energy Ions Produced in 

Plasma Focus. H. R. Yousefi， Y. 司廿i， H. Ito， K. 

Mぉugata : Int. Com. on Research and 

Applications of Plasmas(pLASMA 2005) : 

pp.249-25 1 (2005) 

国際会議
3. Application of the Repulsive幽Type Magnetic 

Bearing for Manufac初出19 恥1icro-Mass

Measurement Balance Equipment . A. A. 

Hussien， S. Yamada， 恥1. Iwahara， T. Okada， T. 

Ohji : The IEEE Internationa1 M相1etics

Conference， Nagoya， Japan， Apr. (2005) 

4. New S仕ucture of a Single-Axis Controlled 

Repulsive Type M相官恥 Bearing with Motor 

Function. T. Ohji， K. Sugiura， K. Amei， M. 

Sakui : International Symposium on 

Interdisciplinary Electromagnetic， Mechanic & 

Biomedical Problems， Bad Gastein， Aus凶a，

Sept. (2005) 

5. Application of Lorentz force to a magnetic 

levitation system for a non-magnetic 社1in plate. 

T. O吋i， T. S幽ai， K. Amei， M. Sakui : 刊e

fou巾 Japanese-Mediterranean Joint Workshop 

On Applied Electromagnetic Engineering For 

Magnetic， Superconducting and Nano Materials， 

Cairo， Egypt， Sept. (2005) 

その他の論文

1 .  棒伏電磁石に よ る長空隙磁気浮上の試み.

大路貴久， 渋谷 功， 飴井賢治， 作井正昭 :

第 14 回 MAGDA コ ン フ ァ レ ンス講演論文集 :

pp.364ー369 (2005) 

2. 反発浮上形磁気軸受の可変支持剛性試験

大路貴久， 西浩太郎， 北元芳明， 飴井賢治，

作井正昭 : 第 1 7 回 「電磁力関連の ダイ ナ ミ

ク ス 」 シンポジ ウ ム講演論文集 : pp.273-278 

(2005) 

3. 非磁性金属薄板に対す る 浮上力発生調免

大路貴久， 新海 貴， 飴井賢治， 作井正昭 :

平成 17 年電気学会産業応用 部 門 大会 :

pp.III-279-III-280 (2005) 

4. Development of a single幽axis controlled 

repulsive句pe magnetic bearing microィnass

me出urement system. A. A. Hussien， S. Yamada， 

M. Iw油ara， T. 0時i : 平成 17 年電気学会産

業応用部門大会 : pp.III-325-III-328 (2005) 

5. 交流 ロ ー レ ンツ力 を用 いた導体内部渦電流

の力変換法 と そ の効果. 大路貴久， 佐藤正

章， 飴井賢治， 作井正昭 : 電気学会 リ ニア

ド ラ イ ブ 半導体電力 変換合 同 研究会 ，
LD-05・86， SPC-05- 129 : pp. 37--42 (2005) 

6. 高齢者向 け屋内移動機器の開発. 士山 博
志， 手島 健司， 飴井 賢治， 大路 貴久，
作井 正昭 : 平成 1 7 年電気学会産業応用
部門大会， ぬl. 11 : pp.325-326 (2005) 

7. ペ ン型磁気浮上装置にお け る 外部磁場の乱
れに よ る浮上体への影響. 羽倉 裕也， 大路
貴久， 飴井 賢治， 作井 正昭 : 電気学会産

- 2 -



業応用部門大会 : p.Y-30 (2005) 

8. 回転機能を付加 した反発浮上形磁気軸受の
軸受構造. 杉浦 顕， 大路 貴久， 飴井 賢治，
作井 正昭 : 電気学会産業応用 部 門 大会 :
p.Y-3 1 (2005) 

9. 磁気反発浮上 ロ ー ラ 式コ ンベア の定荷重搬
送試験. 荒木 祥吾， 大路 貴久， 飴井 賢治，
作井 正昭 : 電気学会産業応用 部門大会 :
p.Y-38 (2005) 

10 . ス イ ッ チ ン グ雷原の新 しい定電圧 ・ 定電流
制御法. 宮木 }I慎， 飴井 賢治， 大路 貴久，
作井 正昭 : 電気学会産業応用 部門大会 :
p.Y- 103 (2005) 

1 1 . 両極性パルス加速器の開発. 冨 田 隆行， 井

川 賢治， 工 Tantisa悦ayaku1， 北村岩雄， 伊藤弘

昭， 升方勝己， 田 上尚男， 荒井和雄 : 電気学

会フ。ラ ズ「マ研究会資料 PS下05・96 : pp.23-28 

(2005) 

12 . フ。ラ ズ〉マガ ン を用 いた高出力パルス 重イ オ

ン ビーム源の開発. 東山昌義， 三宅秀典， 慶

明拓哉， 北村岩雄， 升方勝己， 田上尚男， 荒

井 和 雄 : 電 気 学 会 プ ラ ズ マ 研 究 会 資 料

PS下05・97 : pp.29-34 (2005) 

13 .  Correlation between multiple compression and 

neutron production. H. R. Youse五 y. 町iri， H. Ito， 

K. M出ug抑 : 電気学会フ。ラ ズマ研究会資料，
PSl二05・ 10 1 : pp.53-56 (2005) 

14. Development of Bipolar-pulse Accelerator for 

Intense Pulsed Ion Beam Acceleration . T. 

Tomita， K. M出略a民 Y. Shimizu， Y. Fuiioka， I. 

Kitamura， H. Tanoue， K. Arai : Research Report， 

NIFS-PROC-6 1 ，  Workshop on Aspects of High 

Energy Density Plasma : pp.60-65 (2005). 

1 5 .  Optimum Insulator Length in 孔1ather-Type

Plasma Focus Devices . H. R. Yousefi， K. 

M出ugata : Research Report， NIFS-PROC・ゐ1 ，  

Workshop on Aspects of High Energy Density 

Plasma : pp.84-89 (2005) 

16 .  Generation of Intense Pulsed Heavy Ion Beam 

by a By Type M砲neti伺lly Insulated Ion Diode 

with Active Ion Source. M. Higashiyama， S. 

Taka民 R. Tejima， J. Kawai， I. Kitamura， K. 

Masugata : Research Report， NIFS-PROC・6 1 ，

Workshop on Aspects of High Energy Density 

Plasma : pp.93-98 (2005) 

- 3  

2004年�2005年研究業績一覧

特許 E 賞
1 .  磁気浮上装置並びに磁気浮上方法. 大路貴

久 : 特願 2005-2436 17 (2005 .8.25) 

2. 磁気反 発 支 持 回 転機 . 大 路 貴 久 : 特願

2005・243618 (2005.8.25) 

3. 社団法人電気学会 産業応用部門 部門優

秀論文発表賞 大路貴久

4. 社団法人電気学会 電気学会優秀論文発表

賞. 大路貴久
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通信制御工学講座

教 授 坂 上 岩 太

教 授 佐々 木 和 男

教 授 鈴 木 正 康

教 授 村 井 忠 邦

助 教 授 中 島 樹

助 教 - 授 在 p 立 夫

言葉 師 藤 井 雅 文

助 手 田 原 稔

技側議員 本 田 和 博

著書

1. 歩行補助具. 中 島一樹， 田村俊世， 佐々 木

和男 : 高齢者をめ ぐ る看護介護支援機器 ( 田

村俊世編 : ラ イ フ ・ サ イ エ ン ス ， 東京)

pp.3 1 ・36 (2005) 

2. 訓練器機. 湯地忠彦， 鏑木誠， 東祐二， 藤

元登四郎， 中 島一樹， 田村俊世 : 高齢者を

め ぐ る看護介護支援機器 ( 田村俊世編 : ラ

イ フ ・ サイ エ ンス ， 東京) pp.37-42 (2005) 

3. ミ リ 波 ・ テ ラ へノレツ波マイ ク ロ ス コ ピー.

在戸立夫 : テ ラ ヘノレツ波の基礎 と 応用 (西

津潤一編著 : 工業調査会， 東京， 日 本)
pp.53・74 ο005)

4. 遠赤外 ミ リ 波帯検出器. 在戸立夫 : レーザ

ーハ ン ド、ブp ッ ク (第 2 版) ( レーザー学会

編 : オーム社， 東京， 日 本) pp.500・505 (2005) 

5. Dispersive， Non1inear， and Gain Materialsラ

Chapter 9. A.Taf自love久， S.Hagn児ess， W.Gwa訂rek，

M.F司ii，ラ S

E日lec凶t仕加ro吋dy戸nami防c凶s :The砲e F日i泊ni恥t飽e圃喧Di白能註rence

Time-Domain Method， 3rd ed.(A.Taflove， 

S.Hagness Artech House Antennas and 

Propagation Library， Massachusetlsラ USA)

pp.353-406 (2005) 

原著論文

1 .  Optimization of Non1inear Dispersive AP恥任

ABC for the FDTD Analysis of Optical Solitons. 

M. Fujii， N. Om誌i， M. Tahara， I. Sakagami， C. 

Poulton， W. Freude and P. Russer : IEEE Joumal 

of Q凶ntum Elec甘'Onics， Vol. 4 1 ，  No. 3 : pp. 

448-454 (2005) 

2. E自己cts of Green Odor on Expression of 

Fos明泊ununoreactivity 泊 the Paraventricular 

Nucleus of the Thalamus in Forced Swimming 

Rats. Kim J， Ishibashi M， Nak母ima K， Aou S，

Hほanaka A， Oomura Y， S部品å K : Chem

Senses.Vo1.30，Supp1 1 : pp.i266・i267 (2005) 

3. E自己cts of orexins/hypocretins on neuronal 

activity in 血e paraven凶cular nucleus of the 

thalamus in rats in vitro. Ishibashi M， Takano S， 

Yanagida H， Takatsuna M， Nak司ima K， 

Oomura Y， V'I匂yner MJ， Sasaki K : Peptides Vol. 

26， No.3 : pp.471 -8 1  (2005) 

4. Reservoir Inflow Forecast Using Neural 

Networks . J.Singye， K.Masuga民 T.Murai : 

Joumal in Advances in Electrical and Computβr 

Engineer泊g， ISSN 1 582・7445， No. 1 : pp. l0-16 

(2005) 

5 .  An algorithm for the automatic detection of 

health condition. Nambu M， Nakajima K， 

Noshiro M， Tamura T : IEEE Eng. Med. 

Biology Magazine Vo1.24， No.4 : pp.38-42 

(2005) 

6. Simple Determination Method of Refractive 

Indices and Loss Parameters for the Liquid 

Crystal Materials in the Millimeter四Wave

Region. T. Nose， M. Honma， 工 Nozokido， K. 

Mizuno : Applied Optics 44 ， No.7 

pp. 1 l 50・ 1 1 55 (2005) 

7. Millimeter Scanning Near-Field 

Anisotropy Microscopy . T. Nozokido， R. 

Iibuchiラ H. Kudo， J. Bae， K. Mizuno : Review of 

Scientific Instruments 76， No.3 : pp.033702 1 

6 (2005) 

8. High・Transmission Waveguide with a Small 

Radius of Curvature at a Bend Fabricated by 

Use of a Circular Photonic Crystal . N. Horiuchi， 

Y Segawa， 工 Nozokido， K. Mizuno， H. 

Miy位北i : Optics Letlers 30， No.9 : pp.973回975

(2005) 

プロ シーデイ ング等

1 .  Derivation of two・ and three-branch lumped 

element codirectional couplers and their 

- 4-



企equency characteristics . LS北agami : 2005 

IEEE International Symposium on Circuit and 

Systems : pp.5047-5050 (2005) 

2. Branch旬line 3・dB couplers consisting of 

one-q田氏.er and three-quarters wavelen出1

transmission lines and their realization using 

lumped elements. LSakagami : 10th Intemational 

Symposium on Microwave and Optical 

Technology (ISMOT2005) : pp.617-620 (2005) 

3. Impedance-transforming lumped-element 

co-directional couplers and their circuit struc加re.

1. Sakagami and T. Wuren : 2005 Asia-Pacific 

Microwave Conf. 九To1.3 : pp. 1434-1437 (2005) 

4. M凶a加rization of 3- and 5- way bagley 

polygon power dividers. 工 Wuren， K. Taniya， 

LSakagami and M.Tahara : 2005 Asia手配ific

Microwave Conf. ぬ1.4 : pp.2 164田2167 (2005) 

5 .  Micro-arrayed cellular chips with optical sensor 

membranes for pH 如d oxygen. M. Suzuki， H. 

N北abay出hi， Y. Jing， M. Honda 

TRANSDUCERS'05 (Digest of Technical 

P叩ers) (Volume 2) : pp.l7 16- 17 19  (2005) 

6. Optical pH and oxygen sensing for 

micro司arrayed cell chips . M. Suzuki， H. 

Nakabayashi， Y. Jing， M. Honda : Micro Total 

Analysis Systems 2005 (proceedings of TAS 

2005 Conference) (Volume 2) : pp. 1482・ 1484

(2005) 

7.  2 次元 S P R イ メ ー ジ ン グ装置の高解像度

化. 入部康敬， 大島豊弘， 飛 田 達也， 鈴木

正康 : Proceedings ofthe 39白 Chemical Sensor 

Symposium : pp. I72-1 74 (2005) 

8. 高解像度 2 次元 S P R イ メ ー ジ ン グセ ンサ

を用 いたマイ ク ロ ア レイ チ ッ フ。で、の免疫セ

ンシン グ. 入部康敬， 春 日 井崇， 大島豊弘，

飛田達也 鈴木正康 : Proceedings of肘 40th

Chemical Sensor Symposium : pp.85-87 (2005) 

9. Continuous video q田Iity evaluation of coded 

stereoscopic video. S. Ara民 Y. Horita， K. 

Honda， T. Murai : Internal Workshop on 

Adv創lced Image Technology 2005 

(IWAIT2005)) : pp.323-328 ( 2005) 

10. Q回Iity control in small size video sequen田

2004年�2005年研究業績一覧

Horita， K. Honda， 工 Murai : Intemal Workshop 

on Advanced Image Technology 2005 

(lWAIT2005) : pp.61--66 (2005) 

1 1 .  Thunderstorm tracking sy取m 田ing neural 

network and measured electric fields from few 

field mi1ls. 1. Singye， K. M出uga:民 主 Mぽaiラ 1.

Kitamura， K. Kontani IEEE International 

symposium on Circuits and Systems : (2005) 

国際会議
1 .  E能ct of grl田n odor on expression of 

Foシimmunoreactivity in some brain regions in 

forced swimming rats . Kin1 J， Nakajima K， Aou 

S， Hatanaka A， Oomura y， Sas紘i K : 

Intemational Conference on Fatigue Science 

2005， Nagano， Japan， February (2005) 

2. EFFECTS OF OREXINS圧-IYPOCRETINS

ON INTRACELLULAR CALCIl爪1: IN 

NEURONS OF THE 恥1EDIAL PREOPTIC 

AREA IN RATS. Takatsuna，M. Watanabe，K. 

Nakajima，K. Oomura， Y. Wayner，M.J and 

S出法i，K Intemational Behavioral 

Neuroscience Society 14白 Annual Meeting， 

San匂 Fe， New Mexico， USA， June (2005) 

3. PLASTIC FUNCTION OF GLUCOSE 

問CREASED IN THE BRA別 DURING

FOOD INTAKE. Y Oomura， S. Aou， N 

Hori， H Fukunaga and K Sasaki : 

International Behavioral Neuroscience 

Society 14th Annual Meeting， Santa Fe， New 

Mexico， USA， June (2005) 

4. Personal Reco伊ition Rate Improvement Using 

Head-Top Image and An Application to 

Walking Subject. Nakajima K， Kamiya A， and 

S田北i K : 百le 27th Annual Intemational 

Conference of the IEEE Engineel恒g in 

Medicine and Biology Society， Shanghai， China， 

September 2， (2005) 

5. A Simple System for Telemonitoring the Dai防

Life of An Aged Person Living Alone . 

using Motion-JPEG2000. N. Miyahara， Y. 
- 5 -

N北ajima K and Sasaki K : 百le 27th Annual 

Intemational Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and Biology Society， 

S凶nghai， China， September 2， (2005) 
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6. Silver/alumina film based high resolution SPR 

imager for micro-arrayed cell chips. M. Suzuki， 

T. Ohshima， Y. Iribeラ T. Tobita : Fifth 

Intemational Symposium on Microchemis町

and Microsystems (lS恥仏12005)， Kyoto， Jap紅L

Dec. (2005) 

7. Development of THZ Imaging Devices for 

Bio-Science . K. 恥1izuno， T. Nozokido， Y. 

Wagatsuma， H. Matono， S. Miyanaga : 1 st Tera 

Medical Forum / 4th Photon Enginee出19

Forum， Sendai， Japan， J組問ry (2005) 

その他の論文

1 . ラ ッ ト 内側視索前野ニ ュ ー ロ ン に対す る

Ore対n の作用 : 細胞内 ci+イ メ ージン グ法

に よ る解析. 高綱将史 : ラ イ フ サポー ト ，

17  : pp.56闇57 (2005) 

2. 細胞内 Ca2+イ メ ージングに よ る ラ ッ ト 視床

下部内側視索前野ニ ュ ー ロ ンに対する オ レ

キ シ ンの作用 . 高綱将史， 渡辺孝治郎， 中

島一樹， 佐々 木和男 : 信学技法 105， 46 : 

pp.37-40 (2005) 

3.  ト レ ッ ド ミ ル歩行時にお け る 転倒誘発シス

テ ム の 開発. 坂井康司， 中 島一樹， 佐々 木

和男 : 第 20 回生体生理工学シンポ ジ ウ ム論

文集 : pp.213-2 16  (2005) 

4. イ ン ピーダンス変換型集中定数 コ ダイ レ ク

シ ョ ナル ・ カ ッ プ3ラ . 坂上岩太、 鳥仁図雅 :

電子情報通信学会 2005 年 ソ サイ エテ ィ 大

会講演論文集， エ レ ク ト ロ ニ ク ス 1 : C-2聞54
(2005) 

5 . 酵素ス イ ッ チ応答への ア ス コ ル ビ、 ン酸の影

響 と そ の除去方法. 山本一良， 鈴木正康 :

電気化学会第 7 2 回大会講演要旨集 : p. 1 16 
(2005) 

6. 細胞マイ ク ロ ア レイ チ ッ プρか ら の単一細胞

自 動採取シス テ ム の最適化. 藤田充孝， 中

尾真， 中 島晴記， 高沢義昭， 中川泰伸， 金

三津雅員Ij， 村梓良司， 鈴木正康 : 第 1 1 回

化学 と マイ ク ロ ・ ナ ノ シス テ ム研究会講演

予稿集 : p. 1 8  (2005) 

7.  マイ ク ロ ア レイ 型酵素セ ンサの開発. 鈴木

正康， 清水義文， 中林寛明， 荊勇 : 第 1 1 

回化学 と マイ ク ロ ・ ナ ノ シス テ ム研究会講
演予稿集 : p.62 (2005) 

8. 細胞マイ ク ロ ア レイ の た め の 2 次元 S P R

イ メ ー ジ ン グ装置の高解像度化 と 抗体検出.

入部康敬， 大島豊弘， 春 日 井崇， 飛田達也，

鈴木正康 : 第 1 1 固化学 と マイ ク ロ ・ ナ ノ

システ ム研究会講演予稿集 : p.63 (2005) 

9. 高粘性媒体を用 いたマイ ク ロ ウ ェルか ら の

樹立子及び細胞の回収. 中尾真， 藤田充孝，

鈴木正康 : 第 1 2 固化学 と マイ ク ロ ・ ナ ノ

シス テ ム研究会講演要旨集 : p.p-033 (2005) 

10 . マイ ク ロ ア レイ 型 2 次元 S P R免疫セ ンサ

の高感度化. 入部康敬、 羽根新太郎， 飛 田

達也、 鈴木正康 : 第 1 2 回化学 と マイ ク ロ ・

ナ ノ シ ス テ ム研究会講演要 旨集 : p.p幽041

(2005) 

1 1 . 細胞マイ ク ロ ア レイ チ ッ フOの た め の オフ。テ

イ カ ル p H ・ 酸素セ ン シ ン グ. 鈴木正康，

中林寛明， 荊勇， 本田勝 : 日 本化学会第 8

5 春季年会講演予稿集 : lF2・49 (2005) 

12. 画像の特徴量をベース と した動画像の画質

評価モデ、/レ. 本 田 昌志、 堀 田裕弘、 村井忠

邦 : 2005 年映像情報 メ デ ィ ア 学会年次大

会 : 9-6(CD-RO恥の (2005)

13 . 動画像品質評価にお け る ク リ テ イ カ ノレ情報

を用いた フ レーム 品質補正. 川 除佳和、 堀

田裕弘、 村井忠邦 : 2005 年映像情報メ ディ

ア学会年次大会 : 9-6(CD幽ROM) (2005)

14. 画像の特徴量をベース と した動画像の画質

評価モデ、ル. 本 田 昌 志、 堀 田裕弘、 村井忠

邦 : 画像符号化シンポジ ウ ム(pCS乃 : p-1 .03 

(2005) 

1 5. MPEG-2 符号化動画像にお け る N R画質評

価モデ、ル. 川除佳和、 堀 田裕弘、 村井忠邦 :

画 像 符 号化 シ ン ポ ジ ウ ム (pCSJ) : pδ.02 

(2005) 

特許・ 賞
1 . 抗原特異的 リ ンパ球検出用マイ ク ロ ウ ェノレ

ア レイ チ ッ プ， 抗原特異的 リ ンパ球の検出

法及び製造方法. 村 口 篤， 岸裕幸， 民谷栄

一， 鈴木正康 : 特許第 3723882 号 (2005)

2. 抗原特異的 リ ンパ球抗原受容体遺伝子の ク

- 6 -



ロ ーニ ン グ、方法. 村 口 篤， 岸裕幸， 民谷栄

一， 鈴木正康 : 特許第 3738308 号 (2005)

3. マイ ク ロ ウ エノレア レイ チ ッ プ， そ の製造方

法及び被検体の活性測定方法. 鈴木正康，

村 口 篤 : 特開 2005-253412 (2005) 

4. 生物試料の取得方法. 村 口 篤， 岸裕幸， 鈴

木 正 康 ， 村椿 良 司 ， 金 三 津雅則 : 特 開

2005・261339 (2005) 

5. ラ イ フ サポー ト 学会奨励賞 : 高綱将史 (佐々

木和男 、 中 島一樹)

6. TRA VEL A WARDS (Intemational Behavioral 

Neuroscience Society 14th Ann回1 M民ting) : 

Takatsuna，M (佐々 木和男、 中 島一樹)

2004年�2005年研究業績一覧

電子物性デバイス工学講座

教 授 上 羽 ヲム
教 授 女 川 博 義

教 授 小 林 信 之

教 授 中 谷 訓 幸

教 授 山 下 正 人

助 教 授 岡 田 裕 之

助 教 授 丹 保 豊 和

助 教 授 山 崎 登志成

助 手 喜久田 寿 郎

助 手 中 茂 樹

助 手 三 井 隆 志

助 手 志オ水て 雅 之

技術職員 柴 田 幹

著書

1 .  工学系の た めの量子力学 量子効果ナ ノ デ
パイ ス の 基礎 . 上羽 弘 : (森北 出版) 200 

(2005) 

2. Optical propertíes of treated 

surfaces-Adsorbates- in ENCYCLOPEDIA OF 

CONDENSED 恥1ATTER PHYSICS . H. 

Ueba : (日sevier， Holland) (2005) 

3 .  Landolt-Bömstein vol.IIV36B2， Ferroelectrics and 

Related Substances. N. Nakata凶 et al. : (Edited by 

Y. Shiozaki， E. Nakamぽa， T. Mitsui ， Springer， 

Berlinラ Germany) ρ005)

原著論文

1 .  Theory of Sum田Frequency Generation 

Spectroscopy of Adsorbed Molecules by 

Density Ma仕ix Method-Broadband Vibrational 

SFG and Applications. M. Bonn， H. Ueba， M. 

Wolf : Joumal of Physics: Condensed 恥1atter

70 : pp.s201-S220 (2005) 

2. Theory of inelastic tunneling and its relation to 

vibrational excitation in ladder climbing 

process田 of single adsorbates . S.G T出lodeev，

H. Ueba : Su由ce Scien印 587 : pp.25-33 (2005) 

3. Adsorbate motions induced by inelastic 

tunneling current-theoretical scenarios of two 

electron pro∞sses. . H. Ueba， 工 Mii， N. Lorente， 

守 一
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B.N.1. Persson : Journal of Chemical Physics 

123 : pp.084707幽1 - 084707・7 (2005) 

4. Twかelectron proc邸S出 ofdesorption of a single 

ammonia molecule 企om Cu(lOO). N. Lorente， 

N. Pascual， H. Ueba : Surface Science 593 : 
pp. l 22-133 (2005) 

5. CO dynamics induced by tunneling electrollS. 

N. Lorente， H. Ueba : European Physics 

Journal D 35 : pp.34 1-348 (2005) 

6. Lateral hopping requires molecular rocking. H. 

Ueba， M. Wolf : Science 310 : pp. l 774-1775 

(2005) 

7. Improved White Organic Electroluminescent 

Devices using Fine Mesh as an Evaporation 

M出k. 工 Ts吋i， S. Naka， H. Okada and H. 

Onnagawa : CurrentApplied Physics 5 : pp. l ・4

(2005) 

8. AlignmeIlt of Nematic Liquid Crys匂l

Molecules Using Nanometer-Sized Ultrafine 

Pattems By Electron Beam Exposure Method. 

T. Kag:司yo， K. F吋ゐay郎副， 工 Shimamura， H. 

Okada and H. Onnagawa : Jpn. J. Appl. Phys. 

44 : pp.578司58 1 (2005) 

9. Improved Li出t Out∞upling in 0屯anic

Electroluminescent Devices with Random Dots. 

A. Kitamura， S. Naka， H. Okada and H. 

Onnagawa : Jpn. 1. Appl. Phys.44 : pp后13-6 16

(2005) 

10.  Sprayed Organic Elec甘ophosphorescent

Devices with Small Organic Molecules . 工

Echigoラ S. N沿叫 H. Okada， H. Onnagawa : Jpn. 

1. Appl. Phys.44， pp.626・629 (2005) 

1 1 .  0卑創出 Bi関白nction Matrix Array . Y. 

Matsushi匂， H. Shimada， T. Miy出hita， M. 

Shiba凪 S. Naka， H. Okada， H. Onnagawa : Jpn. 

1. Appl. Phys.44 : pp.2826・2890 (2005) 

12. Top-Absorption Organic Photodiodes Suitable 

for Device Integration. H. Shimada， S. Naka， H. 

Okada， H. Onnagawa : Jpn. J. Appl. Phys.44 : 

pp.2830幽2832 (2005) 

13. Dual Drive and Emission Panel . T. Miyashita， 

S. Naka， H. Okada， H. Onnagawa : Jpn. J. Appl. 

Phys. 44 : pp.3682-3685 (2005) 

Electronic Devices and Its Integrated Panels. H. 

Okada， S. Naka， R. Satoh， M. Shiba民 T.

Miyashita， Y. Matsushita， M. Ooe， H. Shimada， 

工 Arisawa， T. Hyodo， K. Usui， 1. Yanagi， 工

Nagai， H. Onnagawa， H. Takemura， H. 

Kakumoto， 工 Miyabayashi， T. Inoue : 1. 

Photopolymer Science and Technology 18 : 

pp.79田82 (2005) 

15 . 干渉露光法を用 いたナ ノ 粒子配線の作製.

岡 田 ， 中， 岡 田 ， 女) 1 1  : 電子情報通信学会

論文誌 J88-C : pp.670-671 (2005) 

16. Macrocyc1ic and Acyc1ic 

Bis(2ラ5-diphenyl- l ，3，4・oxadi但ole)s with 

Electron-Transporting and Hole-Blocking 

Ability in Organic Electroluminescent Devices .  

K.  Ono， S. Ezaka， A. Higashibara， R.  Hosokawa， 

M. Ohkita， K. Saito， M. Suto， M. Tomura， Y. 

Matsushita， S. Naka， H. Okada， H. 

臼magawa Macromolecular Chemisむy and 

Physics 206 : pp. l 576凶 1 582 (2005) 

17. Synthesis anc Carrier-transporting Properties of 

5 ， 1O-Dihydro-5， 5-dimethyl- l 0， 1 0幽diphenyl- l ，

9-di位asilam白rene . K. Ono， M. W泊dda， K. 

Saito， M. Suto， Y. Matsushita， S. Naka， H. 

Okada and H. Onnagawa : Chemis町 Letters

34 : pp. l 698岨1699 (2005) 

1 8. Dependence ofN02 gas sensitivity ofW03 

sputtered films on film density. C. Jin， T. 

Yam但aki， Y. Shirai， 工 Yoshizawa， T. Kiku民 N.

Naka匂凶， H. Takeda : Thin Solid Films 474， 

NO. 1 -2 : pp. 255・260 (2005) 

19. N02 g出 sensor made of porous Mo03 sputtered 

自lms. T. Yam位aki， C. Jin，A. Nakayama， 工

Yosh包awa， T. Kikuta， N. Nakatani : Jpn. 1. Appl. 

Phys. 44， NO. lB : pp.792-795 (2005) 

20. Crystal struc仰向 oftelluric acid ammonium 

phosphate (TAAP) in the paraelec仕ic ph出e. 工

Kikuta， D. Hamatakeラ 工 Yamazaki， N. 

Naka:匂ni : 1. Korean Phys. Soc. 46， NO. l : 

pp.2 1 1 ・2 16 (2005) 

2 1 .  Effect of density and thickness on H2吉田

sensing properties of sputtered Sn02 films. 工

Yamazaki， H. Okumura， C. Jin， A. N北ayama， T. 

14. Self-Alignment Technologies of Organic Kikuta， N. Nakatani : Vacuum 77， No.3 : 
- 8 -



pp.237-243 (2005) 

22. Polarization reversal oftelluric acid ammonium 

phosphate. T. Kikuta， Y. Kawagishi， 

El-maghr油y Mohamed EI-M柑1rabぁ T.

Yam位aki， N. N北atani : Mater. Sci. Eng. B 120， 

No. l -3 : pp. 134- 136 (2005) 

23 . Two-step grow由 of SrTi03 films on 

Sr-modulated Si(OO I)  substrate 

九tl.N.K.Bhuiyan， H.Kimura， T.Tambo， 

C.Tatsuyama : 1. Materials Sci. : Materials in 

Electronics 16 : pp.225-228 (2005) 

24. Growth of SrTi03 Films on Si(001)-Sr(2xl)  

Surfaces. M.N.K.Bhuiyan， H.Kimura， T.Tambo， 

C.Tatsuyama : Appl. Surf. Sci. 249 : pp 419-424 

(2005) 

25. Sb adso中tion onto ln nanocluster arr可
strucωre formed on a Si(l 1 1 )ー(7x7). M.Saito， 

C.Takeuchi， 恥1.Mori， T.Tambo， C.Tatsuyama : 

Appl. Surf. Sci. 244 : pp. 1 37-140 (2005) 

26. Adsorption mechanisms of In atoms onto the 

Si(1 1 1 )-7x7; Clustering and substitution for Si 

atoms. M.Saito， H.Sasaki， M.Mori， T.Tambo， 

C.Tatsuyama : e-J. Surf. Sci. Nanotech 3 : 
pp.244-249 ο005) 

27. Structural characterization of SiO.75Ge0.25 

alloy layers with Sb/Ge-mediated L下Si bu自己rs.

M.M.Rahman， S.Q.Zheng， T.Tambo， 

C.Tatsuyama : Jpn. 1. Appl. Phys. 44ラ NO.5A

pp.2967・2970 (2005) 

プロシーヂィ ング等

1 .  Top- Emission Organic Light Emitting Diodes 

with Ink-Jet Printed Self-Aligned Emission Z 

one. R. Satoh， S. Naka， M. Shibata， H. Okad 

a， H. Onnagawa， T. Miyabayぉhiラ T. Inoue : E 

urodisplay'05 : pp.389-392 (2005) 

2 .  Improved Light Out-coupling E百iciency of To 

p-Emitting Organic EL Devices with Ultra-thin 

Transparent Electrode"ラ T. Miy出hita， S. Nak 

a， H. Okada， H. Onnagawa : Proc.  ID\\-円05 : 

pp .6 1 7  -620 (2005)  

3 .  Suppression of Dark-Spots Formation V 

aried With Cathode lnterface in Organi 

2004年�2005年研究業績一覧

c Light Emitting Devices .  Y. Motono， 

S .  Naka， H. Okada， and H. Onnagaw 

a : Proc . IDW'05 ，OLEDp-28L : pp .769・77

o (2005 )  
4. HeteroepiじlXy of InSb films grown on a Si(OOI )  

substrate wi出 AlSb bu能r layer . M.Mori， 

N.Fujimoto， N.Akae， K.Uo伽i， T.Tambo， 

C.Tatsuyama : Proceedings of Sixth 

Japan-Russia Seminar on Semiconductor 

Surfaces JRSSS・6 : pp.53・63 (2005) 

5. Heteroep加xially grown InSb films on a Si(OO 1) 

subs仕ate covered with AlSb layer . M.Mori， 

N.Fujimotoラ K.Mura凪 T.Tambo，

C.Tatsuyama Proceedings of Sixth 

Japan-Russia Seminar on Semiconductor 

Surfaces JRSSS・6 : pp.8 1 聞90 (2005) 

6. Influence ofUTA-Si bu旺er layers on 血e growth

of SiGe films analyzed by high resolution X-ray 

reciprocal space map S.Q.Zheng， 

M.M.Rallman， M.Kaw出hima， M.Mori， 

T.Tambo， C.Tatsuyama : Proceedings of Sixth 

Japan幽Russia Seminar on Semiconductor 

Surfaces JRSSS・6 : pp.91 -97 (2005) 

圏際会議
1 .  H2S Sensing Property ofPorous Sn02 Sputtered 

Films Coated with Various Doping Films. C. Jin， 

工 Yamazaki， K. Ito， K. Hirata凶， 工 Kikuta， N. 

Nakatani : 百1e 8出 Intemational Symposium on 

Sputtering & Plasma Processes， Kanazawa， 

Japan， June (2005) 

2. Bottom-coverage Simulation for M昭netron

Sputtering Apparatus Activated with 

Superconducting Bulk Magnet. 工 Yamazaki， T. 

Yoshizawa， H. H位ama， S. Hirobayashi， T. 

Yるmabuchi， H. Ikuは U. Mi却匂ni， T. 

Matsuda : The 8血 Intemational Symposium on 

Spu白血19 & Plasma Processes， Kanazawa， 

Japan， June (2005) 

3 .  H2S Sensor Made ofporous Sn02 Sputtered 

Films Coated with Various Impurity Films. 工

Yam砿北i， C. Jin， K. Ito， T. Kiku民 N.

N北ata凶 : The 12th Asian Symposium on 

- 9 -
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Ecotechnology， Shenyang， China， Aug. (2005) 

4. Microstruc加re ofSputtered SnÜ:1 Films 部 組

H2S Sensor Evaluated by Measurement of 

Physisorption Isotherm. C. Jin， T. Yam配北i， K. 

Ito， 工 Furuta， 工 Kikuta， N. Nakatani : 百le 12th 

Asian Symposium on Ecotechnology， Shenyang， 

China， Aug. (2005) 

5. Influence on an El即位ic Field Perpendicular to 

the Ferroelec甘ic Axis on 白e Dielec廿ic

Properties ofTriglycine Sulfate. T. Kikuta， H. 

Nishizuka， T. Yam位法i， N. N北a匂ni : 百le 1 1也

Intemational Meet加g on Fe汀oelectricityラ Foz

do Ig叫u， Brazil， Sep. (2005) 

6. Dilatometric Study on Monoclinic Crystals of 

Ferroelec仕ic TGS down to Cryogenic 

Temperaωre Region. 工 Yam姥uchi， N.

Naka匂ni， 工 Kikuta， 工 K町ih創na， 工 Mitsui， Y. 

Seimiya， S. Yoshizawa， F. Shimizu， M. 

Takashige : 百le 1 1血 Intemational Meeting on 

Fe汀oelec甘icity， F oz do 19uaçu， Brazil， Sep. 

(2005) 

7. Deuteration Effect on the Ferroelectric Phase 

Transition ofTAAP. 工 Kikuta， Y. Kawagishi， 工

Yam位aki， N. Nakatani : The 1 1  th Intemational 

Meeting on Fe町oel即位icity， Foz do 19uaçuラ

Brazil， Sep. (2005) 

8 .  Organic Multi-Function Diodes Operable for E 

mission and Photo detection Modes. H. Shima 

da， J. Yanagi， Y. Matsushita， S. Naka， H. Ok 

ada1 ， H. Onnagawa : Extended Abstract of 

Sol id State Device and Materials， pp . 8 0  

2・803 (2005 )  
9. Formation of nanoclusters containing In and Sb 

atoms . M.Saitoラ H.Sasaki， T.S出法i， M.Mori， 

T.Tambo， C.Tatsuyama : 1 1th Intemational 

Conference on the Formation of Semiconductor 

Inte由ce， Aix-en-Provence， Fr柏崎 July ο005)

10 .  Interdiffusion at SilSiGe 加terf邸e analyzed by 

high・resolutionX-ray di世action. Shuqi Zheng， 

M.Kawashima， M.Mori， T.Tambo and 

C.Tatsuyama : 4th Intemational Conference on 

Silicon Epi旬。/ and Heterostructures， Aw司i

Lsland， Hyogo， J叩an， May ο005) 

その他の論文

1. Inv出t返却ions of 出e structural deゐrmations in 

SilSiGe films by AFM and HR思D. Shuqi 

Zheng， 、 M.Kawashima、 M.Mori、 T.Tambo、

C. Tatsuyama : 電子情報通信学会 、 電子部

品 ・ 材料研究会(CP附報告 CP恥位00ふ167

(2005) 

特許・ 賞
1 .  特許3，656， 103号， 液晶表示素子， 岡 田裕之，

大野 洋， 女川博義 ο005.3 . 1 8)ぅ US Patent 1 0  

/245，756 (2004. 1 1 .26)， Korean Patent 474，608 

(2005ユ23).

2. 特許3，723 ，834号， f夜品表示素子， 岡 田裕之，

鮮場 真樹， 女川博義 (2005幻0)

3. 特許3723845号， 有機エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン

ス 素子の膜厚測定法及び測定装置， 岡 田裕之，

柴田幹， 越後忠洋， 中茂樹， 女川博義 (2005.

9.30)， 米国特許US6，992，78 IB2 ο005 .8. 1 0).

- 10 -



顔平面を用いた顔表↑前特庁. 根岸秀行， 長谷博
行， 米 田政明， 酒井 充， 東海彰吾 : 画像電子
学会誌， Vo1.34， No. 1 ， pp.36・44 (2005) 
Designing a Web-CAI system incorporated with 
恥仏THE恥仏TICA. C. Ding， M. Sakai， H. Hase， M. 
Yoneda: IEICE Trans. INF. & SYST.， Vol.E88-D， 
No. l2， pp.2793-2801 (2005) 
Measuring the Full Limits ofPanum's Fusional Area 
in Re出al Fov，回， . Damin Qin， Mamoru Takamatsu， 
Yoshio Nakashima and Yuukou Hori飽 : 映像情報メ
ディ ア学会誌， Vo1.46， No.2 : pp.324-326 (2005) 
カ メ ラ ワ ー ク と フ レー ム 品質に基づ く 符号化
動画像の品質評価. 稲積康宏， 中瀬友絵， 宮 田
高道， 堀 田 裕 弘 : 映像情報 メ デ ィ ア 学会誌，
九ゐ1.46， No.3 : pp.435-437 (2005) 

10. 環境の変化 に よ っ て 生 じ る 複雑な形 を し た 雪
の結晶の類似ノfタ ー ン生成， 広瀬貞樹， 山 下和
也， 小越康宏， 木村春彦， 電子情報通信学会論
文誌， 九Tol.J88・D-I， NO.6 : pp. 1 1 1 5-1 1 1 8 (2005) 

1 1 . 推論の失敗を考慮 した仮説推論シス テ ム， 山 ノ
口 崇， 参沢匡将， 木村春彦， 小越康宏， 広瀬貞
樹 ， 電 子 情 報 通 信 学会論文誌 ， Vol.J88・D-I ，
NO.8 : pp. l247-1256 (2005) 

12. On computational power of Insertion-Deletion 
systems without using ∞ntexts ， Sadaki Hirose， 
Satoshi Okawa， IEICE Trans. Information and 
Systems， Vol.E88・D， NO.8 : pp. l993・1995 (2005)

2004年�2005年研究業績一覧

6. 

7. 

8. 

9. 

知能情報工学科

知能システム工学大講座

教 授
教 授
教 授
教 授
助 教 授
助 教 授
助 手
助 手
技術ー最員

夫
明
弘
樹
樹
充
夫
司
博

龍
政
裕
貞
茂

喜
啓

淵
田
田
瀬
林
井
津
田
山

山
米
堀
広
広
酒
吉
柴
丸

著書

1 . (4.3 節) 画像の雑剖平析， 堀 田裕弘 : 画像処理
工学一応用事例編一 (谷 口 慶治， 長谷博行編 : 共
立出版) 61 同63 (2005) 

2. (第 6 章第 3 節) 画質評価の国際標準化動向， 堀
田裕弘 : デ、ジ タ ル画像にお け る 色再現技術 と 官
能 ・ 定量評価 (技術情報協会) pp.449-469 ο005) 

原著論文

1 .  高分解能の周波数解析法 を 用 い た ス ベ ク ト ル
サ ブ ト ラ ク シ ョ ンの 改善， 広林茂樹， 柴野洋
平， 山淵龍夫， 電気学会論文誌， vol. 125-Cラ no.
1 ，  pp. 147・148 (2005) 
生活空間 に お け る 温度変化 に対す る 植物生体
電位応答特性， 新保達也， 大薮多可志， 広林
茂樹， 竹中幸三郎， 電気学会論文誌， vol. 1 25・E，
no. 6， pp. 253・258 θ005)
Plant Bioel即位ic Potentil Characteristics ofPet-Plant 
and Its Merchandising Pl机 工 Shimbo， M. Tô捌ラ S.
Hirobayashi， T. Oyabu， lTE Letters on Batteries， 
New technologies & Medicine， Vo1.6， NO.2ラ
pp. 1 14- 1 19 (2005) 
Gas Sensor Resistance Curves for Determining 
Individual Gas Concentrations in Multi-gas 
Mixtures， A. Kadir， S. Hirobayashi， 工 Yoshizawa， T. 
Yamabuchi， Journal of the Society of Plant 
Engineers Japan， Vo1. 17， No.3ラ pp. 126-137 (2005) 
Dependence of N02 Gas Sens社ivity of W03 
Sputtered Films on Film Density C.Jin， T.Yam氾北i，

y'Shirai， T.Yoshizawa， T.Kiku凪 N.Naka臼ill，

H.Takeda Thin Soild Films， 474(1 -2)ラ pp.255-260，
(2005) 

プロシーヂィ ング等

1 .  Evaluation of Noise Suppression Using 
High・Resolution Frequency Analysis， T. Kuriyama， 
S. Hirobayashi， T. Yamabuchi， T. Y oshizawa， 
Proceedings of the 6血 Asia-Pacific Conference on 
Industrial Engineering and Management Systems 
(2005) 
Inclination normalization of a 白ree-dimensional
facial image. M. Kinugasa， H. Negishi， H. H出e， M.
Sakai， M. Y oneda: Conference on Optical 3-D 
Measurment Tec加阿国s VII， Vol. 1 ， 卯.399-408，
Vienna(Aus凶a) (2005) 
Quality ∞ntrol in small size video sequence using 
Motion-JPEG2000 0 N. 恥1iyahara， Y. Horita， K. 
Honda， T. Murai， : International Workshop on 
Advanced Image Technology 2005 ， Jeju Island， 
South Korea， January (2005) 
Continuous video q田lity evaluation of coded 
stereoscopic video. S. Arata， Y. Hori凪 K. Honda， 工
Murai : International Workshop on Advanced Image 
Technology 2005 ， J，司u Island， South Korea， January 

2. 

3. 

- 1 1 -

4. 

2. 

3. 

5. 

4. 
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(2005) 
5 . Su時ective Video Quality Analysis of H.264 Coder 

and Full Reference Video Quality Assessment for 
Multimedia Applications. Z. M. Parvez S位zad，
Hitoshi Matsumoto， and Yuukou Horita : the First 
Intemational Workshop on Image Media Quality 
and its Applications (IMQA2005)， Nagoya， Japan， 
Sept. (2005) 

その他の論文

1. 高分解能の周波数解析法を用 いた雑音抑圧法，
栗 山 琢也， 柴野洋平， 広林茂樹， 山 淵龍夫，
吉津寿夫， 平成 17 年度 日 本設備管理学会春季
研究発表大会論文集， pp. 83聞88(2005)

2 .  NHA を用 い た ピア ノ 音の解析， 尾毛川 | 直人，
広林茂樹， 山淵龍夫， 吉津喜夫， 平成 17 年度
日 本設備管理学会秋季研究発表大会論文集， pp. 
3 1 明35 (2005) 

3. パ ワ ーエ ンベ ロ ープ逆 フ ィ ル タ 処理を用 い た
音響ホールの響 き 補正 シス テ ム の評価， ベ レ
ラ ワ サ ン タ ， 広林茂樹， 山淵龍夫， 吉津書夫，
平成 17 年度 日 本設備管理学会秋季研究発表大
会論文集， pp. 36-4 1 (2005) 

4. 植物 の生体ア ンテ ナ機能 を利用 し た人体歩行
動作に伴 う 個人の同定， 田村祐輔， 広林茂樹，
山淵龍夫， 吉津書夫， 大薮多可志， 平成 17 年
度 日 本設備管理学会秋季研究発表大会論文集，
pp. 42-45 (2005) 

5. パ ワ ーエ ンベ ロ ープ処理に よ る 音響ホールの
響 き 改善， ペ レ ラ ワ サ ン タ ， 広林茂樹， 山淵
龍夫， 吉津喜夫， 平成 17 年電気関係学会北陸
支部連合大会講演論文集， G・9 (2005) 

6. 顔表面か ら の法線 と 顔平面 と の交点分布 を用
いた表情分類. 大属優季， 米 国政明 ， 酒井充，
丸山博， 根岸秀行， 長谷博行 : 平成 1 7 年度電
気関係学会北支連大， F・56 (2005) 

7. New Facial Coordinate System Using a Face Plane. 
衣笠学， 米田政明， 酒井充， 丸山博， 根岸秀行，
長谷博行 : 平成 17 年度電気関係学会北支連大，
F-57 (2005) 

8. 天候判別に よ る 青色案内標識の抽出. 中村亮介，
米 田政明， 酒井充， 丸山博， 西片千尋 : 平成 17
年度電気関係学会北支連大， ド58ρ005)

9. 道路案内標識の認識 ・ 理解に関する 一考察. 井
波克之， 米 田政明， 酒井充， 丸山博， 飯山暁史 :
平成 17 年度電気関係学会北支連大， F-59 (2005) 

10. モ ー シ ョ ン キ ャ プチ ャ を用 い た動作評価 ア
ドバイ ス機能に よ る評価向上一 . 石倉充， 米 田

政明， 酒井充， 丸山博， 長谷博行， 若松初 : 平

成 17 年度電気関係学会北支連大， F・60 (2005) 
1 1 . ヒ ス ト グ ラ ム に基づ く 代表色選択法 を用 い た

色分割改良. 岡本雅紘， 米田政明， 酒井充， 丸
山博， 長谷博行， 安井佐知子 : 平成 17 年度電
気関係学会北支連大， F・61 (2005) 

12. 文書画像中 の文字領域抽出に関する 一考察. 山
田健司， 米 田政明 ， 酒井充， 丸山博 : 平成 17
年度電気関係学会北支連大， F・62 (2005) 

13. 表情差分マ ッ プ特徴 を用 い た表情認識の た め
の変分ベイ ズ学習 の検討. 乙部勝， 米 田政明 ，
酒井充， 丸山博 : 平成 17 年度電気関係学会北
支連大， F-63 (2005) 

14. 複数の 自 律型 ロ ボ ッ ト を用 い た協働作業の検
討. 酒井志織， 米 田政明， 酒井充， 丸山博 : 平
成 1 7 年度電気関係学会北支連大， ド83 (2005) 

15. 画像の特徴量をベー ス と し た動画像の画質評
価モデル. 本 田 昌志， 堀 田裕弘， 村井忠邦 : 2005
年画像符号化シンポジ ウ ム(PCSJ2005)， P聞1 .03 : 
7-8 ο005) 

16. 動画像中 の ロ ーカ ノレな動き領域の検出. 松本寛
史， 柴 田啓司， 堀 田裕弘 : 2005 年画像符号化シ
ンポジ ウ ム(PCSJ2005)， P-2.04 : 1 5- 16  (2005) 

17. ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク を利用 し た符号化動
画像の画質平価モデル. 山 口 裕二郎， 柴 田啓司，
堀 田 裕 弘 : 2005 年画像符号化 シ ン ポ ジ ウ ム
(PCSJ2005)， P聞2.06 : 19聞20 (2005) 

18. 広色域静止画像の階層的 JPEG 符号化. 小松正
弘， 柴 田啓司， 堀 田裕弘 : 2005 年画像符号化シ
ンポジウム(PCSJ2005)， P-2.07 : 2 ト22 (2005) 

19. 画像の局所特徴 を利用 した静止画像の画質評
価モデ、ノレ. 佐藤雅治， Parvez Z. M. S但zad， 柴 田
啓司， 堀 田裕弘 : 2005 年画像符号化シンポジ ウ
ム伊CSJ2005)， P-5 .01 : 57幽58 (2005) 

20. MPEG-2 符号化動画像におけ る NR 画質評価モ
デル. 川 除佳和， 堀 田裕弘， 村井忠邦 : 2005 
年画像符号化 シ ンポジ ウ ム(PCSJ2005)， P-5 .02 : 
59・60 (2005) 

21 . ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク に よ る 日 本語代名 詞
の特定. 田畑雅也， 柴 田啓司 堀 田裕弘 : 側象
情報メ ディ ア学会技術報告， ME2005-2 17， Vo1.29， 
No.74， pp.5-8 (2005) 

22. HTML レイ ア ウ ト の読みやす さ に影響す る 因
子の調査. 布本村申吾， 柴 田啓司， 堀 田裕弘 : 映
像情 報 メ デ ィ ア 学会 技術報告， ME2005引9，
九勺1.29ラ No.74， pp. 13岨 16 (2005) 

23. 文書作成のた め にイ ラ ス ト 自 動選択シス テ ム .
田部井瑞恵， 柴 田啓司， 堀 田裕弘 : 側象情報メ
ディ ア学会技{�芹R告， ME2005周辺0， 泊1.29， No.74， 
pp. l7-20 ρ005) 
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24. 輪島塗を対象 と した画像の感性評価. 大向紀子，
柴 田啓司 堀 田裕弘 : 側象情報メ ディ ア学会技
術報告 ， 恥1E2005・229， ぬ1.29， NO.74ラ pp.53・56
(2005) 

25. 川 除佳和， 堀 田裕弘， 村井忠邦. 動画像品質評
価におけるクリティカリティ情報を用いたフレーム
品質補正:映像情報メディア学会 2005 年年次大会
9-5， (CDROM) (2005) 

26. 本 田 呂 志， 堀 田裕弘， 村井忠邦. 画像の特徴
量をベース と した動画像の画質評価モデル : 映
像情報 メ デ ィ ア 学会 2005 年年次 大 会， 9ゐ
(CDROM) (2005) 

27. 輪島塗の感性評価. 大向紀子， 柴 田 啓司 ， 堀
田裕弘 : 平成 17 年度電気関係学会北支連大， F・6
(2005) 

28. 品質保障型の解像度変換型 JPEG 符号化. 瀬山
大祐， 柴田啓司， 堀 田裕弘 : 平成 17 年度電気関
係学会北支連大， F-7 ο005) 

29. H.264 符号化動画像の主観画質評価解析. 金子
宜史， 柴田啓司 堀 田裕弘 : 平成 17 年度電気関
係学会北支連大， F-8 ο005) 

30. 挿入カ ッ ト 自 動選択 シス テ ム の構築. 田 部井
瑞恵、， 柴 田啓司， 堀 田裕弘 : 平成 17 年度電気関
係学会北支連大， F-34 (2005) 

31 . カ メ ラ 付き 携帯電話にお け る 高品質な色再現.
稲津佑大， 柴 田啓司， 堀 田裕弘 : 平成 1 7 年度電
気関係学会北支連大， F・35 (2005) 

32. 高 階調静止画像 の 階層 的符号化. 小松正弘，
柴田啓司， 堀 田裕弘 : 平成 17 年度電気関係学会
北支連大， F・36 (2005) 

33. 可変 ブ ロ ッ ク サイ ズ符号化画像の画質評価モ
デノレ. 佐藤雅治， 柴田啓司， 堀 田裕弘 : 平成 17
年度電気関係学会北支連大， F・37 ο005)

34. X 線 CT 画像におけ る鮮鋭度の定量化. 小林崇，
柴田啓司， 堀 田裕弘 : 平成 17 年度電気関係学会
北支連大， F-38 (2005) 

35. ニューラルネットを利用した符号化動画像の画質
評価モデル. 山 口 裕二郎， 柴 田啓司， 堀 田裕弘:
平成 17 年度電気関係学会北支連大， F-39 (2005) 

36. ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク を用 いた 日 本語代名
詞の特定. 田畑雅也 柴田啓司， 堀 田裕弘 : 平
成 1 7 年度電気関係学会北支連大， ド107 (2005) 

37. HTML にお け る 自 動 レイ ア ウ ト 生成のた め の
読みやす さ に影響す る 因子の調査. 布村伸吾，
柴 田啓司， 堀 田裕弘 : 平成 17 年度電気関係学会
北支連大， ド108 (2005) 

2004年�2005年研究業績一覧

マルチモーダル情報工学大講座

教 授 中 嶋 芳 雄
教 f王3立ζ 袋 谷 賢 吉
助 教 授 三 日 市 政 司
;茸 師 高 松 衛
技術職員 大久保 篤 志

著書

1 .  人間工学の百科事典. 中嶋芳雄 (他) : (大久保
尭夫編， 丸善出版) ο005)

原著論文

1. 照度 レベルを考慮 し た短時間 呈示条件下 に お
け る 最適表示色数 LED 情報板にお け る . 高
松衛， 中嶋芳雄， 中島賛太郎， 三間賢一 : 電気
学会論文誌 A， ぬ1. 125 ， No. l 2 : 1 065-1066 (2005) 

2 .  Measuring the Full Limits ofPanum's Fusional Area 
in Retinal Fovea D. Qin， M. Takamatsu， Y. 
Nakashima， Y. Horita : 百le Journal of The Institute 
of Image Information And Television Engineers， 
Vo1.59， No.2 : 324・326 (2005) 

3 .  Analysis of Human Binocular Fusional Area in 
Retinal Fovea. D. Qin， M. Takamatsu， Y N北ashima，
Z. Katoh， Y Fl水uta 百le Japanese journal of 
Ergonomics， Vo1.4 1 : No.4， 1 98-202 (2005) 

4. 入浴剤の色相 に よ る 心理効果の定量化. 高松衛，
中嶋芳雄， 藤井侃， 佐伯行紀， 宮本博幸， 三上
寿枝 : 電気学会論文誌 A， ぬ1. 125 ， No.2 : 1 87-1 88 
(2005) 

5. 色差が視覚探索へ及 ぼす影響 に 関す る 研究.
佐々 和博， 稲 田 将二， 高松衛， 中嶋芳雄 : 視覚
の科学， \ゐ1.26， No.2 : 29-32 (2005) 

6. 視覚的イ ン タ フ ェ ー ス モデ、ルにお け る 色 の数
と 彩度が視覚探索に及ぼす影響. 佐々 和博， 川
口 敦子， 稲 田 将二， 高松衛， 中嶋芳雄， 加藤象
二郎 : 視覚の科学， Vo1.26 ， No止 33・38 ο005)

7. 金沢市近江町市場の再整備事業 に伴 う 屈舗照
明 と 色彩に関する調査研究. 中嶋芳雄 : 北陸都
市史学会， NO. l l : 1 - 10 ο005) 

プロ シーディ ング等

1 .  Research on the LED Display Board for 
Barrier-Free -Which Considered 日derly People-. 
M. Tak創natsu， Y. Nakashima， S. N北ajima， K. 
Mima， T. F吋iぬ The 5th Lux Pacifica， Caims， 
Australia: 2 1 3-2 16  (2005) 

2. Evaluation of Influence on Visual Information 
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Processing by Auditory Load. S. Ina由， K. Sassa， M. 
Takamatsuラ Y. N北部hllna: The ヂ Lu:x Pacifica， 
Caims， Aus仕alia : 1 6 1 ・ 1 62 (2005) 

3. Psychophysi伺1 Evaluation of Color Rendering 
E能ct for Landscape Lighting. Q. Yang， M. 
Takamatsuラ Y. Nakashima， Y. Hori民 百le 5th Lu:x 
Pacifica， Cairns， Aus仕alia : 205-208 (2005) 

4. Analysis of Evaluation of 0句ect Color in Dense 
Fog. B. A. Kumiwan， M. Takamatsu， Y. N北部副ma，
S. Yos凶hara: 百le 伊 Lu:x Pacifica， Cairns， 
Australia: 209-212  (2005) 

5. Presen凶ion Time and Optimum Number ofDisplay 
Colors - In Case of LED Tra:ffic Board - .  Y. 
Nak出.hima， M. Takamatsu， S. Nakajima， K. Mima: 
百le ヂ Lu:x Pacifica， Caims， Australia: 2 17-220 
(2005) 

6. Analysis of Disparity Limit for Binocular Fusion 泊
Retinal Fovea. D. Qin， Y. Nakashima， M. Takamatsu， 
M. Iizuka: The ヂ Lu:x Pacifica， Caims， Australia: 
22 1 聞224 (2005) 

7. Analysis of Wavelen耕1 Difference Limit for 
Binocular Color Fusion， X. Qin， Y. N池田hllna， M. 
Takamatsuラ D. Qin， K. Sassa， Z. Katoh: The 5th Lu:x 
Pacifica， Cairns， Australia: 225・228 (2005) 

8. A S加dy of Optimal LCD Display Color for the 
Elderly. 工 Fuji民 M. T:北ama臼U， Y. Nakashima: The 
5出 Lux Pacifica， Caims， Australia: 229-23 1 (2005) 

9. E自己cts of Chromaticity and Number of Colors on 
Visual User's Inter命ce. K. S出sa， S. Inada， M. 
Takamatsu， Y. N北部.hima: 百le ヂ Lu:x Pacifica， 
Caims， Australia: 247-250 (2005) 

10. Research on the Lighting Display Board for 
Barrier-Free Which Considered Elderly People. M. 
Takamatsu， Y. Nakashima， S .  Nakajima， K. Mima， 
T. F吋ita: 5血 Conference on Gerontechnology， 
Nagoya， Japan: CD-ROM (2005) 

1 1. A Study of Optimal LCD Display Color for the 
日derly using Cataract Experience Goggles. T. F吋i民
M. Takamatsu， Y. Nakashima: ヂ Conference on 
Gerontechnology， Nagoya， Japan: CD-ROM 
(2005) 

12. LED Traffic Signal Light which Considered People 
of a Low Vision. M. Kaburaki， Y. N北ashima， M. 
Takamatsu， K. Mima， S. Nakajima: ナ Conference
on Gerontechnology， Nagoya， Japan: CD-ROM 
(2005) 

13. Full Analysis of Human Binocular Fusional Area in 
Retinal Fovea.D. Qin， M. Takamatsu， Y. Nakashima， 
K. Sassa， Z. Katoh: 5血 Conference on 

Gerontechnology， Nagoya， Japan: CD-ROM 
(2005) 

14. Psychophysical Estimation of Depth Per，印ption
Caused by Modifiying Gradation of Depth M叩
Images for Computer-Generated Stereogram. M. 
Ii剖ka， y. Ookuma， Y. Nak出hima， M. Takamatsu: 
CIE Midterm Me氾:ting， Leon， Spain: (2005) 

15. Safety Me出町田 of Golf Courses-Fact-Finding 
Survey on Golf Courses in Germany， in Spain on 
Questionnaire. S. Y oshihara， H. Aoyama， M. Miur孔
K. Miura， K. Noguti， K. Aki民 K. Nishida， Z. 
Katoh， Y. Nak出凶na， H. Yangja， R. Kyoug : 10th 
Annual Congress of the ECSS， Belgrade， Serbia: 
(2005) 

その他の論文

1. 照度視環境を考慮 した最適表示色数に 関す る
研究 LED 路情報板におけ る 一 . 高松衛， 高
橋陽一， 中嶋芳雄， 中 島賛太郎， 三間賢一 : 第
38 回 照 明 学会全国大会講演論文集 : 1 68-1 69 
(2005) 

2.  歴史的建築物 にお け る 最適照明 に 関す る 基礎
的研究. 楊秋野， 高松衛， 中嶋芳雄 : 第 38 回
照明学会全国大会講演論文集 : 1 8 ト 1 82 (2005) 

3. と や ま の街並み景観選 定 に 関す る 研究 昼
景 ・ 夜景 . 河野弘行， 高松衛， 中嶋芳雄 : 第
38 回 照 明 学会 全 国 大 会講演論文集 : 1 83・ 1 84
(2005) 

4. 夜間都市景観照明 の演色効果に関する研究. 山
崎博史， 高松衛， 中嶋芳雄 : 第 38 回照明学会
全国大会講演論文集 : 1 85・1 86 (2005) 

5. 水溶液の色相 と 心理効果 に 関す る 基礎的研究
一入浴剤におけ る 一 . 銭蘭慧， 高松衛， 中嶋芳
雄， 藤井侃， 佐伯行紀， 宮本博幸， 三上寿枝 :
第 38 回照明学会全国大会講演論文集 : 1 87・ 1 88
(2005) 

6. 極微小視角 にお け る 色覚特性 に 関す る 研究 一
周辺視におけ る . 
熊木啓太， 高松衛， 中嶋芳雄 : 第 38 回照明学
会全国大会講演論文集 : 1 89・190 (2005) 

7. 暗}I頃応過程 にお け る 物体色に対す る 色覚特性
の推移に関する 基礎的研究. Jiang Shu， 千代和
夫， 平井義崇， 高松衛， 中嶋芳雄 : 第 38 回照
明学会全国大会講演論文集 : 19 1 - 192 (2005) 

8. 両眼色融合限界の定量化に関する研究 秦小琳，
野原信二， 高松衛， 中嶋芳雄 : 第 38 回照明学
会全国大会講演論文集 : 193圃 1 94 (2005) 

9. Binocular Disp出.ty Limits in Three姐dimensional
Display Systerns. 
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D. Qinヲ M. Takamatsu， Y. Nakashima: Proceedings 
of 2005 Annual Conference of 百le Illuminating 
Engin田r泊g Institute of Japan: 195・196 ο005)

10. 聴覚情報が視覚探索へ及 ぼす影響に 関す る 研
究. 稲 田 将二， 高松衛， 中嶋芳雄， 佐々 和博 :
第 38 回照明学会全国大会講演論文集 : 1 97・ 1 98
(2005) 

1 1 . Visual Characteristics of Color LED Light 泊 Dense
Fog. B. A. Kurniwan， M. Takamatsu， Y. 
Nakashima: Proceedings of 2005 Annua1 
Conference of 百le Illuminating Engineering 
Institute of Japan: 199同200 (2005) 

12. LED 電光表示板の視認特性 と 最適表示輝度 に
関する研究. 石村友樹， 高松衛， 中嶋芳雄， 中
島賛太郎， 三間賢一 : 第 38 回照明学会全国大
会講演論文集 : 20 1 -202 (2005) 

13. 高齢者の視覚 に配慮、 した視覚バ リ ア フ リ ー用
電光表示板に関する 基礎的研究. 松原俊太郎，
梅野恵， 高松衛， 中嶋芳雄， 中島賛太郎， 三間
賢一 : 第 38 回照明学会全国大会講演論文集 :
203岨20 1 (2005) 

14. 色覚ノミ リ ア フ リ ー用 LED 式交通信号灯の視認
性向上に 関す る 基礎的研究. 鏑木真， 高松衛，
中嶋芳雄， 三間賢一， 中島賛太郎 : 第 38 回照
明学会全国大会講演論文集 : 205-206 (2005) 

15. HID 前照灯 と 視覚反応に 関する研究. 加藤象二
郎， 福 田康明， 藤田雅人， 古沢亮， 斎藤真， 中
嶋芳雄， 高松衛 : 日 本人間工学会第 46 回大会 :
(2005) 

16. 運転時姿勢変化 と 加重比率変化 と の関係. 加藤
象二郎， 大西A範和， 福 田康明， 中嶋芳雄， 高松
衛 : 日 本人間工学会東海支部 2005 年研究大会
論文集 : 20-21 (2005) 

17.  HID 前照灯に よ る 瞳孔反応に関する研究 加藤
象二郎， 福 田康明 ， 斎藤真， 中嶋芳雄， 高松衛，
藤 田 雅人， 古沢亮 : 日 本人間 工学会東海支部
2005 年研究大会論文集 : 40-4 1 (2005) 

18. フノレカ ラ ーLED 表示板に対す る 視認J性 と 表示
輝度の最適化に 関する研究. 石村友樹， 中嶋芳
雄， 高松衛， 中嶋賛太郎， 加藤象二郎 : 日 本人
間 工学会東海支部 2005 年研究大会論文集 :
42-43 (2005) 

19. 色覚障害者に配慮 したバ リ ア フ リ ー用 LED 式交
通信号灯に関する研究. 鏑木真， 高松衛， 中嶋
芳雄， 三間賢一， 福 田康明 : 日 本人間工学会東
海支部 2005 年研究大会論文集 : 80-8 1 (2005) 

20. LED 信号機の色覚障害対応に 関する 基礎的研

究. 三間賢一， 高松衛， 中嶋芳雄 : 平成 1 7 年
度電気関係学会関西支部連合大会 : (2005) 

2004年�2005年研究業績一覧

21 . 北陸の色彩 と 癒 し. 高松衛 : J照明学会誌， Vo1.89， 
No.7 : 377-379 (2005) 

22. 雪国の景観照明におけ る 演色効果. 中嶋芳雄 :
照明学会誌， Vo1.89， No.7 : 380・382 (2005) 

23. 富山大学工学部知能情報工学科 中嶋 ・ 高松研
究室 . 中 嶋芳雄 : 照 明 学会誌 ， 、To1.89 ， No.7 : 
393・394 (2005) 

24. 悪天候下にお け る 交通事故防止 を 目 指 して. 中
嶋 芳 雄 : 照 明 学 会 誌 ， ぬ1.89 ， No.9 : 622-623 
(2005) 

25. 霧粒子直径が色光の識別 に 及 ぼす影響に 関す
る 研究 . 高 松衛 : 照 明 学会誌， Vo1.89 ， No.9 : 
646-648 (2005) 

特許・ 賞
1 .  日 本人間工学東海支部 『高 田賞Jl. 石村友樹， 中

嶋芳雄， 高松衛， 中嶋賛太郎， 加藤象二郎 (2005)
2. 日 本人間工学東海支部 『高 田賞J]. 鏑木真， 高松

衛， 中嶋芳雄， 三間賢一， 福 田康明 (2005)
3. 照明学会北陸支部優秀学生論文賞 鏑木真， 高

松衛， 中嶋芳雄 ρ005)
4. 照明学会北陸支部優秀学生論文賞. 稲 田将二，

高松衛， 中嶋芳雄 (2005)
5. 産学官交流会 『優秀ポス タ ー賞J]. 中嶋芳雄， 高

松衛 (2005)
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原著論文

1 .  A Hierarchy for Integrable Eq回íions of Stretched 
Vortex Filament. Kimiaki Konno Hiroshi K北uha臥
J. Phys. Soc. Jpn. Vo1.74ラ 1427-1430， (2005) 
N Soliton Solution of Integrable 
Di民rentia1-Difference Equation. Masashi Ito， 
Kimiaki Konno， Hiroshi Kal叩ha民 J. Phys. Soc. Jpn. 
九To1.74ラ No.7， 1 973-1979， (2005) 
A New Integrab1e Eq田1ion and Its Hierarchy. 
Kimi北i Konno， Ryousuke Asai aHiroshi Kal叩ha民
J. Phys. Soc. Jpn. \ゐ1.74， No.7， 1 88 1 ・ 1 882， (2005) 
A Positively Self-feedbacked Hopfield Neural 
Network Architecture for Crossbar Switching. Yong 
Li， Zheng Tang， Guangpu Xia， and Ronglong Wang: 
IEEE Transactions on Circuits and Systems 1， Vo1.52， 
No. l : 200-206 (2005) 
Maximum Neural Network with Nonlinear 
Self-Feedback and Its Application to Maximum 
Independent Set Problem. Jiahai Wang， Zheng Tang， 
and Xinshun Xu: IEEJ Trans. EIS， V01. 1 25， No.2 : 
3 14・320 (2005) 
An Efficient Neural Algorithm for Two-layer 
Planarization Problem in Gr特設 Drawing. Xinshun 
Xu， Zheng Tang， Jiahai Wang， Ronglong Wang， and 
Guangpu Xia: IEEJ Trans. EIS， Vo1. l 25， No.2 : 
47 1 -477 ο005) 
A Binary Hopfield Neural Network with Hys匂resis
for Large Crossbar Packet帽Switches. Guangpu Xia， 
Zheng Tang， Yong Li， and Jiahai Wang: 
Neurocomputing， Vo1.67: 4 17-425 (2005) 
A Discrete Competitive Hopfield Neural Network 
for Cellular Channel Assignment Problem. Jiahai 
Wang， Zheng Tang， Xinshun Xu， and Yong Li: 
Neurocomputing， 泊1.67: 436-442 (2005) 
A Method to Improve the Transiently Chaotic 
Neural Network. Xinshun Xu， Zheng Tang， and 
Jiahai Wang: Neuro∞mputing， Vo1.67: 456-463 
(2005) 

10. 細胞死を考慮 した多値免疫的ネ ッ ト ワ ー ク . 山
口 貴之， 庸 政 : 電気学会論文誌 C， ぬ1. 1 25 ，

No.4 : 666-672 (2005) 
1 1 .  An Immune Network with TH Cell Function and Its 

Applications ω Pattem Reco伊ition. H. T:釘nura， S. 
Ukon， Z. Tang， 組d M. Ishii: Electronics and 
Communications in Japan (part III: Fundamental 
Electronic Science)， 、To1.88， Issue 1 0: 12-22 (2005) 

12. An Modified Error Function for the Complex-value 
Backpropagation Neural Networks. Xiaoming Chen， 
Zheng Tang， and Songsong Li: Neural Info口nation
Processing-Letters and Reviews， 九To1.8， No. 1 :  1 -8 
(2005) 

13. Lagrangian 0吋ect Rel出ation Neural Network for 
Combinatorial Optimization Problems. H. Tamura， 
Z. Zhang， X. Xu， M. Ishii， and Z. Tang: 
Neurocomputing， Vo1.68 : 297-305 (2005) 

14. An Improved Neural Network Algorithm for 
Broadcast Scheduling Problem in Packet Radio 
Networks Networks. Weixin Bi， Zheng Tang， Jiahai 
Wang， and Qip泊g Cao: Neural Information 
Processing-Letters and Reviews， 九ゐ1.9， No. l : 23-29 
ο005) 

15.  Avoiding the Local Minima Problem in 
Backpropagation Algorithm with Modified Error 
Function. Wei対n Bi， Zheng Tang， Xugang Wang， 
and Hiroki Tamura: IEICE Trans. Fundamentals， 
Vol.E88-A， No. 12 : 3645・3653 (2005) 

16. A Modified Error Function Backpropagation 
Algorithm for Complex-value Neural Networks. 
Xiaoming Chen， Zheng Tang， and Songsong Li : 
Intβmational Journal of Neural Systems， V01. 1 5， 
No.6 : 435-443 (2005) 
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2. 

3. 

4.  

5. 

国際会議
1 .  Empirical Horopter determined by fusion time. M. 

Ishii， H. Tamur丸 and Z. Tang: Vision Sciences 
Society 5th Annual M即位19， FL， USA， 5(2005) 

6. 

その他の論文

1. エ ラ ーパス の部分列 の シ フ ト を用 い た畳込み
符号のエ ラ ー ト レ リ ス の構成. 田 島E登， 沖野
浩二， 宮腰 降 : 第 28 回情報理論 と その応用 シ
ンポジ ウ ム予稿集， pp.773・776 (2005) 
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7. 

8. 

9. 



1. McEvil弘 S. Ishih創(l and M. Endo， : Int. 1. Fatigue， 
Vo1.27 : pp.862-866 (2005) 
Predicting Sliding w悶r beha吋our of a tin-based white 
metal under varying pressure 加d speed conditions. Y. 
Tachi， S. Ishi加ra， K. TamlUヨラ 工 Goshima and A. 1. 
McEvil弘 : IMech E， Pぽt J， Journal of Tribology， ぬ1
219  : pp. 45 1 -457 (2005) 
熱応力 を伴 う 転が り 接触に よ る き 裂面摩擦を考
慮、 した三次元内部9頃斜き裂の進展挙動. 清水理能p
五嶋孝仁， 内 山隆嗣， 石原外美 : 日 材幾械学会論
文集 (A 編) ， 7 1 巻， 7 1 1 号， : pp. 126-133 (2005) . 
C即 積層板の冷却過程における熱粘弾性野洋
動の境界要素角特庁， 清水理能， 五嶋孝仁， 講堂康
史朗， 荒井政大 : 計算数理工学論文集， Vo1.5 ， 
No.2， : pp. 1 57聞160 (2005) . 

1 1 .  Fatigue 企acωre pro印:ss of a high-carbon-chromium 
bearing steel in ultra-long life regime， L. Lu， K. 
Shiozawa， Y. Morii and S. Nishino， Acta Metallurgica 
Sini伺ラ Vo1.41 ， No. l 0， pp. l 066-1072 (2005) . 
2 次元切削の可視化に よ る切削現象の研究 竹島
卓哉， 森田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大山嵐佐 :
石跡土加工学会誌， 49 巻， 1 号 : 24・29 (2005) 

13 .  Nanoscale Fabrication in Aqueous Solution using 
Tribo判anoli血ogrョphy. 1. W Park， D. W Lee， N. 
Kawasegi， N. Morita : Journal ofthe Korean Society of 
Precision Engineering ， Vo1.22 No.2 : 194-201 

(2005) 
14. プ レス成型法に よ る 粉末寒天配合乾式切断砥石

の開発. 南部直樹， 陶 永文， 森田 昇， 永井長
三 森 幹， 野呂良久， 岸本幸宏， 吉田嘉太郎 :
制動日工学会誌， 49 巻， 3 号 : 163-169 (2005) 

15. アル ミ ニ ウ ム合金の高速切削 にお け る 工具材種
の影響. 竹島卓哉， 柴田寿仁， 森田 昇， 山 田 茂，
高野 登， 大山嵐色 安岡 学， 石金清英 : 樹立
加工学会誌， 49 巻， 5 号 : 254-258 (2005) 

16. ナ ノ ス ケール機械加工 と 化学エ ッ チ ン グを併用
した 3 次元極微細構造形成 (第 3 報， エ ッ チング

加速作用の FIB 照射条件依存性 と 3 次元極微車問蒔
造形成への応用. 川堰宣隆， 森田 昇， 山 田 茂，
高野 登， 大山通話色 芦 田 極， 谷 口 淳， 宮本
岩男 : 日 本機械学会論文集 ( C編) ， 71 巻， 705 
号 : 1754-1759 (2005) 

17. ナ ノ ス ケール機械加工 と 化学エ ッ チ ン グ、を併用
した 3 次元樹般車酎茸造形成 (第 4 報， マ ス キ ン グ
作用 のメ カ ニズ、ム) . 川堰宣隆， 森田 昇， 山 田
茂， 高野 登， 大山離陸， 芦 田 極， Jeong �∞ 
PARK : 日 本機械学会論文集 (C編) ， 71 巻， 706 

号 : 2035-2040 (2005) 
ナ ノ ス ケール機械加工 と 化学エ ッ チ ン グマを併用

2004年�2005年研究業績 覧

機械知能シス テ ム 工学科
8. 

諒十生産工学講座

9. 

ハリ咽EEA

司
仁
美
昇
茂
夫
一
登
夫
能
雄
雄
信

哲
理
和
達
敏

賢
孝
外

木
嶋
原
田
田
辻
野
野
田
水
谷
山
坂

則
精

松
玉
石
森
山
高
西
高
曾
清
室
大
友

教 授
教 授
教 授
教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 手
助 手
助 手
技棚哉員
技伺哉員
指摘拐、

12. 
著書

1. 疲労試験， 塩津和章， 機械工学便覧 α 3 ( 日 材幾
械学会編， 丸善， 東京， 日 本) ， pp. l 80-1 83 (2005) . 

1 8. 

17 -

原著論文

1. 摩擦熱を伴 う 転が り 接触に よ る 三次元内部傾斜
き 裂の進展挙動. 清水理能， 五嶋孝仁， 内山隆嗣，
石原外美: 日 ;材紺戒学会論文集 (A 編) ， 7 1 巻，701
号: pp. l08-1 1 5  (2005) . 
加熱転が り 接触を受 け る 被覆材表面複数き 裂の
干渉効果. 五嶋孝仁， 石原外美， 清水理能， 塚田
安喜: 日 村幾械学会論文集 (A 編) ， 71 巻，705 号t
pp.755帽762 (2005) . 
Thermal Shock Induced Microcracking of Cermets 
and Cemented Carbides. S. Ishihar九 H. Shiba民 主
Goshima and A. 1. McEvily : Scripta Materialia， Vo1. 
52/7 : pp 559-563 (2005) . 
創造性を養 う 設計教育の企画 と 実践.J 1 1 口 清司， 石
原外美， 谷 口 泰一:工学教育:pp.69・76 (2005) . 
Effect of s悦ss ratio on fatigue behavior of bone. M. 
0凪 S. Ishihar九 C. Fleck， 工 Goshima and D. Eifler， : 
Irnech， 1. of bioenginee巾g in Medicine， 九'01. 2 19  : 
pp. 13-22 (2005) . 
原 子 間 力 顕微鏡 に よ る 押 出 ア ル ミ ニ ウ ム合金
2024T3 の疲労過程にお け る微小き裂の発生 と 進
展挙動. 石原外美， 坂晋二， 柴田博司， 五嶋孝仁 :
日 本機械学会論文集 (A 編) ， 71 巻，703 号 :

pp.479-485 (2005) 
An analysis ofMultiple Two-Step Fatigue 1ρading. A. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 
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した 3 次元和現財樹高圭形成 (第 5 報， マス ク 層の
加工条件依存性) . 川堰宣隆， 森田 昇， 山 田 茂，
高野 登， 大山達雄， 芦 田 極 : 同機械学会論
文集 ( C編) ， 7] 巻， 706 号 : 2041-2046 (2005) 

] 9. Etch Stop of Si1icon Surface Induced by 
Tribo-Nano1ithography . N.Kawasegi ， N.Morita ， 
S.Yamada ， S.Yamada ， N.Takano ， T.Oyama ， 
K.Ashida : Nanotechno1ogy 泊1. 16 NO.8 : 14日朝1414

包005)
20. ビスマス添加銅合金の ド リ ノレ力日工. 村井昭二 森

田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大山嵐佐， 東 哲
也 : 銅 と 銅合金， 44 巻 : 23 1-234 (2005) 

2 1 .  Nanosca1e Fabrication in Aqueous KOH Solution 
Using Tribo・Nano1ithography. N. Kawasegi， 1. W. 
Park， N. Mori匂， S. Yamada， N. Takano， 工 匂ama，
K. Ashida : Joumal ofVacuum Science and Techno1ogy 
B ぬ1.23 NO.6 : 247] -2475 (2005) 

22. Mg-A1-Zn 系合金切削チ ッ フ熟間押出材の表面性
状の改善 : 曾 田哲夫， 高辻則夫， 松木賢司 他，
軽金属， 5 3 巻- 9 号， pp.400-404， (2005) . 

23. 熱間押出 し加工中 の押出 し金型変形に 関す る 研
究 : 森 努， 高辻員iJ夫， 松木賢司 他， 塑性 と 加
工， 4 6 巻- 5 3 7 号， pp.45-49， (2005) 

24. 熱間押出 し加工におけ る金型変形の FEM 解析
アル ミ ニ ウ ム熱間押出 し加工中 の押出 し金型変
形に関する研究 第 4 報ー. 森 勉， 高辻則夫， 松
木賢司， 会田哲夫， 室谷和雄 : 塑性 と 加工， 46， 
537 : pp.967四971 (2005) . 

25. Improving the superp1astic properties of a two・phase
Mg-8% Li alloy through processing by ECAP， 
M.Fぽui， C.x民 主Aida， M.Inoue， H.Anada and 
T.GLangdon: Mater. Sci. Eng.， A :  410-4 1 1  pp.439-442 
(2005) . 

プロシーディ ング等

1 . 百le Influence ofBiaxia1 S町ss on the Fatigue Behavior 
of Defect-Containing Stee1s. A. 1. McEvily， M. Endo 
and S. Ishiliara : in Proc. ICF 1 1th CD-ROM， Edited by 
Pro王 A1berω Carpinteri， Turin， March 20-25 (2005) .  

2. 1百11児ermo.羽.
Boωun凶1吋dary Element Method . Masahiro ARAI， 
Masayoshi SHI恥位ZU， Takeshi SUI\但DA
Proceedings of the S訟仕1 Intemational Congress on 
Thermal Stress白ラ : pp. 145・148 . Vienna， Aus仕ia， May 
26-29 (2005) .  

3 .  Thermomechanica1 E自己cts on Rolling Contact Fatigue 
Liた for Su由ce Pitting. Takahito GOSHIMA， Sotomi 
ISHIHARA， Masayoshi SH品位ZU : Proceedings of 
the Sixth Intemationa1 Congress on 百lerma1 Stresses 

pp. 257・260. Viennaラ Austria， May 26-29 (2005) .  
4. 官官民 Dimensional Intβmal Inclined Crack Grow也

Behavior due to Repea刷 Rolling Contact with 
百lermal S紅白ses by Frictional H伺住宅 Masayoshi 
SHIl\配U， Takahito ∞S団MA， R刈i UCHJY;刷A，
Sotomi ISHIHARA Proc田dings of the S訟仕1
Intemational Congress on Thermal Stresses : pp. 
3 1 7・320. Vienna， A山剖a， May 26-29 (2005) .  

5. Cyclic Crack Grow仕1 Behavior under Repeated 
Thermal Shock in Cemented Carbides (Comparison 
with those under Mechanical Fatigue Tests ) .  S. 
Ishihara， H. Shibata and T. Goshima : Proceedings of 
the Six白 International Congress on 百lermal S悦sses，
V01. 1 : pp . 273圃276 . Vienna， Aus仕ia， May 26・29，
(2005) .  

6. Effects ofMicrostructures in a Material on 社le Thermal
S加:sses Induced by Thermal Shock. H. Shiba凪 S.
Ishihara and 工 Goshima : Proceedings of the S区出
Intemational Congress on Therma1 S悦sses. ぬ1. 1 : pp. 
139-142，  ， Vienna， Aus凶a， May 26幽29 (2005) . 

7. On the corrosion予it grow血 behavior during ∞ロ"Osion
fatigue pJ1ωess of aluminum al1oy， S. Ishmara， S. S法a，
Z. Y. Nan， 工 Goshima， H. Shibata and H. Tei : Pr，∞. of 
Advanced Materialsラ Deve10pment & Perfonnance 
Conferenceラ Auckland， New Zealand， July， 1 1 ・ 13
(2005) . 

8. Fatigue fracture process of a high carbon-chromium 
bearing stee1 in u1tra-long life regime， L. Lu， K. 
Shiozawa， Y. Morii and S. Nishinoラ Proc. of the 21  st 

National Symposium on the Reliability of Materials 
and Struc加民 pp.69-74 (2005) 

9. Re1iabi1ity evaluation of SUJ2 in 10ng life regime by 
the m叫ti-type axia1 白íigue testing mac悩ne， 工 Sakai， R. 
TaI也awa， 工 Furusawa， M. Nakajima， K. Shiozawa 
and N. Oguma， Proc. of the 21st  National Symposium 
on 也e Reliability of Materia1s and Struc制限s， pp.75・80

(2005) . 
10. Nanomachining by Cantilever with Diamond Tip 

Using Atomic Force Micros∞py. N.Kawasegi， 
N.Takano， D.Oka， N.Morita， S.Yamada， K.K組da，
S.Takano， T.Oba匂， K.Ashida : Proceedings of 
百le 2nd JSME/AS恥伍 International Conference on 
Materia1s and Processing 2005 : N刊f・6 (2005) 

1 1 .  Deep Structure Fabrication ofSi1icon Utilizing 
High-Energy lon Irradiation Follow<吋 by Wet
Chemica1 Etching. N. Kawasegi， N. Morita， S. 
Yamada， N. Takano， T. Oyama， S. Momota， 1. 
Tar首guchi， 1. 恥1iyamoto : Proceedings of Intβmationa1 
Conference on Leading Edge Manufac加ring in 21st 
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Cenωry : 817・822 (2005) 
12. Nano-order Rapid Patteming of Q凶血 Surface Using 

Focused lon Beam. 1. 11街並guchi， 工 N法ao， Y. Kogo， 
I. Miyamoω， N. Kawasegi， N. Morita， S. Momota : 
Proc田d加gs of Intemational Conference on Leading 
Edge Manu恥刷出g in 21st Cen旬ry : 823-826 (2005) 

13 .  Diamond Tip Cantilever for Micro/Nano Machining 
based onAFM. l .  1. W P;ぽk， D. W Lee， N. Takano， 
N. Morita : Proceedings ofICAお12005 : 79-84 (2005) 

国際会議

l .  Effect ofBanded Te双U陀 on Fatigue Behavior of AZ3 1 
Extruded M句界esium Alloy. S. Ishihar丸 Z.Y. Nan， 工
Goshima and B. L. Ding : Proc. 12血 Asian Symposium 
on Ecotechnology， Shenyang， China， Aug. 28-30 
(2005) . 

2. lon Beam Lithography by Use ofHighly Charged Ar 
Ion Beam . S 
1.11泊甘gu山chi， I.Miyamoto， H.ohno， N.Morita， 
N.Kawasegi : 1 1111 Intemational Conferrence on lon 
So町田 : (2005) 

その他の論文

l .  アル ミ ニ ウ ム合金 2024-T3 押出材の疲労き裂発生
と 進展挙動に及ぼホ縞、槻』織の影響 坂晋二， 石
原外美， 五嶋孝仁， 駒里子健太 : 日 ;材鰍学会北陸
信越支部第 42 期総会 ・ 講演会論文集， NO.047-1 : 
pp7-8 (2005) . 

2. FC250 の摺動摩耗欄需. 舘ゆか り ， 石原外美， 玉
嶋孝仁， 坂上友一 : 日 本機械学会北陸信越支部第
42 期総会 ・ 講演会論文集， NO.047・1 : pp.253開254

(2005) 
3. 単一大荷重負荷後の疲労き 裂進展の遅延機構

(SEM に よ る き裂先端部の直接観察) . 石坂祐輔，
石原外美， A.J.McEvily， 五嶋孝仁， 孫崎敬太 : 日
ヰ三樹戒学会北陸信越支部第 42 期総会 ・ 講演会論
文集， NO.047・1 : pp.3-4 (2005) 

4. 超音波法に よ る 生体骨の骨密度， 骨剛性の測定.
丁柏林， 石原外美， 小創憂太， 柴田博司， 五嶋孝
仁 : 日 オ司掛戒学会北陸信越支部第 42 期総会 ・ 講
演会論文集， No.047・1 : pp. l63・164 (2005) 

5. Ti-6Al-4V 合金平滑材の微小疲労き裂発生 ・ 進展
挙動に関する研究 駒野健太， 石原外美， 五嶋孝
仁， 坂晋二 : 日 本機械学会北陸信越支部第 42 期
総会 ・ 講演会論文集， NO.047-1 : pp. l -2 (2005) 

6. 圧入工程におけ る 短円柱の応力解析. 森脇稔仁，
清水理能， 五嶋孝仁， 扇嘉哉， 麦島芳明 : 日 本磯
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2004年�2005年研究業績一覧

械学会北闘言越支部第42 期総会 ・講演会論文集，
NO.047-1 : pp.271 ・272 (2005) 

7. 薄目鄭皮覆ディ ス ク の摩擦摩耗特性. 天野恒， 五嶋
孝仁， 清水理能 : 日 ;刺繍戒学会北陸信越支部第 42
期総会 ・ 講演会論文集， NO.047・1 : pp.273-274 

。005)
8. 境界要素法に よ る CFRP 積層板の硬化時にお け る

熱粘弾性変形動解析. 講堂康史朗， 清水理能， 五
嶋孝仁， 荒井政大 : 2005 年度年次大会講演論文集，
No.05-1 ， 泊1. 1 : pp.241-242 (2005) . 

9. 回転移動開虫を受ける被覆円板の応力角材斤. 山下
雄一， 五嶋孝仁， 清水理能， 石原外美 : 2005 年度
年次大会講演論文集， NO.05・1 ， Vo1. 1 : pp.255-256 

(2005) . 
10. 転が り 接触に よ る き 裂面摩擦を考慮 した三次元

内部き裂の進展挙動. 清水理能， 五嶋孝仁， 内山
隆嗣 : M&M2005 材料力学カ ンフ ァ レンス講演論
文集， No.05-9 : pp.8 1 -82 (2005) . 

1 l . 鍛造 白鋳鉄の超長寿命疲労強度特性に 関する研
究， チェ カ イ ロ ア ダノ\ 塩津和章， 西野精一，
日 本機械学会北陸信越支部第 42 期総会講演会講
演論文集， pp. 9-10 (2005) . 

12. 高速度工具鋼 S陪f5 1 の長寿命疲労強度特性に及
ぼす応力比の影響， 谷内康之， 西野精一， 塩津和
章， 日 卒者搬学会北陸信越支部第 42 期総会 ・ 講
演会講演論文集， pp. l l ・12 (2005) . 

13. 多連式軸荷重疲労試験機に よ る 軸受鋼の超長寿
命域確率疲労特性に関する研究， 酒井達雄， 滝津
亮平， 中島正貴， 塩津和章， 小熊規泰， 日 材オ料
学会第 54 期総会学術講演会， pp.28 1- 182 (2005) . 

14. 高速度工具鋼 SKH5 1 の長寿命疲労強度特性に及
ぼす応力比の影響， 塩津和章， 西野精一， 谷内康
之， 日 ;材オ料学会第54 期総会科楠演会， pp.27-28 

(2005) . 
15. アル ミ ニ ウ ム合金 A7075 の回転曲 げ疲労強度特

性に及ぼすスパ ロ ール加工の影響， 粛藤大樹， 西
野精一， 塩津和章， 日 本材料学会第 54 期総会学
術講演会， pp.263幽264 (2005) . 

16. 高炭素ク ロ ム軸受鋼 SUJ2 の超長寿命軸疲労特性
に及ぼす応力比の影響， 塩津和章， 西野精一， 長
谷川貴之， 日 ;材幾械学会 2005 年度年次大会講演
論文集， No.05-1， Vo1. 1 ，  pp.205-206 包005) .

17. 多連式軸荷重疲労試験機の開発 と 基本性能の検
証， 古?畢達哉， 酒井達雄， 滝津亮平， 中 島正貴，
塩津和章， 小熊規泰， 岡 田憲司， 越智保雄， 菅田
淳， 皮龍一石紀雄， 堺田彰芳， 坂本英俊， 日 柄幾械
学会2005 年度年次大会講演論文集， NO.05-1 ラ 泊1. 1 ，
pp.221 -222 (2005) . 

18. 高強度鋼の長寿命疲労強度特性に及ぼす応力比



富 山大学工学部紀要第56， 57， 58巻 2007 (第57巻)

の影響， 塩津和章， 西野精一， 長谷川貴之， 谷内
康之， 日 本機械学会 M&M2005 材料力学カ ンフ ァ
レ ンス講演論文集， No.05-9， pp. l97-198 包005) .

19. 超音波後方散乱波の ウ エーブ レ ッ ト 解析に よ る
ク リ ープキ ャ ビテ ィ 評価， 西野精一， 塩津和章，
永井悠介， 新甚博之， 林 義忠， 日 ;材寸料学会第
4 3 回高温強度シンポジ ウ ム， pp.44-48 (2005) . 

20. シ リ コ ンモール ドを用いたダイ ヤモ ン ドア レイ
工具の開発 と 応用 (第 3 報) ダイ ヤモ ン ドア レ
イ 工具を用いた ミ リ ング工具の作製一 . 高野 登，
岡 大輔， 森田 昇， 山 田 茂， 大山散色 神 田
一隆， 高野茂人， 小幡 勤 : 2005 年度精密工学会
春季大会苧術講演会 : 1 1 1�1 12 (2005) 

21 . シ リ コ ンモール ドを用いたダイ ヤモ ン ドア レイ
工具の開発 と 応用 (第 4 報) 加工用 ダイ ヤモ ン
ドA F Mカ ンチ レバーの 開発 一 . 高野 登， 岡

大輔， 川堰宣隆， 森田 昇， 山 田 茂， 大山激色
神田一隆， 高野茂人， ;J中番 勤 : 2005 年度精密工
学会春季大会勃惜演会 : 1 13・1 14 包005)

22. シ リ コ ンモール ド を用 い た ダイ ヤモ ン ドア レイ
工具の開発 と 応用 (第 5 報) 一加工用カ ンチ レバ
ーに よ る加工実験一 . J 1 1堰宣隆， 岡 大輔， 高野
登， 森田 昇， 山 田 茂， 大山嵐色 神田一隆，
高野茂人， ;同番 勤， 芦 田 極 : 2005 年度精密工
学会春季大会学術講演会 : 1 15-1 16  (2005) 

23. イ ン ク リ メ ン タ ノレフ ォ ー ミ ン グに よ る マイ ク ロ
張出 し成形 (第 2 報) 工具先端半径の変化が表
面性状に及ぼす影響一. 平松信也， 森田 昇， 山
田 茂， 高野 登， 大山選佐 : 2005 年度精密工学
会春季大会判I講演会 : 139・140 (2005) 

24. 多価 Ar ビーム を用いたマイ ク ロ加工 (第 2 報)
イ オン照射の多価効果 . 岩滑|真吾， 五藤聖悟，

百田佐多生， 野尻洋一， 大野博久， 谷 口 淳， 宮
本岩男， J 1 1堰宣隆， 森田 昇 : 2005 年度精密工学
会春季大会学術講演会 : 577-578 (2005) 

25. 集束イ オ ン ビーム に よ る石英の露光. 中尾高顕，
谷 口 淳， 向後側色 宮本岩男， 川堰宣隆， 森田
昇， 百田佐多生 : 2005 年度精密工学会春季大会学
術講演会 : 589・590 (2005) 

26. イ オン ビーム照射 と 化学エ ッ チ ン グ、を併用 した
事撤回構造形成 (第 1 報) 高エネルギイ オンH鳴す
部のエ ッ チング特性一. 川堰宣隆， 森田 昇， 山
田 茂， 高野 登， 大山道弛 百田佐多生， 谷 口
淳， 宮本岩男 : 2005 年度精密工学会春季大会学術
講演会 : 591-592 (2005) 

27. 金属ガラ ス材料の切削加工に関する研究 (第 3
報) 一 工具材種お よひ切口工雰囲気が被削性に及ぼ
す影響一 . 竹島卓哉， 森田 昇， 山 田 茂， 高野
登， 大山達雄， 大船 仁 : 2∞5 年度精密工学会春

季大会学術講演会 : 595・596 包005)
28. GaAs 半導体材料の鏡面研削機構の研究 (第 4 報)

一切削溝の間隔が ク ラ ッ ク 発生に及ぼす影響 . 
田代雄介J 森田 ~ 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大山
嵐也 大川哲男， 西 口 隆， 樋山手醐 : 2005 年度
精密工学会春季大会勃開演会 : 857聞858 (2005) 

29. GaAs 半導僻材料鏡面研自l附蒔の研究 (第 5 報)

一圧子押込みにおけ る き 裂の発生メ カ ニズム ー .
田代雄介， 森田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大山
滋色 大川哲男， 西 口 隆， 樋山手醐 : 2005 年度
精密工学会春季大会学手苛講演会 : 859-860 (2005.3) 

30. シ リ コ ンモール ド を用 い た ダFイ ヤモ ン ドア レイ
工具の開発 と 応用 (第 6 報) -RIE に よ るモー
ル ドの作製 と マイ ク ロ ミ リ ング工具への適用ー.
高野 登， 岡 大輔， 森田 昇， 山 田 茂， 大山
嵐也 神田一隆， 高野茂人， 小幡 勤 : 2005 年度
精密工学訴火季大会学術講演会 : 1 1 1-1 12 (2005) 

3 1 . 摩擦力顕鮒寛 (FFM) 機構を利用 した樹脳同日工
に関する研究 (第 15 報) ー金属ガラ ス のナ ノ ス
ケーノレ機械加工ー. J 1 1堰宣隆， 森田 昇， 山 田 茂，
高野 登， 大山遭色 芦 田 極， 大船 仁 : 2005 
年度精密 工学会秋季大会学術講演会 : 125・126

(2005) 
32. イ オン ビーム照射 と 化学エ ッ チ ン グを併用 した

事故高田構造形成 (第 2 報) ー金属ガラ ス の微細十品萱
形成 . J 1 1堰宣隆， 森田 昇， 山 田 茂， 高野 登，
大山嵐色 芦 田 極， 谷 口 淳， 宮本岩男， 百田
佐多生， 大船 仁 : 2005 年度精密工学会秋季大会
学や臨茸演会 : 403-404 (2005) 

33. 集束イ オ ン ビーム照射 と ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ、を
併用 した石英の微細加工. 中尾高顕， 谷 口 淳，
向後保雄， 宮本岩男， 川堰宣隆， 森田 昇， 百田
佐多生 : 2005 年度精密工学会秋季大会学術講演
会 : 405-406 (2005) 

34. 集束イ オ ン ビーム照射 と 化学エ ッ チ ン グを併用
した植樹田加工 (第 2 報 : 金属ガラ ス の術鵬造
形成) . 川堰宣隆， 森田 昇， 山 田 茂， 高野 登，
大山潜在， 芦 田 極， 谷 口 淳， 宮本岩男， 百田
佐多生， 大船 仁 : 2005 年度石邸立加工学会学術講
演会 : 1 1 1 - 1 12 (2005) 

35. 集束イ オン ビーム に よ る石英の高速ナ ノ 加工 谷
口 淳， 中尾高顕， 向後保雄， 宮本岩男， J 1 1堰宣
隆， 森田 昇， 百田佐多生 : 2005 年度石跡立加工学
会学術講演会 : 1 13・1 14 (2005) 

36. マイ ク ロ ダイ ヤモ ン ド工具を用 いたナ ノ ス ケー
ノレ機械力日工. 森田 昇， 高野 登， J 1 1堰宣隆 : 機
械技術 ぬJ. 53 No. lO : 29・33 (2005) 

37. ナ ノ ス ケール機械加工 と 化学エ ッ チ ン グを併用
した 3 次元微細髄形成. 森田 昇， 川堰宣隆 :
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表面技術， Vo1.56， No. l2 : 852-857 (2005) 
38. 押出 し打抜き 法に よ る炭素鋼中空部品の加工. 黒

崎英一， 松木賢司， 高辻則夫， 会田哲夫， 室谷和
雄， 太田 昌幸， 神戸篤史 : 担盟法人 日 本塑↑生加工
学会第 14 田北陸支部講演会ー若手掛諸・研究者
産学官研究交流会」茸演論文集， pp.45-46， (2ω5) . 

39. リ サイ ク ル混合押出 し法に よ る 高機能マ グネ シ
ウ ム ーセ ラ ミ ッ ク ス粒子複合形材の創製. 佐藤琢
磨， 松木賢司， 高辻則夫， 会田哲夫， 室谷和雄，
黒崎太樹 : 社団法人 日 本塑t主力日工学会第 14 回北
陸支部講演会一若手技体渚 ・ 研究者産学官研究交
流会ー講演論文集， pp.47-48， (2005) . 

40. ポー ト ホールダ〉イ ス を用いた AZ3 1B マ グネ シ ウ
ム合金切削チ ッ フ。に よ る板材成形. 八島貴道， 高
辻則夫， 松木賢司， 会田哲夫， 室谷和雄 : 社団法
人 日 本塑t生加工学会第 14 回北陸支部講演会ー若
手技体渚 ・研究者産学官研究交流会ー講演論文集，
pp.49-50， (2005) . 

41 .  7003 アル ミ ニ ウ ム合金の熱間押出 レ性に及ぼす
鋳塊組織 と 押出 し条件の影響. 高オミ得至， 高辻則
夫， 松木賢司， 会田哲夫， 室谷和雄， 穴 田 博，
大畠紀夫 : 社団法人 日 本塑十生加工学会第 14 回北
陸支部講演会ー若手出荷者 ・ 研究者産学富研究交
流会一講演論文集， pp.5 1-52， (2005) . 

42. 押出 し材の流速に及ぼす ビ レ ッ ト 材質 と オ リ フ
イ ス断面積の影響. 佐伯孝弘， 高辻則夫， 永尾誠
一， 松木賢司， 室谷和雄， 会田哲夫 : 社団法人 日
本塑f生加工学会第 14 回北陸支部講演会ー若手技
術者 ・ 研究者産学官研究交流会一講演論文集，
pp.53-54， (2005) . 

43. 熱間押出 し加工に よ る 内面虫勅îtÊ.溝付き 管の成形.
長谷川 豊， 高辻則夫， 東 信行， 松木賢司， 会田
哲夫， 室谷和雄 : 社団法人 日 本塑↑生加工学会第 14
回北陸支部講演会ー若手技術者 ・ 研究者産学官研
究交流会一講演論文集， pp.55-56， (2005) . 

44. Mg・6""'9%A1・0.5""'1 %Zn 合金押出 し板材の高踏哉 と
引 張特性. 新井啓太， 吉田 雄， 鎌士重晴， 小島 陽，
高辻則夫， 松木賢司 村井 勉， 板倉浩二 : 軽金
属学会第 108 回春期 大会講演概要， pp. l5-16 ， 

(2005) . 
45. 7003 アル ミ ニ ウ ム合金の全羽毛状晶 ビ、 レ ッ ト の

鋳造 と その押出 し. 平吹晃樹， 穴田 博， 古井光
明， 高辻則夫， 松木賢司， 南 朋希 : 軽金属学会
第 108 回春期大会講演概要， pp.305-306， (2005) . 

46. 7003 アル ミ ニ ウ ム合金の熱間押出 し性に及ぼす
鋳塊樹哉 と 押出 し条件の影響. 高木得至， 高辻則
夫， 松木賢司， 穴田 博， 大畠紀夫 : 軽金属学会
第 108 回春期大会講演概要， pp.307同308， (2005) . 

47. 押出 し材の流速に及ぼす ピ レ ッ ト 材質 と オ リ フ

2004年�2005年研究業績一覧

イ ス断面積の影響. 佐伯孝弘， 高辻則夫， 永尾誠
一， 松木賢司， 室谷和雄， 会田哲夫 : 日 本塑t生加
工学会平成 17 年度塑↑劫日工春季講演会講演論文
集， pp.89-90， (2005) . 

48. Mg-Al四Zn 系合金押出材の析出札織お よ び集合組
織市iJ11卸. 伊藤正太， 山 田健太郎， 鎌土重晴， 小島
陽， 高辻則夫， 高橋 泰， 中性 勉， 板倉浩二 : 軽
金属学会第 109 回秋期大会講演概要， pp.23・24，

(2005) . 
49. ECAP 法を利用 した AZ3 1 マ グネ シ ウ ム合金切削

チ ッ フ.0 � SiC 粒子複合材料の創製. 佐藤琢磨， 松
木賢司， 会田哲夫， 高辻則夫， 室谷和雄 : 軽金属
学会第 109 田秋期大会講演概要， pp. l25-126 ， 

(2005) . 
50. AZ3 1 マ グ、ネ シ ウ ム合金者討反の材料特性に及ぼす

温間圧延条件の影響. 柴田佑輔， 松木賢司， 会田
哲夫， 高辻則夫， 吉本降志， 松永 卓， 和 田敏秋 :
日 本塑↑生加工学会第 56 回塑'↑生加工連合講演会講
演論文集， pp. l3・14， (2005) . 

5 1 .  高 Al 含有マ グネ シ ウ ム合金押出 し板材の ミ ク ロ
組織 と 引 張特性. 鎌士費青， 吉田 雄， 新井啓太，
高辻則夫， 松木賢司， 村井 勉， 板倉浩二 : 日 本
塑J生加工学会第 56 回塑↑生加工連合講演会講演論
文集， pp. l7・ 18， (2005) . 

52. 打抜き 法に よ る 炭素鋼中空部品加工 と 変形挙動
の解析. 黒崎英一， 松木賢司， 会 田哲夫， 高辻則
夫， 室谷和雄， 関 勝博， 山本将之 : 日 本塑↑生加
工学会第 56 回塑f生加工連合講演会講演論文集，
pp. l01 ・ 102， (2005) . 

53. AZ61 マ グネ シ ウ ム合金の熱間押出 し性に及ぼす
押出 し方法の影響. 八島貴道， 高辻則夫， 松木賢
司， 鎌土重晴， 村井 勉， 高橋 泰， 板倉浩二 :
日 本塑十生加工学会第 56 回塑+生加工連合講演会講
演論文集， pp.349・350， (2005) . 

54. 熱間押出 し加工に よ る 内面螺旋溝付き 管の成形
(第 2 報) . 長谷川 豊， 高辻則夫， 村上 哲， 東 信

行， 松木賢司， 室谷和雄， 会田哲夫 : 日 本塑↑生加
工学会第 56 回塑↑劫匹連合講演会講演論文集，
ppあ5-366， (2005) . 

特許・貰
1 .  平成 16 年度 日 本機械学会賞 (論文) ， 塩揮和章，

森井祐一， 西野精一 (2005 年) ， 受賞論文名 :
S阻151 鋼の超長寿命域の疲労におけ る 内部疲労
き 裂発生 ・ 進展欄需に関する破面解析的検討， 日
本機械学会論文集， 70 巻 691 号， pp.495・503 (2004) . 

2. 切断砥石及びその製造方法. 野呂良久， 岸本幸宏，
森田 昇， 永井長三 : 特開 2005-046930 包005)

3. 者撤回構造作製方法. 芦 田 極， 森田 昇， ) 1 1堰宣
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隆， 摩 国新 : 特開 2005・0642981 包005)
4. 多価イ オンを利用する半導体製造方法. 百田佐多

生， 野尻洋一， 宮本岩男， 谷 口 淳， 森田 昇，
川堰宣隆 : 特願 2005・5475 1 (2005) 

5. 側担構造作製方法及び装置 芦 田 極， 森田 昇，
山 田 茂， 高野 登， 大山潜在， 川堰宣隆， 谷 口
淳， 宮本岩男 : 糊員 2005-055976 (2005) 

エネルギー 圃 環境工学講座

教 授 竹 越 栄 俊
教 授 奥 井 健
助 教 授 江 上 繁 樹
助 教 授 平 津 良 男
助 教 授 川 口 清 司
助 教 授 早 川 英治郎
講 師 瀬 田 剛
助 手 小 坂 暁 夫
技材調哉員 渡 辺 秀
技伽哉員 喜多野 一 幸

原著論文

1 .  Kinetic Measurements in Homogeneous Charge 
Compl1回sion of Dimethyl Ether: Role of Intennediate 
Fonnaldehyde Controlling Chain Branching in the 
Low-Tempemture Oxidation Mechanism. H.Yamada， 
K.S旧北i， H.S北anashi， N.Choi and A.Tezaki : 
Combust. Flame 140 : 24-33 (2005) 

2. Nitrogen-and Water-Broadening Coefficient 
M回surements in the A2A' ← X2A門 000-000 Band 
of H02 Using High-Resolution Diode Laser 
Two-Tone Fr，叫uency Modulation Spectroscopy. 
N.Kanno， K.Tonokuraヲ A.Tezaki and M.Koshi : J. 
Molec. Spectrosc.， 229 : 193 - 197 (2005) 

3 .  Water D叩endence of the H02 Self Reaction: Kinetics 
of the H02-H20 Complex. N.Kanno， K.Tonokuraラ
A.1ì位aki and M.Koshi : J. Phys. Chem. A， 109 : 3 1 53 
-3 158 (2005) 

4. Non-Linear Pressure Dependence of A-S阪ite
Fluorescence Lifetime of Fonnaldehyde. Y.Yamぉaki
andA.Tezaki : Appl. Phys. B， 80 : 79 1 -795 (2005) 

5. Controlling Mechanism of Ignition Enhancing and 
Suppressing Additives in Premixed Compression 
Ignition. H.Yamada， M.Yoshii and A.Tezaki : Int. J. 
Engine Res.， 6 : 33 1 -340 (2005) 

6. Mo凶to血g Intennediate Species and Analysis of their 
Role in HCCr Combustion. H.Yamada， M.Yoshii， 
M.Ohtomo and A. Tezaki : SAE Paper 2005岨24-036

(2005) 
7. 非定常細線加熱法に よ る マ グネ シア ・ 硝酸塩混合

物の索討云導率に関する研究. 喜多野一幸， 羽入田
勝也， 竹越柴俊， 津 田 昌俊， 平津良 男 ， 小坂暁
夫 : 熱物性， \ゐ1. 19， No.3 : 142- 146 (2005) 

8. 創造性を養 う 設計教育の企画 と 実践. ) 1 1 日 清司，
石原外美， 谷 口 泰一 : 工学教育， 同1.53 ， NO. l : 
69・76 (2005) 



9. 燃儲号にお け る 着火時間 の包縮化 と 起動時エ ミ
ッ シ ョ ンの低減. J 1 1 口 清司， 上原昌徳， 伊藤 彰 :
自 動車技討桧論文集， ぬ1.36， No. l : 1 5 1 -1 56 (2005) 

10. フ ィ ン付伝熱管群における熱流動特性 (フ ィ ン高
さ が索引云達特性に及ぼす影響) . J 1 1 口 清司， 奥井
健一， 浅井俊博， 長谷川豊 : 日 本機械学会論文集，
Vo1.71 ， No.707 : 1 854- 1861  (2005) 

1 1. フ ィ ン付伝熱管群におけ る熱流動特性 (フ ィ ン高
さ が流動損失特性に及ぼす影響) . J 1 1 日 清司， 奥
井健一， 浅井俊博， 長谷川豊 : 日 村議械学会論文
集， 同1.71 ， No.707 : 1 862・1 869 (2005) 

12. 熱交換一体型遠心フ ァ ンにおける熱市動特性 (第
1 報 羽根枚数が フ ァ ン特性 と 騒音に及ぼす影
響) . J 1 1 口 清司， 奥井健一， 新家佑二， 三村直史 :
タ ーボ機械， 泊1.33 ， No. lO : 622・628 (2005) 

13. 小型軸流フ ァ ンの性能に及ぼす流入乱れの影響
(乱流格子に よ る 乱れが フ ァ ン特性 と 騒音に及

ぼす影響) . J 1 1 口 清司， 奥井健一， 菊毎正宏 : タ
ーボ機械， ぬ1.33 ， No. l2 : 723開73 1 (2005) 

14. Heat Transfer and Pressure Drop Characteristics of 
Finned Tube Banks in Forced Convection 

(Comparison of Heat Trar時r and Pr，悶悶 Drop
Characteristics of Serrated and Spiral Fins ) . K. 
Kaw砲uchi， K.Okui， T.Kashi : Jouma1 of Enhanced 
Heat Transfer， 、'01. 12， No. 1 : 1-20 (2005) 

15. 散水設備作勃時におけ る 区画火災性状の研究. 大
宮喜文， 田 中 太， 菅原進一， 森田 昌宏， 松山 賢，
水野雅之 : 日 本建築学会技術報告集， 第 22 号 :
243-246 (2005-12) 

プロシーディ ング等

1 .  Chemica1 Mechanistic Analysis of Additive Effects in 
Homogeneous Charge Compression Ignition of 
Dimethy1 Ether. H.Yamada， M.Yoshii and A.Tezaki : 
Proc. Combust. lnst. 30 : 2773 -2780 (2005) 

2. Forrnation Pathways of H02 and OH Char沼崎 with
the Tempera加re Range in Photol戸ically Initiated 
Oxidation of Dime出y1 Ether. K.Su羽ki， T.Chinzei， 
K.Tsuchiya， M.Koshi andA.Tezaki : 3 1 st Symp. (Int.) 
Combust.， Chicago : 295 -303 (2007) 

3 .  Tr溜1Sient Species Analysis in Homogeneous Charge 
Compression ofDimethyl Ether. M.Ohtomo， M.Yoshii， 
Y.Yarn出aki， T.Yamaguchi， H.Yamada and A.Tezaki : 
20出 Intemationa1 Colloquium on 出e D戸lamics of 
Exp1osions and 1{，田ctive Systemsヲ Mon仕切1 CD-ROM
proceedings (2005) 

国際会議
1 .  Simu1ating Th巴rrnohydrodynamics in Porous Media 

2004年�2005年研究業績一覧

wi也 Lattice Boltzmann Method. K.Ki匂no， 工Se凪
y'Okunishi and E.Takegoshi : 百le 6th KSME・JS恥1E
Therrna1 and Fluids Engineering Conferen∞， Jeju， 
Korea， March (2005) 

2. Forrnation of H02 and OH in the reaction of 
Methoxymethyl with Mo1ecular 0可gen. K.Suzaki， 
K.Tsuchiya， M.Koshi and A.Tezaki : 6th Intemationa1 
Co時間ce on Chemica1 Kinetics， G[帥ersburg， 恥10，
July (2005) 

3 .  Forrnation of H02 and OH in the Reaction of 
Methm伊ne白lyl wi仕1 Molecular Oxygen at Room 
Temper組問 団泊g N悶r-IR 加d UV Sp田:tros∞'PY.
K.Suzaki， T.Chinzei and A.Tezaki : 6白 Intemationa1
Conference on Chemica1 Kinetics， Gai血ersbu巴 MO，
July (2005) 

4. H02 and OH Measur右ments in Photolitically Initiated 
Oxidation of Dimethy1 E血er. K.S山北i， T.Chinzei， 
K.Tsuchiya， M.Koshi andA.Tezaki : 28th Intemationa1 
Symposium on Free Radicals， Leysin， Switzer1and， 
September (2005) 

5 .  Forrnation of OH 白 血巴 reaction of methyl substi印刷
vinoxy radica1s wi血 molecu1ar Oxygen at room 
tempera知re. Y.Sato， T.Oguchi， H.Matsui and 
A.Tez泊å : 28白 In1Jβmationa1 Symposium on Free 
Radicals， Leysin， Swi回rland， September (2005) 

6. Near In企ared Diode-Laser Study of OH庄-102
Forrnation Pathways in Low Temperature Oxidation of 
Dimethyl Ether. A.Tezaki : Proc. 27th Task Leaders 
M田住宅: Intemational Energy Agency In1plementing 
Agreement on Energy Conservation and Emission 
Reduction in Combusiton， Zurich， Switzerland， 
September (2005) 

7. Ro1e of Interrnediate Species in Controlling 1伊ition
Timing ofHCCI. M.Ohtomo， T.Yam棺uchi， M.Yoshii， 
H.Yamada and A.Tezaki : 1 8th Intema1 Combustion 
Engine Symposium (Intemationa1) ラ J帆 Korea，
December (2005) 

8. An Experimental Study of a Compartment Fire with 
the Activation of a Fire Suppression System. Futoshi 
TANAKA， Yoshifumi of品位YA， Ken 
MATSUYAMAラ Masa'卯ki MIZU1'サ0， Shinichi 
SUGAHARA， Masalllro MO悶TA : Book of Abstracts 
百le 6th KSME-JS恥1E Therrna1 & F1uids Engineering 
Conference : 144， Fω4 (CD-ROM) (2005-3) 

9. Lattice Boltzmann Simu1ation of Natura1 Convection 
in Porous Media. 工 SETA， E. Takegoshi， K. Okui : 
百le 14th Intemational Conference on Discrete 
Simulation of Fluid D戸lamics in Comp1ex Systems， 
Kyoto， Japan， August (2005) 



富 山大学工学部紀要第56， 57， 58巻 2007 (第57巻)

その他の論文

1. ディ ーゼル燃焼 : 化学即芯論. 手崎衆 : 自 動車技
術， 59， (4) : 62-65 (2005) 

2. 炭化水素燃料の化学同志機構. 手崎衆 : エ ンジン
テ ク ノ ロ ジー， 40 : 24-3 1 (2005) 

3. DSC を用 いたシ リ カ ゲル吸着水の比熱に関する
研究 平津良男， 竹越栄俊， 石黒竜昇， 伊輿田泰
隆 : 第 42 回 日 本伝熱シンポジ ウ ム講演論文集 :
47 -48 (2005) 

4. 格子ボノレツ マ ン法に よ る 多孔質体内の 自 然対流
解析. 喜多野一幸， 瀬 田 岡11 ， 竹越栄俊， 奥西泰
之 : 第 42 回 日 本伝熱シンポジ ウ ム講演論文集 :
701 -702 (2005) 

5. 鉛直管内気流中の粒子流動特性 (粒子径の影響:) . 
小椋俊明， 奥井健一， ) 1 1 口 清司 : 日 ;刺繍戒学会北
陸信越学生会第 3 4 回学生員卒業研究発表講演
会 : 16ト162 (2005) 

6. フ ィ ン付伝熱管群の熱流動特性に及ぼすフ ィ ン
高 さ の影響. 高木裕作， 浅井イ刻専， ) 1 1 口 清司， 奥
井健一 : 日 村幾械学会北陸信越学生会第 3 4 回学
生員卒業研究発表講演会 : 271-272 (2005) 

7. 横風走行時におけ る 3 BOX 車両周 り の流れ と ヨ
ーイ ングモーメ ン ト の低減. 狐野利典， 安田晋也
) 1 1 口 清司， 奥井健一 : 日 本機械学会北陸信越支部
第42 期総会 ・ 講演会講演論文集， No.047-1 : 3 1 ト3 12

(2005) 
8. ダ リ ウ ス型風車の性能向上に関する研究 (翼ま わ

り の流れが性能に及ぼす影響) . 兼松大輔， 東海
圭祐， ) 1 1 口 清司， 奥井健一 : 日 ;槻械学会北陸信
越 支 部 第 42 期 総 会 ・ 講 演 会 講 演 論 文 集 ，
NO.047-1 : 3 1 3-3 14 (2005) 

9. Tempera加re Measurement and Optimized Suitable 
九七ntilation to Limit the Car Cabin Temperature under a 
Blazing Sun. KHAN Maksud Uddin， Hidenori OHBA， 
Kiyoshi KAWAGUCHI， Kenichi OKUI : 日 村幾械
学会北陸信越支部第 42 期総会 ・ 講演会講演論文
集， NO.047・1 : 399-400 (2005) 

10. 潜熱回収型熱交換器の熱流動特性 (オフセ ッ ト フ
ィ ンにおけ る フ ィ ン ヒo ッ チの影響) . ) 1 1 口 清司，
奥井健一， 下浦貴裕， 大河内隆樹， 長賀部博之，
蜂川稔英 : 日 村幾械学会北陸信越支部第 42 期総
会 ・ 講演会講i寅論文集， NO.047-1 : 405-406 (2005) 

1 1 . 熱交換器一体型遠心 フ ァ ンにお け る 熱流動特性
(羽根枚数が送風お よ び騒音特性に及ぼす影響) • 

新家祐二 4ヰ判士太， ) 1 1 口 清司， 奥井健一 : 日 本
機械学会北闘言越支部第 42 期総会 ・ 講演会講演
論文集， NO.047-1 : 407-408 (2005) 

12. 管内流に直交す る 片持ち 円柱の流力弾性振動特

性 (後流特性) . 若林敏行， 庄司佑， 奥井健一，
) 1 1 口清司 : 日 本磯械学会北陸信越支部第 42 期総
会 ・ 講演会講演論文集， NO.047-1 : 423-424 (2005) 

13. ダ リ ウ ス型風車にお け る 翼周 り の流れが性能に
及ぼす影響. 兼松大輔， ) 1 1 口 清司， 奥井健一， 田
中太， 東海圭祐， 冨岡政裕 : 日 本相討戒学会流体工
学部門講演会講演論文集， NO.05・32 : 273 (2005) 

14. フ ィ ン付伝熱管群におけ る フ ィ ン周 り の流れが
流動損失に及ぼす影響. 高木裕作， ) 1 1 日 清司， 奥
井健一 : 日 本磯械学会流体工学部門講演会講演論
文集， No.05-32 : 304 (2005) 

15. 熱交換機能 を有す る遠心 フ ァ ンにお け る 送風性
能 と 騒音特性. 新家祐二， ) 1 1 口 清司， 奥井健一，
三村直史 : 日 本機械学会流体工学部門講演会講演
論文集， NO.05開32 : 305 (2005) 

16. 密に配置 さ れた管群の渦発生特性. 松田晶寛， 衣
川輝将， 奥井健一， ) 1 1 日 清司 : 第 34 回北陸流体
工学研究会 : (2) (2005) 

17. 流入乱れが小型軸流フ ァ ン特性 と 騒音 に及ぼす
影響. 越農丈史， ) 1 1 口 清司， 奥井健一 : 第 34 回
北陸流体工学研究会 : (4) (2005) 

18. 熱交換器一体型遠心 フ ァ ンにお け る 送風 と 騒音
特性. ) 1 1 口 清司， 奥井健一， 新家佑三 : 第 53 回
タ ーボ機械協会総会講演会 : 13・18 (2005) 

19. 潜熱回収型熱交換器にお け る熱市動特性 ( ウイ ン
グフ ィ ンにおけ る熱流動特性) . ) 1 1 日 清司， 奥井
健一， 下浦貴裕， 大河内陸樹， 長賀部博之， 強川
稔英 : 第 4 2 回 日 本イ瑚シンポジ ウ ム講演論文集

(2) : 225-226 (2005) 
20. Heat Transfer and pr田sure Drop Characteristics of 

Finned Tube Banks in Forced Convection 
(Comparison of 由巳 Heat Transfer Characteristics 

be阿een Spiral Fin and Serrated Fin) .  K.Kawaguchi， 
K.Okui， T.Kashi : H回.t Transfer Asian Research， 
Iゐ1.34， No.2， 120・133 (2005) 

- 24-



2004年�2005年研究業績一覧

(第 3 報) 一周波数領域法に よ る 高速高精度 2 次
元ガウ シア ンフ ィ ルタ の提案一， 沼 田宗敏， 野村
俊， 神谷和秀， 田代発造， 興水大和， 精密工学会誌，
71 ， 9， 1 178爾1 1 83 (2005) 

10. フ ー リ エ変換を用 いた B ス プ ラ イ ン 曲線補聞 に
よ る C T画像の鮮鋭化， 沼 田宗敏， 野村俊， 神谷
和秀， 田代発造， 輿水大和， 情報処理学会論文誌，
17， 10， 2546-2555 包005)

1 1. 6. 有限長デー タ 用 ロ ーパス フ ィ ルタ の研究， 沼 田
宗敏， 野村俊， 神谷和秀， 田代発造， 輿水大和， 精
密工学会誌， 71 ，  12， 1600-1605 (2005) 

国際会議
1 .  S加cture and Conducting Properties in Ni Nanowires 

and Cl山首�rs in Thennal Environment， 工 Zolotoukhina，
Japan/U.S. Joint Seminar of Nanoscale Transport 
Phenomena， Matsushima， Japan， July (2005) . 
Thennal Features of Multi-layered 百血 Films ， 工
Iw北i ， Japan/U.S. Joint SemÏllar of Nanoscale 
Transport Phenomena ， Matsushima ， Japan ， July 

(2005) 

伊 藤 紀 男
岩 城 敏 博
小 泉 邦 雄
小 原 治 樹
佐々 木 基 文
田 代 発 造
笹 木 亮
羽多野 正 俊
高 瀬 博 文
桐 昭 弘
木 下 巧 土

機械制御情報工学講産

教 授
教 授
教 授
助 教 授
助 教 授
助 教 授
助 手
助 手
技側議員
技綱哉員
技説明最員

2. 

その他の論文

1. 全方向移動 ロ ボ、 ッ ト の V 型ラ ン ドマーク を用い
た間欠走行制御， 渡壁透， 小泉歩隊色 佐々 木基文，
似て亮， 木下功士 : 日 本機械学会北陸信越支部第
42 期総会 ・ 講演会講演論文集 : pp.81-82 (2005) 
く ら げ型軟体マイ ク ロ ロ ボ、 ッ ト の泳動跳躍動作
角斬， 目 谷慎太郎， 小泉撒色 佐々 木基文， 勧ド
亮， 木下功士 : 日 材幾械学会北陸信越支部第 42
期総会 ・ 講演会講演論文集 : pp.83-84 (2005 ) 

2. 

3. 

SMA を用いた ヒ レ型水中移動 ロ ボ ッ ト ， 東野大
山， 佐々 木基文， 小泉実肱色 笹木亮， 木下功士 :
日 材幾械学会北陸信越支部第 42 期総会 ・ 講演会
講演論文集 : pp.85-86 包005)
配管外側移動 ロ ボ ッ ト の研究， 演田実， 佐々 木基
文， 小泉妻院佐， 笹木亮， 木下功士 : 日 本機械学会
北陸信越支部第 42 期総会 ・ 講演会講演論文集 :
pp.87開88 (2005) 
マイ ク ロ 波動 フ ィ ー ダに よ る 膜お よ びゲ、ル状物
体の搬送， 小林正手Ij， 小泉素敵佐， 佐々 木基文， 笹
木亮， 木下功士 : 日 卒者械学会北陸信越支部第 42
期総会 ・ 講演会講演論文集 : pp.121- 122 (2005) 
単一構造化 さ れたマイ ク ロ 振動 フ ィ ーダの開発，
田京祐， 小泉邦雄， 佐々 木基文， 断て亮， 木下功
士 : 日 本磯械学会北陸信越支部第 42 期総会 ・ 講
演会講演論文集 : pp. l23-124 (2005) 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

原著論文

1 .  だ円振動子対を用 いた群体給送機構の連成振動
抑止 笹木亮， 小泉邦雄， 佐々 木基文， 木下功土 :
日 材鯛戒学会論文集 (C) ， 71 ， 710 : pp.2883-2887 
(2005) 

抗力規範に よ る移動マニ ピュ レ ー タ の転倒安定
性判別 と 安定イむ軍動の期幾に よ る検討. 羽多野正
俊， 小原治樹 : 日 本機械学会論文集 C 編 Vo1.71 ， 
No.703 : pp. l64-171  (2005) 
チタ ンの形彫 り 放電力日工特性. 小原治樹， 八並哲
史， 羽多野正俊 : 電気加工学会誌， Vo1.39 No.92 : 
pp.36・41 (2005) 
瓦磯撤去 レス キ ュ ー ロ ボ ッ ト の路面抗力 を用 い
た転倒安定性司咽. 羽多野正俊， 菅野昌伸， 小原
治樹 : 計測 自 動制御学会論文集， Vo1.41 ，  No. 12 : 
pp.947-953 (2005) 
自 動車用 V R形奇数気筒機関に関する研究. 伊藤
紀男， 牧嶋真也， } 1 1 向達也 : 設計工学， 40 巻， 4 
号 : 205 -210 (平成 17 年 。005) )
う ね り 曲線を抽出する ロ ーパス フ ィ ルタ の研究

ダ ウ ンサ ンプ リ ン グ と G - ス プラ イ ン フ イ ノレタ
に よ る ガ ウ シア ンフ ィ ルタ の置き換え ， 沼田宗
敏， 野村俊， 神谷和秀， 田代発造， 興水大和， 精密
工学会誌， 71 ， 2ぅ 235-241 (2005) 
う ね り 曲線を抽出す る ロ ーパス フ ィ ルタ の研究
(第 2 報) ーエ ン ド効果の低減 ， 沼 田宗敏， 野

村俊， 神谷和秀， 田代発造， 輿水大和， 精密工学会
誌， 71 ， 6， 796-800 包005)
高速離散的 フ ー リ エ変換を用いたB -Spline曲線
あてはめ， 沼 田宗敏， 野村俊， 神谷和秀， 田代発造，

興水大和， 精密工学会誌， 71 ， 7， 860・867 (2005) 
う ね り 曲線を抽出す る ロ ーパス フ ィ ルタ の研究

4. 

5. 

9. 

氏り

7. 

8. 
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7. ロ バス ト 制御を用いた箔材料の成型加工， 別府篤
志， 佐々 木基文， 小泉妻防色 笹木亮， 木下功士 :
日 本機械学会北陸信越支部第 42 期総会 ・ 講演会
講演論文集 : pp.207-208 (2005) 

8. デイ ジー配列湾曲 走路の振動 フ ィ ー ドエ キ ス パ
ンダ， 桜井元， 小泉邦雄， 佐々 木基丈， 笹木亮，
木下功士 : 日 本相繊学会北陸信越学生会第 34 回
学 生 員 卒 業 研 究 発 表 講 演 会 講 演 論 文 集 :
pp. l91 - 192 (2005) 

9. 立ち上が り 介助座椅子の作用力解析 と 動作の考
察， 都築雅敏， 小泉邦雄， 佐々 木基文， 笹木亮，
木下功士 : 日 本羽織学会北陸信越学生会第 34 回
学 生 員 卒 業 研 究 発 表 講 演 会 講 演 論 文 集 :
pp.213-2 14 (2005) 

10. Development of Noiseproof Material by Ind回出al
Was低 R民ycle， 武田美音子， 小泉安肱色 佐々 木基
文， 笹木亮 : 日 本機械学会北陸信越学生会第 34
回 学 生 員 卒業研究発 表 講 演 会 講 演 論 文集 :
pp.2 15・216 (2005) 

1 1 . 微小組立要素への振動付加の研究 一光 フ ァ イ ノt
モジュ ールへの応用 ， 笹木亮， 小泉安肱也 佐々
木基文， 木下功士 : 2005 年度精密工学会春季大会
講演論文集 : pp. l221- 1222 (2005) 

12. 粗 さ 測定にお け る 一般化ガ ウ シア ン フ ィ ルタ の

条件 (寄書) ， 沼田宗敏， 野村俊， 神谷和秀， 田代
発造， 輿水大和， 精密工学会誌， 71 ， 8， 1056-1058 

(2005) 
13. 周波数領域にお け る 振幅伝達特性可変 フ ィ ルタ

の提案， 沼田宗敏， 野村俊， 神谷和秀， 田代発造，
興水大和， 2005 年度精密工学会春季大会学b苛講演
会講演論文集， pp. l047-1048 (2005) . 

14. フ ー リ エ変換を用 いた 自 然ス プラ イ ン フ ィ ルタ
の提案、 沼田宗敏， 野村俊， 神谷和秀， 田代発造，
興水大和， 2005 年度精密工学会秋季大会学材育弄演
会講演論文集， pp.363-364 (2005) . 

15. 拡大光学系 にお け る デジ タ ルホ ロ グ ラ フ ィ ， 林
直人， 田代発造， 野村 俊， 神谷和秀， 2005 年度
精密 工学会春季大会 学術講演会講演論 文集，
pp.693・694 (2006) . 

16. 密封容器の 内圧の非接触測定， 神谷和秀， 野村
俊， 石田 英， 田代発造， 2005 年度精密工学会春
季大会学術講演会講演論文集， pp.70子704 (2006) . 

17. Problems of Energy Tr官15食r in QMD Views ， T. 
Zolotoukhina， 第 42 回 日 本伝熱シンポジ ウ ム講演
論文集， vol. 1 ， pp. 87圃88 (2005) . 

18. 平均 自 由行程に関する分子動力学的研究， 浦出正
貴， 岩城敏博， 日 本機械学会北陸信越支部講演会
講演論文集， No.075・1 (2005) . 

19. 固J夜間のエネルギー輸送に関する分子動力学的

研究， 大石英二， 岩城敏博， 日 ;刺繍戒学会熱工学
コ ンフ ァ レンス講演論文集， No.05幽17， pp. l l l - 1 l2  

(2005) . 
20. エ ン ト ロ ビーに関する分子動力学的研究， 浦出正

貴， 岩城敏博， 日 ;材鰯戒学会熱工学コ ンフ ァ レ ン
ス講演論文集， No.05-17， pp. 1 l 5- 1 16  (2005) . 

特許・ 賞
1 .  電 解 加 工 方 法 及 び 電 解 加 工 装 置 . 特 願

P2005-205798 (2005) 
2. 特許 : 画像処理方法、 画像処理装置お よ び画像処

理プロ グラ ム， 田代発造， 特願 2006-167873 包006)
3. 特許 : レーザ、スペ ッ ク ルに よ る ナ ノ メ ー トル変位

測定方法 と 装置， 田 代発造， 特願 2006引9881
(2006) 

4. 研究論文賞， 自 公転 ミ ー リ ング加工工具の位置計
測 シス テ ム の開発 ー フ ー リ エ光学系 と 画像処理
を組み合わせた 白 転軸の調整方法一， 神谷和秀，
野村俊， 宮本佳寿， 田代発造， 矢津孝哲， 先立高加工，
24， 1 ， 44・50 (2006) 



物質生命 シス テ ム 工学科

材料工学大講産

教 授 穴 田 博
教 授 池 野 進
教 授 寺 山 清 志
教 授 真 島 一 彦
教 授 オ7河kて 克 徳
助 教 授 松 田 健 一
助 教 授 古 井 光 明
助 教 授 佐 伯 J字
助 教 授 佐 貫 須美子
助 教 授 西 村 克 彦
助 手 橋 爪 隆
助 手 石少 田 聡
技術職員 川 | 畑 常 民

原著論文

1 .  M含1 5mass%Al 合金 リ ボ、 ンのパルス 通電加圧
焼結に及ぼす作製条件の影響. 古井光明， 瀬
口 賢一， 穴 田 博 : 軽金属， 55 巻， 1 号 : 37 -
38 (2005) 

2. ね じ り 戻 し加 工 し た黄銅丸棒の原形回復現
象 と 加工硬化特性. 穴 田博， 松本純一， 小林
由 里恵， 古井光明 : 銅 と 鍋合金， 44 巻， 1 号 :
277 -28 1 (2005) 

3 .  Comparison of precipitates between e�∞ss-Si 
。'pe and balanced type Al・Mg-Si alloys during 
continuous heating. Ke吋i Matsuda， Susumu 
Ikeno， Hiroaki 恥1atsui， Tatsuo Sato， Kiyoshi 
Terayama， Yasuhiro Uetani: Metallurgical and 
Materials Transactions A， 36A: 2007-20 12  (2005) 

4. Inf1uence of microstructure of 加ngsten on solid 
state reaction rate with amorphous carbon film. 
Y.Hatano， M. Takamori， K.Matsuda， S .lkeno， 
K.同ii， K.Watanabe: Journal of Nuclear 
Materials， 337・339 : 902-906 (2005) 

5. MgB2/A1 複合材料の超伝導 と 熱的特性. 松 田
健二 池野進， 佐伯知昭， 西村克彦， 森克徳，
成 田 政義: 日 本金属学会誌， 69， 1 1 : 933羽7
(2005) 

6. Lead tolerance and accumulation in the 
gametoph戸es of the fem Athyrium yokoscense. 
H. Kamachi， 1. Komori， H. Tamura， Y. Sawa， 1. 
Karahara， Y. Honma， N. Wada， T.Kawabata， K. 

7. 

8. 

9. 

10. 

2004年�2005年研究業績一覧

Matsuda， S .Ikeno， M. Noguchi， H. Inoue : J. 
Plant Research， 1 1 8 :  1 37・ 145 (2005) 
The potential of the scanning low energy electron 
microscopy for the examination of aluminum 
based alloys and composites. K.Matsuda， S .lkeno， 
I.Mullerova， L.Frank : J. Electron Microscopy， 
54 : 109- 1 1 7  (2005) 
Refinement of Cu-Phthalocyanine Powder by 
Nozzle-Jet Water Cavitation， K.Tokumitsu， 
H.Saijo， K.M司ima and R.Yamamoto: 
J.Metastable and Nanocrystalline Materials : 
Volお， No. l ， 507-5 1 0  (2005). 
Transformation of Fe-C System ω Hi出
Pressured Hexagonal Structures by Mechanical 
Alloying， K.Tokumitsu， K.M司ima and 
R.Yamamoto: Solid State Ionics， Vo1.26， No. l  : 
257-260 (2005). 
Dissolution Behavior of SUS304 Stain1ess Steel 
due to General Corrosion in H2S04-NaCl 
Aqueous Solution， S .Sunada， K.M司ima，
T.Matsuda : Journal of the Japan Society of 
Powder and Powder Metallurgy : 九'01.52， NO.7 : 
530-536 (2005). 

1 1 . 機械構造部品用焼結 SUS304 鋼の耐食性に及
ぼす製造因子の影響， 砂 田 聡， 真島一彦， 石
田 修一， 菅野光輝， 武 田 義信， 粉体お よ び粉
末冶金 : Vo1.52， NO.7 : 537・543 (2005). 

12. 焼結 SUS304 鋼， SUS3 1 6 鋼の耐食性に及ぼす
シ ョ ッ ト ピ ー ニ ン グ の 影 響 ， 砂 田
聡， 真島一彦， 石 田修一， 菅野光輝， 武 田 義
信 : 粉 体 お よ び粉 末 冶 金 ， ぬ1.52， NO.7 : 
544・550 (2005). 

13 .  EIS 法 を 中心 と した焼結体 SUS304 ス テ ン レ
ス 鋼 の腐食特性 の解析， 砂 田 聡， 山 本隆久，
真島一彦， 布村紀男 : 粉体お よ び粉末冶金，
Vo1.52， NO.7 : 5 5 1 -561  (2005). 

14. H2S04・ NaCl 水溶液 中 にお け る SUS304 ス テ
ン レ ス 鋼の応力腐食割れ に 及 ぼす溶液 中 の
H2S04 と NaCl の濃度の影響， 砂 田聡， 狩場雅
則， 真島一彦， 杉本克久 : 日 本金属学会誌，
Vo1.69， No. lO  : 899-906 (2005). 

15 .  Ti02 光触媒に よ る セ レ ンイ オ ン の還元 な ら
び に ギ酸の酸化反応 . 佐貫須美子， 喜多宣
明 : 日 本金属学会誌， Vo1.69， No.2 : 276 -282 
(2005) 

16. n- ブチル ト リ メ ト キ シ シ ラ ン を用 い る Ti02
粉末の疎水化に及ぼす pH 調節剤の影響. 佐
頁須美子， 宮野真英， 好永俊宏 : 表面技術，
Vo1.56， NO.6 : 346-35 1 (2005) 

- 27 -
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17. The magnetic properties of GdNiA14 . GA. 
Stewart， W.D. Hutchison， A.v.J. Edgeラ K.
Rupprecht， G Wortmann， K. Nishimura and Y. 
Isikawa : J. Mag. Mag. Mater. ， 292 : 72・78 (2005) 

1 8. Low-temperature nuclear orientation of 144Pm in 
metamagnetic (RE)NiA4 single crystals . K. 
Nishimura， K. Mori， S .  Teraoka， W.D. Hutchison， 
D.H. Chaplin， S. Ohya， T. Ohtsubo， S. Muto， 工
Shinozuka : Hyperfine Interactions ， 1 58 : 
1 99圃203(2005)

19. Hyperfine fields of Sr and Y in ferromagnetic 
hosts， and magnetic moment of 93y . K. 
Nishimura， S. Ohya， T. Ohtsubo， 工 Izumikawa，
M. S出法i， 1. Sato， M. Suzuki， J. Goto M 
Tanigaki， A. Taniguchi， Y. Ohkubo， Y. Kawase， 
and S. Muto : Hyperfine Interactions ， 1 59 : 
239-243ο005) 

20. Nuclear magnetic resonance on oriented nuclei 泊
175HfFe. S. Muto， 工 Ohtsubo， S. Ohya， and K. 
Nishimura : Hyperfine Interactions ， 1 58 : 
1 95田1 98(2005)

プロ シーディ ング等

1 .  Improving the Superplastic Properties of a 
Two-Phase Mg・8%Li Alloy through Processing by 
ECAP. 恥l.Furui， C.Xu， T.Aida， 恥1.Inoue， H.Anada， 
T.GLangdon : Materils Sciernce and Engin田ring
A， Vo1.4 10・4 1 1 : 439 -442 (2005) 

2. Study of Precipitation sequence in AI-Mg-Si alloy 
by HRTEM. K. Matsuda， S. Ikeno : Materials 
Science Forum， (475・479) : 361 ・364 (2005) 

3 .  Chemical Analysis of the Cube Phase in AI-Mg-Si 
Alloy by EFTEM. K. Matsuda， Y. Ishida， 1. 
Mullerova， L.Frank， S .  Ikeno : Solid-to-Solid Phase 
Transformations in Inorg鉱山 Materials 2005ラ
Diffusional Transformation (1) : 37 1 -376 (2005) 

4. HRTEM observation of the fine precipitate at the 
ea紅rly s匂g伊e 0ぱf a姥gi凶ng i泊n Alト回Mg念-S剖i-Cu alloy. 
K.Matsuda， S .Ikeno， T. Sato: Archives of Materials 
Science (26): 59・63 (2005) 

5. Potassium Tantalate Thin Film Formed by 
Hydrothermal Process in the Ethanol Added 
Potassium Hydroxide Solution. Naoto Nodake， 
Takashi H回hizume， Atsushi Saiki， Kiyoshi 
Terayama : Proceeding of 血e 6th Pacific Rim 
Conference on Ceramic and Glass Technology : 
PACRIM・EL4・7 (2005) 

6. Influence of Electrochemical Potential on SCC of 
Type 304 Stainless Steel in H2S04・NaCl Solution， 
S .Sunada， K.Funaya， K.恥1ajima， K.Sugimoto， 
Proceeding of 1 6th International Corrosion 
Congress (September 19-24ラ 2005) : CD-RO恥1，
P-l O-SCC-30 (2005). 

7. Influence of Cu and Mo on SCC of Type 304 
Stain1ess Steel in H2S04-NaCl Solution， 
S .Suna剖da丸ヲ A 
Proceeding 0ぱf 1凶6t白h International COI汀Tosiめon1 
Congress (September 1 9-24， 2005) : CD-ROM， 
P-lO-SCC・3 1 (2005). 

8. Comparison of Corrosion Behavior among I/M， 
PIM and 恥11M Type 304 Stainless Steels by 
Electrochemical Method， S.Sunada， T. Yamamoto， 
K.Majima， N. Nunomura， Proceeding of 1 6th 
International Corrosion Congress (September 
1 9-24， 2005) : CD-ROM. P- 14・34 (2005). 

国際会議
1 .  [Invited] Nano-S加仰ral Analysis in Aluminum 

Alloys by Energy-Filtering TEM. K.Matsuda， 
S .lkeno: 3rd International Symposium on 
Nanostructured Materials， Ilsan， Korea， Oct， (2005) 

2.  Cube-phase in excess Mg-type AI-Mg-Si alloy 
studied by EFTEM. K. Matsuda， Y. Ishida， 
I.Mullerova， L. Frank， S. lkeno: Intβrnational 
Symposium on Characterization of Real Materials 
and Real Processing by Transmission Elec仕on
Microscopy， Nagoya， Japan， January， (2005) 

3. TEM observation of roιshaped precipitates in 
AI-Mg-Ge Alloy. T. Munekata， K. Matsuda， Y. 
Uetani， S. Ikeno: Microscopy and Microanalysis 
2005， Hawaii， USA， August (2005) 

4. HRTEM observation of the metastable ph出回 in
Mg-Gd-Y-Zr alloy. Y. Fukuda， T. Kawabata ， K. 
恥1atsuda ， S. Kamado，Y.Kojima， S. Ikeno: 
Microscopy and Microanalysis 2005， Hawaii， USA， 
August (2005) 

5. Analysis of chemical composition of the 
cube-shaped ph出e in the AI-Mg-Si alloy by EFTEM 
and SLEEM. K. Matsuda， Y. Ishida， 1. Mullerova， L. 
Frank， S. Ikeno: Microscopy and Microanalysis 
2005， Hawaii， USA， August (2005) 

その他の論文

1 .  時効 した AI-Mg-Si 合金にお はる 時効析出物の
構造解析. 松 田 健二、 池野進: 顕微鏡， 40， 1 :  
63・66 (2005) 

2.  SLEEM に よ る Cu-Zn 合金にお け る 板状 α 相 の
観察. 松 田健二、 I.Mullerova， L.Frankラ 川
畑常員、 上谷保裕、 池野 進: 銅 と 銅合金， 44， 1 :
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44-49 (2005) 
新機能 ア ル ミ 材料の 開発研究 に つ い て . 池野
進、 松 田健二: アル ミ ニ ウ ムラ 12， 62 : 139・ 14 1
(2005) 
本 当 は何を見てい る の か?新 しい走査型電子顕
微鏡の展開. 池野 進， 松 田 健二 川畑常虞:
アル ミ 情報ラ 342: 1 0- 1 1 (2005) 

3. 

4. 

特許・ 賞
1 .  特願 2005-1 1470 : 発光顔料/アル ミ ニ ウ ム基複

合材料及びそ の製造方法. 池野 進、 松 田 健
二 : 平成 1 7 年 1 月 19 日
特願 2005-77846 : 磁性アル ミ ニ ウ ム複合体.

松 田 健二 池野 進， 真島一彦、 森克徳、
西村克彦、 佐伯知昭: 平成 1 7 年 3 月 17 日
特願 2005- 1 1 3570 : 発光顔料/アル ミ ニ ウ ム基
複合材料及びそ の製造方法. 池野 進、 松 田
健二: 平成 17 年 4 月 1 1 日
特願 2005-3 1 7228 : MgB2/A1 超伝導押出 し材及
びそ の製造方法. 池野 進、 松 田 健二、 西村
克彦、 森克徳、 賓地戸道雄、 成 田 政義: 平成 17
年 1 0 月 3 1 日
特願 2005・3653 1 3 : 土壌被覆材及び こ れを用
いた被覆土壌の製造方法に関する . 佐貫須美子，
城石昭弘， 梅本大輔， 岩 田 正: 平成 1 7 年 12 月
19 日
と やま 賞， 高機能性アル ミ ニ ウ ム材料の 開発.
富山県ひ と づ く り 財団: 松 田 健二 : 平成 1 7
年 5 月

2. 

3 .  

原著論文

1 .  Augmentation of Phoωcatalytic Activity of Ti02 
Thin Films Prepared by a Sol田Gel Technique. 
Kitamura， T. and H. Kumazawa: Chem. Eng. 
Commun.， 192， 795必04 (2005) 
Kinetic Study of Ambient-Temperature Reduction 
of Fe m edta by Na2S204・ Suchecki， 工工， B. 
Mathews and H. Kumazawa: Ind. Eng. Chem. Res. ，  
44， 4249・4253 (2005) 
Continuous Production of Dissolved Oxygen Free 
Water Using Ramond Supermixer. Seekkuarachchi， 
I.N.， T. Yamamoto and H. Kumazawa: Chem. Eng. 
Commun.， 192， 1424-1443 (2005) 
Preparation of Dysprosium Fe凶telPolyacrylamide
Magnetic Composite Microsphere and Its 
Characterization. Kumazawa， H吋 Wang， Z.-F. and 
M. Zhang: J. Rare Earths， 23， 257・260 (2005) 
Extrathermodynamic Study of Surface Diffusion in 
Reversed四Phase Liquid Chromatography with 
Silica Gels Bonded with Alkyl Ligands ofDi宜erent
Chain Lengths. K. Miyabe， G Guiochon: J.. Phys. 
Chem. B， 109， 24: 12038 - 12048 (2005). 
Extrathermodynamic Intβrpretation of Retention 
Equilibria in Reversed-Phase Liquid 
Chromatography Using Octadecylsilyl・Silica Gels 
Bonded to C1 and C18 Ligands of Di宜erent
Densities. K. Miyabe， G Guiochon: J. Chromatogr. 
A， 1 099: 1 36  - 148 (2005) 

E民ct of the Silanization Conditions on 
Chromatographic Behavior of an Open周知bular

2. 

3 .  

4. 

5. 

6. 

7. 

4. 

5. 

6. 
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Capillary Column Coated with a Modified 
Silica-gel Thin Layer. Y. Nakano， S. Kitagawa， K. 
恥1iyabe， T. Tsuda: Ana1. Sci.， . 2 1 :  1 1 67 - 1 170 
(2005) 

8 .  Treatment of Endocrine Disruptors in Wastewater 
by Using a White-rot Fungal Laccase 
Immobilzied into Dialysis Membranes. 
K.Hoshino and H.  Yamazaki， Biotechnol. 

Bioprocess. Eng. ， 1 0  : 1 88- 194 (2005). 
9 .  Evaluation ofPretreatment with Pleurotus 倒的α加 for

Enzymatic Hydrolysis of Rice Straw， M.T:街並guchi，
H.Suzuki， D.Watanabe， K.Sakai， K.Hoshino， and 
T.Tanaka， J Biosci. Biotechnol. : 1 00 :  p.637・643
(2005). 

1 0. Prodiuction of L-Lactic acid by Simultaneous 
Saccharification and Fermentation Using 
Unsterilized Defatted Rice Bran as a Carbon 
Source and Nu仕ient Componentsラ M.Taniguchi， 
M.Hoshina， S.Tanabe， Y.Higuchi， K.Sakai， 
S .Ohtsubo， K.Hoshino， and T.Tanaka， Food Sci. 

Technol. Res. ， Vo1. 1 1 ， pp.400・406 (2005). 
1 1 .  Advanced Ammonia Oxidation by Adding 

Methaboloc Mediator， H.Yamazaki， K.Hoshino， 
K.H剖egawa， K.-Q吋 Xu， Y.Ebie， N.Iwami， and Y. 
Inamori， Jpn.， J 陥ter Treat. Biol.， ぬ1.4 1 ， p.9・ 1 5
(2005). 

12 .  原水濃度調整剤 の生活排水処理特性お よ び、生
物相 に及ぼす影響解析， 山崎宏史， 星野一宏，
長谷川 淳， 鈴木理恵， 蝦江美孝， 岩見徳t1t， 稲
森悠平ラ 日 本水処理生物学会誌， 、To1. 4 1 ，  p. l7・24
(2005). 

プロ シーディ ング等

1 .  Intemational Structure of Powder Bed and 
Chracteristics of Lamination Layer Formed by 
Uni国Axial Compression ofNano-Particles. Mizuno， 
M. and H. Kumazawa: Proceedings of 43rd Symp. 
on Powder Science and Technology， Busan (Korea)， 
CD-ROM， Pll -c (6 pages)， Nov. (2005) 

2. Biosynthesis of Poly(ß・L-Malate) by Sydowia 

poly.伊ora， K川akagawa， M.Ogino， S.Sakaguchiラ
S.Nakamura， and K.Hoshino， 5出 Asia-Pacific
Biochemical Engineering Confemce 
(APBioChEC'05)， P2-053ゆ1IC)， Jeju Island， 
Kor，伺， May 1 5- 19  (2005). 

3 .  Biodegration of  PCP in Soil by Bioremediation 
Method with White四rot Fungus Coriolus versicolor， 

R.Watanabe， S .Morohashi， and K 
Asia-Pacific Biochemical Engineering Conf長fel匂mτnc∞e 

- 30 

(APBioChEC'05)， P I -004(ENV)， Jeju Island， 
Korea， May 1 5- 19  (2005). 

国際会議
1 .  Studies n the Mechanism ofBinderless Granulation 

of Ti02 in a Spouted Fluidized Bed， G Liu， Y. 
Mitsuo， 工 Nakamura， J. yé釘n犯北i， T. Kurooka and 
R. Yé釘n但aki， 7th World Congress of Chemical 
Engine怠ring， July， Glasgow， Scotland， 
2 1 8司2 1 8(2005)

2. Extrathermodynamic Study on SUl色ce Dìffusion in 
Reversed-Phase Liquid Chromatography Using 
Silica Gels Bonded with Alkyl Ligands ofDi能rent
Chain Lengths. K. Miyabe: 1 8th Intemational 
Symposium， Exhibit & Workshops on 
Preparative/Process Chromatography (pREP 2005)， 
Philadelphia， USA， May (2005) 

3 .  Extrathermodynamic Interpretation of  ，Retention 
Equilibrium in Reversed-Phase Liquid 
Chromatography Using Octadecylsilyl-Silica Gels 
Bonded to Cl  and C 1 8  Ligands of Di旺erent
Densities. K. Miyabe， G Guiochon: 1 1  th 
lntemational Symposium on Separation Sciences 
(ISSS 2005)， Pardubice， Czech Republic， 
September (2005) 

4. Design of a Single-stranded DNA Encording 
Polyamino Acids and 1臼 Applic訓ion on Production 
of Polycysteine by Using Protein Expression 
Synthesis System， T.ふ1atushima， S.Morohashi， and 
K.Hoshino，2005 lntemational Chemical Congress 
of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2005)， 
ABST孔生CT Book， Bio303， Honolulu， Hawaii， 
Dec 1 5-20 (2005). 

5. Behavior of White-rot Fungus Corious versicolor 
in Soil Contaminated by PCP， R. Watanabe， and 
K.Hoshino，2005 Intemational Chemical Congress 
of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2005)ラ
ABSTRACT Book， Bio335， Honolulu， Hawaii， 
Dec 1 5-20 (2005). 

6. Screening and Production of Tyrosinase Inhibitor 
Secreted by Lactic Acid Bacterium for Food 
Manufacturing， K. Takinami， and K.Hoshino， 2005 
Intemational Chemical Congress of Pacific Basin 
Societies (pACIFICHEM 2005)， ABSTRACT 
Book， Bio285， Honolulu， Hawaii， Dec 1 5-20 
(2005). 

7. Extraction of Lactic Acid using Dioctylamine 
Dissolved in Butyl Acetate， T. Yamamotoラ A. Yokoi， 
M. Sayama， H. Kawasaki and H. Kumazawa: 2005 



2004年�2005年研究業績一覧

応用化学講座
Intemationa1 Chemica1 Congress of Pacific Basin 
Societies， GCP・367， Hono1u1u， U.S.A.ラ December
(2005) 

その他の論文
1 .  Chracteristics and KÏnetics of Degradation and 

Depo1ymerization ofP1astics in Supercritica1 F1uids. 
Bae， S.-Y.， H. Kwak and H. Kumazawa: Trends in 
Chem. Eng.， 9， 1 -26 (2005) 
Preparation and Characterization ofPo1ymer - Rare 
Earth Composites. Zhang， M.ラ Z.F. Wang and H. 
Kumazawa: Recent Research Developments in 
Mater. Sci吋 6， 6 1 - 1 1 5，Research Signpost (2005). 
回転円板型湿式粒子形状分離装置の分離特性.
長谷川武， 山本健市， 杉本益規 : 粉体工学会
2005 年度秋期研究発表会講演論文集 : 1 56・ 1 57

(2005) 
粒子 3 次元形状測定装置の試作 と そ の評価. 藤
山正史， 山本健市， 杉本益規 : 粉体工学会 2005
年 度 秋 期 研 究 発 表 会 講 演 論 文 集 : 158- 1 59 

(2005) 
下水汚泥の減容化 に 関す る 研究 (第 1 報)， 吉
川 寛親， 笹島武司， 森 友子， 星野一宏， 平成
17 年板 富 山 県環境科学セ ン タ 一年報， 第
33-2 号， 44-48 (2005). 
形態 の異な る 3 種類の静止型混合器に よ り 生
成 さ れた エマルシ ョ ン 中分散滴径 と 所要エネ
ルギー の 関係 : 山本辰美， 熊津英博， 第 14
回微粒化 シ ン ポ ジ ウ ム 講演論文集 : 17 1 - 175 
(2005) 
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3 .  

4 .  

5 .  

「第 l 編第十節 1 .電気化学セ ンサJ ， 遠 田浩司
(先端の分析法幽理工学か ら ナ ノ ・ バイ オま で，

監修 : 梅津喜夫， 津 田 嗣郎， 寺部茂， エヌ ・ テ
ィ ー ・ エ ス ， 東京) 298-305(2005). 

著書
6. 

原著論文
1 .  "Designing Capsu1e Cata1yst and Its App1ication 

for Direct S戸1thesis of Midd1e Isopara伍ns"， 1. He， 
Y. Yoneyama， B. Xu， N. Nishiyama， N. Tsubaki， 
Langmuir， 泊1.2 1 ， 699-702， (2005) 
"Dua1 Cata1ysis Mechanism of Alcoho1 Solvent and 
Cu Cata1yst 仕o A New Methano1 Synthesis 
Methodぺ R. Yangラ Y. Zhang， N. Tsubaki， Cat，α加IS

Communication， Vo1.6， 275-279， (2005) 
"Promotiona1 Effect of Oxidation Pretreatment on 
Hydro-Therma1 Cracking of Canadian Oi1 Sand 
Bi同men"ラ 1. Chang， Y. Fu， M. Yoshimoto， K 
Fujimoto， N. Tsubaki， 
Fuelラ vo1.84， 166 1 - 1 663， (2005) 
"Preparation of A1umina司Si1ica Bimoda1 
Cata1ysts for Fischer四Tropsch Synthesis"， 

Pore 

2.  

3 .  

4 .  
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排水処理方法及び装置， 山崎宏史， 津 田武志，
土 田 理， 星野一宏， 特開 2005-00727 1 (2005). 
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Y. Zhang， M. Koike， N. Tsub北i， Catalysis Letters， 

Vo1. 9 1 ，  1 93-1 98， (2005) 
5 .  "In situ DRIFT Study of a New Low-Temperature 

Methanol Synthesis Mechanism"， R. Yang， Y. Fu， Y. 
Zhangラ B. Xu， N. Tsubaki， Bulletin 01 Chemical 

Society 01 Japan， Vo1. 78， 1 35・1 37， (2005) 
6. "Design of Metallic Catalyst Support for 

Hydrogenation ofCarbon Oxides"， 
N. Tsubaki， Catalysお and Catalyst (Shokubai)， Vol. 
47， 26-3 1 ラ (2005)

7. "Selective Synthesis of Middle Isoparaffins via 
Two-Stage Fischer幽Tropsch Reaction: Activity 
Investigation for Hydrid Catalyst" ，  T. Zhao， Y. 
Yoneyamaヲ N. Tsubaki， lnd. Eng. Chem. Res. ， Vo1. 
44ラ 755-769， (2005) 

8. "Designing a New Kind of Capsule Catalyst and Its 
Application for Direct Synthesis of Middle 
Isopara宜ins 企om Synthesis Gasヘ J. He， B. Xu， Y. 
Yoneyama， N. Nishiyamaヲ N. Tsubaki， Chem. Lett. ， 

丸To1. 34ヲ 148- 149， (2005) 
9. " Pore Di伍lsion Simulation Model of Bimodal 

Catalyst for Fischer-Tropsch Synthesis"， 
B .  Xu， Y. Zhang， N. Tsub北i， AIChE Joumal， 

Vo1.5 1 ， 2068・2076， (2005) 
10 .  "Hydrofoロnylation of l -Hexene for Oxygenate 

Fuels on Supported Cobalt Catalysts" ，  
Y. Zhang， K.Nagasaka， X. Qiu， N. Tsub紘i，
Catalysis Today， Vol. 1 04， 48・54， (2005) 

1 1 . "Dir邸t Synth回is of Iso-Para伍n by Modified 
Fischer-Tropsch Syn白esis using Hybrid Catalysts 
of lron Catalyst and Zeolite"， Y. Yoneyama， J. He， 
Y. Morii， S. Azuma， N. Tsubaki， Cata加is Today， 

Vo1. 104， 37-40ラ (2005)
12 .  "Mechanistic Study of A New Low-Tempera加re

Methanol Synthesis on C品位O C鉱物sts". R. 
Yang， Y. Iwama， Y. Zhang. N. Tsubaki， Applied 

Ca帥'sis A， Vo1.288， 126・ 1 33 ， (2005) 
1 3 .  "Selective Conversion of Dimethyl Ether ω 

Propylene and Light Olefins over Modified 
H-ZSMーゲ Tian・Sheng Zhao， Tomokazu 
Takemoto， Yoshiharu Yoneyama and Noritatsu 
Tsub広i， Chem. Lett. ラ Vo1.34， 970-97 1 ，  (2005) 

14 .  
1 Catalyst and its Applica幻tiぬon for F日is民cheぽr-Trops鈴ch

S匂yn凶lthe児es由is". Y.Zhangラ R.Yl加g， M.koike， 
H.Sukamon， Y.Tharapong， N.Tsubaki， Applied 

Catalysis A， Vo1.292， 252-258， (2005) 
1 5 .  "One-Step Synthesis of Isoparaffin from Syngas" .  

Y.Yoneyama， N.Tsubaki， Fine Chemicals， Vol. 34 

( 12)， 25-33， (2005) 
1 6. Mechanistic S加dies on Monodentate閉Ligand

Substitution ofFive-Coordinate 
Trigonal-Bipyramidal Platinum(II) Complexes 
with Tris[2-( diphenylphosphino) ethyl] phosphine， 
S. Aizawa， T. Kobay出回， and T. Kawamoto， lnorg. 

Chim. Acta， 358(7)， 23 19-2326 (2005). 
1 7. Chiral ligandexchange micellar electrokinetic 

chromatography using borate anion 出 a cen仕al ion， 
S. Kodama， A. Yamamoto， R. Iio， S. Aizawa， K. 
Nakagomi， and K. H可akawa， Elec的phoresis，

26(20)， 3884閑3889 (2005). 
1 8 . Fluorescently labeled inhibitors detβct localized 

serine p中te出e activities in Drosophi1a 
melanogaster pole cells， embηos， and ovarian egg 
chambers. Rasmus Kragh Jakobsen， Shin Ono， 
James C. Powers， Robert DeLotto， Histochem Cell 

Bわム 123， 5 1 る0 (2005).
1 9. “Hydrodynamic Electrochemistry in 20 L Drops 

in the Rotating Sample System" G. N. Shetty， N. 
Syed， K. Tohda， 恥1. Gratzl， Anal. Sci. ， 2 1 ，  
1 1 55- 1 1 60 (2005). 

20. A Rapid Coprecipitation Technique Using Gallium 
Phosphate for Preconcen仕組on of Thallium in 
Water Prior to its Determination by Electrothermal 
Atomic Absorption Spectrome仕y. S. Kagaya， Y. 
Araki， Y. Hori， K. Hasegawa: J Ecotech. Res.， 1 1 ，  
1 :  7- 1 1  (2005). 

2 1 .  Coprecipitation with Yt仕ium Phosphate as a 
Separation Technique for Iron(III)， Lead， and 
Bismuth from Cobalt， Nickel， and Copper Matrices. 
S. Kagaya， Y. Araki， N. Hirai， K. Hasegawa: 
Talanta， 67， 1 :  90・97 (2005). 

22. Separation of Lead from Iron Matrix by 
Coprecipitation with Lanthanum Phosphate for 
ICP-AES Determination. S. Kagaya， M. Saiki， Z. 
A. Malek， Y. Arakiラ K. Hasegawa: J Ecotech. Rιs. ， 

1 1 ， 4: 1 65- 1 68 (2005). 
23. Correlation between the Structure ofWater 

in the Vicinity of Carboxybetaine Polymers 

and Their Blood'compatibility. Kitano， H.;  
Tada， S. ;  Mori， T. ; Takaha， K.; Gemmei-Ide， 
M.; Tanaka， M.; Fukuda， M. Yokoyama， Y. 

LanglllUÍr21 ，  11932・ 11940 (2005) 
24. Inclusion of Bisphenols by a Self'Assembled 

Monolayer of Thiolated Calix[6]arene on a 

Gold Surface . Nakaji'Hirabayashi， T. ; Endo， 

H.;  Kawasaki， H. ;  Gemmei'lde， M.; Kitano， 

H. Enばron. Sci. Technol. 39， 5414・5420
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(2005) 
25. Structure of Water in Sulfobetaine Polymer 

Films As Examined by ATR-IR. Kitano， H. ;  

Tada， S . ;  Mori， T. ; Takaha， K. ; Gemmei-lde， 
M.; Yokoyama， Y. ; Tanaka， M. Macromol. 
BioscÍ. 5， 3 14-32 1 (2005) 

26. Self-Assembled Monolayer of a Pepstatin 
Fm伊lent As a Sensing Element for Aspa町l
Proteases. Kitano， H. ;  M北ino y.; Kaw田北i， H.;  
Sumi， Y. Anal. Chem. 77， 1 588・1 595 (2005) 

27.  Orientational E宜ect of Surface-Confined 

Cyclodextrin on the Inclusion of Biおsphenols.
Endo伐， H.; Nakaj長i

H.; Gemme白i-Ide， M.; Kitano， H. Langmuiシ
2 1， 13 14・ 132 1 (2005) 

28. Raman Spectroscopic Study on the 

Structure of Water in Aqueous Solution of 

， -Amino Acids. Kitano， H. ;  Takaha， K. ; 
Gemmei-Ide， M. J. Colloi記i lnt，θrfac，θ ScÍ. 283，

452・458 (2005) 
29. Resistance of Zwitterionic Telomers 

Accumulated on Metal Surfaces against 
Non-specific Adsorption of Proteins. Kitano， 

H. ;  Kawasaki， A. ; Kawasaki， H. J. Colloid 
Int，θrfac，θ Sd. 282， 340-348 (2005) 

30. Gelation of Colloidal Crystals without Degradation 
in Their Transmission Quality and Chemical 
Tuning. Toyotama， Akiko. Kanai， Toshimitsu. 
Sawada， Tsutomu. Yamanaka， Junpei. Ito， Kensaku. 
Kitamura， Keiji . ，  Lαn伊luir 2 1 ラ
10268・ 10270 (2005) 

3 1 .  Enhancement ofCrystallization ofHard-sphere by 
Gmvity: Monte Carlo Simulation， Shin-ichiro 
Yanagiya， Atsushi Mori， Yoshihisa Suzuki， Yasuo 
Miyoshi， M出ashi Kasuga， Tsutomu Sawada， 
Kensaku Ito and Tetsuo Inou久 やn. J. Appl. 

Phys. ( 1 )  44， 5 1 13-5 1 1 6  (2005) 

プロ シーデイ ング等

1 .  Effect of Water on Coal Hydrogenation， 
Intemational Conference on Coal Science and 
Technology， Okinawa， (2005) 

2. Design of Metal Binding Peptides Using 
N-Terminal Proline Residues. 
Shigenori Yoshikawa， Toshiaki Yoshimura， Shin 
Ono， Peptide Science 2004， 371  (2005). 

3. Synthesis of Polymers Bearing Diphenyl 

2004年�2005年研究業績一覧

かAminoalkylphosphonatβ Moiety and Their 
Separation Ability Against Serine Proteases. 
M部組ki Kawada， Daisuke Yamaguchiラ Toshiaki
Yoshimura， Shin Ono， Peptide Science 2004ラ 373
(2005). 

4 .  Separation of Lead from Iron Matrix by 
Coprecipitation with Lanthanum Phosphate for 
ICP-AES Determination. S .  Kagaya， M. Saiki， Z. 
A. Malek， Y. Araki， K. Hasegawa: Proceedings of 
白e 1 2th Asian Symposium on Ecotechnology: 
22-25 (2005). 

国際会議
1 .  A New Low幽Tempera加re Methanol Synthesis 

Methodラ 7th World Congress of Chemical 
Engineering， Gl出gow， Scotland， (2005) 

2. Development of Bimodal Cobalt Catalysts for 
Fischer-Tropsch Synthesis. Intemationa1 
Conference on Coal Science and Technology， 
Okinawa， (2005) 

3 .  E宜ect of Water on Coal Hydrogenation. 
Intemational Conference on Coal Science and 
Technology， Okinawa， (2005) 

4. Design of Bimodal Catalyst for Fischer-Tropsch 
Synthesis. 229th American Chemical Society 
National Meeting， San Diego， USA， (2005) 

5 .  New Catalysts for GTL conversion. Intemational 
Seminar 喝movation on Synthetic Fuels"， Bangkok， 
Thailand， (2005) 

6. Solid ca凶ysts for hydroformylation reactions. 
Pan-Pacific Chemical Congress (2005)， Hawaii， 
USA， (2005) 

7. Supercritical Phase Methanol Synthesis 企om
CO/C02 and H2. Pan-Pacific Chemical Congress 
2005， Hawaii， USA， (2005) 

8 .  Novel Preparation Method of Bimodal Catalyst. 
Pan-Pacific Chemical Congress 2005， Hawaii， 
USA， (2005) 

9. Development of Capsule Catalyst and its 
Application for Isoparaffin Synthesis. Pan四Pacific
Chemical Congress 2005， Hawaii， USA， (2005) 

10 .  Mechanism of A New Low-Tempemture Methanol 
Synthesis. Pan-Pacific Chemical Congress 2005， 
Hawaii， USA， (2005) 

1 1 . “Screening of Structurally Diverse Bidentate 
Ligands for the Enantioselective Hydroboration 
and Asymm即ic Allylic Al防lation". Yoshikazu 
Horino; Ingo Weidner; Hans-Günther Schmalz， 
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OMCOS 1 3 ジ ュ ネ ーブ， ス イ ス ， 7 月 2 1 日
(2005 年)

12 .  Geometrical Equilibrium and catalysis for Cーc
cross-coupling reaction ofPd(II) Complexes with 
multidentate ligand having phosphino and 
phosphine chalcogenide groups， S. Aizawa， 工 Hase，
2005 1ntelτtational Chemical Congress ofPacific 
Basin Societies， Honolulu， U.S.A.ラ December
(2005) 

13. Chiral Ligand Exchange Capillary 
Electrophoresis using Borate Anion as a 
Central Ion， S. Kodama， A.Yamamoto， and S. 

Aizawa， 2005 International Chemical 

Congress of Pacific Basin Societies， 

Honolulu， U.S.A. ， December (2005) 
14 . “Sliver Sensor: An lonophore Based Optical 

Sensor Array for Glucose and Electrolytes" K. 
Tohda， M. Gratzl， Pirtsburg Conference， Orlando 
Florida， U.S.A. March (2005). 

1 5 .  Chemical Reduction of  Nitrate lon in Aqueous 
Solution by Using Some Powdery Metals and 
Alloys. N. Maeda， K. Emori， S.  Kagaya， K. 
Hasegawa: 12th Asian Symposium on 
Ecotechnology， Shenyang， China， 8 (2005). 

16 .  Adsorption Behavior ofMercury in Water by Some 
Metal Sulfides. K. Kitamori， S. Kagaya， K. 
Hasegawa: 12th Asian S戸nposium on 
Ecotechnology， Shenyang， China， 8 (2005). 

17 .  E自己cts of Oxygen and Light on the Ni回1ion of 
PAH Adsorbed on an Active Silica Gel Component 
of SPM by Dilute Nitrogen Dioxide under 
Simulated A加lospheric Conditions. K. Hasegawa， 
R. Mabuchi， S. Kagaya: 2005 Intemational 
Chemical Congress of Pacific Basin Societies， 
Honolulu， Hawaii， USA， 12 (2005). 

1 8 . Sensing Capabilities of Colloidal Gold Modified 
with Various Kinds of Self-assembled Monolayers 
on a Glass Substrate. Hiromi Kitano， Nano 
Technology 2005， JAIST (Hokuriku)， September 
(2005). 

その他の論文
1. "Development of Capsule Catalyst and the 

Applications on Ficher-Tropsh S戸1thesis for 
One-Step Synthesis of Isoparaffins" .  Y.Yoneyama， 
J.He， N.Nishiyama， N.Tsubakiラ
Cαtαlyst αnd Catalysお (Shokubα'i)汗01.47， 403-405，

(2005) 
2. "New Methanol Synthesis Method: Route Design 

and Catalyst Development". Noritatsu Tsubaki and 
Yoshiharu Yoneyamaラ Petrotech，
Vo1.28ラ399-404ラ(2005)

3 .  One-Step S戸lthesis of Isopara伍n from Syngas， 
Y.Yoneyama， N.Tsubakiラ Fine Chemicals， Vo1. 34 
( 12)， 25四33， (2005) 

4. ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ールグ ラ フ ト ポ リ マ ー の
温度応答性 に及 ぼす環状化合物 の効果. 北野
博 巳 F草分子j;p_工 54， 40 1 -406 (2005) 

特許 ・ 賞

l . 曾浬宣一、 特願 2005・252432
2. “Hydrodynamic Micromanipulation of Individual 

Cells to Partemed Attachment Sites" K. Tohda， M. 
Gratzl， M. Yoshida， US Patent Published 
Application No. 20050074869. 

3 . “Sensor System" K. Tohdaラ M. Gratzl， Y. Jian， G 
Rozakis， US Patent Published Application No. 
2005022 1276. 

4 .  排水処理方法及び装置 山崎宏史， 津 田武志，
土 田理， 星野一宏， 加賀谷重浩， 稲森悠平 : 特
開 2005-00727 1

5. 金属 の分離回収方法. 神原貴樹、 加賀谷重浩:
特願 2005- 1 526の

6. í 医療用材料j 発明者 北野博 巳 ・ 源明 、誠 ・ 猿
渡欣幸 ・ 向 山 高広、 出願人 大阪有機化学工業
株 式 会 社 、 平成 17 年 1 1 月 10 日 、 特願
2005-325497 

7. í生体適合性材料J ， 発明者 北野博 巳 ・ 源明
誠 ・ 猿渡欣幸 ・ 向 山 高広， 出願人 大阪有機化
学工業 株式会社， 平成 17 年 12 月 1 日 、
W020051l 1 3620Al 

8. 日 本エネルギー学会賞 進歩賞(学術部門)
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著書

1. 

2. 

生命工学大講座

教 授 篠 原 寛 明
教 授 畠 山 豊 正
教 授 小 平 憲
教 授 磯 部 正 治
助 教 授 安 川 洋 生
助 教 授 山 口 昌 樹
助 教 授 黒 津 信 幸
講~ 師 佐 山 コ 千雄
助 手 須 加 実

Phage endolysins of lactic acid bacte出. Kodaira， 
K.-I.， Taketo，A. in Survival and Death in Bacteria， 
ed.Yamada， M. (Research Signpost， Kerala， India) 
pp. 197-224. (2005) 
下野 正基， 奥 田 克爾 編著， 高井 規安， 山 口
昌樹， 西川 泰央 (分担執筆) : 唾液に よ る健康
づ く り 明 日 か ら の臨床に取 り 組む， 唾液か ら
こ んな こ と が わか る !?， 日 本歯科評論増刊 2005 ，
開 ヒ ョ ー ロ ン ・ パプ リ ッ シャ ーズ， 東京 (2005)
pp. 1 35-140 (2 1 5p.) 

原著論文

1. Ab initio computatios for the ring-opening potential 
of propylene oxide: roles of a proton and a water 
molecule. H. Shinoda， M. Sayamaヲ Y. Mori， 
M.Mizuguchi. Int. Elec仕ic J. Mo1. Design， 4(10)， 
698幽7 1 0， (2005) 

2. Molecular properties of the two・ component cell 
lysis system encoded by prophage φ gaY of 
Lactobacillus gasseri JCM 1 1 3 1  T: Cloningラ
sequencing， 加d expression in Escherichia coli. 
Yokoi，K寸.， Shinohara，M.， Kawahigashi，N.， 
Nakagawa，K.， Kawas北i，K.-I.， Nak創nura，S.
Taketo，A.， Kodaira， K.-1. Int. J. Food Microbio1. 99， 
297? 308. (2005) 

3 .  The two・component cell lysis genes holWMY and 
lysWMY of the Staphylococcus wameri M phage 
φ WMY: Cloning， sequencing， expression， and 

mutational analysis in Escherichia coli. YokoiラK寸 .，
Kawahig出hi，N.， Uchida，M吋 Sugahara，K.，
Shinohara，M.， Kaw出北i，K.-I吋
Nakamura，S.， Taketo，A吋 Kodaira， K.-1. Gene 35 1 .  
97- 1 08.  (2005) 

4. Analysis of Rad5 1 in the social amoeba 
Dictyostelium discoideum: sequence， induction and 

5 .  

6 .  

7. 

8 .  

9. 

2004年�2005年研究業績一覧

disruption. Hasegawa， Y.， Arimitsuヱラ Nakamura，S吋
Kodaira，K.-I.， Shinohara，H円 Yasukawa，H. Microb. 
Environ. 20. 1 86-1 89. (2005) 
A rapid and s出ple procedure for high-e百iciency
lithium acetate transformation of cryopreserved 
Schizosaccharomyces pombe cells. M. Suga， T. 
Hatakeyama: Yeast 22 : 799・804 (2005) 
Genetic analysis of leaming and memory deficits in 
senescence幽accelerated mouse (SAM). K. Tomobe， 
M. Isobe， Y. Okuma， K. Kitamura， Y. Oketani， Y. 
Nomura : Physio1. Behav. 84 : 505-5 1 0  (2005) 
Fragl ，  a homolog of altemative replication factor C 
subunits， links replication stress surveillance with 
apoptosis. H. Ishiiラ 工 Inage凪 K. Mimori， 工 Saito，
H. Sasaki， M. Isobe， M. Mori， C. M. Croce， K. 
Huebner， K. Ozawa， and Y. Furukawa : Proc Natl 
Acad Sci U S A. 1 02 (27) : 9655・9660 (2005) 
Evaluation of Tirne-course Changes of Gingival 
Crevicular Fluid Glucose Levels in Diabetics. 
M出aki Yamaguchi， R;戸lji Takada， Shigenori 
Kambe， Toyomasa J;-Iatakeyama， Ken Naitoh， 
Katsuya Yam但akiラ Mas出hi Kobayashi. 
Biomedical Microdevices， Vo1.7， No. l : 53-58 
(2005) 
Point of care testing system via enzymatic method 
for the rapid， efficient 出say of glycated albumin. 
Mas沿正i Yamaguchi， Shigenori Kambe， Takashi Eto， 
Masaru Yamakoshi， Tak吋i Kouzuma， Nobuyuki 
Suzuki. Biosensors & Bioelectronicsラ 1ゐ1.2 1 ， No.3 : 
426-432 (2005) 

1 0. Error Grid Analysis of Noninvasive Glucose 
Monitoring Via Gingival Crevicular Fluid. Masaki 
Yamaguchi， Shigenori Kambeヲ Katsuya Yamazaki 
and M出国hi Kobayashi. IEEE Transactions on 
Biomedical Engineering， Vo1.52， No. l 0: 1 796- 1798 
(2005) 

1 1 . Flat-chip Microanalyt i cal  Enzyme Sensor for 
Sal ivary Amylase Act ivi ty. Masaki Yamaguchi ， 
Mi tsuo Deguchi ， Junichi Wakasugi .  
Biomedi cal Microdevi ces， Vol .  7， No. 4 :  
295-300 (2005) 

12 .  A rapid and sirnple procedure for high・e百iciency
lithium acetate transformation of cryopreserved 
Schizosaccharomyces pombe cells. 恥1. Suga， T. 
Hatakeyama: Yeast 22 : 799-804 (2005) 

1 3 .  Abnormalities caused by carbohydrate alterations 
m 

Ibeta6-N-acetylg1ucosaminyltransferおかdeficient
mice. GY. Chen， H. Muramatsu， M. Kondo， N. 
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Kurosawa， Y. Miyake， N. Takeda， 工 Mぽamatsu:
Mol Cell Biol. 25 ;7828-38 (2005) 

国際会議
QTL analysis of age-related memory dysfunction in SAM 
P8 mouse. 恥1. Isobe， K. Tomobe， 恥1. Sawada， A. Kondo， 
N. Kurosawa， S. Wakana， Y. 1、�omura : HGM2005 
Workshop， Japan April (2005) 

プロ シーディ ング等

1 .  Flat-chip Microanalytical Enzyme Sensor for 
Salivary Amylase Activity. M. Yamaguchi， M. 
Deguchi， J. Wak出ugi， A. Komatsu， M. Okada 
Proceedings of 3rd Annual Intemational IEEE 
E恥æs Special Topic Conference on 
Microtechnologies in Medicine and Biology， 
1 . 1 . 1 ・ 16 : 49-52 (2005) 

2. Nonverbal Communication Tool for Children with 
Severe Motor and Intellec加al Disabilities Using 
Biochemical Measurement. Tomoyuki Higashi， 
Yasufumi Mizuno， Mieko Oonishi， K位田10ri
Takeda， Masaki Yamaguchi. Proceedings of the 
2005 IEEE Engineering in Medicine and Biology 
27th Annual Con伽ence， 4.5.2- 16 :  4p.(CD) (2005) 

3 .  Estimation of Blood Glucose Level of  Diabetics 
via Knowledge Discovery and Data Mining. 加1.
Yamaguchi， N. Hanawa， C. K拙eda， K. Yam位aki，
M. Kobayashi. Proc閃dings the 5th Intemational 
Workshop on Biosignal Inte中re匂tion， 199-202 
(2005) 

4. Evaluation of Fr相ance E能ct Quanti今時 Tool
Based on Biochemical Measurement Applying 
Plant Essential Oil. N. Hanawa， M. Deguchi， T. 
Ham沼aki， K. Ham庇北i， Y. Saiki and M. 
Yamaguchi. Proceedings of the 12th Intemational 
Conference on Biomedical Engineering (lCB恥伍
2005)， 2B4-02: 4p.(CD) (2005) 

5 .  Competitive and product inhibition-based enzyme 
activity analysis method. M. Yamaguchi， J. 
Wakasugi， J. 

国際会議
1 .  Circadian Rhyt加n of Salivary Amylase Activity in 

Non-fatigued State. M出aki Yamaguc凪 Mitsuo
Deguchi， Junichi Wakasugi， Yoshifumi Miyazaki， 
Takahide Kagawa， Tomoyuki Higashi， Yasufumi 
Mizuno. Intemational Conference on Fatigue 
Science 2005， P l - 16 :  p. 127 (2005) 

2. Evaluation of Group Drumming Music Therapy 

using Salivary Amylase Activity. Tomoyuki 
Higashi， Yasu負lmi Mizuno， Mitsuo Deguchi， 
M出北i Yam昭uchi. Intemational Conference on 
Fatigue Science 2005， P2・50: p. 1 93 (2005) 

3 .  Glycated Albumin Monitor Using Enzymatic 
Method for Point of Care Testing. Masaki 
Yamaguchi， Miyuki Ito. 1 3せ1 Korea - Japan 
Symposium on Diabetes 恥1ellitus， P-1 5 :  p. 168 
(2005) 

4. Purification of dea印刷出e and 
N，N'-acetyl仕加sferae of wistar rat livercytosol. M. 
Sayama， T. Akao， 工 Gomi， T. Kondoラ 工
Yamamotoラ M. Mori， Intemational Chemical 
Congress of Pacific Basin Societies， Honolulu， 
USA， December (2005) 

5. Extraction of lactic acid using dioctylamine 
dissolved in butyl acetate， T. Yamamoto， A. 
Yokoi， M. Sayama， H. Kaw出aki， H. Kum位awa，
Intemational Chemical . Congress of Pacific Basin 
Societies， Honolulu， U.S.A.， December (2005) 

その他の論文

1 .  ス ト レ ス を ど う 測 る . 山 口 昌 樹. 人間生活工
学， Vo1.6， No.3 : 20-25 (2005) 

2. 唾液ア ミ ラ ーゼ活性 に よ る 交感神経モ ニ タ の
実用化. 山 口 昌樹， 吉 田 博. Chemical Sensors， 
Vo1.2 1 ，  No.3 : 92・98 (2005) 

3. バイ オマーカ ー に よ る 生体計測 1 非侵襲血糖
測 定 . 山 口 昌 樹. 臨床 栄養 ， Vo1. 107， NO.6: 
68 ト690 (2005) 

4. バイ オマーカ ー に よ る 生体計測 2 ス ト レス の
定量評価. 山 口 昌樹. 臨床栄養， Vo1. 107， NO.7 : 
80 1 ・809 (2005) 

5. バイ オマーカ ーでス ト レス を測 る . 山 口 昌樹.
生物工学， Vo1.83， NO. 1 1 :  536・537 (2005) 

特許・ 賞
1 .  生体液採取器具. 山 口 昌樹， 内藤 建， 吉 田

博.特願 2005・80658 号 (2005)
2. バイ オセ ンサ， 成分検出装置お よ び ヒ ト の ス ト

レス 測定方法， 山 口 昌樹， 小松 昭彦， 岡 田 升
宏 : 2005 年 7 月 5 日 出願， 特願 2005-195866
号， ヤマハ側， 伺ノ〈イ オ情報研究所 (2005)

3 .  候補対象生物の ス ク リ ーニ ン グ方法. 山 口 昌
樹. 特願 2005-25576 1 号 (2005)
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2005年度修士論文題名 一覧

電気電子システム工学専攻 ( 4 1 名 )

氏 名 主 査 主 吾Ed岡h 文 題 名

阿久津 泰仁 佐 々 木 和男 拘束 ス ト レ ス 下 ラ ッ ト 視床 下部外側 野 に お け る ドー パ ミ ン お よ び
そ の 代謝産物動態 に 対す る 「 セ ド ロ ール」 の 作用

有沢 崇志 女川 博義 エ キ シマ レ ー ザ を 用 い た 有機膜 の 直接パ タ ー ニ ン グ技術

石 間 卓也 丹保 豊和 CNT成長 の た め の微細 ニ ッ ケノレ粒子 の 作成 に 関す る 研究

泉 圭輔 坂上 岩太 RF帯900及び1 800位相 差信号分配 回 路 に つ い て

伊藤 孝治 中 谷 訓 幸 Sn0 2 薄膜のH 2 S ガ ス 検 出 特性

碓氷 数馬 女川 博義
ペ ン タ セ ン を 用 い た縦形有機電界効果 ト ラ ン ジ ス タ の 高性能化 に
関す る 研究

江尻 裕一 升方 勝 己 プ ラ ズマ フ ォ ー カ ス の イ オ ン源 と し て の応用

岡 田 茂 女川 博義 電子 ビー ム 露光法 を 用 い た短チ ャ ネ ル有機 ト ラ ン ジ ス タ の 作成

桶谷 充宏 作井 正昭
高周 波 プ ッ シ ュ フ。ノレ式DC-DC コ ンバ ー タ を 用 い た 車載用 イ ンパ ー
タ 回 路 に 関す る 研究

川 岸 義和 中谷 訓幸 重水素置換TAAP単結品 の 作成 と そ の 強誘電特性

川 島 将英 丹保 豊平日
UTA-Siバ ッ フ ァ 一層 を 用 い た Si 1 _x-Gex薄膜のMBE成長 に 関す る 研
りプhし

川 淵 裕 之 坂上 岩太 イ ン ピー ダ ン ス 変換型集 中 /分布 定数 ブ ラ ン チ ラ イ ン カ ッ プ ラ
に 関す る 検討

川 除 佳和 村井 忠邦 MPEG-2符号化動画像 の N0 Reference 画質評価モデ、ル

北本 拓也 坂井 純一
Simulation on solar TypeIII radio bursts 仕om magnetic reconnection 
reglOn 

金 主賢 佐々 木 和男
ラ ッ ト 脚橋被蓋核ニ ュ ー ロ ン に 対す る オ レ キ シ ン の 作用 : パ ッ チ
ク ラ ン プ法 に よ る 解析

木村 博昭 丹保 豊和 化学量論比の違い に よ る SrTi03薄膜の 結 晶性 に 関す る 研究

志部谷 哲平 中 谷 司iI 幸 鋳鉄 と 異種金属 の接合 に 関 す る 研究

島木 英之 升方 勝 己 VHF電磁波観測 に よ る 雷放電進展過程評価 シ ス テ ム の 開発

島 田 洋行 女川 博義 有機マルチ フ ァ ン ク シ ョ ン ダイ オー ドパネル に 関す る 研究

高 田 真一 升方 勝 己 高強度パルス イ オ ン ビー ム 用 高輝度 ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン源 の 開発
」ーーー
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氏 名 主 査 主 E命 文 題 名

滝津 祐紀 村井 忠邦 準 3 次克有限要素モ デ、ル に よ る 浅水長波流れ解析

常 国 篤 上羽 ヲム 分子鎖 の 輸送現象 に 関す る 基礎研究

手 島 健司 作井 正 昭 電圧利用 率 を 改善 し た ー 相 マルチ レベルイ ンバー タ の 出力 電圧迫
従制御

出崎 健二郎 中 谷 司iI 幸 TiAIN膜堆積 の た め のTiAl積層 タ ー ゲ ッ ト の 開発

富 田 隆行 升方 勝 己 両極性パルス加速器用 パノレス 電源 の 開発

中 林 寛 明 鈴木 正康 pH計測マ イ ク ロ ア レイ チ ッ プの 開発 と 細胞活性測 定へ の応用

中 山 亮則 鈴木 正康 吸 引 型細胞マ イ ク ロ ア レイ チ ッ プ シ ス テ ム の 開発

永井 努 女川 博義
自 己整合有機 ト ラ ン ジ ス タ を 用 い た論理回路 の シ ミ ュ レー シ ョ ン
と 特性評価

西塚 博信 中 谷 訓 幸 TGS に お け る 強誘電軸 に垂直 な 電場 の 印加効果

長谷川 吉男 升方 勝 己 地上電界波形 と 気象 レ ー ダデー タ の 事例解析

浜武 大輔 中 谷 訓 幸 硫酸 グ リ シ ン の 分極反転 に お け る 結晶構造の変化

東 山 昌 義 升方 勝 己 マ ル ク ス 発 生器 を 電源 と し た パルス イ オ ン加速器 の 開 発

藤井 善成 作井 正 昭 受動素子 の み を 用 い た倍電圧 単相整流 回 路 の 力 率改善法

本 田 昌 J士じ』 村井 忠邦 画像の 特徴量 を 用 い た符号化動画像 の 画質評価モデ、ル

松下 陽介 女川 博義 パ イ フ ァ ン ク シ ョ ン有機 ダイ オー ド の 最適化 と 双方 向 光通信系 の
構築

宮 下 拓也 女川 博義
逆構造 ト ッ プエ ミ ッ シ ョ ン有機EL素子 の 最適化 と 両面発光パ ネ ル
へ の応用

本フ永木三 拓也 坂井 純一
Simulation of solar Type n radio bursts associated with coronal mass 
ejectìons 

薮 田 将貴 村井 忠邦 マ イ ク ロ フ ォ ン ア レイ に よ る 音源探査 の シ ミ ュ レー シ ョ ン

山 村 且 坂井 純一 Simulation of large amplitude Allfven wave in collisionless plasmas 

荊 勇 鈴木 正康 酸素計測 マ イ ク ロ ア レイ チ ッ プ の 開発 と 細胞活性測 定への応用

SAFIZAN BINTI 
女川 博義 ジ オ キ サ ン系 フ ッ 素置換 3 環液 晶 の 分子構造 と 分子 間相 互作用SHAARI 
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知 能情報工学専攻 ( 3 1 名 )

氏 名 主 査 主 毛白色岡 文 題 名

安達 誠 唐 政 強化学習 を 用 い た フ ァ ジ ィ 倒 立振子制御装置 の 開発

池野 来世 袋谷 賢 吉
Matlab に よ る 画像処理 に 関す る 研究ー フ ィ ル タ ー処理 を 中 心 と し
て

石村 友樹 中 嶋 芳雄 LED電光表示板 の視認特性 と 最適表示輝度 に 関す る 研究

五十公野 敏幸 袋谷 賢吉 TestPoint に よ る 実験機器 の 制御 に 関す る 研究

稲 田 将二 中 嶋 芳雄 聴覚情報 が視覚情報へ及 ぼす影響 に 関す る 研究

大 鳥 優季 米 国 政 明 顔表面 か ら の 法線 と 顔平面 と の 交点分布 を 用 い た表情認識 に 関す
る 研究

大 向 紀子 堀 田 裕弘 輪島塗画像 に 対す る 感性因 子 の 抽 出 と そ の 画像検索

小沢 直幹 川 田 勉 Simulation of Alfven wave in 3D current sheet 

乙部 勝 米 田 政 明 混合正規分布 に 対す る 変分ベイ ズ学習 の 簡 略化 に 関す る 研究

尾毛川 直人 山 淵 龍夫 ピ ア ノ 弦振動 の周 波数解析 に 関す る 研究

鏑木 真 中 嶋 芳雄 色覚ノミ リ ア フ リ ー用 LED交通信号灯 の視認性 向 上 に 関す る 基礎的
研究

熊木 啓太 中 嶋 芳雄 極微小視角 に お け る 色覚特性 に 関す る 研究一周 辺視 に お け る 一

河野 弘行 中 嶋 芳雄 と や ま 景観 1 0 0 選 一 昼景 ・ 夜景

清水 洋伸 山 淵 龍夫 付加行列 に よ る 無 限領域問題の解析手法 に つ い て

菅 田 健史 山 淵 龍夫 高分解能周 波数解析 を 用 い た経済時系列予測 に 関す る 研究

武 島 将文 唐 政 バ ッ チ学習 を 用 い た ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク の 時系 列 予測

田 畑 雅直 堀 田 裕 弘 自 然言語処理 と ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク を 用 い た 情報家電操作 シ
ス テ ム

田 部井 瑞恵 堀 田 裕弘 生徒用 配布文書作成支援 の た め の イ ラ ス ト 選択 シ ス テ ム

寺林 朝子 袋谷 賢吉 神経モ デ、ノレの 非線形動特性 に 関す る 研究

堂下 裕樹 田 島 正登 等価 なLDPC符号の sum-product復号性能 に 関す る 研究
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氏 名 主 査 主 吾日d間b‘ 文 題 名

松井 和輝 山 淵 龍夫 超音波洗浄槽 の結合振動モ ー ド の解析ー洗浄槽形状の影響ー

谷 内 田 将介 山 淵 龍夫 NHAの 2 次克化 と 指紋画像解析への応用

山 下 和也 慶瀬 貞 樹 文脈 を 用 い な い挿入削 除 シ ス テ ム の 計算能力

矯 艶 唐 政 中 国語イ ン ス タ ン ト メ ッ セ ン ジ ャ ー シ ス テ ム の 開発 に 関す る 研究

呉 明 唐 政
Hopfield Neural Network with Objective Function Adjustment Technique 
and Its Application 

朱 雲義 唐 政 An Immune Based Pattem Recognition System 

XU XIAO TING 袋谷 賢吉
Matlab に よ る 画像処理 に 関す る 研究ー モ ル ブ オ ロ ジー処理 を 中 心
と し て

銭 蘭慧 中 嶋 芳雄 水溶液 の 色相 と 心理効果 に 関す る 基礎的研究一入浴剤 に お け る ー

PERERA MYLANUW ANGE 
山 淵 龍夫 ホ ール に お け る 仮想 的 な 音場創成 に 関 す る 研究WASANTHA YAHAMPATH 

BOBSY ARIEF 
中 嶋 芳雄 濃霧 中 に お け る LED の色光 の視認特性 に 関す る 基礎的研究KURNIAWAN 

楊 秋野 中 嶋 芳雄 歴史 的建築物 の 照 明 に お け る 演色効果 に 関す る 研究
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機械知 能システム工学専攻(3 6 名 )

氏 名 主 査 主 z言t問� 文 題 名

衣川 輝将 奥井 健一 密 に配置 さ れた裸管管群 の 渦発生特性

右坂 祐輔 石原 外美
単一大荷重後 の 遅延繰返 し 数 に 及 ぼす応力 比並び に試験片厚 さ の
影響

伊旦 英哲 小原 治樹 高周 波疲 労試験機用 油圧制御弁 の 開発

浦 出 正貴 岩城 敏博 エ ン ト ロ ビー に 関す る 分子動力 学的研究

大石 英二 岩城 敏博 回液相 聞 の エ ネ ル ギー輸送 に 関す る 分子動力 学的研究

大場 秀 憲 奥井 健一 炎天下駐車時 に お け る 車室 内 温度低減

岡 大輔 森 田 昇 ダイ ヤ モ ン ド ア レ イ 工具 を 用 い た マ イ ク ロ 加 工 に 関す る 研究

加藤 幸雄 岩城 敏博
ビ、 ジ ュ ア ルサ ー ボ に よ る 移動マ ニ ヒ。 ユ レ ー シ ョ ン幽GA を 用 い た 対
象物体認識及び凹 凸路面 に お け る ハ ン ド位置補償.

兼松 大輔 奥井 健一 直線翼 を 有す る ダ リ ウ ス 型風車 に お け る 性能 向 上

黒崎 英一 松木 賢 司 押 出 し 打抜 き 法 に よ る 炭素鋼お よ びア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 中 空部 品
加 工 と 変形挙動 の解析

小林 正利 小泉 邦雄 液封膜の波動 を 用 い た軟体マ イ ク ロ フ ィ ー ダ

駒井 公輔 森 田 チ田十 金属 ガ ラ ス の マ イ ク ロ ミ リ ン グ加 工 に 関す る 研究

禁藤 大樹 塩津 和 章 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の疲労強度特性 に及 ぼす ス パ ロ ール加 工 の影響

斎藤 光俊 岩城 敏博 ワ イ ヤ放電加 工用 高 周 波仕上 げ電源 の 開発

佐伯 孝弘 松木 賢 司 押 出 し材の流速分布 に及 ぼす ビ レ ッ ト 材質 と ダイ ス 開 口 部形状の
影響

佐藤 琢磨 松木 賢 司
強ひずみ加 工法 に よ る AZ3 1 マ グネ シ ウ ム 合金切 削 チ ッ プ - SiC粒
子複合材料の創製

柴 田 佑輔 松木 賢 司 AZ3 1 マ グネ シ ウ ム 合金板 の強温間圧延 に よ る 結晶粒微細化 と 成形
特性 の 改善

下浦 貴裕 奥井 健一 潜熱 回収型熱交換器 に お け る 熱流動特性 ( フ ィ ン傾斜角 の影響)

新家 佑二 奥井 健一 熱交換器一体型遠 心 フ ァ ン に お け る 熱流動特性 ( フ ァ ン 内 部
流れ と 伝熱特性)

高木 得至 松木 賢 司 7003 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の熱 間 押 出 し'性 に 及 ぼす鋳塊組織 と 押 出 し
条件 の影響

田 京 祐 小泉 邦雄 ゲ、ル状微小物体搬送 の た め の マ イ ク ロ リ ニ ア フ ィ ー ダ
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氏 名 主 査 主 号E￡岡恥 文 題 名

栃久保 裕司郎 岩城 敏博 レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト に お け る マ ン ・ ロ ボ ッ ト 協調型操作イ ン タ ー
フ ェ ー ス シ ス テ ム の研究

南部 直樹 森 田 チ日十 自 己潤 滑 ・ 冷却作用 を も っ 乾式砥石 の 開発 に 関す る 研究

野 田 光晴 竹越 栄俊 樹脂細管 を 用 い た氷潜熱蓄熱 シ ス テ ム の 基礎研究

服部 路暁 竹越 栄俊 格子ボル ツ マ ン法 に よ る フ ィ ル タ 内 の 流体 シ ミ ュ レー シ ョ ン

長谷川 貴之 塩津 和 章 高炭素 ク ロ ム 軸受綱SUJ2 の超長寿命域 に お け る 軸荷重疲 労特性 に
及 ぼす応力 比 の影響

長谷川 豊 松木 賢 司 熱 間 押 出 し加 工 に よ る 内 面螺旋溝付 き 管 の 成形

1賓 田 実 小泉 邦雄 配管外側移動 ロ ボ ッ ト の 基礎 的研究

東野 大 山 小泉 邦雄 SMA を 用 い た ヒ レ型水 中 泳動 ロ ボ ッ ト の 基礎的研究

慶瀬 智博 田 代 発造 ア フ ィ ン変換 を 用 い た 画像処理 に よ る 変形測 定

本 田 真理子 小原 治樹 SPH数値解析法の研究

南 雄飛 森 田 チ日十 小型薄 肉 部 品 の射 出成形現象 の 可視化 に 関す る 研究

村井 昭 二 森 田 昇 金属 ガ ラ ス の 小径穴加 工 に 関す る 研究

八 島 貴道 松木 賢 司
AZ3 1 及 びAZ6 1 マ グネ シ ウ ム 合金 の 板材成形 に 及 ぼす押 出 し方法
の影響

渡壁 透 小泉 邦雄 独 立駆動双輪旋 回 台 車 に よ る 全方 向 移動 ロ ボ ッ ト の 走行制御

丁 中古林 石原 外美 超音波法 に よ る 骨密度及び骨剛性 の 測 定法 に 関す る 研究
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2∞5年度修士論文題名一覧

物 質 生命システム工学専攻(57 名 )

氏 名 主 査 主 E日A間恥 文 題 名

赤祖父 保広 真 島 一彦 各種手法 に よ り 作成 し たNd-Fe幽B磁石合金 の 電気化学的特性

池 田 恵美 万井本三 克徳 DYl_ x Lu xNi2B2C化合物 の超伝導 と 磁性転移 の相 関

池 田 大輔 諸橋 昭一 高分子電解質ゲル に よ る 二荷重金属 イ オ ン の 吸着 ・ 脱着特性お よ l
び酵素吸着への応用

池 田 正英 小平 憲一 オー ト ラ イ シ ン AtlWM の解析

井津 早紀 山 本 健市 揺動場利用 型 乾式粒子形状分離装置の試作 と 分離特性 の 検討

井上 敬譲 磯部 正治 成人T細胞 白 血病 と そ れ に 関 わ る 遺伝子の解析

岩 間 裕樹 椿 範立 新規低温 メ タ ノ ール合成 プ ロ セ ス と 触媒

岩本 舞 山 本 健市 液 中微粒子 の 固 体表面への付着 に及 ぼす表面特性の影響

内 田 麻衣子 小平 憲一 エ ン ド ラ イ シ ン LysWMY の解析

宇野 弘毅 寺 山 清志 電気化学的 な 方法 に よ り 水溶液 中 で作製 し たYSZ薄膜

大木 洋輔 長谷川 淳 パイ ロ ッ ト 型連続式光触媒分解 ・ 凝集分離装置 を用 い る モ デ、ル排水 中 の フ ェ
ノ ール の 光触媒分解 鉄 ( 皿 ) に よ る 分解 と 二酸化チ タ ン凝集 の 同 時促進 一

大槻 淳 北野 博 己 糖残基 と 尿素結合 を 併せ持つ ポ リ マ ー を 用 い た材料表面 の機能化

阿 部 公一 諸橋 昭一 Cornposting of Dietary Fibers by Adding Pectinase Secreting Fungus 

小倉 弘子 山 本 健市 回 転 円 錐型容器 内 帯電粒子群 の 排 出 特性 に 関す る 基礎的検討

桶谷 香那子 山 崎 量平 隠れマル コ フ モ デル を 用 い たバ ッ チ プ ロ セ ス の 異常検 出

梶川 正博 池野 進 Mn添加 し たCu-40%Zn合金 の相 分解挙動

片 田 康央 山 本 健市 高粒子濃度条件 で の 液 中 選択造粒 に よ る 粒子分離効率

勝井 隆志 山 本 健市 液 中接触角 の ヒ ス テ リ シ ス

川 東 伸 隆 小平 憲一 エ ン ド ラ イ シ ン LysgaY の解析

木 下 貴典 吉 田 正道 2 色 の レ ー ザ を 併用 し た液相 内 温度場 ・ 濃度場同 時可視化計測 シ
ス テ ム の 開発

木村 雅典 穴 田 ↑専 7003 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 ビ レ ッ ト に お け る 羽 毛状品発生 の鋳造開始
条件
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氏 名

黒川 洋二

小森 広輔

佐伯 知 昭

杉野 直人

高 野 智 允

鷹 羽 浩平

立yE 和 賢

寺 田 佳宏

出 口 満生

中川 和 彰

中 道 貴土

中 村 大輔

永森 矢同口

成 田 中平

野竹 直人

野々 山 兼市

長谷川 武

畠 山 史裕

花 山 孝 司

疋 島 慎也

平野 純子

平吹 晃樹

主 査

池野 進

山 崎 量平

池野 進

山 崎 量平

吉村 敏章

北野 博 己

北野 博 巳

黒 田 重靖

山 口 昌 樹

小平 憲一

吉村 敏章

吉 田 正道

椿 車'""巴1，}L

森 田 弘之

寺 山 清J士じJ、

磯部 正治

山 本 健市

黒 田 重靖

椿 車ii1i・一}L・

吉 田 正道

小平 憲一

穴 田 博

主 論 文 題 名

Cu添加 し たAI-Mg・-Si合金 の 引 張 り 変形挙動 に 対す る 材料組織学的
因 子 の検討

ス ラ リ ー反応器 内 の気泡 の 挙動 に 関 す る 研究

MgB2粒子 を 分散 し た ア ル ミ ニ ウ ム 基複合材料の 作製 と そ の 特性

ス ラ リ ー反応器 内 の 気泡 の 合一特性 と 液混合

チア ン ス レ ン骨格 を 有する六員環環状 ス ル フ ィ ミ ド と SELECTFLUOR™との反応 に よる

環状ー フ ルオ ロ ーピース ル フ ァ ンニ ト リルの生成及び関連反応 に関する立体化学の解明及び

両性イ オ ン基 が 水 の 構造 に 与 え る 影響 に 関す る ラ マ ン分光学的研
ヶJ'Eし

単層 カ ー ボ ンナ ノ チ ュ ー ブ の 両 分子 に よ る 機能化

ビ ス ( 1 、 6 メ タ ノ [ 1 0] ア ヌ レ ノ ) [2 、 3 、 4-cd;5 、 4 、 3 -gh]ペ ン
タ レ ニ ル ジ ア ニ オ ン の 合成 と 性質 に 関す る 研究

バイ オマ ー カ ー を 用 い た運転ス ト レ ス の評価

イ ヌ リ ナ ー ゼ LevH1 の解析

[イ ミ ノ ( ジ フ ェ ニル)(À.6_ ス ル ブ ア ニ リ デ ン メ チル)] ジ フ ェ ニ ノレーが咽 ス
ル フ ァ ン ニ ト リ ル類 の反応性 に 関す る 研究
2 成分溶媒 を含む非吸着性粒状材料層 の 乾燥速度お よ び含液量分

布 の 数値解析

大小二冗細孔 を 有す る ヘテ ロ 構造触媒 の調製 と 応用

Synthesis of Benzothiazole Derivatives and Atternpt to Introduce 
Benzothiazole Moiety into Polyrner Resin 

タ ン タ ル酸カ リ ウ ム の 水熱合成 に お け る エ タ ノ ール添加 の影響

候補 メ チル基転移酵素 と 相 互作用 す る タ ンパ ク 質の 同 定

回 転 円 板型湿式粒子形状分離装置 の 分離特性

1 、 6- メ タ ノ [ 1 0] ア ヌ レ ン縮環 ア セ ン類 の合成 と 性質 に 関 す る 研究

担持 コ バル ト 触媒 の 担体表面修飾効果

一層 系 一重拡散対流 の 数値解析- 中 間層形成過程 に及 ぼす初期浮
力 比 の影響-

プ ロ テ イ ナーゼ カ ス ケ ー ド PROMCD の解析

一方 向 凝固 法 に よ る 7003 ア ル ミ ニ ウ ム 合金羽 毛状 晶 ビ レ ッ ト の 作
製 と そ の 押 出 し 特性
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2005年度修士論文題名 一覧

氏 名 主 占オ1て 主 圭EA間‘ 文 題 名

福 田 樹 黒 田 重靖
l 、 6- メ タ ノ [ 1 0] ア ヌ レ ン縮環ァ ト ラ ア ザ ポル フ ィ リ ン類 の 合成 と
性質 に 関す る 研究

福 田 裕也 池野 進
Mg-8 .0wt%Gd-3 .7wt%Y-0.76wt%Zr合金 に お け る 時効析 出過程の観
底7Iミ

藤 山 正史 山 本 健市 粒子 3 次元形状測定装置 の試作 と 形状解析特性

古屋 公章 オフ河ト之t 克徳 ス テ ン レ ス 鋼 の磁性 と 伝導

坊 直樹 池野 進 Al合金基盤上 に形成 し たTi02薄膜の 光触媒特性

前津 光 昭 吉 田 正道 1 方程式乱流モ デル を 用 い た 有 限要素法 に よ る 半 円 柱乱流促進体
周 り の 流動解析

前 田 イ言 明 長谷川 t享 イ ン ド フ ェ ノ ール青法 に よ る ス ノレ フ ァ ミ ン酸溶液 中 の ア ン モ ニ ア
性窒素 の 定量

松原 功輔 真 島 一彦 ヘテ ロ 凝集理論 を適用 し た超微粒子 の 湿式分級

松村 秀 弥 寺 山 清志 FeCr204 のAl還冗過程 に お け る 熱分析 と 反応解析

宗像 照 善 池野 進 AI-Mg-Ge合金 の 過 時効段 階 に お け る 析 出 挙動

持舘 正輝 真 島 一彦 光触媒反応 を適用 し た シ ア ンイ オ ン含有廃液 の 処理

古川 茂範 吉村 敏章 セ リ ン プ ロ テ ア ー ゼ の 分離 に利用 す る 温度応答性ポ リ マ ー の 開発

米 島 博美 吉 田 正道 2 種の溶媒 を含む高分子溶液塗布層 の熱風乾燥 に お け る 多成分系
物質移動現象

渡遺 理恵 諸橋 昭一 Biological Quantification of White-rot Fungus Coriolus versicolor in Soil 
for Bioauggmentatiog 
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2005年度博士論文題名 一覧

システム科学専攻 ( 4 名 )

氏 名 指導教授 主 論 文 題 名

) I l fl匿 宣隆 森 田 チ日十 物理的 除去加 工 と 化学的 除去加 工 を 併用 し た 3 次元微細構造形成法
に 関す る 研究

陳 暁 明 唐 政 A Study on Comp l ex - Valued Neura lNetworks 

丁 長青 米 田 政 明
A Study On a D í s tr íbut ed  Web - CAISys t em Incorporat ed  Wí  th 
MATHEMATICA 

半 E星 唐 政
i ng Algor í thm Wí th Modí f í edError Funct í on For Feed -

ForwardNeural  Networks 

物質科学専攻 ( 5 名 )

氏 名 指導教授 主 もab岡 文 題 名

斉藤 光史 丹保 豊和 S í 基板上への金属吸着 に よ る ナ ノ 構造形成 に 関す る 研究

イ可 景江 椿 範立 複合機能 を 有す る カ フ。セ ル触媒の設計及 び軽質イ ソ パ ラ フ ィ ン の 直
接合成への応用

HAIDER MD. MOLECULAR CHARACTERIZATION OF CHROMOSOMAL ABNORMALITIES IN 

SHAWKAT 磯部 正治 ADULT T-CELL LEUKEMIA (ATL) AND CONGENITAL ABNORMALITY， AND 
SEARCHING OF GENE NEAR THE BREAKPOINTS 
STUDIES ON REACTION MECHANISM OFA NEW LOW - TEMPERATURE 

楊 瑞芹 椿 車メd巳い斗__L_ METHANOL SYNTHES IS  FROM C02 - CONTAININGSYNGAS US ING ALCOHOL 
PROMOTERS 

ノ』、ム 成姫 中 谷 訓 幸
Effect  of Poros í ty and Impur í ty Dopí ng o n  Gas Sens íng 
Propert í e sof Ox í de Semí conductor Sputt eredFí lms 

エネルギー科学専攻 ( 1 名 )

氏 名 指導教授 主 吾Ed冊h 文 題 名

]IGME SINGYE 升方 勝 己
DYNAMIC TIME SERIES DATA ANALYS IS  US ING NEURAL NETWORK WITH 
APPLICATIONS TO LIGHTNING AND POWER SYSTEMS 
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Studies on the Internationalized Higher Education 

Li-juan Ren * 

Zheng Tang * * 

Abstract: As for the heated problem of the Internationalized Higher Education (IHE), 

the thesis makes a deep research stating the tendency of IHE and focusing on the 

strategy and the issues that must be paid more attention to in the realization of the 

Internationalized Higher Education (IHE). 

Kay words: the Internationalized Higher Education; the globalized economy; 

the international exchange 

1 Introduction 

The globalized economy and 

information cause the reform that the 

traditional education or methodology has 

never experienced for thousands of years. 

It is self evident that education, 

especially for IHE has become the fact, 

which is as well the heated topic 

currently in the field of the higher 

education. Actually, the process of the 

acceleration of IHE is not only the only 

way but the measures that the higher 

education must take when encountering 

the irresistible external challenges to 

improve the competition in the world. 

2 The connotation of IHE 

Educators understand IHE in quite 

different ways because of the broadening 

respects of it. Different 

* The auther is with the School of International 

Exchange, Bohai University 

** The auther is with the Faculty of Engineering, 

University of Toyama 

scholars g1ve the different definitions 

towards IHE; however, they have many 

things in common. Generally speaking, 

there are two definitions concerning 

with IHE: one is that IHE is understood 

with a result. The so-called IHE should 
be an advanced, opening and vigorous 

system, an ideal university education 

modal which people look forward to in 

order to keep pace with time. The other 

one is that it is understood as a tendency 

or a process as for the traditional or 

closed education system. It focuses on 

not only the degree of being internalized 

but also the process of its realization. 

The so-called internationalized higher 

education refers to in the guidance of the 

international consciousness and the 

opening concept the higher education in 

a country or the certain concrete 

university is the dynamics and a 

developing tendency which promote the 

mutual understanding m the 

international societies, accelerate the 

international scholar position, participate 

the international education affairs, 

promotes the reform of IHE through 
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international multi-exchange, multi

cooperation and multi-help. In a word, 

IHE refers to a process or a tendency 

that the universities in the respective 

country on the scale of global has to 

stand in the country inside and face to 

the outside world. It is a tendency of 

multi-exchange, multi-corporation and 

multi-help that is across the countries, 

across the nations and across cultures. 

The aim of it, for the country, is to 

accelerate the education quality, go to 

the international stage and cultivate a 

group of talents who are strong in the 

global concept and the time sense and, 

who have the broadened vision and are 

able to adapt themselves to any 

situations with the creative spirits to 

adapt to the country's various needing of 

development. For the whole world its 

terminal purpose is to realize the 

exchange and melting m different 

cultures to improve the human being's 

progress and develop through the mutual 

absorbing of the advanced cultural 

fruits. 

3 The tendency of IHE 

We can say that the concept of IHE is 

time-honored, however, up till now a 

new state and new tendency have 

appeared towards the world economy. 

The new development gives the higher 

education deeper and wider connotation 

and a new mission will be attached to 

IHE. The tendency of IHE goes rapid. 

We can find the cause resulted in IHE by 

analyzing the historical development. 

3.1 The globalized economy 

The globalized economy refers to the 

accelerating the mutual existence among 

the vanous countries m the sense of 

living and marketing under the condition 

of the globalized information and the 

marketing. The globalized economy 

promotes the across country flowing in 

human resources, bonds, goods, service, 

knowledge, technology and information, 

accelerates the optimizing equipment in 

productive elements and the resources 

and promotes IHE. The globalized 

economy is the materialist foundation. 

The relationship between economy and 

education is mutual existing and mutual 

restraint. When the realization of the 

globalized economy comes true, it must 

influence the education deeply and cause 

the education resource to accelerate the 

international corporation and exchange 

more closely and more frequently in the 

world and force the education resources 

in different countries to open to the 

outside world simultaneously. 

The globalized economy brings at the 

same time the brain needing and the 

globalized standard on talent. Some 

experts find that in the time of the 

globlaized economy the two-thirds trade 

are dealt in the internal transnational 

corporation or inter-transnational 

corporation. The enterprise must recruit 

the brain on the . global scale and send 

them to the different countries in the 

world. This can bring the international 

talent flowing, and can as well lead to 

the international standard on brain. The 

manager and the employer who are 

engaged in the trade across the country 

have to not only gain the proficiency of 

the rules about the international 

operation in economy but also know 

more about local politics, economy and 

culture. This IS the fundamental 

requirement towards the quality of the 
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talents, which the enterprises operate 

across the countries in the tendency of 

the globalized economy. In the wanting 

of the market objectively the globalized 

economy accelerates the 

internationalized education. That's the 

tendency, which cannot be controlled by 

people's personal willing. 

3.2 The globalized information 

The globalized economy promotes at 

present the science and technology 

rapidly. The modem net of information, 

which the main body is computers, 

televisions, and satellites, has combined 

the world with one entirety forming 

tendency of the internationalized 

information. It breaks the division 

between the countries and regions, the 

people's traditional concepts and the 

division in cultures. It provides the 

internationalized higher education with 

the necessary conditions. The 

convenient Internet converses the 

various universities in the world into a 

global scholar community, which causes 

a more and more closed relationship 

among the universities respectively. It 

makes easier in the exchange in academy, 

the mutual utility of curriculum and 

mutual understanding m concept, 

especially that the technology of 

computerizing Internet causes the 

reform in the higher education, i.e., the 

higher education is able to work facing 

with the whole world and eventually it 

can use for reference from the advantage 

of the modem net education. 

3.3 Internality of the higher education 

The education is generally regarded as 
a production in the world. Hence, the 

market in education IS fiercely 

Studies on the Internationalized Higher Education 

competitive. In particular, in the Western 

developed countries, the prestigious 

universities stand like a forest; the 

student resources are fiercely 

competitive. Because of the limited 

students resources and the declining of 

the government budget the higher 

education is eager to widen the 

education market abroad. Furthermore, 

the whole national economy and the 

other advantages makes easier to open 

the market in the developing countries. 

This phenomenon accelerates the 

internationalized higher education. 

Simulneneously the developed countries 

take the dominant position and play the 

leading role in the exchange of the 

international education. Having the aid 

of IHE the developed countries can 

strengthen the cultural permeating to the 

developing countries. In addition, in the 

international exchange of education the 

developed country can not only appeal 

many batches of the first-rate brain in 

the developing countries in a low price 

but also gain the tremendous profit in 

economy. In particular, the reform taken 

in the developing and undeveloped 

countries need guiding in education 

concepts, the modal in management in 

education and the education experience 

from the developed countries to make 

the native education vigorous. This as 

well needs international exchanging and 

cooperating, i.e., not only to improve the 

local education and gain some advanced 

technology and experience but also is 

useful in broaden the local people's 

vision and promote the opening to the 

outside world, make social progress and 

accelerate the process of the moderation 

of the society. 
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3.4 Globalized issues 

Opening our eyes to the whole world 

we find that human being are facing 

with the globalized issues such as 

accelerating the difference between the 

poor and the rich, the regional wars, the 

degeneration of the environment, the 

population expansion and the resources 

exhaustion. It is difficult for any agency 

or a certain country to solve these 

serious problems. It needs the whole 

world's participation and cooperation. 

The education is not only the tool to win 

the victory in the global competition but 

also the historical responsibility that we 

human being take to make the earth 

develop better and more beautiful. Just 

according to a report pointed out from 

UNESCO Learning--the Wealth 

Concealing in It that "education has to 

take the special responsibility for 

building a more united world, however, 

as for the future various challenges that 

we have encounter, education seemingly 

is a necessary trump card which causes 

human being march on the road of peace, 

justice and freedom." 

4 The measures of realizing IHE 

IHE is a developing tendency including 

various concrete activities. The purpose 

of it lies in providing a kind of education 

experience, which can melt in the global 

sense. It includes three respects: firstly, 

it concerns with the international content 

in the curriculum; secondly ·· it is the 

content concerning with the research and 

training in international exchange in 

scholar and students; finally it is the · 

international technological favor and the 

scheme in the international cooperation. · 

4.1 Concept of IHE and goal 

Comrade Deng Xiaoping said early in 

1983 that education should be facing to 

the modernization, facing to the whole 

world and facing to the future. In fact, 

this needs to take an internationalized 

road. The prerequisite of accelerating the 

process of the internationalized higher 

education is to break the old thoughts 

and the traditional ideas. Some educators 

worry about that the internationalized 

higher education will pound at the local 

education and the local culture. This 

pounding will take the side effect. 

Although these worries are in some 

sense rational we couldn't see the 

negative side only, whereas, we'd better 

see the positive side. We have to see that 

IHE is the tendency in the social 

development, which cannot be centered 

on the people's willing and cannot be 

hindered by people. We must welcome it, 

adapt to it and make the full use of it 

minimizing the negative affect 

simultaneously. However the first task of 

making the education concept 

internationalized is to establish the 

training goal of the international brains 

which conforms to IHE and cultivate the 

brains who have the global vision, keep 

pace with time and competitive in the 

international stage. The quality of being 

an international person includes first, the 

international attitude including 

concerning with the earth, human being; 

adapting to the changes creating future; 

fair competition and friendly 

cooperation; self-respect with 

self-confidence; taking efforts to 

improve oneself; second, The 

international concept including the sense 

of international understanding, 

mutual-existence, the peaceful 
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development and the international 

justice; third, the capability of 

international communication including 

the independent ability in thinking, the 

competence of participation, the ability 

of dealing with the information, the 

ability in life long learning, the ability of 

enduring the frustration and the 

competence of the international 

communication; fourth, the international 

knowledge including knowing the 

international current affairs, the history 

and tendency of the world development, 

the essence of oriental and Western 

cultures, the nation's central position and 

the role in the world; shouldering the 

mission of building the motherland and 

having the consciousness of serving the 

whole human being; finally, to gain the 

proficiency of at least one kind of 

foreign language. 

4.2 Internationalized curriculum 

· In order to build the international 

education market we must provide the 

higher education with scientific and 

rational content of teaching and learning 

which should follow the international 

principles, for the cultivation of the 

brain is realized though the process of 

education. In other words, the quality of 

the education should experience / the 

course structure and the teaching and 

learning. When the Western countries 

participate the internationalized higher 

education they take the reform in the 

course structure and the content of 

teaching and learning. In the United 

States in 1970s,in the curriculum of 

Bachelor education, the new courses of 

the Western Culture, the International 
Relations, The International Economy, 

The International Trade and the Studies 

Studies on the Internationalized Higher Education 

on Third Worlds are compulsory. The 

Australian Curriculum Organization in 

the seventh plenary of the National 

Conference points out a new course 

concept--the globalized curriculum 

saying that it is not a concrete course but 

a new concept towards the education and 

course focusing on the globalized 

consciousness in curriculum. In order to 

adapt to the internationalized higher 

education in the systematic education 

and the curriculum the universities have 

to take the reform. The measures are as 

follow: first, offer the international 

courses such as The International 

Politics, The International Economy, 

The International Trades, The Foreign 

History, Geography, The Costumes, etc .. 

second, add some knowledge in foreign 

advanced science and culture with their 

scientific and technological fruits; 

finally, select the most advanced text 

books in the world and appeal foreign 

experts and the scholars to be the 

visiting scholar. 

4.3 The market of study abroad 

The globalized economy is forming the 

international tendency in the higher 

education rapidly. Expanding the 

international market in study abroad has 

been the common strategy in the 

Western countries and America. The 

total amount of the students of study 

abroad is over 1 million. Among them 

half of it is in the United States. The 

average consumption annually is $ 20 

thousand, for they eat, stay and take the 

transport in America. This only can 

provide the United States with 10 billion 

bonds annually. The United States is a 
country which appeals to the most 

amount of students of study abroad and 
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gets rewards most in return. Britain now 

is advocating building a superpower of 

students study abroad. Britain has been 

sponsoring the displays of education in 

the foreign countries to appeal most 

foreign students. Japan, the developed 

country is taking actively the measures 

to appeal to the foreign students This 

measure not only bring them with a lot 

of profit, but also cultivate a batch of 

first-rate brains who are the cheap 

"employers" "the part-time workers". 

These measures contribute more to the 

acceleration of the economy, science and 

technology in Japan. The developed 

countries today, evaluate the universities 

with the degree of the internationalized 

higher education of the students and 

faculties in the universities. They regard 

building the university across the 

country, developing the tele-education 

and promoting the international 

cooperation in scientific research and 

teaching and learning as their main 

tasks. 

4.4 The international exchange 

IHE refers to making full use of the 

international education resources and 

making the native education resources 

open fully to the outside world to 

improve the education and the economy. 

The measures are as follow: 

4.4.1 Strengthening the international 

exchange with teachers 

It is an important road for the higher 

education to strengthen and to expand 

the international exchange with teachers 

and to export and import the resources 

actively. Exchanging is the root of the 

creation in academy. The academic life 

will be suffocated to death without the . 

exchange, mutual 

striking and melting. 

exchange in visiting 

complementing, 

As for the 

scholars and 

visiting teachers, one way is to send 

them out, that is to send the skillful and 

noble scholars and teachers to the 

first-rate universities or scientific 

institutes to engage in the research in the 

advanced science and the fundamental 

science. In this way they are able to not 

only get and absorb a lot of latest 

knowledge, improve their foreign 

languages and improve their capability 

of handling but also learn a great deal of 

latest educative concept and 

methodology. Another way is to invite, 

that is to invite the famous scholar and 

the experts in the world to the local 

universities to teach and become the 

visiting scholar and to have the seminar 

or to cooperate with the academic 

institutes to have the further researches, 

to have the academic discussion. This is 

useful not only to avoid the popularizing 

of the out of moded and irrational 

structure in knowledge but also to weed 

through the old to bring forth the new by 

way of adopting good advice from all 

quarters and achieving mastery through 

a comprehensive study. In this way it 

can make the new increasing pointing in 

the academic studies forming the good 

recycle in the higher education with ' 

scientific research and make the 

advantages mutual-complement., 

4.4.2 Strengthening the multi

cooperation in academic research 

Since science and technology develops 

rapidly the respective country have its 

own advantages with its disadvantages 

so long as the universities strengthen the 

exchange and carve and polish each 
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other they can learn from each other to 

make up progress and contribute to the 

education and scientific development. 

According to the developing tendency 

and through observing the situations at 

the present the multi-cooperation among 

the universities includes mainly the 

universities in different countries have to 

open each other, make interuniversity 

exchange in academy, issue the thesis in 

the prestigious academic periodicals 

abroad, make the financial help to invite 

the colleagues abroad to participate the 

local research of the big-sized science 

and technology item, the designing 

across the countries and sponsor the 

relevant scientific research subject to 

pursue together. Build the information 

net according to the subject and major 

making the mutual-complement and 

mutual-help m the international 

education resources. Strengthen the 

cooperation between the researchers 

research institutes and the corporation 

cross the countries. Sponsor the 

international seminars. 

4.4.3 Accelerating the international 

setting up education in cooperation 

With the development of the 

international exchange and cooperation 

in higher education the international 

cooperative setting up education a new 

force of international cooperative setting 

up · education in higher education 

suddenly comes to the fore, and it 

develops rapidly. In1980s, a great 

upsurge in setting up education across 

countries was taken in the Western and 

American countries. There fore mainly 

four sorts of international cooperative 
setting up education: first, the 

developing countries are actively 

Studies on the Internationalized Higher Education 

looking for opportunities of cooperative 

setting up higher education with 

developed countries. Second, developed 

countries want to cooperate with 

developed countries in higher education. 

Third, developed countries cooperate 

with developing countries in setting 

higher education. Finally, Local 

universities establish the brotherhood 

with universities, the academic institutes 

in foreign countries sending students and 

teachers to the target cooperative 

universities to have further study and 

research. 

5 The problems in acceletating 
IHE 

IHE is slow in development. It is not 

advisable for any educators to be 

prompted by sudden impulse in setting 

up IHE. However, it is also not advisable 

for us to wait passively. It will bring the 

tremendous damage to the career of the 

higher education. We must promote IHE 

with an active attitude. So there are four 

issues that we have to pay attention to: 

5.1 Paying much attention to the 

humanities education 

To be national is to be international. 

IHE should embody the utility that the 

native education absorbs from foreign 

educations, the locality, and the 

nationality that the local education forms, 

becoming the export country in higher 

education again and finally the cultural 

exchange become mutual. The Principal 

of French Normal University Aolu takes 

the view that the loss in multi-cultures 

will bring about the affects to the 
development of human knowledge. If 

cultures are assimilated, it will fail to 
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develop further. 

5.2 Keeping its own characteristics 

without imitation in reform of higher 

education 

We have to avoid losing the original 

advantages which adopts to our 

education when accelerating the process 

of IHE and keep off the draw backs of 

the traditional education. The locality 

and nationality of higher education 

cannot take the place of IHE, or cannot 

make the excuses of the systems lag 

behind and denying the ad�anced culture. 

Internationality cannot deny the 

nationality, but should strengthen the 

characteristics of nationality and 

promote it to the international degree in 

characteristics forming a tendency of 

going forward one by one. The two 

pdrties should be co-existed and 

contradictory. So long as higher 

education takes the road combined the 

nationality with the internationality 

higher education is able to occupy a 

pivotal position in IHE. The authentic 

IHE 1s to keep the national 

characteristics and curry out according 

to the international rules but not the 

colonial education. 
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differences of the broadband arrival pulses 

tec加ique. 工 Tantisa枕ay北ul， K. M出uga民 1.

Kitamura H. Shim北i， H. Kaw;姥uchiラ H.

Kawamura， H. Ito : Proc. of 28th Intemational 

Conference on Ligh位lÌng Protection(九ゐ1. 1 ) : 

pp.3 17-322 (2006) 

3. Evaluations of thundercloud struc加re and 

lightning progr'間ion process by electric field 

observation . K. M出uga民 主 Yoshioka， Y. 

Hasegawa， T. 百lanapolラ 1. Kitamura， H. Itoラ H.

Kawamura， S. Yokoyama : Proc. of 28血

Intemational Conference on Lightning 

Protection ( 九ゐ1. 1 ) : pp.345-350 (2006) 

4. A Plasma Lens for High Intensity Laser 

Focusing. F. Fang， C. E. Cla:戸on， N. C. Lopes， 

H. Ito， K. A. Marsh， C. Joshi : 官官 12th

Advanced Accelerator Concepts Workshop 

2006 : pp.72 1-727 (2006) 

国際会議
1 .  Analytical study on a New Induction Type 

Magnetic Levitation System Creating 

Quasi-static Lorentz Force for a Non-magnetic 

Sheet Metal. 工 Ohji， M. Sato， K. Amei， M. 

Sakui : 百le 血ird IEEE Intemational Workshop 

on Electronic Design， 1ì回t & Applications， 

Kuala Lumpur， Malaysia， Jan. (2006) 

2. Characteristic observation of the ion beams in 

the plasma focus. R. Yousefi， Y. Nakada， H. 

Ito， K. Masugata : 16出 Intemational Toki 

Conference on Advanced Imaging and Plasma 

Diagnostics， Gifu， J叩an， Dec. (2006) 

その他の論文

1 .  交流誘導反発方式に対す る 導体内部渦電流

の力変換法. 大路貴久， 佐藤正章， 飴井賢

治， 作井正昭 : 第 1 8 回 「電磁力関連の ダイ

ナ ミ ク ス j シ ン ポ ジ ウ ム 講 演 論 文 集 :

pp. 1 83-1 88 (2006) 

2. モー タ 界磁を持つ永久磁石反発形磁気軸受

の軸受構造 と その影響. 杉浦 顕， 小津孝

充， 大路貴久， 飴井賢治， 作井正昭， 第 1 5

回 MAGDA コ ン フ ァ レ ンス 講演論文集 :

pp.324ー327 (2006) 

3. 直流電圧変動 を考慮 した三相マノレチ レベル

イ ンバー タ の簡単な 出力電圧制御法. 飴井

賢治， 手島健司， 谷崎 陽平， 大路 貴久，

作井 正昭 : 電気学会産業応用部門大会， ぬ1.

1 : pp.3 13・3 1 8 (2006) 

4. 高強度パルス 重イ オン ビーム発生技術の開

発 と そ の応用 . 升方勝己， 伊藤弘昭， 東 山

昌義， 冨 田 隆行 : 電気学会研究会資料， パ

ル ス パ ワ ー研 究 会 PP下06- 19 : pp.99・104

(2006) 

5 .  Characteristics of Bipolar-pulse Generator for 

Intense Pulsed Heavy lon Beam Acce1eration. 

K. Igawa， T. Tomita， 1. Kitamura， H. Ito and K. 

Masugata : Research Repo民 NIFS聞PROC-64，

Workshop on Frontiers of Pulse Power and 

Particle Beam Technology : pp.39-42 (2006) 
- 10-
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通信制御工学講座

岩

和

正

太

男

康

邦

樹

夫

文

稔

敬

博

康

和

忠

}L 

上

木

木

井

島

戸

々

坂

佐

鈴

村

中

在

藤 雅井

原

部

田

田

入

本

教 授

教 授

教 授

教 授

助 教 授

助 教 授

助 教 授

助 手

技術補佐員

技術職員

Development of Intense Pulsed . Heavy Ion 

Beam Diode Using Gas PuffPlasma Gun as Ion 

Source. H. Ito， M. Hig出hiyama， S. Takata， 1. 

Kitamura and K. M出ug，瑚 : Research Report， 

NIFS-PROC-64， Workshop on Frontiers of 

Pulse Power and Particle Beam Technology : 

6. 

pp.43--48 (2006) 

Investigation of the Plasma Dynamics and 

Emission of Ion Bean and Nutron wi由in 血e

7. 

Plasma Focus Devices. H. R. Yo凶efi， Y. 司iri，

H. 1ω and K. Masuga旬 : Research Report， 

NIFS-PROC-64， Workshop on Frontiers of 

Pulse Power and Particle Beam Technology : 

著書

Chapter 19 : l/f fluctuation of heart rate in 

postoperative and brain-dead patients. Nakajima 

K， Tamura T， S郡北i K， Maekawa T: Advances 

in Cardiac Signal 折ocessing: Acharya URラ Suri

J， Sp制 JAE， Krishnan SM 側s.): Springer， 

423ω441 (2007) 

細胞マイ ク ロ ア レイ チ ッ プロシス テ ム と 新 し

い計測 ・ 支援技術. 鈴木正康 : ユ ピキ タ ス ・

バイ オセ ンシ ン グ (三林浩二監修 : シーエ

ム シー出版， 東京) pp.22-30 (2006) 

pp.49-53 (2006) 

pp. l 234-1237 (2006) 

Reduced Lumped Element 3dB 1 800 Wilkinson 

Dividers wi血 Positive and Negative Phase 

K.I却mi， M.Fujii， 

Transactions 

原著論文

A Sirnple and Rigorous 九七rification Technique 

for Nonlinear FDTD Algori仕nns by Optical 

Parar即位ic Four-Wave Mixing. M. F吋ii， C. 

Koos， C. Poulton， 1. S北agami， 1. Leuthold， W. 

Freude : Microwave and Optical Technology 

Le恥rs 48ラ No. l : pp.88・9 1 ο006)

Impedance-transforming lumped-element 

阿10ゐranch 90 couplers in ωse of type C .  

I .Sakagami， M.F吋iiラ 佃d T. 
Transactions on Circuits and S匂ys指t匂ems 5 

3 .  

2 .  

2. 

特許・貰
磁気浮上装置並びに磁気浮上方法. 大路貴

久 : 特願 2006-1 82509 (2006.6.30) 

反発形磁気浮上ユニ ッ ト 及びこ のユニ ッ ト

を用 いた搬送シス テ ム . 大路貴久， 山 田外

史 : 特許第 3864227 号 ο006. l 0. l 3)

電気学会産業応用部門優秀論文発表賞 大

路貴久

電気学会産業応用部門活動功労賞. 大路貴

久

社団法人電気学会

賞 伊藤弘昭

電気学会優秀論文発表

2.  

5.  

3 .  

4 .  

I.Sakagami， 
WSEAS 

Shifters 

on 

Communications 5 : pp. l427・1432 (2006) 

Lep出 血ci1i句協 leaming and memory 

performance and enhances hippocampal CA 1 

T.Wuren 

4. 

- 1 1 -
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long-term potentiation and CM在K 11 
phosphorylation in rats . Oomura Y， Hori N， 

Shiraishi T， Fukunaga Kラ Takeda H， Ts吋i は

Matsumiya T， Ishibashi M， Aou S， Li XL， 

Kohno D， Uramura 凡 Sougawa H， Yada T， 

Wayner MJ， S田北i K : Peptides， 27( 1 1 )  : 

pp.2738・2749 (2006) 

5. Low-cost email-based system for self blood 

pr出S旧e mo凶to出19 at home . N法ajirna Kラ

Nambu M， Kiryu T， Tamura 工 S出北i K :  

Journal of Telemedicine and Telecare， 1 2(4) : 

pp.203・207 (2006) 

6. Application of an enzyme chip to 白e

microquantification of L-phenylalanine . S. 

Tachibana， M. Suzuki， Y. Asano : Anal戸ical

Biochemis町 359 : pp.72聞78 (2006) 

7. Thundercloud Tracking System Using Neural 

Networks and Measured 日即位ic Fields From a 

Few Field Mills . 1. Singy ， K. Masuga凪 工

Murai， 1. Kitamura and K. Kontani : Journal of 

Electrical Engineering 57(2) : pp.87-92 (2006) 

8. Non-reciprocal transmission and Schmitt 凶器er

operation in strongly modulated asymmetric 

WBGs . M. F吋ii， A. Mai舵1， C. Poulton， 1. 
Leuthold， W. Freude : Optics Express 14， 

No.26 : pp. 12782・12793 (2006) 

プ ロ シーディ ング等

1 .  Lumped Element 1 800 Wìlkinson Divider and a 

Rat-Race Divider . I.Sakagami， K.lzumi， 

M.F吋ii， and T. Wuren : Proceedings of the 1 0th 

WSEAS Intemational Conference on 

Communications : pp.296-299 (2006) 

2. A new type of multi-way microwave power 

divider based on bagley polygon power divider. 

1. Sakagami， T. Wuren， M. Fuj ii， Y. Tomoda : 

2006 Asia-Pacific Microwave CollÍ Vo1.2 : 

pp. 1 353-1356 (2006) 

3. Detection of antibodies in 10  m wells on 

micro-arrayed cell chips by 2D-SPR affmity 

imaging. M. Suzuki， S. Hane， 工 Ohshima， Y. 

Iribe， T. Tobita : Micro Total Analysis Systems 

2006 伊roceedings of TAS 2006 Conference) 

(\ゐlume 1 )  : pp.756田758 ρ006)
4. Multi-scale biosensing techniques for cell chips. 

M. Suzuki， Y. Iribe : Proceedings of 2006 
In匂mational Symposium on Micro-Nano 

Mechatronics and Human Science : pp.392・395

(2006) 

5. 2 次元 S P R免疫セ ンサの高感度化. 鈴木

正康、 羽根新太郎、 大島豊弘、 入部康敬、

飛 田 達也 : Proceedings of the 41 st Chemical 

Sensor Symposium : pp. l 09・ 1 1 1 (2006) 

6. 高倍率 2 次元 S P R イ メ ー ジ ン グセ ンサに

お け る 同一画像中 での画質均質化. 入部康

敬、 飛 田 達也、 鈴木正康 : Proceedings of the 

42nd Chemical Sensor Symposium : (2006) 

7. An algorithm using the prior information ぬr

estimation of thundercloud electric charge 

dis肘bution . K. Honda， A. Miyabayashi， Y. 

Horita， 工 Murai : Proc. of 28th Intemational 

Conference on Lighむling Protection(Vo1. 1 )  : 

pp.333-338 (2006) 

8. Development of a zone based thunderstorm 

classification system using neural network. 1. 
Singye， K. Masuga民 T. Murai， I. Kitamura : 

Proc. of 28血 Intemational Conference on 

Lightning Protection( ぬ1. 1) : pp.288一291

(2006) 

国際会議
1 .  Orexin depolarizes pedunculopontine tegmental 

neurons. Kim J， Nakajima K， Oomura Y， Sasaki 

K : The 16th Intemational Symposium on 

Regulatory Peptides， Hakone， Japanラ August

(2006) 

2. Teremonitoring System of Television 

Operating-state for Elderly 

Individuals(Invited) . Nakajima K， Matsui M， 

Kamiya A， Yoshiki D， Matsumoto Y， Sasaki 

K : The World Congress on Medical Physics and 

Biomedical Engineering 2006(WC2006)， Seoul， 

Korea， August (2006) 

3 .  Capil加y Scope System For Visualization of 

Subcuticular Blood Vessels in Various Skin 

Areas: A Feasibility Sωdy. S出北i K， Hirano Kラ

Saito T， Nakajima K， Nagashima Y， Yada Y， 
- 12 -



Suzuki T : World Congress on Medical Physics 

and Biomedical Engineering 2006(WC2006)， 

Seoul， Korea， August (2006) 

4. Lymphocyte microarray system and its 

measm右ment systems . M. Suzuki 

Japanese-German Conference on Diagnostics 

Biotechnology， Tokyo， March (2006) 

5. High resolution two dimensional SPR 

immunosensor for single-cell based 恥nphoc戸e

array chips . M. Suzuki， S.Hane， T.Ohshimaラ

Y.Iribe， T.Tobita : The Ninth World Congress on 

Biosensors， Toronto， Canada， May (2006) 

6. Micro-arrayed enzyme sensors for cel1 array 

chips . M.SUZl水i， H.Nakabayashi， Y.Jing， 

y'Shimi却， T.Yamada， E.Hikono : 百le Ninth 

World Congress on Biosensors， Toronto， 

Canada， May (2006) 

その他の論文

1 . 集中定数化 1 80 度 ウイ ルキ ン ソ ン ・ デバイ

ダ. 坂上岩太、 烏仁図雅、 田原稔、 藤井雅

文 : 電 子 情 報 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告
MW2006・ 1 19 : pp.69-73 (2006) 

2. イ ン ピーダンス変換型 2 ブ ラ ンチ集 中定数
90 度カ ッ プ。ラ . 坂上岩太、 鳥仁図雅、 田原

稔、 藤井雅文 : 電子情報通信学会技術研究

報告 MW2006・120 : pp.75・80(2006)
3. 3 素子 2 段集中定数を用 いた ウ イ ルキ ン ソ

ン分配回路. 田原稔、 坂上岩太、 藤井雅文、
烏仁図雅 : 電子情報通信学会 2 0 0 6 年 ソ
サイ エテ ィ 大会講演論文集 エ レ ク ト ロ ニ
ク ス 1 : C聞2-42 (2006) 

4. 十素子集中定数 1800位相差 ウ ィ ルキ ン ソ ン

型分配器. 鳥仁図雅、 坂上岩太 : 電子情報

通信学会 2006 年 ソ サイ エテ ィ 大会講演論

文集 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 1 : C・2-43 (2006) 
5. ラ ッ ト 脚橋被蓋核ニ ュ ー ロ ン に対す る オ レ

キ シ ンの作用 : パ ッ チ ク ラ ンプ法に よ る解

析 . 金 主賢 : ラ イ フ サ ポー ト ， 1 8(2) : 
pp.20幽2 1 ρ006)

6. テ レ ビ使用状況双方向遠隔モ ニ タ リ ン グ に
よ る親子間での見守 り シス テ ム の 開発. 松

井宏行， 中 島 一 樹 ， 神谷公章 ， 佐 々 木 和

- 13 
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男 : 信学技報， 恥侶E2006-1 6 : pp. l -4 (2006) 

7. イ ン ピーダンス変化に よ る 入浴中の呼吸波

形検出法の開発. 中 島一樹， 坂井康司， 関

根克尚， 八木廉子， 石津京二， 佐々 木和男 :

第 2 1 回生体 ・ 生理工学シンポジ ウ ム論文
集 : pp.529-532 (2006) 

8. 抗体医薬開発のた め の リ ンパ球ア レイ チ ッ

プ と そ の支援技術. 鈴木正康， 入部康敬，

岸裕幸， 村 口 篤， 民谷栄一， 藤城敏史， 谷
野克 巳 : BIO 酎DUSTRY， Vo1.23 ， No. l : 

pp.36-40 (2006) 

9. 細胞マイ ク ロ ア レイ チ ッ フ。を用いた単一細

胞ス ク リ ーニ ン グ?シス テ ム の開発. 鈴木正

康 : 医学の あ ゆみ， 、'01.2 1 8， No.2 : pp. 135幽 138

(2006) 

10. マイ ク ロ ア レイ 型オフ。テ イ カ ル化学セ ンサ

チ ッ フ。に よ る 細胞活性の検出. 鈴木正康，

中林寛明， 荊勇， 入部康敬 : 電気化学会第
7 3 回大会講演要 旨集 : p辺3 (2006) 

1 1 . マイ ク ロ ア レイ 型 2 次元 S P R免疫セ ンサ

に よ る マ ウ ス IgG の測定. 鈴木正康、 入部

康敬， 羽根新太郎、 大島豊弘、 飛 田 達也 .

日 本化学会第 8 6 春季年会講演予稿集 :
4G6-30 (2006) 

1 2 . マイ ク ロ ア レイ 型オフOテ イ カ ル酵素セ ンサ

の開発. 鈴木正康， 清水義文， 彦野衣美，

中林寛明， 荊勇， 入部康敬 : 2006 年電気化

学秋季大会講演要 旨集 : 1E07 (2006) 

1 3. 先験情報を用いた雷雲電荷推定の アル ゴ リ

ズム . 本 田 和博、 宮林晃裕、 堀 田裕弘、 村
井忠邦 : 第 2 5 回 日 本シ ミ ュ レー シ ョ ン学
会大会発表論文集 : pp. l95-1 98 (2006) 

特許・ 賞
1 .  二種の移相器を持つ伝送線路型 ・ 集中定数型

ウ イ ルキ ン ソ ン ・ デパイ ダ. 坂 上 岩 太 : 特

願2006- 1 86 166

2. 平 面構成 マ イ ク ロ 波 信 号 多 分配器 . 坂 上

岩 太 : 特願2006-3 13003
3. 1 個の抗原特異的 B リ ンパ球を用 いた抗原

特異的抗体産生ハイ ブ リ ドーマ の作製方法

及びモ ノ ク ロ ーナル抗体の製造方法. 村 口

篤， 岸裕幸， 東保喜八郎， 上野実， 中里博
吉， 民谷栄一， 鈴木正康 : 特許 3799392 号
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(2006) 

4. 転写性に優れた樹脂組成物. 山 下和之， 大

永崇， 藤城敏史， 森本英樹， 小幡勤， 鈴木

正康 : 特許 3867126 号 (2006)

5. ラ イ フ サポー ト 学会奨励賞 : 金 主賢 (佐々

木和男 、 中 島一樹)

電子物性デバイス工学講座

教 授 上 羽 ヲム

教 授 小 林 信 之

教 授 中 谷 訓 幸

教 授 前 津 宏

教 授 山 下 正 人

助 教 授 岡 田 裕 之

助 教 授 丹 保 豊 和

助 教 授 山 崎 登志成

助 手 喜久 田 寿 郎

助 手 中 茂樹

助 手 二 井 隆 志

助 手 方オ不て 雅 之

技術職員 柴 田 幹

著書

1 .  Landolt-Bömstein vol.IIII36C， Ferroelectrics and 

Related Subs回lces， N. Nak:a級ni et al. : (Edited by 

Y. Shiozaki， E. Nak:anlUra， T. Mitsui ， Sp白1ger，

Berlin， Germany) ο006) 

2 . イ ン ク ジ ェ ッ ト 印 刷 有 機 デ、 パ イ ス . 菅 沼

他 4 6 名 : 金 属 ナ ノ 粒 子 ペ ー ス ト の イ ン

ク ジ ェ ッ ト 微細 細 線 ( 菅 沼 克 昭 監修 ， シ

ー エ ム シ ー 出 版 ， 東 京 ， 日 本 ) pp.254-2 

68  (2006) 

3 . 有機 ト ラ ン ジ ス タ . 小 関 他 2 6 名 : イ ン

ク ジ ェ ッ ト 技 術 の エ レ ク ト ロ ニ ク ス 応

用 ( 小 関 健 一 編集 ， リ ア ラ イ ズ ， 東 京 ，

日 本 ) pp. 1 32・ 1 52 (2006) 

原著論文

1 .  Enhancement of noncontact 合iction between 

c10sely spaced bodies by two-dimensional 

systems . A. V. 九101okit加， B.N.J. Persson， H. 

Ueba : Physical Review B 73 : pp. 165423・1 ・

165423-1 1 (2006) ο006) 

2. Ferroelectric Phase Transition Character of 

Glycine Phosphate. J. Nayeem， T. Kikuta， N. 

N北ata凶， F. Mats凶， S. N. Tak:ega， K. Hattori， H. 

Daimon : Ferroelectrics 332 : pp. 1 3- 19  (2006) 

3 .  Lining ofHydraulic Cylinder Made ofCast lron 

with Copper Alloy. T. Yamaz北i， T. Shibuya， C. 
一 14 -



Jin， T. Kikuta， N. N北atani : J. Mater. Process. 

Tech. 1 72， NO. l : pp.30・34 (2006) 

4. 煙道内排出ガス採取法を用 いた昇華性を有

す る ホ ウ素化合物測定法の開発. 鳥山成一，

日 吉真一郎， 山崎敬久， 水上昭弘， 奥村秀

一， 藤崎進， 溝 口 俊明， 木戸瑞佳， 中村篤

博， 中谷訓幸， 田 中敦， 西川雅高 : 環境化

学 16ラ NO.2 : pp.2 13-2 1 8  (2006) 

5. Sputter泊g Pr回sure Dependent Phoωcatalytic 

Properties ofTi02 Thin Films. 工 Takahashi， K. 

Prabakar， T， Nezuka， T. Yam位aki， 工

Nakashima， Y. Kubota， A. Fujish加a: J. Vac. Sci. 

Technol. A 24， No.4 : pp. 1 1 6 1 - 1 1 65 (2006) 

6. Bot1om同coverage Simulation for Magr泥仕'On

Sputtering Appara加s Activated with 

Superconducting Bulk Magnet. T. Yamazaki， T. 

Y oshizawa， H. H包ama， S. Hirobayashi， T. 

Yamabuchi， H. Ikuta， U. MiZl瑚ni， T. Matsuda : 

Vacuum 80， No.7 : pp.675・678 (2006) 

7. H2S Sensing Prope町 ofPorous Sn02 Sputtered 

Films Coated with Various Doping Films. C. Jin， 

T. Yam但aki， K. 110， 工 Kikuta， N. Nakat街並 :

ぬcuum 80， NO.7 : pp.723-725 (2006) 

8. Influence of an Electric Field Perpendicular to 

the Ferroelectric Axis on the Dielectric 

Properties ofTriglycine Sul白te. 工 Kikuta， H. 

Nishizuka， T. Yam抵aki， N. Nakatani : 
Ferroelectrics 336 : pp.9 1 聞 100 (2006) 

9. Dilatome仕ic Study on 恥1onoclinic Crystals of 

Ferroelectric TGS down to Cryogenic 

Temperature Region. 主 Yamaguchi， N. 

Naka匂ni， T. Kikuta， T. Kurihama， T. Mitsui， Y. 

Seimi診ya丸ラ S

Taka俗shi氾ge : Fer汀Toele郎ct剖ric白s 337 : pp.59-毛69 (2006) 
1叩O. Deuteration E島ct on the Ferroelectric Phase 

Transition ofTAAP. 工 Kikuta， Y. Kawagishi， T. 

Yam但成i， N. Nakatani : Ferroelectrics 337 : 

pp.95・ 103 (2006) 

1 1 .  E島ctive Sur台ce Area of Sn� Sputtered Films 

Evaluated by Measurement of Physical 

Adsorption Isotherms. T. Yam位aki， 工 Furu民 Y.
Shen， C. Jin， T. Kikuta， N. Naka泊ni : Jpn. J. 

Appl. Phys. 45ラ No. l2 : pp.9 1 80・9 1 84 (2006) 

2005年�2006年研究業績一覧

suitable for high-speed operation. K. Maezawa， 

M. Sakou， W. Matsubara， 工 Mi剖匂ni : Electron. 

Le日. 42， No. 2 : 77-78 (2006) 

1 3 .  Experimental Demonstration of Ideal Noise 

Sh叩ing in Resonant Tunneling Delta-Sigma 

Modulator for High Resolution， Wide Band 

A/D Converters. K. M邸周wa， M. S北ouラ w

Matsubara， 工 MÍZlI匂ni， H. Matsuzaki : Jpn. J. 

Appl. Phys. 45 : pp.34 1  0・3413 (2006) 

14. Novel resonant tunneling diode oscillator 

capable of large output power operation. Y. 

Ookawa， S. Kishimoto， K. Maezawa， T. 

Mi却伽i : IEICE Trans. Elec仕'Onics E89嗣C :
pp.999-1004 (2006) 

15 .  AIGaN/GaN High 日ectron Mobility Transistors 

with Inclined-Gate-Recess Structure. Y. Aoi， S. 

Kishimoto， K. Maezawa， 工 Mi却匂ni : Jpn. J .  

Appl. Phys. 45 : pp.3368-3371 (2006) 

1 6. Dual-clock MASH delta-sigma modulator 

employing a :frequency modulatβd intermediate 

signal. K. Maezawa， M. Sakou， W. Matsubar九

T. MÍZlIta凶 : IEICE ELEX 3， No. 2 1  : 
pp.459-463 (2006) 

17.  Measuring resistivity of hollow conducting 

cylinders with a four-probe array . M 

Yamashita Measurement Science and 

Technology 17， No. 12  : pp.3323-3327 (2006) 

1 8 . Durabi l ity Test of Solution-Processed 0 

rganic Electrophosphorescent Devices wi 

th Small Organic Molecules . M.  Ooe， S .  

Naka， H .  Okada， H .  Onnagawa : Jpn. J .  

Appl .  Phys .  4 5 ，  pp .250・254 (2006) 

1 9 . Top-Emission Organic Light-Emitting Di 

odes with Ink-]et Printed S e lf.同Aligned

Emission Zones .  R. Satoh， S. Naka， 恥1.

Shibata， H .  Okada， H .  Onnagawa， T .  

Miyabayashi， T. Inoue : Jpn. J .  Appl . Phy 

s. 45， pp. 1 829・ 1 83 1 (2006) 

20. Organic Multifunction Diodes Operable 

for Emiss ion and Photodetection Mode s .  

H .  Shimada， J .  Yanagi， Y .  Matsushita， 

S. Naka， H. Okada， H. Onnagawa : Jpn. 
12. Resonant tunneling delta sigma modulator J .  App l .  Phys .  45 ，  pp . 3 7 5 0・ 3 7 5 3 (200 

- 15 -
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6) 

2 1 . エ キ シ マ レ ー ザ を 用 い た 有 機 膜 の 直 接

パ タ ー ニ ン グ 技 術 . 有 沢 ， 本 野 ， 中 ， 岡

田 ， 女J 1 1  : 電 子 情 報 通 信 学 会 論 文誌 C J 
89-C ， pp.4 1 ふ420 (2006) 

22. Carrier Mobi l ity of Organic Thin Fi lms . 

A .  Kuwahara， S .  Naka， H .  Okada， H .  

Onnagawa : Appl .  Phys .  Lett. 89， pp. 1 32 

1 06・ 1 3 2 1 08 (2006) 

23. Solution-processed Small Organic Electr 

ophosphorescent Devices  with Arylamin 

e Polymer Buffer Layer . K. Hirano， S. 

Naka， H .  Okada， H .  Onnagawa， T.  Nak 

ai and H .  Sato : J. Photopolymer Sc i .  & 

Tech. 19 ラ pp. 1 77- 1 80 (2006) 

24.  Synthesis  and Electroluminescence Prope 

rties  of fiαc-Tris(2 -phenylpyridine ) - iridiu 

m Derivatives Containing Hole-Trapping 

Mieties .  K. Ono， M.  Joho， K .  S aito， 

M. Tomura， Y.  Matsuhita， S. Naka， H. 

Okada， H .  Onnagawa : Eur. J .  Inog. C 

hem. 2006，  pp.3 676・3 683 (2006) 
25. Heteroepi匂xy of InSb films grown on a Si(OO 1 ) 

substrate wi白 AlSb bu能r layer . M.Mori， 

N.F吋imoto; N.Akae， K.Uo匂ni， T.Tambo， 

C.Tatsuyama : 1. Cryst. Growth 286 : pp.2 1 8-222 

(2006) 

26. Interdi鼠lSion at Si/SiGe interface analized by 

high・resolution X-ray di血.ction. Shuqi Zheng， 

M.Kaw.部hima， M.Mori， T. 11創nbo，

C.Tatsuyama : Shin Solid Films 508 : pp. 1 56- 1 59 

(2006) 

27. Forτnation of nanoclusters containing In and Sb 

atoms . M.Saito， H.Sas北i， 工S出紘i， M.Mori， 

T.Tambo， C.Tatsuyama : 1. Phys. IV France 

132 : pp. 14 1 - 145 (2006) 

28. Ul仕athin amorphous Si layer for the grow血 of

strain relaxed SiO.75Geo.25 alloy layer . 

M.M.Rahman， S.Q.zheng， M.Mori， T.Tambo， 

C.Tatsuyama : 1. Appl. Phys. 100 : pp.053505- 1 

(2006) 

プ ロ シーヂィ ング等

1 .  InP-based Resonant Tunnelnig DiodelHEMT 

In鉛gra1犯d Circuits for ul佐社ügh・Speed
Operation (Invi犯の K. Maezawa， 工

Mizutani : Int. Conf InP & Related Materials 
(IP貼106) : pp.252-257 (2006) 

2. 1 00 GHz Operation of a Resonant Tunneling 

Logic Gate MOBILE Having a Symme仕ic

Configuration. K. 恥1aezawa， H. Sugiyama， S. 

Kishimoto， T. Mizu匂ni : Int. Conf InP & 

Related Materials (IPRM06) : pp.46-49 (2006) 

3 .  High Power and Stable Oscillほions in the RTD 

Pair Oscillator ICs Fabricated with 

Metamorphic RTDs. K. Maezawa， Y. Ookawa， 

S. Kishimoto， T. Mizutar札 M. Takakusaki， H. 

Nakata : Int. Conf Solid State Devices & 

Materials (SSDM06) : pp. l 00- 1 0 1 (2006) 

4. Sur白ce Potential Measurement of Carbon 

Nanotube FETs using Kelvin Probe Force 

Microscopy. 工 Umesaka， H. Ohnaka， Y. Ohno， 

S. Kishimoto， K. Maezawa， T. MizutarlÌ : Int. 

Conf. Solid State Devices & Materials 

(SSDM06) : pp.250・25 1 ο006)

5. Organic B i-Function Devices  with Emis 

sion and Sensing Abilities (Invited) . H .  

Okada， S .  Naka， Y. Matsushitaラ H . Sh 

imada， M. Shibataラ H. Onnagawa : The 

1 3 th Int ' l  Workshop on Active-Matrix 

Flatpanel Displays and Devices ，  pp .277・

280  (2006) 

国際会議
1 . 百leory of single adsorbate motions induced by 

vibrational excitation with STM (Invited) . H. 

Ueba : CREST Workshop on Physics of Single 

Molecules ， Shonan， Japan (2006) 

2. 百leory of single molecule motions induced by 

vibrational excitation with STM (Invited) . H. 

Ueba : Americal Chemical Society Fall National 

Meeting ， San Francisco， USA (2006) 

3. Adsorbate Motions by Vibrational Mode 

Coupling (Invited) . H. Ueba : The tenth ISSP 

Intemational Symposium(ISSP- 10) on 

- 16 -



Nanoscience at Surfaces， K部副wa， Japan 

(2006) 

4. Action Spec仕'Oscopy of single molecule motion 

(Invited) . H. Ueba : CECAM Workshop on 

Inelastic effect in transport at atomic scale， Lyon， 

France ο006) 

5 .  Crystal S仕ucture ofthe Ferroelectric Phase of 

Triglycine Sulfate under 組 Elec仕ic Field. 工

Kikuta， D. H紅na句ke， 工 Yam抵抗i， N.

Nak瓜ani : The 8th Russia/CislBaltic/Japan 

Symposium on Fe町'Oelectricity， Tsukuba， Japan， 

May (2006) 

6. Microstructure and Gas Sensing Property of 

Porous Sn02 Spu恥red Films. T. Yamaz北i， C. 

Jin， y. Shen， T. Kiku凪 N. Nakatani : 

Intemational Conference on Processing & 

Manu白cturing of Advanced Materials， 

Vancouver， Canada， July (2006) 

7. Lining ofCast Iron Cylinder with Copper Alloy. 

Y. Shen， T. Yam低泊å， C. Jin， T. Kiku凪 N.

Nakata凶 : Intemational Conference on 

Processing & Manufac制出19 of Advanced 

Materials， Vancouver， Canada， July (2006) 

8. Domain Pattem ofTriglycine Sulfate after 

Exposure of an 日ectric Field Perpendicular to 

the Ferroelectric Axis. 工 Kikuta， 工 Yam但北i，

N. Nakatani : The 6th Japan-Korea Conference 

on Ferroelec凶city， Sendai， Japan， Aug. (2006) 

9. Dielectric Dispersion around 出e Ferroelec甘ic

Phase Transition in Partially Deuterated Glycine 

Phosphite. T. Kikuta， T. Yamaz北i， N.

Nakata凶 : The 5th Asian Meeting on 

Ferroelectrics， Noda， Japan， Sep. (2006) 

10.  Development of Advanced ESR 

Crystallography for Researching Ferroelec仕ic

Materials .  T. Kobayashiラ T. Nagaya， K. Kuwa民

Y. Nomura， A. Onozawa， T. Kikuta， N. 

Nakatani : 百le 5th Asian Meeting on 

Ferroelectrics， Noda， Japan， Sep. (2006) 

2005年�2006年研究業績一覧

Advances of百由 Films & Sぽface Coa也19s，

Singapore， Dec. (2006) 

12. Sol-gel Synthesis and Luminescence ofZnO: 

(La，Eu)Cl Nanocomposite 百世1 Films. Z. Liu， Y. 

Li， 工 Yam包誌i， Y. Shen， 工 K氷uta， N. 

Naka匂凶 : The 3rd International Conference on 

Technological Advances ofTl血 Films &

Su巾ce Coatings， Singapore， Dec. (2006) 

1 3 .  U1仕alllgh匂eed Integrated Circuits 凶ing

InP-Based Resonant Tunneling Diodes 

(Invited) . K. Maezawa : A WAD2006， Sendai， 

Japan， July (2006) 

14. Dual-Drive and -Emission Panel with Organic 

Phosphorescent Devices. T. Miy出;hita， S. Na 

ka， H. Okada， H. Onnagawa : 百le 6th Intemat 

ional Conference on Electroluminescence of M 

olecular Materials and Related Phenomena (IC 

EL6)， P9. 1 16  (2006) 

1 5 .  Build-on Technology of Bi-Directional Optical 

Communication System using BトFunctional

Organic Diodes. Y. Matsushi凪 S. Naka， H. 

Okada， H. Onnagawa : Extended Abstract of S 

olid State Device and Materials， D・2・6 (2006) 

16 .  Organic Field-Effect Transistor Integrated Circ 

uits using Self-Alignn1ent Process Technology. 

T. Nagai， T. Kimura， S. Naka， H. Okada， H. 

Onnagawa : Extended Abstract of Solid State 

Device and Materials， D・10・2 (2006) 

17 .  Self-Aligned Multifunction Diodes Using Ink-J 

et Prirr住宅 Me白od. J. Yan;唱i， M. Shiba凪 S.

Naka， H. Okada， H. Onnagawa， T. Miyabayas 

hi， T. Inoue : KJF 2006， P43 (2006) 

1 8. Multi-Color Organic Light Emitting Panels Usi 

ng Self-Aligned Ink-Jet Printing Technology. K. 

Matsui， J. Yanagi， M. Shibata， S. Naka， H. 

Okada， T. Miyabayashi， T. Inoue : KJF 2006， 

P44 (2006) 
19 .  Role of In-Sb bi-layer on .the heteroepitaxy of 

InSb films grown on a Si(1 1 1 ) substratβ . 
M.Mori， M.Saitoラ Y.Yamashi凪 K.Nag田hima，

M.Hashimoω， T.Tamboラ C.Tatsuyama : 7th 

1 1 .  Influence ofFilm 百lickness and Microstructure 

on Gas Sensing Properties ofSputtered W03 
Thin Film Gas Sensors. Z. Liu， T. Yam位aki， Y. 

Shen， T. Kiku凪 N. N北atani : 百le 3rd 

Intemational Conference on Technological 
Russia-Japan Seminar on Semiconductor 
Surfaces， Vladivostok， Russia， Sep. (2006) 

- 17 
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20. Growth of InSb thin films on Si(1 1 1 ) at low 

tempera加re. K.Murat11， N.B.Ahmad， Y.Tamur11， 

恥1.恥10ri， T.Tambo， C.Tatsuyama 7血

Russia-Japan SemÏnar on Semiconducωr 

Surfaces， Vladivostok， Russi11， Sep. (2006) 

2 1 .  Heteroepitaxial grow社1 of rotated InSb films on 

a Si(1 l 1) substrate via In(2x2) surface 

reconstruction. M.Mori， M.Saito， Y.Yam出hita，

K.Nag出h泊111， M.Hashimoto， T.Ti創nbo，

C.Tatsuyama : 4th Intemational Conference on 

Molecular Beam Epitax弘 Tokyo， J叩an， Sep. 

(2006) 

22. Low-temperature growth of InSb(l l l) on 

Si(1 l 1 ) substrate . K.Murata， N.B.Ahmad， 

Y.Tamuraラ 恥fふ10ri， C.Tatsuyam11， T.Tambo : 4th 

Inもemational Conference on Molecular Beam 

Epi旬xy， To勾/0， Japan， Sep. (2006) 

その他の論文

1 .  ス パ ッ タ 原子輸送シ ミ ュ レー シ ョ ンの応用 .

山 崎 登 志 成 ， 吉 津 寿 夫 : 真 空 49(9) : 
pp.547司55 1 (2006) 

特許・ 賞
1 .  ß L モ ジ ュ レー タ 及び ム L 型アナ ロ グーデ

ジ タ ル 変 換 回 路 . 前 揮 、 水 谷 :

PCT/JP2006/302334 ( 日 本 を除 く 全指定) 、

名 古屋大学出願 (JST) ο006)

2. 有機エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ンス 素子. 岡 田

裕之， 田 畠茂， 中茂樹， 女川博義 : 特許第
3757272 号 (2006. 1 . 1 3) ， 米 国 特 許

US6，806，640B2 ρ004. l 0. l 9) ， 台 湾 特 許

200702 (2004.8. l 6)， 韓国特許 第 10・0562592

(2006.3 . 1 3) 
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2005年�2006年研究業績一覧

Sazzad， Yuukou Horita : 3rd European co時間切 on
Colour in Graphlα， Imaging， and Vision (CGIV2006)， 
pp.478-483 Le吋s， UK， June (2006) 
Quality Evaluation Model using Local Feぽure of Still 
P�仰向. Yuukou Hori凪 Mおaharu Saω， Yos凶kazu
Kawayoke， Z.M. PぽV位 Sazzad， Keiji Shiba匂 : 14th 
European Signal 骨∞essing Confe�ce 
(EUSIPC02oo6)，pp. 1 -5(CD-RO附， Floren田， Ital弘
Sept. ο006) 
Image Q田lity Evaluation Model based on Local 
Feat凶由 加d Se伊1印刷on. Yuukou Hori民 Mおaharu
Sato， Yoshikazu Kawayoke， Z.M. Parvez Sazzad， Keiji 
S凶ね : lEEE Intemational Conference on Image 
h∞essing (ICIP2006)， pp.405-408ラ Atlanta， USA ， ωt. 
(2006) 

3. 

4. 

知能情報工学科

知能システム工学大講座

夫
明
弘
樹
樹
充
夫
司
博

龍
政
裕
貞
茂

書
啓

淵
田
田
瀬
林
井
津
田
山

山
米
堀
広
広
酒
吉
柴
丸

教 授
教 授
教 授
教 授
助 教 授
助 教 授
助 手
助 手
指摘哉員

その他の論文

1. 高分解能周波数角執時制A)を用いた経済時系列予
測， 白井浩， 広林茂樹， 山淵龍夫， 吉津書夫，
平成 1 8 年度 日 本設備管理学会春季研究発表大会
論文集 pp. 23之6 (2∞6)
パワーエ ンベロ ープo処理に よ る音場制御の評価，
入江重勝， 広林茂樹， 山淵龍夫， 吉津書夫， 平
成 18 年度 日 本設備管理学会春季研究発表大会論
文集 pp. 27-30 ο∞6)
NHA を用いた経済時系列予測， 白井浩， 広林茂
樹， 山淵青怯， 平成 1 8 年電気関係学会j邸主支部
連合大会講演論文集 F・91 印刷
高分解能の周波数解析法を用 い た母音の回復，
栗山琢也 広林茂樹， 山精E夫， 平成 1 8 年電気
関系学会北陸支部連合大会講演論文集 G聞叩00め
ク ラ シ ッ ク 音楽に対する パ ワ ーエ ンベ ロ ープ。逆

フ ィ ルタ 処理の有効性の検証， 入江重勝， 広林
茂樹， 山淵龍夫， 吉津書夫， 平成 1 8 年電気関係
学会北陸支部連合大会講演論文集 G・6 (2∞6)
歩行に よ る 電界の変化 と 植物生体電位を用いた
個人識別の検証， 田村祐輔， 広林茂樹， 山淵龍
夫， 吉津書夫， 大薮多可志， 平成 1 8 年電気闘系
学会北陸苅E連合大会講演論文集 H-5 (2006) 
NHA を用いた ピア ノ 弦振動の角軌庁， 浦辺将護，
広林関苛， 山淵龍夫， 平成 18 年電気関系学会北
陸支部連合大会講演論文集 呼8 (2006) 
文書画像中 の接近 した文字列の切 り 出 し (そ の
1 ) 一文字重JLVÚ財車京の求め方 . 井池宏光， 野

村智華， 酒井充， 丸山博， 米田政明 : 平成 1 8 年

度電気関係学会北支連大， F必 ο0師)
文書画像中 の接近 した文字列の切 り 出 し (そ の

2. 

著書

1 .  入門 デジ タ ノレ信号処理， 加川 幸雄， 堤一男，
三次正純 清田公保， 広林茂樹， 培風館 。006)
ディ ジタル画像の百軒面法 と 国際標準. 堀田裕弘 :

( ト リ ケ ッ ブρス) 170 (2006) 
あ る ご り ずむ， 広瀬貞樹 : (近代科学社， 東京，
日 本) 213 頁 包006)

2. 

3. 

3. 

4. 

5. 

6. 

原著論文
1.  Bottom-∞，verage simulation for m噂1甜on spu配泊19

appar羽田 activated with s叩erconduc白19 加Ik m噂let
T.Yarnazaki， T.Yoshizawa， H.Hazama， S.団robay;ぉ:hi，
T.Yarn油uchi， H.Iku凪 u.Mizt血ni， T.Matsuda Vacuum， 
80(7)， pp.675回678 (2006) 
スバ ッ タ原子輸薩シ ミ ュ レ ーシ ョ ンの応用， 山崎
登志成， 吉津書夫， 真空， ぬ1.49， pp.547-55 1  (2∞め
官le relations arnong V.匂制作Crick 加ωm翻 and 血位
relations with context-free languages， Satoshi Okawa， 
Sadaki H加se， lEICE Trans. Infonnation and Systems， 
九ゐl.E89四Dラ No. 10 : pp.2591幽2599 (2006) 

2. 

3. 

7. 

8. 

9. 

- 19 

プロシーディ ング等

1.  InVI師側on into Distin伊ishing Indi吋duals Using the 
Bi叩lectric PotentiaIs of Plants， Y Tarnur九 S.
Hirobayashi， 工 Yarnabuchi， 工 Yoshizawa， 工 匂油uラ
Proceedings of the 7由 Asia-Paci:fic Confe�ce on 
Ind回出al Enβ1白血g and Management Systems 
(2006) 

Image Quality Assessment Models for JPEG and 
JPEG2000 Compressed Color Images. Z. M. Parvez 

2. 
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2 ) 一文字列方向の決定 と 切 り 出 し一. 吉田美香
子， 野中摺華， 酒井充， 丸山博， 米田政明 : 平成
1 8 年度電気閥系学会北克車大， F-27 (却06)

10. 文書画像中の文字並びの形状判別について. 山 田
健司， 酒井充， 丸山博， 米田政明 : 平成 1 8 年度
電気関係学会北克車大， F-28 ο006) 

11 . 顔の色↑静院を用いた 目 領域抽出の検討. 吉田圭一，
岩瀬絵里香， 酒井充， 丸山博， 米国政明 : 平成 1 8
年度電気関系学会北克車大， F-29 (2∞め

12. 移動 ロ ボ ッ ト の移動物体追跡に関する研究 谷 口
月丹史， 酒井充， 丸山博， 米田政明 : 平成 1 8 年度
電気関系学会北苅車大， F-30 印刷

13. 日 照条併酬を用し 、た動画像か ら の青色道路案
内標識の リ アルタ イ ム抽出について. 中村亮介，
酒井充， 丸山博， 米国政明 : 平成 1 8 年度電気関
係学会北支連大， F・69 (2006)

14. 道路案内標識の地名認識のた めの辞書作成に関
する研究. 井波克之， 酒井充， 丸山博， 米田政明 :
平成 1 8 年度電気関係学会北克車大， F-70 ο006) 

15. 顔表面のf是非泉を用いた衰↑青角特庁. 三上直己， 長谷
↑専行， 東海彰吾， 酒井充 : 平成 18 年度電気関系
学会北支連大， F-75 (2∞6) 

16. 表情記士マ ッ プロ作成のた め の顔特徴点の 自 動抽
出について. 衣笠学， 酒井充， 丸山博， 米田政明 :
平成 18 年度電気関係学会北克車大， F -79 (2006) 

17. 顔表面か ら の法線 と 顔平面 と の交点分布 を用 い
た表情話哉. 岸J 1 1有希， 大J罵優季， 酒井充， 丸山
博， 米田政明 : 平成 1 8 年度電気閥系学会北克車
大， ド80 ο006)

18. 複数の 自 律型 ロ ボ ッ ト を用 いた協働作業に 関す
る研究 宮内孝雄， 大鳥優季， 酒井充， 丸山博，
米田政明， 酒井志織 : 平成 18 年度電気関系学会
北克車大， F・100 ο006)

19. モーシ ョ ンキ ャ プチ ャ を用いた動作評価シス テ
ムの 3 D化の検討. 若林亨， 石倉充， 酒井充， 丸
山博， 米田政明 : 平成 1 8 年度電気闘系学会北支
連大， F-106 ο006) 

20. H自在L レイ ア ウ ト の読みやす さ に影響す る 要素
の研究， 布村伸吾， 柴田啓司， 堀 田裕弘， 画像
の認識 ・ 理解シ ン ポ ジ ウ ムゆ但RU2006)， IS3-28， 
pp. 1 1  80・ 1 1 84 (2006) 

21 . 産業用 X 線 CT 画像におけ る アーチフ ァ ク ト の定
量化， 小林 崇， 柴田啓司 堀田裕弘， 第 1 回イ
メ ージメ ディ ア ク ウ ォ リ テ ィ と その応用 ワ ー ク
シ ョ ッフ。(五QA2006)， B1 閉5， pp. 124・127 (2006) 

22. MSDS を用いた画質改善アルゴ リ ズムの画質音刊面，
金子宜史， 柴田啓司， 堀 田裕弘， 第 1 回イ メ ー

ジメ ディ ア ク ウ ォ リ テ ィ と そ の応用 ワ ー ク シ ョ
ツ ブ(llQA2006)， A 7・3ヲ pp.95-99 (200め

23. 色差情報を基に した画質制面モデルの性能訓面，
佐藤雅治， 柴 田啓司， 堀 田裕弘， 第 1 回イ メ ー
ジメ デ ィ ア ク ウ ォ リ テ ィ と その応用 ワ ー ク シ ョ
ッ プ(llQA2∞6)，A7-4， pp. l 00-104 (2006) 

24. Wave1et 変換を用いた画像拡大法， 瀬山大祐， 柴
田啓司， 堀 田裕弘， 第 1 回イ メ ージメ ディ ア ク
ウ ォ リ テ ィ と その応用 ワーク シ ョ ッ プ(llQA2006)，
B2・1 ， pp. l28・132 ο006)

25. 産業用 X 線 CT 画像の効率良し 、 3 次元化の検討，
吉田伸一朗 柴田啓司 堀田裕弘， 平成 18 年度
電気関系学会北陸支部連合大会。006Jl亜S)， F-16， 
(CD-ROM) ο006) 

26. S-CIELAB を用し 、た符号化画像の品質剖面， 松川
達也 柴田啓司 堀田裕弘 平成 1 8 年度電気関
係 学 会 北 陸 支 部 連 合 大 会 ο006JHES)， F-17， 
(CD-RO問 ο006)

27. 色差式を用いた JPEG2000 符号化画像の主観平価
値の推定， 土部数馬 柴 田啓司 堀 田裕弘， 平
成 18 年 度 電 気 関 係 学 会 北 陸支 部 連 合 大 会
(2oo6JHES)ラ F-1 8， (CD-RO問 ο00め

28. JPEG 符号化画像にお け る ブロ ッ ク 歪抑制のため
の最適パ ラ メ ータ の検証， 海業輝彦 柴 田啓司
堀田裕弘， 平成 18 年度電気開系学会1邸主支部連
合大会。006JHES)， 下19， (CD-RO附 (2006)

29. CIEDE2∞o 色差によ る JPEG， JPEG2∞o 符号化画
像の評価， 佐藤由規 柴 田啓司 堀 田裕弘， 平
成 1 8 年 度 電気 関 係 学 会 北 陸支 部 連合 大 会
。006庇ffiS)， F-20ラ (CD-RO附 ο0悩)

30. DCT ベース符号化画像にお け る ブロ ッ ク ノ イ ズ
減少アルゴ、 リ ズム の検討， 北島 朔 柴 田啓司
堀田裕弘， 平成 18 年度電気闘系学会北陸支部連
合大会(200ωHES)ラ F-40， (CD-ROM) ο00の

31. 隣接画素聞の情報を用いた JPEG20∞ 符号化画像
の NR 画質評価モデ、ル， 林祐司 z. M. Parvez 
Sazzad 柴田啓司 堀田裕弘， 平成 18 年度電気
関 係 学 会 北 陸 支 部 連 合 大会 (2ω鍋ffiS)， F-41 ，  
(CD-RO恥1) (2006)

32. エ ッ 汁会出 と領域分割を用いた JPEG2000 符号化
の NR 画質刊面モデム 新田隆浩 堀田裕弘 柴
田啓司 平成 18 年度電気関係学会北陸支部連合
大会ο006JHES)， F-42ラ (CD-RO附 ο00め

33. S-CIELAB 色空間の鞘教を考慮 したFR画質判断
デノレ， 松本寛史， 柴 田啓司， 堀 田裕弘， 電子情
報通信学会出i補婚時， CQ2006・77， pp. 101-106 
ο006) 
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34. 小画面符号化動画像の フ レーム 品質に基づいた
NR 画質刊面モデ、ル， 川 除佳和， 堀 田裕弘， 電子
通信学会技術研究報告ラ CQ2006・78， pp. l07- 1 10  
(2006) 

35. S-CIELAB 色空間を利用 した符号化動画像の FR
画質量刊面モデノレ， 松本寛史， 柴 田啓司， 堀 田裕
弘 映像f静Rメ デ、イ ア学会財閥告， 阻2∞6-275，
Vo1.30， NO.68ラ pp.89-92 (200め

36. Spatia1 feaíures bぉed No・Re島問n印 Image q田Iity
ass問団ent independent of JPEG and JPEG2∞0 ∞lor 
m唱，e， Z.M. P征四 Sazzad， Yuukou Horita， 映像情報
メ ディ ア学会揃陣陪， 阻2006-263， 泊DO， No成
pp.39-42 ο006) 

37. Web サイ ト か ら受け る 印象 と デザイ ン要素 と の関
係の解析， 布村伸吾， 柴 田 啓司， 堀 田裕弘， 映
像f静Rメ ディ ア学会t競陣R告， 恥1E2006-260ラ 油1.30，
No.68， pp.29喧30 ο006)

38. ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク を用 いた 日 本語代名詞
の特定. 田畑雅也 柴田啓司 堀 田裕弘 : 第 2 回
日 本感性工学会春季大会 2006， D21 ，  pp.99-100 
(2∞6) 

39. 輪島塗画像における感性因子の抽出. 大向紀子，
柴田啓司 堀田裕弘 : 第 2 回 日 本感性工学会春季
大会 2006， D24， pp. l 09- 1 1  0 (2006) 

40. r読みやす さ j に影喜叶る HTl\任 レイ ア ウ ト の要
素の調査. 布村伸吾， 柴田啓司 堀田裕弘 : 第 2
回 日 柄脅性工学会春季大会 2006， P02， pp.21 1 -214 
ο006) 

2005年�2006年研究業績 覧

マルチモーダル情報工学大講座

教 授 中 嶋 芳 雄
教 授 袋 谷 賢 吉
助 教 授 コ 日 市 政 司
5葺 師 高 松 衛
闘1可能員 大久保 篤 志

著書

1.  屋外広告の知識. 中嶋芳雄， 高松衛 (他) : ( r屋
外広告の知識 (デザイ ン) J 編集委員会編， ぎ ょ
う せし \) (2006) 

2. 初学者のための生体機能の測 り 方. 中嶋芳雄， 高
松衛 (他) : (加藤象二郎 ・ 大久保嘉夫編， 日 本出
版サー ビス) (2006) 

原著論文
1. 水溶液の色相 に よ る 心理効果 と その定量化に関

する研究一入断。lこおけ る . 高松衛， 中嶋芳雄，
銭蘭慧， 佐々 和博， 藤刑尻， 佐伯行紀， 宮本博幸，
溝 口 説|弘， 中本、f和美 : 照明学会誌 、101.90， No.2 : 
102・105 (2006) 

2. HCI 画面における彩度が視擦の探索に及ぼす影響
の基礎的研究. 佐々 和博， 高松衛， 中嶋芳雄， 藤
田徹也 : 人間E学会誌， VoL42， No.4 : 259・262 (2006)

3. Bin凹ular Disparity L旬並t in 百rree-Dimensional
Display System. D. Qin， M. 11生amatsu， Y. Nakashima: 
IEEJ Trans. FM.， ぬ1. 126， NO.6: 5 1 3-5 17  (2006) 

4. Chan出19 Bin∞ular F山iona1 Area wi血 Re出a1 Shift in 
Binocular Vision. D. Qin， M. 11北amatsu， Y. 
Nねs抽na: 1. Light & V1S. Env.， Vol却， No. l :  29-33 
ο006) 

5. Change of Wavd四割1 Differen回 L凶t for Bin，∞ular 
Color Fusion wi血 Wavelen併1 and Brightness of 
Stimuli: D. Qin， M. 11北mtsu， Y. N北as凶ma， X. Qin: 
1. Light & Vis. Env.， 泊1.30， No. l :  43-45 (2006) 

6. Disparity L加世t for Bin∞ular Fusion in Fovea D. Qin， 
M. 11法制atsu， Y. N紘ashima: OPTICAL REVIEW， 
Iゐ1. 13， No. l : 34-38 (2006) 

7. 凹D 前照灯の視覚機能に及ぼす影響に関する研究.
加藤象二郎， 福 田康明， 斉藤真， 中嶋芳雄， 高松
衛 : 日 本人間工学会誌， Vo1.42， NO.6 : 389・393 ο006)

8. 色覚障害者を考慮 した LED 式信号灯の視認性向
上に関する車楚的研究. 高松衛， 中嶋芳雄， 三間
賢一， 中島賛太郎， 加藤象二郎 : 日 本人間工学会
誌， 油1.42， NO.6 : 399-401 ο006) 
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9. 液晶ディ ス プ レイ を用 いた高齢者の色覚特性に
関する研究. 藤田徹也， 中嶋芳雄， 高松衛 : 日 本
人間工学会誌， 油1.43 ， No. l : (2，∞7) (血 press)

10. 白 内障視環境下にお け る ディ ス プ レイ 装置に対
する色覚特性に関する研究 藤田徹也 中嶋芳雄
高松衛 : 視覚の科学， Vo1.28， No. l : (2007) (担 問ss)

プロシーデイ ング等

1.  Study on 由e LED information board for barrier司free
which considered elderか M. Takamatsu， Y Na加shirna，
S. N出gima， K. Mimaラ 主 同加: IEA2∞6 ω昭四s，
M拍stricht， Ne由erlands: CD-ROM (2006) 

2. Study on influence of color dijference on target 
detection time. S. Inada， Y Nakashima， M. 11法amatsu，
K. Sas鈎ラ S. Yoshiharヨ， IEA2006 Congress， 恥匂ぉ剖cht，
Netherlands: CD-ROM (2006) 

3. Vis回1 characteristic and optimurn display lurninance of 
LED information boar寸. Y Ishirnur孔 M. 11法ama阻l， Y
N法as凶叫 S. N出ÿima， K. Mima: IEA2∞6 Co暗部s，
M祖S凶cht， Netherlands: CD-ROM (2006) 

4. �自制-ch ∞ LED 岡田c signal 妙t ∞，nsidering
coloぬlind p'ぉple. M. Kaburaki， M. 11紘amatsu， Y 
N紘ash加la， K. Mima， S. N蜘ÿima: IEA2006 Congress， 
M拍S凶cht， Ne血erlands : CD-ROM ο006) 

5. LED auxiliary light めr 加proving 也e visibility of 
elderly 伊ople. S. Matsubar九 Y Nakashirna， M. 
Tal叩natsu， S. Nalaÿima: IEA2006 Congress， 
M拍s耐cht， Ne血erlaIl!也: CD-ROM ο006)

6. A study ofLCD display color suitable for the elderly. 工
Fuji凪 M. Takamatsu， Y N紘ashirna， IEA2006 
Congress， M拙S凶cht， Netherlands (2∞6) 

7. Study on Factor Structure and Psychophysical 
Evaluation of Traditional Ecologi回1 Ligh出g
Lands悶pe. S. Nagayallla， Y Nakashirna， M. 
Takamatsu: IEA2006 Congr芯ss， Maastricht， 
Ne血erl加ds: CD幽ROM (2006)

8. Effi配ts of nurnrer of colors and chromaticity for 吋S国I
出er intemωe. K. Sas:叫 S. Inada， M. Takamaぉuラ Y
Nakashima: IEA2006 Congress， M拙S剖cht，
Netherlands: CD-ROM ο006) 

9. �目白rch ofVisual Barrier-岱田 on 也e LED Information 
Board for Elderly People. M. 11法amatsu， Y Nakashirna， 
M. S成ag釦札 工 Fuji凪 S. N成司凶a， K. Mim広 百le 如1
Ko陀a-Japan Joint S戸nposiurn on Ergonomics， 0鈎陥ラ
Japan: 482-483 ο006) 

10. Resear"Ch of Visual Barrier-岳民 on 血e LED Tmffic 
Signal Light for Colorblind P，ωple. H. N法司加a， Y

N法ashima， M. 11誌ama臼，u， 工 Fujita， Kふ但rna， S. 
Nakajima: The 鮒1 Kor，時.Japan Joint Symposiurn on 
Ergonomics， 0銅ka， Japan: 484-485 (2006) 

11 .  Change of Bin∞ular Fusional Ar田 with Re宿泊1 Shi:ft. 
D. QirI， Y Nakashirna， M .11紘佃latsu， X. Qin: The 蝿1
Ko記a-Japan Joint S戸nposiurn on Ergonomiω， Osaka， 
Japan: 526-527 (20師)

12. Ch組ge of Wavelef1掛 Difference Limit for BinocuIぽ
Color Fusion. X. QirI， M. 11北mtsu， Y N紘ashirna， D. 
Qin: 刊e 9社1 Kor，田J叩an Joint S戸nposiurn on 
Ergonomics， 0姐臥 Japan: 528-529 (2006) 

13. Properti白 of Color Vision for LCD light under 也e
Vision Environrnent of 血e Elderly. 工 同i凪 Y
N水ashima今 M. 11北amatsu: The 9th Korea-Japan Joint 
S戸nposiurn on Ergonomics， osaka， J叩'an: 580・581
(2006) 

14. Psychophysical Estirn甜on of 3D Vrrωal Depth of 
U凶ted， S戸曲目白:d and Mixed r沖e Stereo伊ms by 
Means of Simul匂neous Observation. M. Iizuka， Y 
Ookurna， Y Nakashimaラ M. 11法amatsu: IS&T/SPIE 
19社1Annual Symposium: (2007) (in press) 

その他の論文

1 .  (特別講演) 色賞ンミ リ ア フ リ ー用 LED 情報板の研
究開発. 中嶋芳雄 : 第 48 回 日 本産業 ・ 労働 ・ 交
通眼科学会予稿集 : 25-26 (2006) 

2. (招待講演) 液晶ディ ス プ レイ に対する高齢者の
色覚特性に関する研究 藤田徹也， 中嶋芳雄， 高
松衛 : 平成 1 8 年度電気開系学会j邸主苅随合大
会講演論文集 : CD-ROM (2∞6) 

3. (招待講演) 視覚特性と 視覚的イ ンターフ ェース
色彩設計. 佐々 刺専， 稲 田将二， 高松衛， 中嶋芳
雄 : 平成 18 年度電気関係学会北陸支部連合大会
講演論文集 : CD-ROM (2006) 

4. と やま景観 l∞ 選 昼景 ・ 夜景←. 長山信一， 高
松衛， 中嶋芳雄， 河野弘行 : 第 39 回照明学会全
国大会講演論文集 : 105-106 ο006) 

5. 富山の 「街の色」 に関する調査研究. 津寛， 中嶋
芳雄， 高松衛 : 第 39 回照明学会全国大会講演論
文集 : 107-108 ο006) 

6. 夜間都市景観照明における演色効果の定量化. 山
崎博史， 中嶋芳雄， 高松衛 : 第 39 回照明学会全
国大会講演論文集 : 1 14 (2006) 

7. J古舗における最適照明の決定に関する研究. 清水
慶， 中嶋芳雄， 高松衛， 岡村幸雄， 根本賢二 : 第
39 回照明学会全国大会講演論文集 : 1 16 印刷

8. HCI 画面の彩度が指標の探索にお よ ぼす影響.
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佐々 和博， J 1 1 口敦子， 稲田将二 高松衛， 中嶋芳
雄 : 第 39 回照明学会全国大会講演論文集 : 133-134 
(2006) 

9. 聴覚情報負荷に よ る視覚探索への影響に関する
基樹守研究. 高松衛， 中嶋芳雄， 稲田将二， 佐々
和博 : 第 39 回照明学会全国大会講演論文集 :
135-136 ο006) 

10. 歴史的建築物の照明 にお け る 演色効果に関する
研究 楊秋野， 高松衛， 中嶋芳雄 : 第 39 回照明
学会全国大会講演論文集 : 137・138 (21∞6) 

11. 物体色に対す る 色覚特性の推移に関す る 基礎的
研究 千代和夫， Jiang Shu， 高松衛， 中嶋芳雄 :
第 39 回照明学会全国大会講演論文集 : 144 (2006) 

12. 極微小視野にお け る 色覚特性に関する研究一周
辺視にお け る . 熊木啓太， 高松衛， 中嶋芳雄，
藤田徹也 : 第 39 回照明学会全国大会講演論文集 :
145・146 ο006)

13. 高齢者に阻害、 した LCD 表示色最適化に関する研
究一個揮度における色覚特性の定量化一. 藤田徹
也， 中嶋芳雄， 高松衛 : 第 39 回照明学会全国大
会講演論文集 : 147 ο006) 

14. LED 道路↑静R板にお け る 最適表示輝度に関する
研究 石キ抜樹， 高松衛， 中嶋芳雄， 中島賛太郎，
三間賢一 : 第 39 回照明学会全国大会講演論文集 :
148-149 (2006) 

15. Change ofBinocular Disp出ty Limits in Retinal Fovea 
D. Qin， M. Takamatsuラ Y. Nakashima: I斗∞eedings of 
2006 Annual Conference of The Illuminating 
Engineering Institute of J叩an: 160-161 (2006) 

16. Discrimination Threshold of Bin∞ular Color Fusion 
sωdied wi出 Three-dimensional Display. X. Qin， M. 
Takamatsu， Y. Nakashima: pr∞出品事 of2006 Ann回I
Conference of四e Ill凹血甜ng Engin回出g Insti附 of
J叩an: 162 (2006) 

17. 高齢者の視覚 を考慮 した光源に 関する 基礎的研
究. 松原俊太郎， 高松衛， 中嶋芳雄， 中島賛太郎 :
第 39 回照明学会全国大会講演論文集 : 174 (2006) 

18. 色覚ノ ザ ア フ リ ー用 LED 交通信号灯の視認性向
上に関する型崩棚究. 中内航士， 樹事， 高松
衛， 中嶋芳雄， 三間賢一， 中島賛太郎 : 第 39 回
照明学会全国大会講腐命文集 : 177 ο∞6) 

19. 高齢者を配慮 したバ リ ア フ リ ー表示に関する研
究 LED 情報板におけ る . 坂上正浩， 中嶋芳雄，
高松衛， 中島賛太郎， 三間賢一 : 第 39 回照明学
会全国大会講演論文集 : 179 ο006) 

20. Water Droplet Size and Density ofFog Effect in Visual 
-Charac腕臨 of Colored LED Li出t-. B. A. 

2005年�2006年研究業績一覧

Kurniawan， M. Té北amatsu， Y. N北ashima: 肝'Oceedings
of 2006 Annual Conference of 百le Illuminating 
En伊1白血g Ins仙総 ofJ叩佃: 1 80・ 18 1 (2006) 

21 . 入浴剤の色相 に よ る 心理効果 と そ の定量化に関
する基礎的研究. 銭蘭慧， 高松衛， 中嶋芳雄， 藤
井侃 佐伯行紀， 中本持口美 : 第 39 回照明学会全
国大会講煽命文集 : 1 89・190 (2006)

22. 歴史的建築物の照明 におけ る 演色効果の数値化
に関する研究 楊秋野， 中嶋芳雄， 高松衛 : 第 8
回 日 本感性工学会大会予稿集 : 291 (2006) 

23. 夜間都市景観照明におけ る 演色効果に関する研
究 山崎博史， 中嶋芳雄， 高松衛 : 第 8 回 日 本感
性工学会大会予稿集 : 292 (2006) 

24. 唐舗における最適照明に関する研究 清水慶， 中
嶋芳雄， 高松衛， 岡村幸雄， 根本賢二 : 第 8 回 日
本感性工学会大会予稿集 : 293 (2006) 

25. 入浴剤の色相 と その心理効果の定量化に関する
基礎的研究 銭蘭慧， 中嶋芳雄， 高齢J， 藤井侃，
佐伯行紀， 中村手口美 : 第 8 回 日 本感性工学会大会
予稿集 : 316  (2006) 

26. 北陸と やま における街の色に関する研究 高松衛，
中嶋芳雄， �.畢寛 : 第 8 回 日 和樹生工学会大会予稿
集 : 317 ο006) 

27. 暗順応過程におけ る 物体色に対する 知覚色推移
に関する研究 Jiang Shu， 中嶋芳雄， 高松衛， 千
代和夫 : 日 本人間工学会東海支部 2006 年研究大
会論文集 : 64-65 ο∞6) 

28. LED 式交通信号灯の色覚障害者対応に関する研
究 中向島来志士， 高松衛， 中嶋芳雄， 三間賢一， 福
田康明 : 日 本人間工学会東海支部 2006 年研知て
会論文集 : 70岨71 (2006) 

29. フルカ ラ ーLED 道路情報板にお け る 最適表示色
に関する研究. 高松衛， 石村友樹， 中嶋芳雄， 中
島賛太郎， 加藤象二郎 : 日 本人間工学会東海支部
2006 年研究大会論文集 : 76-77 (2006) 

30. 形の両眼融合限界に関する研究 島村知晴， Damin
Q泊， 中嶋芳雄， 高松衛 : 日 本人間工学会東海支
部 2006 年研究大会論文集 : 84・85 ο006)

31 . 高齢者の昼間 ・ 薄暮 ・ 夜間時交通視環境下での見
え方に関する意繭周査. 加藤勘二， 舘粥竜一， 五
十嵐満春， 中嶋芳雄， 高松衛 : 交通心理士会 2006
年度大会発表論文集 : 9-10 (2006) 

32. 雪国 と やま における衝の色に関する調査研究 高
松衛， 中嶋芳雄， 藤田徹也 津寛 : 第 2 回 日 本感
性工学会春季大会予稿集 : 69・70 ο∞6)

33. J古舗照明 にお け る 最適照明条件の決定に関する
研究. 清水慶， 中嶋芳雄， 高松衛， 岡村幸雄， 根

円ο
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本賢二 : 第 2 回 日 本感性工学会春季大会予稿集 :
71・72 (200め

34. 市場照明環境下にお け る 商品 のイ メ ージ認識に
関する研究. 高松衛， 中嶋芳雄， 藤田徹也 : 第 2
回 日 本感性工学会春季大会予稿集 : 73-74 ο006) 

35. 夜同官日市景在見照明におけ る演色効果の定量化. 山
崎博史， 中嶋芳雄， 高松衛， 千代和夫 : 第 2 回 日
本感性工学会春季大会予稿集 : 75-76 (2006) 

36. 歴史的建築物にお け る 照明の演色効果. 楊秋野，
中嶋芳雄， 高松衛， 千代和夫 : 第 2 回 日 本感性工
学会春季大会予稿集 : 79・80 (200め

37. 入繍リの針目に よ る心理効果 と その定量化. 銭蘭
慧， 中嶋芳雄， 高松衛， 藤井侃3 佐伯行紀 中村
和美 : 第 2 回 日 本感性工学会春季大会予稿集 :
85開86 (2006)

38. 富山の夜間景観. 中嶋芳雄 : 富山市景観ま ちづ く
り 儒日誌 : 2-3 (2006) 

39. 人に優 しい も のづ く り . 中嶋芳雄， 高松衛 : 建築
士のための知事指定講習会資料 : 85-104 (2006) 

40. 雪国 と 照明. 中嶋芳雄 : 実業の富山， 第 61 巻，
第 4 号 : 41 (2006) 

41 . ア フ ター 5 は青色が美 しい. 中嶋芳雄 : 実業の富
山， 第 61 巻， 第 5 号 : 37 ο∞6) 

42. 感性工学か ら の新商品 を 目 指 して. 中嶋芳雄 : 実
業の富山， 第 61 巻， 第 6 号 : 57 ο∞6) 

43. í美」 と 「品格」 一 「 と やま景観 100 選」 にあた
って一. 中嶋芳雄 : 実業の富山， 第 61 巻， 第 7
号 : 43 (2006) 

44. 光に よ る街の演出. 中嶋芳雄 : 実業の富山， 第 61
巻， 第 8 号 : 52 ο006) 

45. 現代学生気質に想 う . 中嶋芳雄 : 実業の富山， 第
61 巻， 第 9 号 : 47 (2006) 

46. 研知或果の価値 産学共同研究に際 して一. 中嶋
芳雄 : 実業の富山， 第 61 巻， 第 10 号 : 45 (2006) 

47. 視覚 ・ 聴覚研究か ら の交通事故防止を 目 指 して.
中嶋芳雄 : 実業の富山， 第 61 巻， 第 1 1 号 : 43 (2006) 

48. 濃霧中における色光の見え方. 中嶋芳雄 : 実業の
富山， 第 61 巻， 第 12 号 : 41 ο006) 

49. 第 1 回 「五福現代講座」 開催 と 30 年の想い. 中
嶋芳雄 : 実業の富山， 第 臼 巻， 第 1 号 : 65 (200η 

50. と やま における 「新 しい LED 産業の創出」 を 目 指
して. 中嶋芳雄 : 実業の富山， 第 62 巻， 第 2 号 :
39 ρ007) 

51 .  LED を用いた高齢者対応型照明光源の研究 ・ 開発
を 目 指 して. 中嶋芳雄 : 実業の富山， 第 62 巻，
第 3 号 : 38 (200η 

52. 照明 と 色彩に よ る心理効果 一視覚 ・ 感性工学か

ら のアプロ ーチ一. 中嶋芳雄， 高松衛 : 大阪府建
築士会会報誌 : (2007) (in press) 

53. 新 しい LED 光源の応用 を 目 指 して. 中嶋芳雄，
高松衛 (他) : と やま産業ク ラ ス タ ーネ ッ ト ワ ー
ク構築事業ク ラ ス ター形成研究会報告書 : 包007)
(in press) 

54. Wa:可velengt:h L凶t for Bin∞ular Color Fusion. X. Qin， 
Y. N沿æshima， M. 11北amatsu: The 2007 Annual 
Mee叫 Rω吋 I.E.E. J叩m 凹: 163 ο00η 

55. 周辺視におけ る 「形J の両B踊虫合限界. 島村知眠
秦大現 中嶋芳雄， 高松衛 : 平成 19 年度電気学
会全国大会謝員宿命文:[ 1 ]  : 164 ο007) 

56. 入浴剤の色加によ る心理効果 と その定量化. 高松
衛， 銭蘭慧， 中嶋効性， 藤井侃， 佐伯行紀， 中村
和美 : 平成 19 年度電気学会全国大会講演論文
[ 1 ]  : 165 (200η 

57. 水蹴夜の色粗によ る入浴時心理効果の定量化. 銭
蘭慧， 中嶋知性， 高松衛， 藤井侃， 信田幸雄， 佐
伯行札 中本折口美 : 日 本感性工学会第 3 回春季大
会予稿集 : D44 (2007) 

58. 歴史的建築物の照明 にお け る 最適色相の決定に
関する研究 楊秋野， 中嶋芳雄， 高松衛 : 日 本感
性工学会第 3 回春季大会予稿集 : D45 (2007) 

59. 庖舗にお け る 最適照明光源の決定に関す る 基礎
的研究 清水慶， 中嶋芳雄， 高松衛， 岡村幸雄，
根本賢二 : 日 本感性工学会第 3 回春季大会予稿
集 : D46 ρ007) 

嬬午 ・ 賞
1. 日 本人間工学東海支部 『高田賞J]. 中肉静土士， 高

松衛， 中嶋芳雄， 三間賢一， 福 田康明 。006)
2. 日 本人間工学東海支部 『高田賞J]. 島村知晴， Damin 

Qin， 中嶋芳雄， 高松衛 ο006)
3. 照明学会北陸支部優秀学生論文賞. 楊秋野， 高松

衛， 中嶋芳雄 ο006)
4. 照明学会北陸支部優秀学生論文賞. Ml由加1illad

hnam Wah卯ddin Iqbal ， 高松 衛， 中 嶋芳雄
(2006) 
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メ ヂィ ア情報工学大講座

教 授 川 田 勉
教 授 唐 政
教 授 田 島 正 登
助 教 授 石 井 雅 博
��主 師 角 畠 ?1口t 

講 師 宮 腰 隆
技や岡龍員 田 村 宏 樹
出岡龍員 山 下 和 也

著書

1. 3 次元映像ハン ドブ ッ ク ， 石井雅博 : 3 次元映像
ハン ド、ブ ッ ク編集委員会編， 朝倉書盾(2006)

2. 脳をだます， 石井澗専 : 日 :ゃくーチャル リ ア リ テ
ィ 学会 VR 心理事肝究会編， 講談社ブルーパ ッ ク
ス ο006)

原著論文
1. Generalization of Lo阻lized Induction Eq田姐on.

Kimi北i Konno， Hiroshi K血iliata， 1. Phys. S∞. 1叩an，
Iゐ>1.75ラ No. 2， 02300ト023002 ο00め

2. Immune Sy蜘m Insp民d M吋eland Its Applications. H 
Daiラ z. Tang， H TamUIョ， and Y. Yang: Intem胡onal
Joumal ofSo貧 Compu白19， Vol. 1 ，  No. 1 :  22 -29 (21∞6) 

3. An E:fficient Me血od Bぉed on Hopfield NeUIヨl
Network for RNA S即on由ry Struc旬陀 昨ediction.
YanQiu Che， Qiping Cao， and Zheng Tang: 
Intemational Joumal of Soft Compぽ加ι 泊U， No. l : 
61 -66 ο006) 

4. A盟mity Bぉed La総ral Interaction A而ficial Immune 
System. Hongwei Dai， Zheng Tan.ち Yu Yan各 組d
Hiroki Tamura: IEICE Trans. Inf & Syst， ぬl.E89-Dラ
No.4: 1 5 1 5- 1524 ο006) 

5. A Parョllel Algori社1ill for Fixed Linear Crossing 
Number Problem 
Rong-Long Wang and Zheng Tang 
Intemational Joumal ofComputer Science and Network 
Secぽity， 九ゐ1.6 No. l 1 
pp.59・64 ο006)

6. 目 的関数調整法を用 いたス ケ ジ ュ ー リ ン グ問題
の一解法. 田村 宏樹， 唐 政， 石井 雅博， 山下 雅
史 : 電子清報通信学会論芳志 D， 泊U89幽Dラ No.5 : 
901 -910 (2006) 

7. 簡易学習管理システムの一実践. 宮腰 隆， 堂下
裕1封， 沖里封告二， 田 島正登 : 電気学会論文誌 A入札
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126， No. 5， pp.391-392 (2006) 
8. S匂lte-Complexity Reduction ゐIr Convolutional Codes 

Us均 Trellis・Module In紀伊tion. M. 1J司出a， K. O凶10，
工 Miyagoshi : IEICE Trans. Fundamen匂ls， 泊tE89-A，
No. 10， pp.2466・2474 (2006)

プロシーディ ング等

1. Clonal Sel田tion 百E叩ry 加sed Artificial Immune 
System and Its Application. Hongwei Dai， Yu Yang， 
Y血qiu Che， 組d Zheng Tang: The 13吐1 Intemational 
ωnferen∞ on Neural Infoffi1ation Processing (In Part 
ll， LNCS， Vo1.4233): 107卜 1078 (200め

国際会議
1. Localized Induction Eq回tion for S田tchαi Vortex 

Filament K並語法i Konno， Hiroshi Ka1ωhata， SIGMA， 
Vo1 2， P叩e的32， 6 pages (2006) 

2. Stereograms 白at ∞Insist of veridical in1age for one eye 
and lightness afterin1age for 僻 o批:r eye. M. Ishii， H. 
Tamura， and Z. Tang: V!sion Sciences Society 6血
Ann回l Mee出g， FL， USA， 5 ο006) 

3. Stereogram Using Afterin1age. Y. Fukun1oto， M. Ishii， 
and Z. Tang: 4th Asian Conference on V!sion， Matsue， 
J叩an， 7 ο∞6)

4. Isn't Binlω叫ar Disparity Useful for 社1e Perception of 
Azimuth? K. SaimUI孔 M. Ishii， and Z. Tang: 4th Asian 
Conference on VISion， M脇ue， l叩肌 7 ο006)

その他の論文

1. シ ン ド ロ ーム 系列の部分列のシフ ト を用 いた畳
込み符号のエラー ト レ リ スの構成. 田島正登， 沖
野浩二 宮腰 隆 : 第 29 回↑静開命 と その応用シ
ンポジウ ム予稿集， pp.295-298 (2006) 



Study on the corrosion-pit growth behavior during 
corrosion fatigue process of aluminum alloy. S .  
Ishihara， S .  Saka， Z. Y. Nan， T. Goshima， H. Shibata 
and B. L. Dingラ : Intemational Joumal of Modem 
Physics B， Vo1.20， Nos. 25，26 & 27 : pp. 3975-3980 

(2006) . 
変動摩擦係数 を 伴 う 摺動接触 に よ る 被覆材の
非定常熱応力 ， 五嶋孝仁， 石原外美 ， 田 村清，
清水理能， 舘 ゆ か り : 日 本機械学会論文集 (A
編) ， 72 巻 723 号 : pp. 1 772・ 1 778 (2006) . 
Techniques in the fatigue process of compact bone. 
S. Ishihara， C. Fleck， D. Eifler， and B .  L Ding， 
Biomechanical Systems to be published， (2006) . 
E妊ect of micros仕ucture on fatigue behavior of 
AZ3 1 Magnesium alloy. S. Ishihara， Z. Y. Nan and 
T. Goshima， : Materials Science & Engineering， A， 
to be published. 
印1 the sharp bend of S-N curve and crack 
propagation behavior of the AZ3 1 extruded 
magnesium alloy， Z. Y. Nan， S. Ishihara and A. 1. 
McEvily， H. Shibata and K. Komano : Scripta 
恥1aterialia緬 to be published 
Subsurface crack initiation and propagation 
mechanism under the super-幽long fatigue regime for 
high speed tool steel (JIS SKH5 1 )  by fracture 
surface topographic analysis， K. Shiozawa， Y. Morii 
and S. Nishino， JS恥1E Intemational Joumal， Series 
A (Solid mechanics and material engineering) ， 
Vo1.49， No. l ，  pp. l - l O  (2006) . 

10. 多連式軸荷重疲労試験機 の 開 発 と 基本性能 の
検証， 古津達哉， 酒井達雄， 瀧津亮平， 中 島正
貴， 塩津和章， 小熊規泰， 岡 田 憲司， 越智保雄，
菅 田淳， 皮寵石紀雄， 境 田 彰芳， 坂本英俊， 日
本機械学会論文集 ( A編) ， 72 巻， 7 1 8 号，
pp.886-893 (2006) .  

1 1 . 高速度工具鋼 SKH5 1 の 内部疲労破壊に及ぼす
応力比の影響， 塩津和章， 西野精一， 谷内康之，
日 本機械学会論文集 (A編) ， 72 巻， 720 号，

pp. 1 1 53・1 1 60 (2006) .  
Subsurface crack initiation and propagation 
mechanism in high-strength steel in a very high 
cycle fatigue regime， K. Shiozawa， Y. Morii， S. 
Nishino and L. Lu， Intemational Joumal of Fatigue， 
Vo1.28， No. l 1 ，  pp. 1 52 1 ・ 1 532 (2006) . 
Ion Beam Lithography by Use of Highly Charged 
Ar 10n Beam. S. Momota， S. Iwamitsu， S. Goto， 
Y. Nojiri ， J. Taniguchi， I. Miyamoto， H. Ohno， 
N. Morita ， N. Kawasegi : Review of Scientific 
Instruments， 77 : 03Cl l 1  (2006) 

4. 

5 .  

8 .  

6 .  

7 .  
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1 3 .  

著書

1. マイ ク ロ ・ ナ ノ 加工 森田 昇 : 超精密加工の
基礎 と 実際 : (超精密加工編集委員会 : 日 刊 工
業新聞社， 東京， 日 本) 203-224 (2006) 
表面品位評価. 森 田 昇 : 機械加 工ハ ン ドブ ッ
ク (竹内芳美， 青山藤詞郎， 新野秀憲， 光石衛，
国枝正典， 今村正人， 三井公之 編， 朝倉書凪
東京， 日 本) 474-48 1 (2006) 
3 .押出 し 3 . 1 総論. 高辻則夫 : 塑ト生力日工便覧 (社
団法人 日 本塑t生加工学会編 : コ ロ ナ社， 東京都
文京区千石 4-46・ 10， 日 本) pp. 1 34- 139  (2006) 

原著論文

1 .  圧入工程にお け る 短円 中 の応力解析. 清水理能，
五嶋孝仁， 森脇稔仁， 扇嘉哉， 麦島芳明 : 日 本機
械学会論文集 (A 編) ， 72 巻，7 14 号: pp.200・207

(2006) . 
Prediction of corrosion fatigue lives of aluminum 
alloy on the basis of corrosion pit growth law. S. 
Ishihara， S .  Saka， Z. Y. Nan， 工 Goshima and S. 
Sunada : Fatigue & Fracture of Engineering 
Materials & Structures， Vol. 29 : pp. 472-480 (2006) . 
超音波 に よ る 骨密度及びヤ ン グ率測 定法 に 関
す る 研究 (測定精度 の検討) . 石原外美， 丁柏
林， 柴 田博司， 太 田 美紀， 五嶋孝仁， 高沢武志 :
日 ;材幾会学会論文集 (A 編) ， 72 巻， 7 1 8 号 :

pp.957・963 (2006) . 

2 .  

3 .  

2.  

3 .  



14 .  Diamond Tip Cantilever for Micro/Nano Machining 
based on AFM. J.W.Park， D.W.Lee， N.Takano， 
N.Morita : Material Science Forum， Vo1 .505-507 : 
79・84 (2006) 

1 5 .  Three-Dimensional Nanofabrication Utilizing 
Selective Etching of Silicon Induced by Focused Ion 
Beam Irradiation . N. Kaw出egi ， N. Morita， S .  
Yamada ， N. Takano ， T. Oyama， K. Ashida ， 
J.Taniguthi ， I.Miyamoto JS恥1E Intemational 
Joumal (Series C) ， ぬ1.49， No.2 : 583-589 (2006) 

1 6. Nanomachining of Silicon Surface Using Atomic 
Force Microscope with Diamond Tip. N.Kawasegi， 
N. Takano， D. Oka， N. Morita， S. Yamada， K. 
Kanda， S. Takano， T. Obata， K. Ashida : ASME 
Joumal ofManu白山lring Science and Engineering， 
Vo1. 1 28 : 723-729 (2006) 

1 7. シ リ コ ンモ ール ド を 用 い た ダイ ヤ モ ン ド ア レ
イ 工具の開発 と 応用 (第 2 報) 一任意切れ刃 を
持っ た加工用 カ ンチ レバーの作製 . 川堰 宣
隆， 深瀬 達也， 高野 登， 森 田 昇， 山 田 茂， 大
山 達雄， 神 田 一隆， 高野 茂人， 小幡 勤， 芦
田 極 : 精密工学会誌， 72 巻， 8 号 : 1025-1029 

(2006) 
1 8 . Etching Charactβristics of A Silicon Surface Induced 

by Focused Ion Beam Irradiation. N. Kawasegi， 
N.Morita， S. Yamada， N.Takano， T.Oyama， K. 

Ashida， J.Taniguchi ， I .Miyamoto， S.Momota : 
Intemational Joumal of Manufacturing Technology 
and Management， Vo1.9 Nos . 1/2 : 34-50 (2006) 

19 .  Nanoscale Fabrication in Aqueous Solution Using 
Tribo-Nanolithography . J.W.Park ， D 
N.Kawa出seg副i ， N.Morita : Interτlational Joumal of 
Precision Engineering and Manufac加ring : 泊1.7
No.4 : ふ13 (2006) 

20. Rapid Nanopatteming of a Zr-based Metallic Glass 
Surface Utilizing Focused Ion Beam Induced 
Selective Etching . N.Kawasegi ， N.Morita ， 
S.Yamada ， N.Takano ， T.Oyama ， K.Ashida， 
J.Taniguchi， I.Miyamoto， S.Momota， H.Ofune : 
Applied Physics Letters ， Vo1.89 ， No. 14  
143 1 1 5 . 1 - 1 43 1 1 5 .3 (2006) 

21 .  AZ3 1B マ グネ シ ウ ム合金切 削 チ ッ プ押出材の
特性に及ぼす押出速度の影響 : 曾 田 哲夫， 高
辻則夫， 松木賢司 他， 軽金属， 5 6 巻- 3 号，
pp. l 66- 1 7 1 ， (2006) . 

22. 放電被覆処理に よ る 押 出 ダイ ス の表面改質 と
性能評価 : 高辻則夫， 松木賢司， 曾 田哲夫 他，
軽金属， 5 7 巻- 2 号， (2006) 掲載決定.

23 . ECAP 加工を施 した Mg・8m出s%Li2 相合金の超

2005年�2006年研究業績一覧

塑性， 古井光明， Cheng Xu， 会 田哲夫， 井上 誠，
穴 田 博， T.G.Langdon : 日 本金属学会誌， 70 : 
pp.729-734 (2006) 

プ ロ シーヂィ ング等

1 .  E島ct of Material Micros飢lcture on Fatigue 
Behavior of AZ3 1 恥1agnesium Alloy. S. Ishihara， 
Z. Y. Nan and T. Goshima， : Fatigue and Frac加re of 
Traditional and Advanced Materials : A symposium 
in Honor of Art McEvily's 80血 Birthda弘 Invited
papeに TMS 2006， San Antonio， Tex民 March12同 16
(2006) . 

2 .  Effect of rod-like s飢lC旬re on the fatigue crack 
initiation and grow出 behavior in the ex佐uded
aluminum alloy 2024-T3 . S. Ishihara， S. Saka， K. 
Komano and T. Goshima， : Proc. 9出 Intemational
Fatigue Congress， Atlanta， Georgia， USA， 
恥1ay14- 19  (2006) . 

3 .  Influence of  copper wt% on sliding wear resistance 
of white metal bearingラ S. Ishihara， T. Goshima and 
K. Tamura， Proc. 3rd Asia Int. Conf. on Tribologぁ
Vo1. 1 ，  Kanazawa， Japan : pp. 147・ 148 (2006) . 

4. Gigacycle fatigue behaviour and subsurface crack 
initiation mechanism of high叩eed tool steel， K. 
Shiozawa， Y. Morii， L. Lu and S. Nishinoラ The 6血
European Solid Mechanics Conference， ESMC2006， 
CD-ROM (2006) . 

5 .  Rapid Nanopatteming o f  Metallic Glass Surface 
Using Etching Enhancement Induced by Focused 
lon Beam Irradiation. N. Kawasegi， N. Morita， 
S. Yamada， N. Takano， 工 Oyama， K.Ashida， 1. 
Taniguchi， I. Miyamoto， S. Momota， H.O白ne :
6th interτlational conference and 8th annual general 
meeting of the European society for precision 
engineering and nanotechnology : 397-400 (2006) 

6. Characteristics of Mask Layer on ( 1 00) Silicon 
Induced by Tribo Nanolithography with Diamond 
Tip Cantilevers Based on AF恥1. J.W.Park， S.S Lee， 
B.S So， Y.H.Jung， N.Morita， D.W.Lee : Proceedings 
of The Third Intemational Conference on Advanced 
Forming and Die Manufacturing Technology : 34 

(2006) 

国際会議
1 .  E自己ct of microstructure on small fatigue crack 

initiation and propagation behavior of Ti-6Al-4V 
alloy， K.. Komano ， S. lshihara， H. Shibata， A. J. 
McEvily， APCFS， Heinan， China， 1 1  (2006) . 
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2. E自己ct of extrusion ratio on fatigue properties of 
hot開extruded magnesium alloy ， S .  Ishihara， H. 
Shibata， A. J. McEvilぁ and K. Komano， APCFS， 
Heinan， China， l l  (2006) 

3 .  Ion Beam Lithography by Using High1y Charged 
Ion Beam of Ar. S.lwamitsu， M. Nagω， S.A. 
Pahlo可， K.Nishimura， M.K部副hara， S .Momo旬，
Y.Nojiri ， J.Taniguchi ， I.Miyamoto ， T.Nakao ， 
N.Mori匂， N.Kawasegi : Asia NAN02006 : 485 

(2006) 

その他の論文

1. 百-6AI-4V 合金平滑材の微小 き 裂発生及び進展
挙動に及ぼす椴視組織の影響. 駒野健太， 石原
外美， 柴 田博司， 五嶋孝仁 : 日 料幾械学会北陸
信 越 支 部 第 43 期 総 会 ・ 講 演 会 論 文 集 ，
No.067- 1 : pp.6ト62. (2006) 

2. 単一大荷重 に よ る き 裂進展遅延挙動 と 遅れ繰
返 し数に及ぼす試験片厚 さ の影響 (三次元弾塑
性有限要素法に基づ く き 裂進展 シ ミ ュ レー シ
ョ ン に よ る 検討) . 石坂祐輔， 石原外美， 五嶋
孝仁 : 日 本機械学会北陸信越支部第 43 期総会 ・
講演会論文集， No.067・ 1 : pp.53幽54 (2006) 

3. 黄銅 の応力腐食割 れ に 及 ぼすね じ り 予加 工 の
影響に関す る研究 石上茂語， 石原外美， 五嶋
孝仁 : 日 本機械学会北陸信越支部第 43 期総会 ・
講演会論文集， No.067- 1 : pp.47・48 (2006) 

4. アル ミ ニ ウ ム合金 2024・T3 押出材の疲労き 裂発
生 と 進展挙動に及ぼす縞状紘織の影響. 島 田康
治， 石原外美， 柴 田博司， 玉嶋孝仁 : 日 本機械
学会北陸信越支部第 43 期総会 ・ 講演会論文集，
No.067幽1 : pp.59・60 (2006) 

5. マ グネ シ ウ ム合金 AZ3 1 の大気中並びに腐食環
境下の疲労強度 に及ぼすメ ッ キ処理の影響. 在
塚剛志， 石原外美， 能登谷久公， 五嶋孝仁 : 日
本機械学会北陸信越支部第 43 期総会 ・ 講演会
論文集， No.067- 1 : pp.33-34 (2006) 

6. ホ ワ イ ト メ タ ル軸受の 摺動摩耗抵抗 に及 ぼす
材料成分の影響. 鈴木崇之， 石原外美， 岡本村青，
五嶋孝仁 : 日 本機械学会北陸信越支部第 43 期
総会 ・ 講演会論文集， No.067-1 : pp. l 5 1 - 1 52 (2006) 

7. マ グネ シ ウ ム 押 出材の疲 労強度 に 及 ぼす押 出
比の影響. 酒井雄市， 石原外美， 五嶋孝仁 : 日
本機械学会北陸信越支部第 43 期総会 ・ 講演会
論文集， No.067-1 : pp.63-64 (2006) 

8. 加熱転が り 接触 を 受 け る 被覆材複数表面 き 裂
の応力拡大係数の解析. J 1 1 田 浩明 ， 五嶋孝仁，
清水理能， 石原外美 : 日 本機械学会北陸信越支

部第 43 期総会 ・ 講演会論文集， No.067- 1 : pp.3-4 
(2006) 

9. 圧入工程にお け る 段付 き 短円柱の応力解析. 松
岡知宏， 清水理能， 五嶋孝仁， 扇嘉哉， 麦島芳
明 : 日 本機械学会北陸信越支部第 43 期総会 ・
講演会論文集， No.067- 1 : pp.55・56 (2006) 

10. 摩擦熱 を伴 う 転が り 接触 を受 け る 半無限体の
内部介在物ま た は空孔周 り の応力分布. 上 回馨，
五嶋孝仁， 清水理能， 石原外美 : M&M2006 材
料力学カ ン フ ァ レ ン ス 講演論文集， No.06-4 : 
pp.6 1 1 ・6 12 (2006) . 

1 1 . 転が り 接触 に よ る 三次 元 内 部 き 裂の進展挙動
に及ぼす傾斜角 度の影響. 清水理能， 五嶋孝仁，
石原外美 : 2006 年度年次 大会講演論文集 ，
No.06・ 1 ， Vo1. 1 : pp. 8 1 5・8 1 6 (2006) 

12 . 無電解 Ni メ ッ キ処理を受 け たマ グネ シ ウ ム合
金の腐食疲労特性. 石原外美， 能登谷久公， 五
嶋孝仁 : 2006 年度年次大会講演論文集， No.06- 1 ，  
Vol. l : pp.765・766 (2006) . 

13 . 高 強度鋼の 内 部 き 裂発生起点近傍の特徴 に 及
ぼすオ故視組織の影響， 塩津和章， 岡本和也， 西
野精一， 日 ;柑料学会第 5 5 期学術講演会講演
論文集， pp.57・58 (2006) . 

14 . 内部疲労き 裂発生 ・ 進展機構の解明 と 超長寿命
疲労信頼性設計法の確立， 平成 1 5 年度~平成
1 7 年度科学研究費補助金 (基盤研究 (C) (2) 

研究成果報告書， 研究課題番号 1 5560065 (2006) . 
1 5 .  NMC にお け る 金属系新素材デー タ ベース構築

企画の市主主主 と 到達点， 酒井達雄， 上野明 ， 磯西
和夫， 堀川武， 中 山英明 ， 塩津和章， 首藤俊夫，
原 田幸明， 芳須弘， 井上達雄， 日 本材料学会第
5 5 期 学 術 講 演 会 講 演 論 文 集 ， pp. 193 - 194 
(2006) . 

16. 超長寿命疲 労 に お け る 破壊モ ー ド の遷移 に 関
す る 一考察， 塩津和章， 西野精一， 魯 連涛，
日 本機械学会 M&M2006 材料力学カ ン フ ァ レ ン
ス 講演論文集， NO.06・4， pp. 1 1 7- 1 1 8  (2006) . 

1 7. ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 回 転 曲 げ疲 労強度特性 に
及ぼすスパ ロ ール加工の影響， 塩津和章， 西野
精一， 斎藤大樹， 日 本機械学会 M&M2006 材料
力 学 カ ン フ ァ レ ン ス 講演論文集 ， NO.06-4 ， 
pp.287・288 (2006) .  

18 . 多連式軸荷重疲労試験機 に よ る S U ] 2 鋼 の
超高サイ ク ル確率疲労特性， 酒井達雄， 瀧沢亮
平， 古j宰達哉， 中 島正貴， 塩津和章， 小熊規泰，
日 ;材幾械学会 2006 年度年次大会講演論文集，

No. 06- 1 ， Vol. 1 ， pp. 465-466 (2006) . 
19 . 超高 サ イ ク ル疲 労 に お け る 破壊モ ー ド の遷移

に及ぼす応力比の影響， 塩津和章， 西野精一，

日。



長谷川 貴之， 谷内康之， 日 本機械学会 2006 年
度年次大会講演論文集， NO. 06・ 1 ， Vo1. 1 ， pp. 
467-468 (2006) . 

20. 高炭 素 ク ロ ム軸受鋼の超長寿命軸荷重疲 労特
性に及ぼす応力比の影響， 塩津和章， 長谷川貴
之， 西野精一， 日 本材料学会第 28 回疲労シ ン
ポ ジ ウ ム講演論文集， pp.25・28 (2006) . 

2 1 .  NMC にお け る 金属系新素材デー タ ベース構築
企画の経緯 と 到達点， 酒井達雄， 上野明， 磯西
和夫， 塩津和章， 首藤俊夫， 原 田 幸明， 芳須弘，
門馬義雄， 井上達雄， 第 50 回 日 本学術会議材
料工学連合講演会 pp.3-4 (2006) . 

22. 粉末高速度鋼の超長寿命疲 労強度特性 に 及 ぼ
す表面残留応力 の影響， 張 田敬イ有， 塩津和章，
西野精一， 吉 田 正就， 清涼治樹， 第 50 回 日 本
学術会議材 料 工 学 連合講 演 会 講 演 論 文集 ，
pp.83-84 (2006) . 

23 . 高 強度鋼の 内 部介在物及び微小 き 裂の超音波
ウ エーブ レ ッ ト 解析に よ る 非破壊評価， 松崎光
正， 塩津和章， 西野精一， 第 50 回 日 本学術会
議材料工学連合講演会 pp. l57� 1 58 (2006) . 

24. 小径 ド リ ルに よ る 金属ガ ラ ス の穴あ け特性. 村
井昭二， 森 田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大 山
達雄， 大船 仁 : 2006 年度精密工学会春季大会
学術講演会 : 1 97・ 1 98 (2006) 

25. 金属 ガ ラ ス の マ イ ク ロ エ ン ド ミ ル加 工 に 関 す
る 研究 (第 1 報) . 駒井公輔， 森田 昇， 山
田 茂， 高野 登， 大山達雄， 大船 仁 : 2006 
年度精密 工学会春季大会学術講演会 : 255・256

(2006) 
26. シ リ コ ンモ ール ド を 用 い た ダイ ヤモ ン ド ア レ

イ 工具の開発 と 応用 (第 7 報) ー工具取付け装
置の試作 と ミ リ ン グ加工に よ る 工具性能評価一.
岡 大輔， 高野 登， 森 田 昇， 山 田 茂， 大
山達雄， 川堰宣隆， 神 田 一隆， 高野茂人， 小幡
勤， 稲垣清紀 : 2006 年度精密工学会春季大会学
術講演会 : 35 1 ・352 (2006) 

27. シ リ コ ンモ ーノレ ド を用 い た ダイ ヤモ ン ド ア レ
イ 工具の開発 と 応用 (第 8 報) 一任意切れ刃 を
持っ た加工用 カ ンチ レバーの作製ー. ) 1 1堰宣隆，
高野 登， 森田 昇， 山 田 茂， 大山達雄， 深
瀬達血， 神 田 一隆， 高野茂人， 小幡 勤， 芦 田
極 : 2006 年度精密工学会春季大会学術講演会 :
353-354 (2006) 

28. シ リ コ ンモール ド を用 い た ダイ ヤ モ ン ド ア レ
イ 工具の開発 と 応用 (第 9 報) 加工用 ダイ ヤ
モ ン ド一体型カ ンチ レバーの開発ー. 高野 登，

川堰宣隆， 岡 大輔， 森 田 昇， 神 田 一隆， 高
野茂人， 小幡 勤， 芦 田 極， 柴 田 隆行 : 2006 
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年度精密 工学会春季大会学術講演会 : 355・356
(2006) 

29. 自 己潤滑 ・ 冷却機能 を も っ乾式砥石の 開発. 南
部直樹， 森 田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大 山
達雄， 永井長三， 森 幹， 岸本幸宏， 野 呂 良
久 : 2006 年度精密工学会春季大会学術講演会 :
457-458 (2006) 

30. 小型薄肉部品の射出成形現象の可視化解析. 南
雄飛， 森田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大 山達
雄， 高 田英夫， 児堂貞成， 岩崎 渉， 高 田 匠 :
2006 年度精密 工学会春季大会 学術講演会 :
1 1 53-1 1 54 (2006) 

3 1 . 多価 Ar ビー ム を用いたマイ ク ロ 加工 (第 3 報)
-加速エネルギー効果ー. 百 田 佐多生， 岩満慎
吾， 長尾 守， パー ロ ビー シ ヤ ジエ ダ， 野尻洋
一， 大野博久， 谷 口 淳， 宮本岩男 ， 川堰宣隆，
森田 昇 : 2006 年度精密工学会春季大会学術講
演会 : 1245・ 1246 (2006) 

32. イ オ ン ビー ム 照射 と 化学エ ッ チ ン グ、 を 併用 し
た微細構造形成 (第 3 報) -金属ガ ラ ス のエ ッ
チ ン グ加速作用 の メ カ ニ ズム . 川堰宣隆， 森
田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大 山達雄， 芦 田
極， 谷 口 淳 ， 宮本岩男 ， 百 田 佐多生， 大船
仁 : 2006 年度精密工学会春季大会学術講演会 :
1247・ 1248 (2006) 

33. 摩擦力 顕微鏡機構 を利用 し た ナ ノ ス ケール機
械加工 と 微細構造形成技術への応用 . 森田 昇，
川 堰 宣 隆 : 国 際 技 術 情 報 誌 M&E 

( 阻CHANICAL MATE悶AL
恥1ANUFACTURING & ELECTRONICS 
EQUIO恥1ENT ENGINEERING) 工業調査会 :
NO.6 : 2 14幽2 1 7 (2006) 

34. CVD Diamond Used in Nano品化chanical
Fabrication . 森 田 昇 : D R ( INDUSTRIAL 
DIAMOND REVIEW) : 2/06 : 46-47 (2006) 

35 . ダ イ ヤ モ ン ド ア レ イ 工 具 を 応 用 し た 加 工用
AFM カ ンチ レバーの開発. 深瀬達岨， 川堰宣
隆， 森 田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大山達雄 :
砥粒加 工学会北信越ノ \ イ テ ク 加 工研究分科会
2006 年度研究 ・ 開発成果発表会 : 5-6 (2006) 

36. GaAs 半導体の砥粒加工特性に関す る 研究. 大
井慶太郎， 森 田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大
山達雄 : 砥粒加工学会北信越ノ\イ テ ク 加工研究
分科会 2006 年度研究 ・ 開発成果発表会 : 35-36 

(2006) 
37. 金属 ガ ラ ス の マ イ ク ロ エ ン ド ミ ル加 工 に 関す

る 研究. 橋本精嗣， 森 田 昇， 山 田 茂， 高野
登， 大山達雄 : 砥粒加工学会北信越ノ\イ テ ク 加
工研究分科会 2006 年度研究 ・ 開発成果発表会 :
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53・54 (2006) 
38 ， 高速エ ン ド ミ ル加 工 に お け る 加 工雰囲気の影

響. 鷹栖基久， 森 田 昇， 山 田 茂， 高野 登，
大山達雄 : 五献立力日工学会北信越ノ \イ テ ク 加工研
究分科会 2006 年度研究 ・ 開発成果発表会 : 55・56

(2006) 
39， 超小型 3 次元ナ ノ 加 工計測 シ ス テ ム の 開発 と

ナ ノ ス ケ ーノレ機械加 工への応用 . 森 田 昇 :
(財) 工作機械技術振興財団 : 1 岨34 (2006) 

40， ダイ ヤ モ ン ド ア レ イ 工具 を 用 い た マ イ ク ロ 加
工に関す る 研究 第 3 報 : ダイ ヤモ ン ドア レイ
工具 を 用 い た マ イ ク ロ ミ リ ン グ工具の作製 と
工具性能評価， 高野 登， 岡 大輔， 森 田 昇，
山 田 茂， 大山達雄， 神 田 一隆， 高野茂人， 小
幡 勤 : 2006 年度砥粒加工学会学術講演会 :
285・286 (2006) 

41 . 走査型電子顕微鏡 を 用 い た ナ ノ メ ー タ ス ケ ー
ル機械加工の リ アルタ イ ム観察. 芦 田 極， 高
野 登， 森田 昇， 岡崎祐一 : 2006 年度砥粒加
工学会学術講演会 : 287・288 (2006) 

42 ， ダ イ ヤ モ ン ド ア レ イ 工 具 を 応 用 し た 加 工用
AFM カ ンチ レバーの 開発. 深瀬達也， 川堰宣
隆， 森田 昇， 高野 登， 神 田 一隆， 高野茂人，
小幡 勤， 芦 田 極， 柴 田 隆行 : 2006 年度砥粒
加工学会学術講演会 : 289-290 (2006) 

43， GaAs 半導体の石献立加工特性に関する研究. 大
井慶太郎， 森田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大
山達雄 : 2006 年度砥粒加工学会学術講演会 :
29 1 -292 (2006) 

44. 走査型電子顕微鏡 に よ る ナ ノ ス ケ ール切削加
工の リ アル タ イ ム観察. 芦 田 極， 高野 登，
森 田 昇， 岡崎祐一 : 2006 年度精密工学会秋季
大会学術講演会 : 287-288 (2006) 

45. 粉末寒天お よ びポ リ エ チ レ ン グ リ コ ール を含
有す る 環境負荷低減砥石. 森 田 昇 : 証跡立加工
学会誌， 油1.50， NO.9 : 8- 1 1  (2006) 

46. ナ ノ ス ケ ール機械加 工 と 化学エ ッ チ ン グ を併
用 した微細構造形成. 森 田 昇， J 1 1堰宣隆 : 理
研シンポジ ウ ム第 1 9 回 「マイ ク ロ フ ア プ リ ケ
ー シ ョ ン研究の最新動向J ， Vo1. 1 9 . l 0田 1 5 (2006) 

47. ダイ ヤ モ ン ド ア レイ 工 具 を 用 い た精密加 工 に
関す る 研究. 高野 登， 森 田 昇， 神 田 一隆，
高野茂人， 小幡 勤 : 日 本機械学会第 6 回生産
加工 ・ 工作機械部門講演会 (生産 と 加工に関す
る 学術講演会 2006) : 239・240 (2006) 

48. GaAs 半導体の精密加工特性について . 大井慶
太郎， 森田 昇， 山 田 茂， 高野 登， 大 山達
雄 : 日 本機械学会第 6 回生産加工 ・ 工作機械部
門 講演 会 ( 生 産 と 加 工 に 関 す る 学術講演会
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2006) : 241 ・242 (2006) 
49. ナ ノ フ ァ ク ト リ ーのた め の 自 立型ナ ノ 加工 ・ 計

測 シス テ ム の開発. 稲垣清紀， 森田 昇， 高野
登， 斉藤潤二， 水村峯夫， 神 田 一隆， 芦 田 極，
小幡 勤， 舟 田 義則 : 日 :料幾械学会第 6 回生産
加工 ・ 工作機械部門講演会 (生産 と 加工に関す
る 学術講演会 2006) : 243開244 (2006) 

50. ダ イ ヤ モ ン ド ア レ イ 工 具 を 応 用 し た 加 工用
AMF カ ンチ レバーの 開発. 深瀬達也， 川堰宣
隆， 森田 昇， 神 田 一隆， 小幡 勤， 芦 田 極，
柴 田 隆行 : 日 本機械学会第 6 回生産加工 ・ 工作
機械部門講演会 (生産 と 加工に関す る 学術講演
会 2006) : 257-258 (2006) 

5 1 . 圧延条件制御に よ る AZ3 1 マ グネ シ ウ ム合金薄
板の ミ ク ロ 組織微細化 と 加 工特性. 堀井正人，
松木賢司， 会 田 哲夫， 高辻則夫， 柴田佑輔， 吉
本隆志， 松永 卓， 和 田敏秋 : 社団法人 日 本塑
十生加工学会第 1 5 回北陸支部講演会-若手技術
者 ・ 研究者産学官研究交流会一講演論文集，
pp.37・38 ， (2006) . 

52. ECAP-押出 し法に よ る AZ3 1 マ グネ シ ウ ム合金
切削チ ッ プ → SiC 粒子複合材料の創製. 山 下幸
司， 松木賢司， 高辻則夫， 会 田 哲夫， 室谷和雄，
佐藤琢磨 : 社団法人 日 本塑十生加工学会第 1 5 回
北陸支部講演会一若手技術者 ・ 研究者産学官研
究交流会一講演論文集， pp.39開40， (2006) . 

53. 炭 素鋼及び、アル ミ ニ ウ ム 合金の 押 出 し 打抜 き
加工 と 変形挙動の解析. 山本紘之 ， 松木賢 司 ，
高辻則夫， 会 田 哲夫， 室谷和雄， 黒崎英一， 関
勝博， 山本将之 : 社団法人 日 本塑十生加工学会第
1 5 回北陸支部講演会ー若手技術者 ・ 研究者産学
官研究交流会一講演論文集， pp.4 1 -42 ， (2006) . 

54. 熱 間 押 出 し加 工 に よ る 内 面螺旋溝付 き 管 の 成
形に及ぼす フ ロ ーガイ ド形状の影響. 有沢知克，
高辻則夫， 高瀬信行， 松木賢司， 室谷和雄， 会
田 哲夫 : 社団法人 日 本塑'↑生加工学会第 1 5 回北
陸支部講演会一若手技術者 ・ 研究者産学官研究
交流会一講演論文集， pp.69・70， (2006) . 

55. AZ61 マ グネ シ ウ ム合金の熱間押出 し性に及ぼ
す押出 し方法の影響. 吉村孝成， 高辻則夫， 松
木賢司， 鎌士重晴， 村井 勉， 高橋 泰， 板倉浩
二 : 社団法人 日 本塑性加工学会第 1 5 回北陸支
部講演会一若手技術者 ・ 研究者産学官研究交流
会 講演論文集， pp.7 1 ・72， (2006) . 

56. 高 Al 含有 Mg-AI-Zn-RE-Ca 合金押出材の ミ ク ロ
紘織 と 機械的性質. 伊藤正太， 鎌土重晴， 高辻
則夫， 高橋 泰， 村井 勉， 吉 田 晃， 板倉浩二
小島 陽 : 軽金属学会第 1 10 回春期大会講演概
要， pp. l 59- 1 60 ， (2006) . 



57. ポー ラ ス マ グネ シ ウ ム の 作製 に お け る 発泡 一
成型プ ロ セ ス 条件の検討. 黒崎太樹， 松木賢司，
会 田哲夫， 高辻則夫 : 軽金属学会第 1 1 1 回秋期
大会講演概要， pp. l 9 1 - 1 92， (2006) . 

58. 真空蒸留法lと よ る Mg-Zn圃Y 系合金の リ サイ ク
ル. 三井 岡1] ， 井上 誠， 河原正泰， 附 田 之欣，
会 田哲夫， 松木賢司 : 日 本金属学会北陸信越支
部 ・ 日 本鉄鋼協会北陸信越支部平成 1 8 年度連
合講演大会概要集， p85 ， (2006) 

59. AZ3 1 マ グネ シ ウ ム合金温間圧延薄板の ミ ク ロ
組織 と 成形特性に及ぼす Zr 添加 の影響. 河村
昇， 松木賢司， 会 田 哲夫， 高辻則夫， 吉本隆志，
松永 卓， 和 田敏秋 : 日 本塑十生加 工学会第 57 回
塑性加 工 連 合 講 演 会 講 演 論 文集 ， pp.23-24 ， 

(2006) . 
60. アル ミ ニ ウ ム押出 しの CAE モデ、ルの 開発. 稲

垣稔之 ， 村上 哲， 高辻則夫， 松木賢司， 室谷
和雄， 有沢知克 : 日 本塑十生加工学会第 57 回塑
性加 工 連 合 講 演 会 講 演 論 文 集 ， pp. 1 9 1 - 1 92 ， 

(2006) . 
6 1 . 熱間押 出 し加工 に よ る 内 面螺旋溝付 き 管 の 成

形に及ぼすフ ロ ーガイ ド形状の影響. 有沢知克，
高辻則夫， 高瀬信行， 松木賢司， 室谷和雄， 会
田 哲夫 : 日 本塑J↑生加工学会第 57 回塑↑生加工連
合講演会講演論文集， pp. 1 93・ 194， (2006) . 

62. ね じれ押出 し成形技術の開発. 上 田 陽， 高辻
則夫， 丹羽桂市， 高林 博， 松木賢司， 室谷和
雄， 会 田 哲夫 : 日 本塑↑生加工学会第 57 回塑性
加工連合講演会講演論文集， pp. 195・ 1 96， (2006) . 

63 . AI-Fe-Ni-Cr-Zr 系粉末合金押出材の高温機械的
性質 宮浦完聡， 松木賢司， 会 田 哲夫， 高辻則
夫， 近藤琢年 : 日 本塑↑生加工学会第 57 回塑性
加工連合講演会講演論文集， pp.209-2 1 O， (2006) . 

特許・ 賞
1 .  特許第 383749 1 号， 材料損傷検出法 (2006)  . 
2. 微細構造作製方法. 芦 田 極， 森田 昇， 川堰

宣隆， I夢 国新 : 特許第 3785463 号 (2006)
3. 単結晶 シ リ コ ン基板の湿式エ ッ チ ン グ方法. 芦

田 極， 森 田 昇， 柴 田浩一 : 特許第 3849023
号 (2006)

4. 多価イ オ ン を利用する 半導体製造方法. 百 田佐
多生， 野尻洋一， 宮本岩男 ， 谷 口 淳， 森 田 昇，
川堰宣隆 : 特開 2006-245052 (2006) 

5. 特願 2006司250252 展伸用 マ グネ シ ウ ム合金，
同 合金 よ り 成 る プ レ ス 成形用 板材お よ びそ の
製造方法， 吉本隆志， 松永 卓， 和 田敏秋， 松
木賢司， 会 田哲夫

6. 特願 2006幽258800 マ グネ シ ウ ム合金押出材及

2005年�2006年研究業績一覧

びそ の製造方法， 吉 田 晃， 板倉浩二， 三部隆
宏， 村井 勉， 高橋 康， 鎌士重晴， 伊藤正太，
高辻則夫

7. (財) 天 国 金属加工機械技術振興財団 ・ 優秀賞
放電被覆処理 に よ る 押 出 し ダイ ス の表面改質
と 性能評価に関する 基礎研究 平成 1 8 年 5 月
26 日
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エ ネルギー ・ 環境工学講座

教 授 手 崎 衆
教 授 奥 井 健
助 教 授 江 上 繁 樹
助 教 授 平 津 良 男
助 教 授 ) 1 1  日 清 司
助 教 授 早 川 英治郎
;茸 師 瀬 田 岡IJ
助 手 小 坂 暁 夫
技術職員 渡 辺 秀
技術職員 喜多野 幸

著書

1 .  日 本冷凍空調便覧基礎編 蓄熱 . 平津 良
男 : 日 本冷凍空調学会編， 2007 年 3 月 発刊予定.

原著論文

1 .  Forrnation of H02 and OH in photolytically 
initiated oxidation of dimethyl ether. Kotaro Suzaki， 
Nozomu Kanno， Kenichi Tonokura， Mitsuo Koshi， 
Kentaro Tsuchiya and Atsumu Tezaki : Chem. Phys. 
Lett.， 425 : 1 79 � 1 84 (2006) 

2. 予混合圧縮着火過程 に お け る 高 温燃焼発 生 メ
カ ニ ズ ム . 山 田裕之， 手崎衆， 後藤雄一 : 日 本機
械学会論文集 (B 編) ， 72 (72 1 )  : 2293 �2299 

(2006) 
3 .  A Study on Therrnal Conductivity of  Mixture of 

Magnesia Particle and Molten Nitrate by a Transient 
Hot Wire Method. K.Kitanoラ K.Han戸lda，
E.Takegoshi， M.Sawada， Y.Hirasawa and 
A.Kosaka : Heat Transfer-Asian Research， 35 (4) : 
245 �253 (2006) 

4. 水分吸着粒子充 て ん層 の有効熱伝導率 に 関す
る研究. 平津良男， 太 田 竜真， 竹越栄俊 : 日 本冷
凍 空 調 学 会 論 文 集 ， Vo1.23 ， No.2 : 1 1 3 � 1 1 9 

(2006) 
5. 凍結 さ せた含水 シ リ カ ゲ、ル の融解過 程 に 関 す

る 研究. 平津良男， 見崎太， 竹越栄俊 : 日 本冷凍
空調学会論文集， 泊1.23， No.3 : 63 �69 (2006) 

6. 数値解析に よ る LiBr 水溶液中 の氷の生成 ・ 融解
過程に 関す る 考察. 平津良男， 小坂暁夫， 喜多
野 一 幸 : 日 本 冷 凍 空 調 学 会 論 文 集 ， Vo1.23， 
No.4 : 5 1 9 �524 (2006) 

7. Therrnal Lattice Boltzmann Model for 
Incompressible Flows through Porous Media. T.Seta， 
E.Takegoshiラ K.Kitano and K.Okui : Joumal of 

Therrnal Science and Technology， ぬ1. 1 ， No.2 : 90 
一 1 00 (2006) 

8 .  潜熱回収型熱交換器にお け る 熱流動特性 (ス ト
レ ー ト フ イ ン の長 さ と ピ ッ チ が熱流動特性 に
及ぼす影響) . ) 1 1 日 清可， 奥井健一， 下浦貴裕，
大河内隆樹， 長賀部博之， 強川稔英 : 日 本機械
学会論文集， Vo1.72， No.7 1 3  : 96- 103 (2006) 

9. 潜熱回収型熱交換器にお け る 熱流動特性 ( ウ イ
ン グ フ ィ ン に お け る 熱流動特性) . 川 口 清司 ，
奥井健一， 下浦貴裕， 大河内 隆樹， 長賀部博之，
蜂 川 稔 英 : 日 本機 械 学 会 論 文 集 ， Vo1.72 ， 
No.7 1 3  : 1 04・ 1 1 1 (2006) 

10. 横風走行時 に お け る 箱型車両周 り の流れ と ヨ
ーイ ン グモーメ ン ト の低減. 安 田 晋也， ) 1 1 口 清
司 ， 奥井健一， 狐野利典 : 自 動車技術会論文集，
Vo1.37 ， No.2 : 1 6 1 - 1 66 (2006) 

1 1 . ス パイ ラ ル フ ィ ン付伝熱管群 に お け る フ ィ ン
周 り 流れ と 熱流動特性. ) 1 1 口 清司 ， 奥井健一，
高 木裕 作 : 日 本機 械 学 会 論 文 集 ， Vo1.72 ， 
No.7 1 7  : 1 3 1か13 1 7 (2006) 

1 2. セ レーテ ッ ド フ ィ ン付伝熱管群 に お け る フ ィ
ン周 り 流れ と 熱流動特性. ) 1 1 口 清司， 奥井健一，
高 木 裕 作 : 日 本機 械 学 会 論 文 集 ， ぬ1.72 ，
No.7 1 7  : 1 3 1 8・ 1 326 (2006) 

13 . 沸騰冷却 を 用 い た コ ン ビ ュ ー タ チ ッ プ用 冷却
器 (基本性能評価結果 と 計算 に よ る性能予測) • 
川 口 清司， 寺尾公良， 松本達人 : 日 本機械学会
論文集， Vo1.72 ， No刀 8 : 1 388-1 395 (2006) 

14. 富 山大学工学部にお け る 学科 ・ 学年横断型 も の
づ く り 教育科 目 「創造工学特別実習J . 升方勝
己， 長谷川淳， 黒 田 重靖， 列 | 口 清司 : 電気学会
論文誌， 泊1. 1 26， No.7 : 591 -596 (2006) 

15. 講義併用型の新 しい創成科 目 の企画 と 実践. 川
口 清司， 長谷川 淳， 黒田 重靖， 升方 勝己 :
工学教育， Vo1.54， No.6 : 1 1 5-12 1  (2006) 

16. 問題解決力 を育成す る 講義併用型創成科 目 . 川
口 清司， 長谷川 淳， 黒 田 重靖， 升方 勝己 :
工学教育， (掲載決定)

17. 直線翼 を 有す る ダ リ ウ ス 型風車 に お け る 性能
向上 (第 1 報 翼形状 と 周速比の影響) . ) 1 1 口
清司， 兼松 大輔， 冨 岡 政裕， 田 中 太 : タ ー
ボ機械， (掲載決定)

18. 直線翼 を有す る ダ リ ウ ス 型風車にお け る 性能
向 上 (第 2 報 直線型整流板の効果) . ) 1 1 口 清
司 ， 兼松 大輔， 冨 岡 政裕， 田 中 太 : タ ー ボ
機械， (掲載決定)

19 .  Flight Control Study of a Virtual Insect by a 
Simulation. Futoshi TANAKAラ Toshiatsu OHMI， 
Shigeaki KURODA， Kazuaki HIRASA WA : JSME 



Intemational Journal. Ser. C， Vo1.49・2 : 556-56 1 
(2006・6)

20. Lattice Boltzmann simulation of natural convection 
in porous media， T. Seta， E. . Takegoshi， 加d K.
Okui : Mathematics and Computers in Simulation， 
Vol.72 : 1 95 -200 (2006) 

2 1 .  Thermal Lattice Boltzmann Model ' for 
Incompressible Flows through Porous Media. 工
Seta， E. Takegoshi， K. Kitano， and K. Okui : Joumal 
ofThermal Science and Technology， ぬ1. 1 ， No.2 : 
90 - 100 (2006) 

22. The Single Component Thermal Lattice Boltzmann 
Simulation of Pool Boiling in Two Dimensions. 工
Seta， K. Okui : Joumal of Thermal Science and 
Technology， ぬ1. 1 ， No.2 : 1 25 - 1 37 (2006) 

国際会議
1 .  Measurement Techniques for Low圃Temperature

Combustion and Soot Formation. A.Tezaki， 
T.Aizawa， T.Oguchi and H.Matsui : Workshop on 
Efficient Application of Altemative Fuels for the 
Transportation in Asian Countries， Kiryu， Japan， 
March (2006) 

2. Me出urement of H02 radicals in the reaction of 
cyclohexyl radical with molecular oxygen. Y.Sato 
and A.Tezaki : WIP Abst. 3 1 st Symp. (Intn'l) 
Combustion， Heidelberg， German弘 August (2006) 

3. Transitions from low-temperature oxidation to 
thermal ignition in compression ignition process. 
H.Yamada and A.Tezaki : WIP Abst. 3 1 st Symp. 

( Intn'l ) Combustionラ Heidelberg， Germany， 
August (2006) 

4. E旺ects on the Body Force in the Thermal Lattice 
Boltzmann Me血od. T. SETA， E. Takegoshi， K. 
Okui : The Seventeenth Intemational Symposium on 
Transport Phenomena， Toyama， Japan， September 

(2006) 

その他の論文

1. 数値計算 に よ る LiBr 水溶液中の氷の生成 ・ 融解
現象 に 関す る 考察. 平津良男 ， 小坂暁夫， 喜多
野一幸， 荒井努， 竹越栄俊 : 第 43 回 日 本伝熱シ
ンポジ ウ ム講演論文集 : 417-418  (2006) 

2. DSC を用 いたゼオ ラ イ ト に 吸着 し た水の比熱
に 関す る 研究 . 平津 良 男 ， 浦上航， 小坂暁夫，
喜多野一幸 : 第 27 回 日 本熱物性シンポジ ウ ム
講演論文集 : 1 88 - 1 90 (2006) 

3. 吸着剤 に含ま れ る 水 (氷) の熱物性. 平津良男，
2006 年度 日 本冷凍空調学会年次大会 (基調講
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演) : 377-382 (2006) 
4. 密 に配置 さ れた裸管管群の 渦発生特性 に 関す

る 研究. 大森康史， 衣川輝将， 奥井健一， 川 口
清司， 田 中太 : 日 本機械学会北陸信越学生会第
35 回 学 生 員 卒 業 研 究 発 表 講 演 会 : 1 09- 1 1 0  

(2006) 
5. 管 内 流 に直交す る 片持 ち 円 柱の流力 弾性振動

特性. 小林秀幸， 若林敏行， 奥井健一， ) 1 1 口 清
司， 田 中太 : 日 本機械学会北陸信越学生会第 35
回学生員卒業研究発表講演会 : 1 1 1 - 1 1 2  (2006) 

6. 鉛直管内 を上昇する粒子群の流動特性. 今川晴
博， 奥井健一， ) 1 1 日 清司， 田 中太 : 日 本機械学
会北陸信越学生会第 35 回学生員卒業研究発表
講演会 : 1 1 3-1 14  (2006) 

7. 熱交換器一体型遠心 フ ァ ン に お け る 熱伝達特
性. 三村直史， 新家祐二， ) 1 1 口 清司， 奥井健一，
田 中太 : 日 本機械学会北陸信越学生会第 35 回
学生員卒業研究発表講演会 : 123・ 124 (2006) 

8. 潜熱回収型熱交換器にお け る 書材云達特性 ( フ ィ
ン傾斜角 の影響) . ) 1 1 口 清司 ， 奥井健一， 水野
裕司， 大河内隆樹， 長賀部博之， 蜂川稔英 : 日
本機械学会北陸信越学生会第 35 回学生員卒業
研究発表講演会 : 125・ 126 (2006) 

9. ダ リ ウ ス 型風車にお け る 翼周 り の流れ と 性能.
富岡政裕， 兼松大輔， ) 1 1 口 清司， 田 中太， 奥井
健一 : 日 本機械学会北陸信越学生会第 35 回学
生員卒業研究発表講演会 : 1 27・ 128 (2006) 

10. ダ リ ウ ス型風車にお け る 翼周 り の流れ と 性能.
川 口 清司， 兼松大輔， 富 岡政裕， 田 中太， 奥井
健一 : 日 本機械学会北陸信越支部第 43 期総会 ・
講演会講演論文集， NO.067・ 1 : 423-424 (2006) 

1 1 . 密 に配置 さ れた裸管管群の渦発生特性. 奥井健
一， ) 1 1 口 清司， 田 中太， 衣川輝将， 大森康史 :
日 本機械学会北陸信越支部第 43 期総会 ・ 講演
会講演論文集， NO.067・1 : 425・426 (2006) 

12 . 主流乱れ に よ る 管 内 流 に直交す る 片持支持 円
柱の後流特性. 若林敏行， 小林秀幸， 奥井健一，
川 口 清司， 田 中太 : 日 本機械学会北陸信越支部
第 43 期総会 ・ 講演会講演論文集， NO.067圃1 : 
427・428 (2006) 

1 3 . 炎天下駐車時にお け る 車室内温度低減. 大場秀
憲， カ ー ン ・ マ ク ス ド ・ ウ ッ デ、 イ ン， ) 1 1 口 清司，
奥井健一， 田 中太 : 日 本機械学会北陸信越支部
第 43 期総会 ・ 講演会講演論文集， NO.067- 1 : 
429-430 (2006) 

14. 熱交換器一体型遠心 フ ァ ン に お け る 伝熱特性.
新家佑二， ) 1 1 口 清司， 奥井健一， 三村直史， 田
中太 : 日 本機械学会北陸信越支部第 43 期総会 ・
講演会講演論文集， NO.067・ 1 : 43 1 ・432 (2006) 
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15. 潜熱回収型熱交換器にお け る 熱流動特性 ( フ ィ
ン傾斜角 の影響) . J 1 1 口 清司 ， 奥井健一， 下浦
貴裕， 大河内隆樹， 長賀部博之， 雌川稔英 : 日
本機械学会北陸信越支部第 43 期総会 ・ 講演会
講演論文集， NO.067-1 : 433-434 (2006) 

16. ダ リ ウ ス 型風車にお け る 翼周 り の流れ と 性能.
兼松大輔， 冨岡政裕， J 1 1 日 清司， 田 中太， 奥井
健一 : 第 36 回北陸流体工学研究会 : (8) (2006) 

17. 熱交換器一体型遠心 フ ァ ン にお け る 伝熱特性.
J 1 1 口 清司， 新家佑二， 三村直史， 奥井健一， 田
中太 : 第 43 回 日 本伝熱シ ン ポ ジ ウ ム講演論文
集 (2) : 437-438 (2006) 

18. 直線翼 を 有す る ダ リ ウ ス 型風車に お け る 翼形
状 と 性能 に 関 す る 研究. J 1 1 口 清司 ， 富岡政裕，
田 中太， 奥井健一 : 第 55 回 タ ーボ機械協会総
会講演会 : 100- 105 (2006) 
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著書

1. 放電加 工. 小原治樹 : 砥粒加 工技術のすべて .
(砥粒加工学会編 : 工業調査会， 東京都文京区

本郷， 日 本) pp.62-63 (2006) 

原著論文

1 .  ク ラ ゲ、型泳動跳躍軟体マ イ ク ロ ロ ボ ッ ト の研
究， 目 :谷慎太郎， 小泉邦雄， 木下功士， 佐々 木
基文， 笹木亮， 記州 智美 : 精密工学会誌， 72， 
22 : pp.239幽243 (2006) 
SPH 法 に 関す る 基礎的研究 (第 1 報 2 相流
境界問題の取扱し 、) . 小原治樹， 末什潤， 本田真
理子 : 日 本機械学会 B 編， \ゐ1.72， NO.723 : pp78・83

(2006L 
V形 16 気筒機関の振動低減化に有効なバ ン ク
角 に関す る 研究. 伊藤紀男， 森敏秋 : 設計工学，
41 巻， 8 号 : 4 1 1 -416 (平成 1 8 年 (2006) ) 
自 公転 ミ ー リ ン グ加 工工具の位置計測 シス テ
ム の 開 発 フ ー リ エ光学系 と 画像処理 を組み
合わせた 自 転軸の調整方法一 ， 神谷和秀， 野村
俊， 宮本佳寿， 田代発造， 矢津孝哲， 先端加工
24， 1 ， 44・50 (2006) 
有限長デー タ 用 ロ ーパス フ ィ ルタ の研究 (第 2
報) 最小 2 乗基準に よ る ロ ーパス フ ィ ルタ ー
沼 田 宗敏， 野村俊， 神谷和秀， 田 代発造， 興水
大和， 精密工学会誌， 72， 5， 607-6 1 1  (2006) 
平滑化ス プラ イ ン を近似す る 自 然ス プ ラ イ ン，
沼 田 宗敏， 野村俊， 神谷和秀， 田 代発造， 興水
大和， 精密工学会誌， 72， 9， 1 1 57-1 162 (2006) 
変形格子画像 にお け る 二次元 ウ ェ ー ブP レ ッ ト
変換の適用 ， 田代発造， 大河内宏和， 野村俊， 神
谷和秀， 精密工学会誌， 72， 9， 1 1 68- 1 1 73 (2006) 
Filter with variable transmission characteristics for 
determination of 白ree閉dimensional roughness: 

2. 

3. 

4. 

ハ。

5. 

8 .  

7 .  
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特許・ 賞
1 .  日 本燃焼学会論文賞， 手崎 衆 (2006)
2. 社団法人 日 本機械学会東海支部 技術賞. ガス

給湯機用潜熱回収熱交換器の 開発. 受賞者 : ) 1 1 
口 清司 ， 長賀部博之， 大河内隆樹， 蜂川稔英

(2006) 



M.Numada， T.Nomura， K.Kamiya， H.Tashiro， 
H.Koshimizu: Journal of the American 
Society for Precision Engineering， 30， 1 0， 43 1 -442 

(2006) 
9. エ ン ド効果 を解消す る 自 然ス プ ラ イ ン フ ィ ル

タ ， 沼 田 宗敏， 野村俊， 神谷和秀， 田 代発造， 柳
和久， 興水大和， 精密工学会誌， 72， 1 0， 128ト1285

(2006) 

プ ロ シーヂィ ング等

1 .  Thermal Wave Front Propagation in Nanoribbon， T. 
Zolotoukhina， 3rd Intemational Conference on Flow 
D戸lamics， pp. 5 1 -52 (2006) . 

国際会議
1 .  Fundamental Study of SPH Method. Haruki Obara， 

Jhun Suemura， Mariko Honda: 7th World Congress 
on Computational Mechanics， Los Angeles， USA， 
July (2006) 

その他の論文

1 . 配管外側移動 ロ ボ、 ッ ト の開発， 演 田 実， 佐々 木
基文， 小泉邦雄， 笹木亮， 木下功士 : 日 本機械
学会北陸信越支部第 43 期総会 ・ 講演会講演論
文集 : pp. 1 7 1 ・ 1 72 (2006) 

2. 全方向移動 ロ ボ ッ ト の位置 ・ 方向 ・ 姿勢同時修
正， 渡壁透， 小泉邦雄， 佐々 木基文， 笹木亮，
木下功土， 記十|、|智美 : 日 本機械学会北陸信越支
部第 43 期総会 ・ 講演会講演論文集 : pp. 1 79- 1 80 

(2006) 
3. SMA を用 いた ヒ レ型水 中泳動 ロ ボ ッ ト の基礎

的研究， 東野大 山， 佐々 木基文， 小泉邦雄， 笹
木亮， 木下功士 : 日 本機械学会北陸信越支部第
43 期総会 ・ 講演会講演論文集 : pp. 1 85幽1 86 (2006) 

4. 液体表面波 に よ る マ イ ク ロ リ ニ ア フ ィ ー ダの
挙動， 小林正手Ij ， 小泉邦雄， 佐々 木基文， 笹木
克 木下功士， 記州、|智美 : 日 本機械学会北陸信
越 支 部 第 43 期 総 会 ・ 講 演 会 講 演 論 文集 :
pp.209-2 1 O  (2006) 

5. ヒ。エ ゾ駆動マ イ ク ロ フ ィ ー ダの動作 と 軟供給
物搬送， 田京祐， 小泉邦雄， 佐々 木基文， 笹木
亮， 木下功士， 桜井元， 記チト| 智美 : 日 本機械学
会北陸信越支部第 43 期総会 ・ 講演会講演論文
集 : pp.2 1 1 -2 12  (2006) 

6. 小形等高歯ノ\イ ポイ ド ギヤ の設計諸 元 に 関す
る 研究. 松井健志， 石尾圭司， 伊藤紀男， 桐昭
弘 : 日 本機械学会北陸信越支部第 43 期総会 ・
講演会講演論文集 : 1 53 - 154 (平成 1 8 年 (2006) ) 

7. CAE 応用 に よ る ハイ ポイ ド ギヤ の設計 ・ 解析シ

2005年�2006年研究業績一覧

ス テ ム の構築. 宮越拓成， 松井健志， 伊藤紀男 ，
桐昭弘 : 日 本設計工学会北陸支部 平成 1 8 年度
研究発表会論文集 : 54 -57 (平成 1 8 年 (2006) ) 

8. 自 動車用 V R形機関の ク ラ ン ク ・ オフ セ ッ ト が
起振モー メ ン ト に与え る 影響 ( V R 形 5 気筒機
関) . 後藤政典， 伊藤紀男 ， 桐昭弘 : 日 本設計
工学会北陸支部 平成 1 8 年度研究発表会論文集
1 5 - 1 8  (平成 1 8 年 (2006) ) 

9. Wave Front Heat Conduction in One Dimension in 
the LJ Film， 工 Zolotoukhina， 第 42 回 日 本伝熱
シ ン ポ ジ ウ ム 講演論文集， volム pp. 483-484 

(2006) . 

特許・ 賞
1 .  半 田 ごて清掃装置. 伊藤紀男 ， 林哲 : 特許公

開 第 2006岨346702 号 : (平成 1 8 年 (2006) ) 

「hunペU
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物質生命シス テ ム 工学科

材料工学大講座

教 授 穴 田 博
教 授 池 野 進
教 授 寺 山 清 志
教 授 真 島 一 彦
教 授 %升にて 克 徳、
助 教 授 松 田 健 一
助 教 授 古 井 光 明
助 教 授 佐 伯 T字
助 教 授 佐 貫 須美子
助 教 授 西 村 克 彦
助 手 橋 爪 隆
助 手 砂 田 聡
技何哉員 川 畑 常 民

著書

1 .  マ グネ シ ウ ム合金の透過型電顕諸島織， 池野 進，
川畑 常虞， 才川 清二， 松田 健二: 1.材料開
発のた めの顕{脚克法 と 応用写真集J ( 日 本鉄鋼協
会 ・ 日 本金属学会 編、 日 本金属学会発行， 仙
台， 日 本)， 62-66， ο006)

原著論文

1 .  60/40 黄銅のね じ り 戻 し加工材にお け る 0 量 と
結品粒径の影響. 穴田博， 松本純一， 古井光
明 : 銅 と 銅合金， 45 巻， 8 号 : 277-281 (2006) 

2. ECAP 加工を施 した Mg-8mass%Li 合金の超塑
性. 古井光明， Cheng Xu， 曾田哲夫， 井上誠，
穴田博， Terence G Langdon : 日 本創語学会誌，
70 巻， 9 号 : 729-734 (2006) 

3. ECAP 加工を施 した Mg・8mass%Li 合金の超塑
性変形に よ る ミ ク ロ 札織変化 古井光明， 北
田慎太郎， 穴田博， Teren印 G Langdon : 日 本
金属学会誌， 70 巻， 9 号 : 775 -779 (2006) 

4. Cube-phase in exc回s Mg勺'Pe AI-Mg-Si alloy 
studied by EFTEM: Ke吋i Maおuda， Yoshi肱a
Ishi仇 I.Mullerova， L. Frank， Susumu Ikeno， J. 
Materials Science， 41 : 2605 - 2610 (2006) 

5. Superconductivity 加d 百lermal Property of 
MgB2/ Aluminum Matrix Composite Materials 
Fabricated by 3-Dimensional Penetration Casting 
Method. Ke吋i Matsuda， Tomoaki Saekil ， 
Katsuhiko Nishimura， Susumu Ikeno， Yukinobu 
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6. 

7. 

8. 

9. 

Yabumoto， Katsunori Mori: Material Transactions， 
47， 4: 1 ・7 (2006) 
百le Morphology of Spinels and Ah03 Particles in 
an AhoýAI-M含Si Composite Material Revealed 
by Scanning Low E田明/ Electron Micros∞py. K. 
Matsuda， 工 Matsuki， 1. Müllerova， L. Fra此 S.
Ikeno: Material Transactions， 47， 7: 1 8日・1 820
(2006) 
New Quaternary Grain Boundary Precipitate in 
AI-Mg-Si Alloy Containing Silver. K. Matsu札 S.
Ikeno， 工 Sato， Y. Ue匂ni: Scripta Materialia， 55 : 
127- 129 (2006) 
Al・Mg心e 合金にお け る 時効析出物の高分解能
透過型電顕観察. 松 田 健二、 宗像 照善、 J 1 1  
畑 常異、 上谷 保裕、 池野 進: 軽金属， 56，
1 1  : 680-684 (2006) 
Mg-12.0%Gd -1 .9%Y - 0.7 %Zr 合金におけ る 時
効析出物の高分解能透過型電子顕微克観察.J 1 1  
畑常虞， 松 田 健二 鎌土重晴， 小島 陽，
池野 進: 日 本金属学会会誌， 70ラ 10: 828-834 
(2006) 

1 0. Reduction of Carbon Dioxides Emission in the 
Fe汀'Ochrome Manufacturing with Aluminum. 
H.Matsumur九 T.Hashizume， A.Saiki， 
K.Terayama : Ceramic Transactions 193， 67司69
(2006) 

1 1 .  Y位ia Stabilized Zirconia Thin Films Formation 
企'Om an Aqueous Solution by Mist Deposition. 
A.Saiki， Y.Fujisawa， T.Hashizume， K.Terayama : 
Ceramic Transactions 195 : 1 1 5幽 121 (2006) 

12 .  Fabrication of YSZ 百血 Films in an Aqueous 
Solution by Elec仕'O-Chemical Deposition. A.Saiki， 
H.Uno， S.Ui， T.Hashizume， K.Terayama : Ceramic 
Transactions 195 : 77・83 ο006)

1 3 .  Controlling of sぽ白∞ 加d humidity detecting 
prop郎防 ofpotassium tantalate films fab白紙吋 by
a hydrothermal electrochemical method. 
T.Hashizume， A.Saiki， K.Terayama， T.Torish出la :
Ceramic Transactions 196 : 407・413 (2006) 

14. Cor汀TO凶sion Assessment of Ndι"開干.Fe.開召 Alloy with Co 
Addition through Impedance Measurements， 
S品mada， K. M司ima， Y.Akaso白 and y'Kaneko : 
Joumal of Alloys and Compounds， 泊1.408-412 : 
1 373・1 376 ο006).

1 5 .  Electrochemical Behavior of  Aluminum Coated 
Nd-Fe-B Alloy， K.Majima， S.Sunada， H.Ito， 
y'Kaneko : Jouma1 of Alloys and Compounds， 
九ゐ1.408・412 : 1426-1428 ρ006). 

1 6. Bending Fatigue Characteritics of WC-ßt開Co



Alloys， K. Sakagami， S. Kouno， 工 Yamamoto， K. 
M司ima : Joumal of the Japan Society of Powder 
and Powder Metallurgy， ぬ1.53， No.2 : 208聞2 13
(2006). 

17 .  Influence of Concentration of H2S04 組d NaCl on 
Stress Corrosion Cracking of SUS304 S匂inless
Steel in H2S04-NaCl Aqueo山 Solutions， S .Sunada， 
M.K出ba， K.M司加a， K品JgÌ111oto : Material 
Transactions， \ゐ1.47， No.2， : 364幽370 ρ006).

1 8. Predicting of Corrosion Fatigue Lives of 
Aluminum Alloy on the Basis of Corrosion Pit 
Growth Law， S.Ishihat孔 S.Saka， Z.YNan， 
T.Goshima， S.Sunada : Fatigue & Fracture of 
Engineering Matβrials & S削C旬res， Vo1.29 
472-480 ο006). 

19 .  SSRT 条件下におけ る 304 ス テ ン レス鋼の謝亙
イ ン ピーダンス測定， 砂田聡， 真島一彦， 松本
智子， 山本隆久ラ 布村紀男 : 日 本金属学会誌ラ
Vo1.70ラ No.4 : 389-394 (2006). 

20. Electrochemical Characteristics of Fe-Cu-C 
Sintered Stee1s， K.Kanmo， Sふmada， K.M司ima，
M.lshida， Y Takeda : Joumal of the Japan Society 
of Powder and Powder Metallurgy， 泊1.53， NO.8 : 
661 ・666 (2006). 

2 1 .  アルキル ト リ メ ト キシシラ ンに よ る Ti02 の乾
式疎水化における熱処理の影響. 佐貫須美子，
星哲也， 好永俊宏 : 表面技術， Vo1.57， NO.8 : 
584-591(2006) 

22. 光触媒， オゾ ンある いは過酸化水素に よ る CN
イ オン含有水溶液の分解. 佐貫須美子， 山本
拓 矢 ， 持舘正輝 : 資 源 と 素 材 ， ぬ1. 122 ，
No. lO， l l  : 489-496(2006) 

23 . Ma伊etic S加山re of 刊NiA14・ W.D. Hutchison， 
D.J. Goossens， K. Nishimura， K. Moriラ y. Isikawa 
and A.J. Studer : ]. Mag. Mag. Mater. ， 301 : 
352・358(2006)

24. Superconductivity and 白ennal propertie of 
MgB2/Aluminium ma凶x composite materials 
fabricated 3・Dimensional pe田tration cas住宅
method : K. Matsuda， 工 Saeki， K. Nisimura， S. 
Ikeno， Y Yabumoto， K. Mori : Materials 
Transactions， 47 : 12 14-1220(2006). 

25. Magnetic Properties of Palladium and 
Palladium平1atinum Alloy of Various Hydrogen 
Content : M. Har九 ]. Sakurai， S. Akamaru， K. 
Watanabe， K. NishimUI九 K. Mori， M. 
Matsuyarna : Materials Transactions ， 47 

2373・2376ο006)
26. M句界etic anisotropy ofNd1_xGdxNi sing1e crys凶 :

2005年�2006年研究業績一覧

K. Nishimu凧 K. Moriラ Y. Narita， W. D. 
Huもchison : ]. Mag. Mag. Mater. (in press) 

プロシーディ ング等

1 .  Influence of Extrusion Conditions on the 
Superplastic Properties of a Mg・8%Li Alloy 
Processed at Room Temperature by Equa1-Channel 
Angular Pressing. M.Furui， H.Kitamura， H.Anada， 
T.GLangdon : Magn邸i阻止 Edited by K.U.Kainer， 
WILEY-VCH : 419-424 (2006) 

2. HRTEM observation of 白e age hardening 
precipi匂臨 in Mg-1 5  wfllo Gd-Zr alloy. 工 Matsuno，
工Kawaba凪 K.M拙uda， S.Kamado， YK，吋加la，
S.Ikeno: Advanced Materia1s Research ( 15・17):
445-448 (2006) 

3 .  HRTEM study of a-phase in Cu-Zn-Si alloy. D. 
Hama匂ni， K. Mほsuda， 工 Kawaba民 Y Ue匂ni， S. 
Ikeno : Advanced Materials Research ( 15- 17): 
667-671 (2006) 

4. Fabrication of MgB2/A1 composite materia1. M. 
Morobayashi， K. Matsuda， 工 Saeki， S.Ikeno， 
K.Nishimura， K.Mori: Advanced Materia1s Research 
( 15-17):236-239ρ006) 

5. HRTEM study ofPrecipitates in A1-Mg-Si and 
A1-MεGe Alloys. K. Matsuda， S. Ikeno， T. 
恥1unekata: Matβrials Science Forum (5 19明521):
22 1 -226 (2006) 

6. Age-hardening behavior and HRTEM observation of 
precip加.tes in excess Mg type A1・Mg-Si-Ag alloy. A. 
Furiha札 K. Matsuda， ]. N水amuraラ S. Ikeno， Y 
Uetani: Materia1s Science Forum (5 19・521):
507�5 1O (2006) 

7. 百le e自己ct of Ag-addition on crys匂1 structu陀 of 
'-phasein AI-Mg-Si alloy. ]. Nakamura， K. 

Maおuda， Y Nak創nura， T. Sato， S. Ikeno: Materials 
Science Forum (5 19-521): 5 1 ト5 14 (2006) 

8. HRTEM S制dies of Metastable Phases in A1-Mg-Si 
and Mg-RE (-Zr) Alloys. K. Matsudaラ 工 Kawabata，
S. Ikeno: Proceedings of 16th Intemationa1 
Microscopy Con伊ss (3): 1 591 (2006) 

9. Study of Effect of Ag Addition on Crysta1 S臥lcture
of ß' -phase in A1-Mg-Si Alloy. Ju町a Nakamura， 
Ke吋i Matsuda， Yoshio N成加mra， Tatsuo Sato， 
Susumu Ikeno: Proceedings of 16th Intemationa1 
Miαoscopy Congr白s (3): 1703 (2006) 

10. HRTEM Observation of a-phase in Cu-Zn-Si Alloy. 
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円'Oceedings of 16血 Intemationa1 Micros∞'PY 
Congress (3): 1700 (2006) 

1 1 .  HR1EM Observation of the Age Hardening 
Precipi匂te in Mg-Gd・Zr Alloy. Toshi刊ki Matsilllo， 
Tokim制 Kawaba民 Ke吋i Ma加da， Shigeh削
Kamado， Yo k，吋加a Susumu Ikeno: Proceedings of 
16th Intemationa1 Microscopy Congress (3): 1 652 
(2006) 

12. Fabrication ofMgB2/A1 composite material. Masaru 
Morobayashi， Ke吋i Ma切札 Tomoaki Saeki， 
Katsul也'0 Nishimura， Katsilllori Mori， Yukinobu 
Yabumoto Susumu Ikeno: Proceedings of 16th 
Intemational Microscopy Congress (3): 1 857 (2006) 

13 .  TEM Observation of Cu-Zn Alloy Annealed at 
Lower Tempera制児 Koji Kaω， Kenji Matsuda， 
Yas凶iro Ue回世， Susumu Ikeno: Proc田dings of l 6th 
Intemational Microscopy Congress (3): 1648 (2006) 

14. E長ct of Copper on tensile deformation in excess 
Si吋pe AI-Mg-Si alloys. Jm甘i Tsukiyamaラ
Ke吋i.M路uda， Yas由iro Ue加i， Susumu Ikeno: 
Proceedings of 16th Intemationa1 Microscopy 
Congress (3) :  1 650 (2006) 

15 .  HRTEM Observation of Precipitates in Excess Mg 
Type Ag Add吋 AI-Mg- Si Alloy. Azusa F凶iliata，
Ke吋i Matsuda， Jilllya Nakamura， Susumu Ikeno 
Yasuhiro Ueぬni: Proc田ding戸 of 16th Intemational 
Microscopy Congress (3): 1638 ο006) 

16. 1EM observation of photo悶ta1ytic 百02 films on 
aluminum alloy plates. Katsuhiro Horiguchi， 
Tokimasa Kawaba凪 Kenji Matsu仇 Seichi
Rengakuji Susumu Ikeno: P附eedings of 16th 
Intemational Microscopy Congress (3): 1358 ρ006) 

17. HR1EM Observation of the Age Hardening 
Pl1∞ipi回目 in Mg-Zn Alloy. Shogo Mori， Tokimasa 
Kawaba凪 Kenii M拙u仇 Susumu Ikeno: 
Proceedings of 16th Intemational Microscopy 
Congress (3): 1 647 (2006) 

1 8. HR1EM Observation and 3DAP Analysis of 
Nano-Scale Microstructures in Melt-Spilll Al曲Ni-Gd
Metallic Glasses. Shoichi Hirosawal ，  Gary J. Shiflet， 
Tatsuo Sato， Kenji Matsuda: Proceedings of 16th 
Intemational Microscopy Congress (3): 
800 (2006) 

19. Electrochemical Properties of Type 304 S防白less
Stl巴el Produced by Several Methodsヲ S. Silllada， 工
Yamamoto， Norio Nunomura， K. M司凶a:
Proceeding of Intemational Conference on 
Processing and Manuおcturing of Advanced 
Materials (July 4-8，2006)， Vancouver， Canada: 

DVD-RA九1 3225・3230 ο006).
20. Pitling Corrosion Behavior of Sintered SUS判4

S匂泊less St閃1 in MgCh Solution， S. Silllada， Y. 
Miyaz北i， K. M司ima， Proceeding of Intemational 
Conference on Processing and Manufacturing of 
Advanced Materials(July 4-8， 2006)， Vancouver， 
Canada : DVD-RAM. 3255・3260 (2006). 

2 1 .  Influen∞ of S回ss on Corrosion Modes ofType 304 
Stainless Steel in H2S04・NaCl Solutionラ S. Silllada， T. 
Yama仇 K. M司ima: Pro∞eding of 14出
Asian-Pacific Corrosion Control Conference 
(October 2 1 -24， 2006)， Shanghai China: CD-RO恥t
P- 06-01 (2006). 

22. Corrosion Assessment of Sintered 
Iron-C叩per-Ca凶ill Tem叫T Compac臼 Through
Electrochemical Method， S. Silllada， K. M司ima，
Miho Ishia， Koki Kanno， Yoshinobu Tak吋a:
Proceeding of 14th Asian-Pacific Corrosion Corr甘'01
Conference(October 2 1 -24， 2006)， Shanghai China : 
CD-ROM， P-02-03 ( 2006). 

23 . Sup巳rconduc住宅 Transition Temperature of 
(Nbl-xZrx)o.sB2 : K. Nishimu民 K. Mori， K. Ohya， 
and E. Ikeda : AIP Conference Proceeding 850 Low 
Tempera加re Physics : 639-640 (2006) 

24. Superconductivity in Y2Pd(Gel-xSix)3 (x = 0-1 )  : K. 
Mori， Y. Koshi， 加d K. Nishimura : AIP Conference 
Proceeding 850 Low Temperヨlture Physics 
649る50 (2006)

25. Superl∞nductivity and m相letism in 
同'1_xLuxNhB2C compoilllds : E. Ike仇 K. Mori， K. 
Nishim町a : AIP Conference Proceeding 850 Low 
Tempera制re Physics : 689-690 ο006) 

国際会議
1 .  [Invited] HR1EM study of Precipitates in 

AI-Mg-Si and AI-Mg-Ge Alloys. K. Matsu也， S. 
Ikeno， T. Milllekata: ICAAlOラ Vancouver， Cana仇
Julぁ (2006)

2. [Invi制] SLEEM 則dy of MgAh04 at inte巾印
between Ab03 and ma仕ix in Ab03 / Al alloy 
composite materials. S. 比eno， K. Matsuda， 1. 
Mullerova， L. Frank: 百lermec 2006ラ Vancouver，
Canada， July， ο006) 

3.  [Invited] HR1EM Studies ofMetastable Phases 血
AI-Mg-Si and Mg-RE (-Zr) Alloys. K. Matsudaラ 工
Kawaba鈎ラ S. Ikeno: 16血 Intemational Microscopy 
Congress， S叩'poro， Japan， Sept， ο006) 

4. [Invited] HRTEM observa出 of metastable phase 

。。



in Al“Mg-Ge alloys. K. M拙uda， S. Ikeno: 6th 
Japan-Poland Joint Seminar on M蹴rials Analysis， 
Toyama， Japan， Sept， ο006) 

5 .  HR1EM observation of age-hardening precipi凶es
in Mg-Gd-Y-Zr alloy. 主 Kawaba:民 Y. F叫ω仇 K.
Matsuda， S. Kamado， Y. Kojima， S. Ikeno: 6由
Japan-Poland Joint Seminar on Materials Analysisラ
Toyama， Japan， Sept， (2006) 

6. 百1e e佐ct ω crys凶 struc加re of b' -ph出.e by 
addition of Ag in Al閉Mg-Si alloy. Junya 
Nakamura， Ke司i Matsuda， Yoshio Nakamura， 
Tatsuo Sato， S回umu Ikeno: 6th Japan-Poland 
Joint Seminar on Materials Analysis， Toyama， 
J叩札 Sept， ο006)

7. HR1E恥1 observation of a-phase in Cu -34.93 af)，も
Zn -2.39 a仇 Si alloy. Daisuke Hama:凶1i， Kenji 
Matsuda， Tokimasa Kawabata， Yasuhiro Uetani， 
Susumu Ikeno: 6th Japan-Poland Joint Seminar on 
M蹴rials Analysisラ Toyamaラ Jap肌 Sept， ρ006)

8. HRTEM Observation of the Age Hardening 
Precipitates in Mg ・16.9 mass% Gd ・0.5 1 mass% 
Zr Alloy. Toshi刊ki Matsuno， Tokinlasa Kawabata， 
Ke吋i M路uda， Shigeharu Kamado， Yo 同ima，
Susumu Ikeno: 6th Japan-Poland Joint Seminar on 
Materials Analysis， Toyama， Japan， Sept， ο006) 

9. Fabrication and superconducting prope町 of
MgB2/ Al composite material. Masaru 
Morobayashiラ Ke吋i Matsuda， Tomoaki Saeki， 
Katsuhiko Nishimur丸 Katsunori Mori， Yukinobu 
Yaburnoto Susurnu Ikeno: 6th Japan-Poland Joint 
Seminar on Materials Analysis， Toyama， Japan， 
Sept， (2006) 

10. 1EM Observation of Cu-41 .26mass%Zn Alloy 
Annealed at 523K. Koji Ka:ω， Kenji Matsuda， 
Yas山iro Ue匂凪 Susumu Ikeno: 6血 Japan-Poland
Joint Seminar on Materials Analysisラ Toyama，
Japan， Sept， ρ006) 

1 1 . E佐ct of Copper on Tensile Behavior in the Excess 
Si匂pe AI-Mg-Si Alloys. Jl吋i Tsukiyama， 
Ke吋i.Matsuda， Yasuhiro Uetani， Susurnu Ikeno: 
6th Japan-Poland Joint Seminar on Materials 
Analysisラ Toyama， Japanラ Sept， (2006) 

12. TEM observation of Ti02 白血 films on binary 
alurninum alloy plates. Katsuhiro Horiguchi， 
Tokimasa Kawaba民 Ke吋i Matsuda， Seichi 
Reng北uji， Susumu Ikeno: 6th Japan四Poland Joint 
SemÏnar on Materials Analysis， Toyama， Japan， 
Sept， (2006) 

13 .  HR1E恥1 Observation of the Age Hardening 
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Precipitates in Mg-Zn Alloy. Shogo Mori， 
Tokimasa Kawabata， Ke吋i Ma阻lda， Susumu 
Ikeno: 6白 Japan-Poland Joint Seminar on 
Materials Analysis， Toyama， Japan， Sept， ο006) 

14. 刊e 則1切-e甜usion 回ing A 7075 aluminum alloy 
rheo-slurry fabricated by steel thin 知b回. R Naga:民
Y. Ue回世， H. 11誌agi， K. Matsuda， S. Ikeno: 6th 
Japan-Poland Joint Seminar on Materials Analysis， 
Toyama， J叩加ラ Sept， ο006)

15 .  Microstructure Observation of Hypereutectic 
Al-Si-Cu-Mg Alloy Billets Semi- continuously 
Cast with Mechanical Stirring and Vibration. H. 
Takagi， Y. Ue阻止 M. Dohi， 工 Yamashita， K. 
Matsuda， S. Ikeno: 6th Japan-Poland Joint Seminar 
on M蹴rials Analysis， Toy細川 Japan， Sept， 
(2006) 

1 6. Characterization of YSZ film grown on ITO 
subs加te by electro-chemical deposition from an 
aqueous solution. A.Saiki， Y. Kamiya*， T. 
Hashizume， K. Terayama : 6th Japanese-Polish 
Joint Seminar on Materials Analysis : Toyama， 
Japan， Sept， ο006) 

17. HR1EM Observation of the precipiぬites in 
heat-resis回1t Mg-GιY-Zr alloy. 工 Kawabata， Y. 
Fukuta， K. Matsu仇 S. Kamado， Y. l(.吋ima， S. 
Ikeno: Thermec 2006， Vancouver， Canada， Jul弘
(2006) 

1 8. Crys匂1 s帆lC旬re of the '-phase in AトMg-Si-Ag
alloy. K. Matsuda， 1. Nakamura， Y. Nakamura， T. 
Sato， S. Ikeno: Thermec2006， Vancouver， Cana札
July， (2006) 

19. Application of SLEEM 伽 Observation of Al 
based Composite Materials. K. Matsuda， S. Ikeno， 
1. Mullerova， L. Frank: 百1e 5吐1 Intemational 
Conference on LEEMlPEEM， Him吋i， Japan， Oct， 
(2006) 

20. PO回sium Tan臼latβ Films Synthesized by 
Hydrothermal with Ethanol or Water Solvent. 
T.Yamamoto， T.Hashizume， A.Saiki， 

r-K.Terayama : ISHR & ICSTR 2006， Sendai， Japan， 
Aug. (2006) 

2 1 .  Y位ia Stabilized Zirconia Thin Films Formation 
from An Aqueous Solution by Mist Deposition. 
S.Shikanai， T.Hash包凶ne， A.Saiki， K.Terayama: 
Abstract of ISHR & ICSTR 2006， Sendai， Japanラ
Aug. (2006) 

22. Low-Energy Direct S戸1曲目is of PO凶sium
Tantalate by Hydrothermal Synthesis with E白血01
on a Subs仕ate. T.Hash包urne， A.Saiki， 
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K.Terayama : Abs闘は of Thermo Intemational 
2006， Boulder USA July (2006) 
Application ofTermal Analysis Technique to New 
Ferrochrome Reduction Process with Aluminum 
Powder. T.Hashizume， A.Saiki， K.Terayama : 
Abs回.ct of 百lermo Intemational 2006， Boulder 
USA July (2006) 

23. 

2. 

原著論文

1 .  Absorption of C02 into Aqueo凶 Solutions of 
Sterically Hindered Me血lyl Aminoethanol Using a 
Hydrophobic Microporous Hollow Fiber 
Contained Con肱tor. Shinlada， K. I.N. 
See比uarachchi and H. Kumazawa: Chem. Eng. 
Commun.， 193， 38・54 (2006)
Formation and Characterセation of Sub-micrometβr 
Size 0川 Emulsions Using 団gh Energy 
Emulsification. Seekkucarachchi， I.N.， K. Tanaka 
and H. Kumazawa: Ind. Eng. Chem. Res.， 45， 
372・390 (2006) 
Production of Sub-micrometer 0川r Emulsions 
Using a High Pressure Wet-Type Jet Mill. 
S田Mω回rachc凶， I.N.， K. Tanaka and H. 
Kumazawa: Chem. Eng. Commun.， 193， 1 -25 
(2006) 
Gas Permeability and Permselectivity of 
Plasma-Treated Polyethylene Membranes. Nakぬ
M. 加d H. Kumazawa: 1. Appl. Polyrn. Sci.， 10 1 ，  
383・387 (2006) 
Characteristics and Kinetics of Degradation of 
Polystyrene in Supercritical Water. H. Kw此 H.-Y.
S凶n， S.-Y. Bae and H. Kumazawa: 1. Appl. Polyrn. 
Sci.， 10 1 ， 695・700 (2006)
反応速度測定に よ る C 02 回収時のアルカ ノ
ールア ミ ン化学吸収剤の評価について. 三村
富雄 ・ 熊沢英博 ・ 八木靖幸 ・ 高品 徹 ・ 吉山
隆士 ・ 本田昭洋 : 化学工学論文集， 32， 236-241 
ο006) 

3 .  

特許・ 賞
1 .  特願 2006-l33 123 : A 1 一M g - G e 系のアル

ミ ニ ウ ム基合金及びそれを用 いたアル ミ ニ ウ
ム合金材. 松 田 健二 池野 進ラ 川畑 常
員: 平成 1 8 年 5 月 1 1 日
特願 2006・233696 : アル ミ ニ ウ ム複合体及び
その製造方法. 松 田 健二 池野 進， 諸林
勝， 砺波 俊吉， 砺波義行: 平成 1 8 年 8 月 30
日
特願 2006・246413 : 液体酸素を観察する 実験器
具 森克徳， 西村克彦 畠 山直美 : 平成 1 8 年
9 月 12 日
社団法人粉体粉末冶金協会 平成 17 年度協会
賞 第 30 回研究進歩賞受賞， 砂 田聡， 真島一
彦 : 平成 1 8 年
第 4 回軽金属功績賞. 社団法人
池野 進 : 平成 1 8 年 5 月
日 本金属学会学術貢献賞. 社団法人
属学会: 池野 進 : 平成 18 年 9 月

2. 

3. 

4. 

その他の論文

1 .  AI-Mg-Si 合金におけ る -M�Si 平衡相のエネル
ギー フ ィ ルタ ー透過電顕像. 松 田 健二 池野
進 : I材料開発 の た め の顕微鏡法 と 応用 写真
集J : 1 50 (2006) 
耐熱性 Mg-Gd-Y-Zr 合金にお け る 析出来且織の
HRTEM 観察. J 1 1畑 常員， 松田 健二， 鎌土重
晴，小島 陽， 池野 進: I材料開発のための顕微
鑑去 と 応用写真集J : 159 ο006) 
523K で焼鈍 した Cu-Zn-Si 合金の高分解古白蜜晶
型電子顕微鏡観察. 池野 進、 松 田健二、 浜谷
大介、 川畑常翼、 土谷保裕: 銅 と 銅合金， 45， 1 : 

100圃105 (2006) 
6000 系 アル ミ ニ ウ ム合金に存在す る 新 しい金
属間化合物. 池野 進， 松 田 健二 J 1 1畑常異:
アル ミ 情幸氏 346: 12・ 13 (2006) 
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7. C加rac鉛巾tics of Microm蹴r and Sub-micrometer 
Size 0，パW Emulsions 目。duced by Ramond 
Supermixer. S白幽mrachchi， I.N. and H. 
Kumazawa: Chem. Eng. Commun.， 193， 
1333-1367 (200め

8. Car加n甜on Kinetics of PO匂ssium Carbonate by 
Carbon Dioxide. Park， S.-w.， D.-H. Sung， B.-S. 
Choi， J.-W. Lee and H. Kumazawa: 1. Ind. Eng. 
Chem.， 12， 522・530 (2006)

9. Con:出uous Production of Dissolved Oxygen F悶
Wa飽r Using Ni伽gen Micro-bubbles Generated by 
a New Motion1田3 品位xer. S田紘uarョchchi， 1. N. and 
H. Kumazawa: 胞. Ap. Chem. (Chem. Eng. 
Appara加s)， 45(1め， 208-209 (2006) 

10. SOIption and Permeation Behavior for C02 in 
Nl自国Plasma-Treated and Un:佐田節d Polysty悶le
Membranes. Yang， Y.-S.， H. Kwak， S.-Y. Bae and 
H. Kumazawa: 1. App1. PO加. Sci. in press 

1 1 . G出 Perm伺bi1ity and Permselectivity of 
Plasma-Treated Polypropylenec Membranes. 
Teramae， T. and H. Kumazawa: 1. App1. Polym. Sci. 
m press 

12. F郎総r Axial Dispersion in a Monoli出ic Si1ica 
Column 世lan in a Partic1e-Packed Colunm， H. 
Kobayashi， D. Tokuda， 1. Ichlmaru， 工 Ikegami， K. 
Miy;めe， N. Tan法a， 1. Chromatogr. A， 1 1  09: 2 ・ 9
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13.  A kinetic parame伽 ∞nceming mass 岡崎耐 h
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meth吋s. K. Miyabe， H. Kobayashi， D. To畑出ヲ N.
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14. P.回k Par袖19 - Moment Analysis. A S脱脂:gy for 
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Stationary Phase. K. 恥1iyめe， Y. 長1atsumoto， G 
Gui∞hon: Anal. Chem.， In press (2∞6) 

15 .  Surface Diffusion in Reversed-Phase Liquid 
Chromatography Using Si1ica Gels Bonded wi血
C1  and C18  ligands of Di島町1t Densiti回. K.
Miy油e: Talanta， In press (2006) 

16. 孔配置の異な る 多干し板を用いた気泡塔 (直径
0.32m) におけ る 平均ガス ホール ドア ッ プ. 川
崎博幸， 山本辰美， イ スル シー ツ ク ア ラ ッ
チ， 熊津英博 : 化学工学論文集， 32 巻， 3 号 :
207-210 (2006) 

17. 高粒子濃度条件での選択的液中造位に よ る粒
子分離効率、 高瀬 均、 片 岡康央、 粉体工学
会誌， Vo1.44 ， No.5 ο007)、 掲載決定

18. 衝突板を有する ウ ォ ータ ージェ ッ ト 装置に よ
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る 下水汚泥の鱗剛七 と 破壊、 星野一宏， 小出
昌 弘， 加賀谷重浩， 栗岡隆浩， 岡本 稔 噴流
工学， ぬ1. 23， p.27-44 (2∞6). 

1 9. Production of Poly( ß -L-mal蹴) by Sydowia 
polyspora， K. N�的gawa， K.Hω凶10， K.Ito， 
M.Ogino， S.N紘a伊lWa， App1. 1\但crobio1.
Biot即hno1. (2007). in press. 

20. Dissociation Eq幽brium in Chelating Sepharose 
Fast Flow Gel， M.-W.u制in， M.T:法ano，
S.Akakabe， K.Hoshlno， and S.Morohashi， 
J.Chem.Eng.Jpn.， (2007) in press. 
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Kumazawa: 1. Chem. Eng. J;叩an: in press 
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S田:kkuarachchi， I.N. and H. Kumazawa: 
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3 .  Experimental Study of H邸11"os刷c Separation of 
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Y.Honda， M.S噸moω: The Wor1d Congr窃s on 
P紅tic1e Technology 5， P得Jer No. 70by: pp. l - 9 
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4. E島C包 on Hydrod戸国凶c Properti町 並1 a Bubble 
Column wi血 臥泊 四lbe ofLoaded Large P制des.
日ro抑制 Kawasaki， Eriko Yoshimoto， T:他団凶
Yamamoω and 回dehiro Kumazawa: 10'耳-I Asian 
Con:ference on Fluidized-Bed and Thr田・Phase
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sep担割on e血ciency by selective wet 
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ofthe ∞ntact angle of a polymer solid-water.聞liquid
system， H. Takase and 工 Katsu� Proceedings of7th 
Korea-Japan Symposium on Materials， p后1 ，
October， 2006， Gye∞岳民 Korea

7. Construction of Esherochia coli e却ressing
Polycystein and Its Applictions on Methal ions 
Bioaccumulator， T. l\匂su剥ma， S. Moroh出hi， and
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8. Functional Improvement of Activated Sludgβ by 
Using Nucleic Acid Compounds， T.Shima， 
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2006，Toyama，Japan 

9. Metal Ion-immobilized Gel: Preparation and 
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10. Adsorption of Proteins onto Hydrolyzed 
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December 2-3， 2006， Toyama， Japan 

国際会議
1 .  Metal Ion-Immobilized Gel: Preparation and 

Appliωtion to the Adsorption of Alcohol 
Dehydrogenase. Mohanlmad Washim Uddin， M政i
Takano， K位叫世ro Hoshino and Shoichi 
Morohashi13th Asian S戸nposium on Ecotechnology， 
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2. Adsorption of Proteins onto Hydrolyzed 
Polyacrylamide Gel: A Quantitative Consideration for 
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Shoichi Morohashi: 13th Asian Symposium on 
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Chixing Zhou， Ming Zhang and Hidehiro 
Kumazawa: Recent Research Developments in 
Mater. Sci.， R<回開rch Signpost， in prl田S

2. 回転円錐型容器を用いた帯電 2 成分混合粒子
群の分離に関する 基礎的研究. 本田ユ ミ ， 山
本健市， 小倉弘子， 笹川博之、 杉本益規 : 第
44 回粉体に関する詩命会講漏命文集 : 105・109

(2006) 
3. 液中超音波場を利用 した者抜高田粒子群の微量定

量供給の試み 一 円板上堆積粒子群の崩落量
制御に よ る 方法一 . 竹本岡IJ史， 山本健市， 本
田ユ ミ 、 杉本益規 : 粉体工学会 2006 年度秋期
研究発表会講演論文集 : 91・92 (2006) 

4. 連続沈降槽内での異形粒子群の分離特性. 笹
川 l博之， 山本健市、 本田ユ ミ 、 杉本益規 : 粉
体工学会 2006 年度秋期研究発表会講演論文
集 : 93-94 (2006) 

5. 二重拡散対流の擬定常状態、におけ る 対流速度
の相似性に関する 実験的検討， 前j宰昌克、 山
根岳志， 吉田正道， 化学工学会第 38 回秋季大
会研究発表講演要旨集， D101 (2006) 

6. 二重拡散対流の数{敵手析一中間層形成過程に
及ぼす1手力比の影響ー， 山根岳志， 疋島慎也，
吉田正道， 化学工学会第 38 回秋季大会研究発
表講演要旨集， D1 02 (2006) 

7. 無水物水溶j夜の結晶化熱を利用 した常温型潜
熱蓄熱システムの開発， 吉田正道， 室田祐司，
山根岳志， 化学工学会第 38 回秋季大会研究発
表講演要旨集， D1 06 (2006) 

8. 生活水か ら派生する 環境問題， 星野一宏， 富
山 大学水質保全セ ン タ ー報 ， ぬ1. 15， p.1 8幽23
(2006). 

特許・ 賞

1 .  汚泥処理方法 と 汚泥処理装置， 星野一宏， 小
出 昌 弘 栗 岡 隆 浩 ， 岡 本 優 ， 公 開 特 許
3864169 号 ο006)
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Fuels via Promo制 CobaltJActive Carbon Catalysts 
at Low Pr，白sure"， Y Zhang， M. Shinoda， Y Shiki， 
N. Tsubaki， Fuel， Vo1. 85， 1 1 94-1200， 2006 
叩02 酌'Omo凶 Co/Si02 Cata取sts for 
Fischer-Tropsch S戸lth邸is"， H. Sukamon， Y Zhang， 
S. Nagamori， V 百larapong， N.Tsub北i， Joumal ol
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1 .  "Deactivation of Metallic Catalyst: Mechanism， 

Evaluation and Suppression". N. Tsubaki， Book 
Chapter in "Catalyst Deactivation Guidebook"， 
Giju加-Joho Kyoukai Co.ラ Tokyo， 2006 1 1 . 
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1 .  "Multiple-Functional Capsule Catalyst， A 
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Reactivi臨 ofPhosphine-Bridged Mixed-Metal 
Trinuclear and Pen除nuclear Complexes with Tris 
[2・(diphenylphosphino) ethyl] phosphine， S. 
A包awa， K Saito， T. Kawamotoラ and E(mi)
Matsumoto， Inorg. Chem. 45 (12)， 4859-4866 

15. Chiral resolution ofmonosaccharides as 
1-phenyl'3-methyl-5-pyrazolone derivatives 

by ligand exchange capillary electrophoresis 
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chiral selector， S. Kodama， S. Aizawa， A. 
Taga， T. Yamashita， andA. Yamamoto， 

E町，trophoresis， 27(23)， 4730・4734 位。。ω .
16. Hand-held monitor of Sympathetic nervous system 

using salibary amyl出e activity and its validation by 
driver fatigue assessment. Mas法i y:創n昭uchi，
Mitsuo Deguchi， Junichi Wakasugi， Shin 臼10，
Noriyasu Takai， Tomo戸Jki Higashi， Yasufumi 
Mizuno， Biosensors and Bioelectronics， 2 1 ，  
1007・1014 (2006). 

17. "Micro-miniaωre Autonomous Optical Sensor 
Array for Mo凶toring Ions and Metabolites 1 : 
D回i匹 Fabrication and Data Analysis" K. Tohda 
M. Gmtzl. Anal. Sci. ， 22， 383・388 (2006). 
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昌 弘， 加賀谷重浩， 栗岡隆浩， 岡材念 : 噴流
工学， 23， 1 :  37-44 (2006). 
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(2006). 
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Hasegawa: Bull. Ch仰1. Soc. Jpn.， 79， 1 1 :  
17 19- 1724 ο006). 
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Spon凶1eous Sedimentation of 白e Ti02 Particles. 
M. S. Naharラ K Hasegawa， S. Kagaya: 
Chemo.司phere， 65， 1 1 :  1976四1982 (2006). 
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65， 1 1 : 2502-2506 ο006). 
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Tachimoω， K; Anraku， Y.; G巴mmei-Ide， M.; Tsubaki， 
N. Macromol. Chem. Phys. 207， 812-8 19 ρ006) 

25. Sensing Capabilities ofCoJloidal Gold Monolayer 
Modified with a Phenylboronic Acid-carrying 
Polymer Brush. Ki匂no， H.; Anraku， Y.; Shinohara， H. 
Biomα'cromolecu/.凶 7， 1065-1071 ρ006)
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Films Examined by FT-IR. Gemmei-Ide， M. ; 
Moton唱え T.; Kitano， H. Langmuir 22， 
2422・2425. (2006) 

27. Raman Spectroscopic Study on the Structure ofWater 
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H.; l1泣æha， K; Gemmei-Ide， お1. Phys. Chem. Chem. 
P匂IS. 8， 1 178- 1 1 85 (2006) 

28. Monte Carlo simyulation of crystal幽fluid cexistence 
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Yanag帆 Yoshihisa S捌は Tsutomu Sawada， 
Kensalω Ito， J. Chem. Phys. 124， 
174507・ト174507-10 (2006) 
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4. Preparation， Characterization of a 
Multiple-Functional Capsule Catalyst for Direct 
Synthesis of Gasoline Distillates from Syngasラ
Intemational Symposium on Zeolites and 
Microporous Cry期ls (ZMP'α006)， Yonago， 2006 

5. Design of Capsule C瓜a1yst， A Confmed Reaction 
Field， and its Application in 伽e-Step Isopara曲1
Synthesis， 5th Intemational Conference on 
Unsteady-State Processes in Catalysis， Osaka， 
Japan， 2006 

6. Dispersion of Carbon Nanotubes in Water with 
D回igned Amphiphilic Oligopeptides. Shin Ono， 
Atsushi Yamamotoラ Shigenori Yoshikawa， Shinya 
Masuhara， Yoshihiro Furukawa， Ryosaku 
Kawabata， Kishio Hidaka， M出ao Kamahori， 
Peptide Science 2006， 338 (2006). 

国際会議
1 .  Metal Oxide Promoters in Fischer-Tropsch 

Synth回is Cobalt Catalysts. 供h China-Japan 
Symposium on Coal and Cl  Chemistryラ Chengdu，
China， 2006(keynote). 

2. Design and Application of Nano-S加C加red
Bimodal Catalysts. 4仕1 Asia Pacific Congress on 
Catalysis (APCAT4)， Singapore， 2006 

3 .  Selective Conversion of Dimethyl Ether to 
Propylene on HZSM-5 B出ed Cata1yst. 3rd Asian 
DME Conference， Incheon， KOfl儲ヲ 2006

4. R<田earch on Ca匂lytic Oxidation ofDimethyl Ether 
to Dimethoxymethane over CsヲJl3-XPW120401Si02
Cata1yst. 6th Korea-China Workshop on Clean 
Energy Technology， B回叫 Korea， 2006 

5 .  Study of A New 1ρw-Temperature Methanol 
Synthesis on CuωIZn/Alロ203 Cata1ysts from 
CO/I吃CO2.庄刷-12 using 2-But阪t匂anol Proひ加)f淵I町moωte飢r. 9tl由1 
Cαh凶1首ina旧a仕“.-Japa加n Symposium on Coal and C 1 
Chem凶is位町ヲ; Chengdu， China， 2006 

6. Study on the Deactivation Mechanism of Cu-based 
Catalyst for Methanol Syrr白田is. 9出 China-Japan
Symposium on Coal and Cl Chemistry， Chengdu， 
China， 2006 

7. Nano Particle Self-Fabrication in Solid Catalyst 
Preparation: Struc加re Design and application. 
Sino-Nippon Cooperation Symposium on 

2005年�2006年研究業績一覧

Superconductivity and Nanotechnology (ke戸lote)，
Shanghai， China， 2006 

8. Sensing Capabilities of Colloida1 Gold Modified 
with Various Kinds of Self-assembled Monolayers 
on a Glass Substrate. Hiromi Ki匂no， ELOPTO 
2006， Kyo凧 May (2006)

その他の論文

1 .  "Multi-functional Alumina-Silica Bimodal Pore 
Catalyst 加d its Application for Fischer-Tropsch 
Syrr白esis"， Y. Zhang， R. Yang， M. Koike， N. 
Tsubaki. Catalyst and Catalysis (Shokubai)， Vo1.48， 
138- 140， 2006 

2. 小麦アノレブp ミ ンの一般的性質. 小野 慎、 児
玉俊明、 鈴木良雄、 機能性食品 と 薬理栄養、
3(6)， 467-470 (2006) 

特許・ 賞
1 .  発明者 : 曾津宣一、 出願人 : 国立大学法人富

山大学、 PCTβP2006/3 15015
2. 重金属固定化剤及び重金属固定化方法. 加賀

谷重浩， 石塚俊章， 小林紀秋， 佐野寛 : 特開
2006-223569. 

3. 金属の分離方法， お よ び割高の回収方法. 加
賀 谷 重 浩 ， 伊藤 将 大 ， 神 原 貴 樹 : 特 願
2006-124268. 

4. 金の吸着剤お よ び金の選択的分離回収方法.
加 賀谷重浩， 神 原 貴樹， 藤本信 貴 : 特願
2006-230579. 

5. 重金属含有廃液の処理法. 加賀谷重浩， 林絵
里子 : 特願 2006-3 12969.

6. r生体適合材料J ， 発明者 北野博 巳 ・ 源明
誠 ・ 猿断大幸， 出願人 大阪有機化学工業， 平
成 1 8 年 4 月 27 日 、 特願 2006・124270

7. 表面情報取得装置及び表面情報取得方法、 伊
藤研策、 特願 2006・1 87102

8. 表面電荷量計測装置及び表面電荷量計測方法、
篠 原 寛 明 、 伊 藤 研 策 、 冨 田 勝 彦 、 特 願
2006-1 87105 

9. 第 3 回 (平成 1 8 年度) 日 本学術振興会賞
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生命工学大講座

教 授 篠 原 寛 明
教 授 畠 山 豊 正
教 授 小 平 憲
教 授 磯 部 正 治
助 教 授 安 川 洋 生
助 教 授 山 口 昌 樹
助 教 授 黒 津 信 幸
2茸 師 佐 山 三千雄
助 手 須 加 実

著書

セ キ ュ リ テ ィ と セ ンシン グ調査研究委員会編，
山 口 昌樹 (分担執筆) : 安全 ・ 安心のためのセ
ンサ技術， 海文堂出版閥， 東京 (2006) pp.23・35，
54幽56 (1 73p.) 

原著論文

2. 

3. 

4. 

5 .  

6 .  

Sensing Capabilities of Colloidal Gold Monolayer 
Modified with a Phenylboronic Acid-Carring 
Polymer Brush. H. Kitano， Y. Anraku， H. 
Shinohara: Bi'Omacr'Om'Oleculeム 7: 1065-1071  
(2006). 
Identification of a gene ∞ding for m加g血ese
superoxide dismu匂se from the 印llular slime mold 
Dic砂'Osteliwn disc'Oぬ'wn. 地位:a，Y.， 日筏記事lWa，Y. 
& Yasukawa，H. 
Jα阿zese J'Oumαrl '0/ Pr'Otoz'O'Ol'Ogy. 39 号 1 巻
21-27. 2006 
Fermentation of Jerusalem artichoke wi出 or without 
lactic acid bacteria 湖町 cultures. Yokoi， K.-j. ， 
Kawas紘i， K.-I.， Nis凶阻止 G， Takeω， A.， Kodaira， 
K.-I. Food Sci. Tech. Res. 12. 23 1 ・234. (2006) 
Control by osmolarity and elec凶c field s悦n併lOf
electro-induced gene transたr and protein release in 
fission yeast cells. M. Suga， A. Goto， 工 Ha:凶(eyama:
Joumal ofElectrostatics 64: 796-801 (2006) 
TCR variable gene involvement in chromosome 
inversion between 14q 1 1  and 14q24 in adult T-cell 
leukemia S， Haider， K. Hayakawa， T. Itoyamaラ N.
Sadamori， N. Kurosawa and M. Isobe : 1. Hum. 
Genet. 5 1  (4) : 326・334 ο006)
Molecular charactβrization of a novel translocation 
t(5 ; 14)(q21 ;q32) in a patient with ∞nge凶包l
abnormalities. S. Haider， R. Matsumotoラ N.
Kurosawa， K. wé北ui， Y. Fukushima， and M. Isobe : 

7. 

8. 

9. 

1. Hum. Genet. 51 (4): 335・340 (2006)
Hand-held monitor of sympathetic nervous system 
凶ing salivruy amylase activity and its validation by 
driver fati忽le assessment. M;出法i Yam樗uchi，
Mitsuo De伊chi， Junic凶 W誌側面， Shin Ono， 
Noriyasu 11北ai， Tomo戸水i Higashi， Yasufumi 
M並日10. Biosensors & Bi田lectronics， ぬ1.21 ，
NO.7: 1007・1014 (2006) 
Non-verbal Communicat ion Method Based on a 
Biochemical Marker for Persons with Severe 
Motor and Intel lectual Disab i l i  ties. 
Masaki Yamaguchi ， Kazunori Takeda， Mieko 
Oni shi ， Mitsuo Deguchi ， Tomoyuki Higashi .  
The Journal of Internat ional Medical 
Research， Vol . 34， No. l : 30-41 (2006) 
百1e E民cts of Exercise in Forest and Urban 
Environments on S戸npa:血etic Nervous Activity of 
Normal Young Adults. M Yam砲uchi， M Deguchi， 
Y Miyazaki. 百1e Journal of Intemational Medical 
Resea:rchう 1ゐ1.34， NO.2: 1 52-1 59 ο006) 

10. Correlation of haloperidol levels between 
submandibular saliva and brain in r低 Noriyasu
Takai， Kenji Eto， Ke吋i Uchihashi， Mas北i
Y鉱n昭uchi， Yasuo Nishikawa Archives of Oral 
Biology， ぬ1.5 1 ， NO.7: 567・572 (2006)

1 1 . Prediction ofblood glucose level oftype 1 diabetics 
using response su由民 methodology and da匂
mining. M. Yamaguchi， C. Kaseda， K. Yam低水i，
M. Kobayashi. Mediω1 & Biological Engineering 
& Computing， 九To1.44， NO.6: 45 1 ・457 (2006) 

12. Control by osmo加ity and el即位ic field s悦n併1 0f
electro-induced gene transfer and protein release in 
fission yeast cells. M. Suga， A. Goto， T. Hatakeyama: 
Journal ofElectrostatics 64: 796-801 ο006) 

13 .  Female infe托ility in mice deficient in midkine 加d
pleiotrophin， which form a distinct family of growth 
factors. H. Mur創natsu， P. Zou， N. Kurosawa， K. 
Ichihara-Ta:nね K. Maruyama， K. Inoh， T. Sakai， L. 
Chen， M. Sato， T. Muramatsu� Genes Cells. 
1 1  : 1405-417.(2006) 

14. Electrically in山田d protein release from 
Schiz'Osacchar'Omyces p'Ombe cells in a 
hyperosmotic condition du出19 and following a 
high el即位'Opulsation. M. Suga， A. Goto， 工
Ha:鈎keyama: Journal of Bioscience and 
Bioengineering (in press) 

15 .  Electrically induced protein release from 
Schiz'Osacchaz・'Omyces p'Ombe cells in a 
hyperosmotic condition during and following a 

- 46 -



high electropulsation. M. Suga， A. Goto， T. 
Hatakeyama: Joumal of Bioscience and 
Bioen償問巾g (in press) 

16. Evaluation of 凶ver S田ss in a Motor-vehicle 
Driving Simulator Using a Biochemical Marker. M. 
Yam砲uchi， J. Sak北ima 百1e Joumal of 
Intemational Medical R，回earch， 拘l.35 (2007) in 
pl1出S

17. Evaluation of the Sedative E品ct of Fragr組問 on
Filipinas Using a Biochemical Marker. Mas誌i
Yam昭uchi， Josaku S訟法加a， K耐曲aru Sato and 
k加1m註o Nakano. Joumal of Physiological 
An伽opology， ぬ1.26， No.2 ο007) in press 

1 8. Gender-specific Di島rences in Salivary Biomarker 
Respons巴s to Acute Psychological s仕'ess. Noriyasu 
T法ai， Masaki Yamaguchi， Toshiki Arag北i， Kenjo 
Eω， Ke吋i Uc凶ashi， Yasuo Nishikawa Annals of 
the New York Academy of Sciences， (20。η in
press 

19. Evaluation ofthe acute sedative effi民t of合唱加ces
based on a biochemical marker. Mお法i Y:創n砲uchi，
Naoko Hanawa， Kei Hamazaki， Kimmaru Sato and 
Kimm盈o N生釦o. 百1e Joumal of Essential Oil 
Research (2007) in press 

20. ド ラ イ ピングシ ミ ュ レータ を用 いた運転ス ト
レス の試験方法. 出 口 満生， 若杉 純一，
池上 達也 難波 晋治， 山 口 昌樹. 電気
学会論文誌 E ， Vol .  126-E， No. 8 :  438-444 
(2006) 

2 1 .  重症心身障害児 (者) にお け る 医療処置に伴
う dis佐ess と 唾液ア ミ ラ ーゼ活性値 と の関連
に関する検討. 竹田 一則， 大西 美恵子， 山 口
昌樹， 竹谷 俊樹. 日 本重症心身障害学会誌，
1ゐ1.3 1 ， No. l : 85-92 (2006) 

プ口シーディ ング等

1 .  Evaluation of 凶ver S悦ss Using Biomarker in 
Motor-vehicle Driving Simulator. M. Yamaguchi， J. 
W法部ugi， J. S成法ima Proceedings of the 28血
IEEE EMBS Annual Intemational Conference， 
百lEP7.4: 4p. (CD) (2006) 

国際会議
1 .  A Yeast Transformanトbased Enzyme Sensor for 

lmplantable Application. M. Yam;砲uchi， A. 
N北ano， T. Tar廿yama 百1e Nin白 羽lorld Congress 
on Biosensor (Biosensor 2006)， No.o36 (2006) 

2. Evaluation of Sedative E自己ct of Fragrance by 
Biochemical Marker in Filipina Mas北i

2005年�2006年研究業績 覧

YAMAGUCHl， Josaku SAKAKIMA， K加1llaru
SATO and Kimihiro NAKANO. 百le 8th 
Inremational Congress of Physiological 
Anthropology (ICPA2006)， Abstract Book， PC2・1 :
p.46 (2006) 

3 .  Detection of Redox En可me Reaction with the 
Gold-gate Chemi四1 CCD . H. Shinohara， H. 
Kato : 第 1 1 固化学セ ンサ国際会議Intemational
M田ting on Chemical Sensors， 臥rlCS 1 1 )， イ タ リ
ア ・ プ レ ッ シア， 7 月 。006)

4. Real Time Observation ofDopamine Release 企om
Nerve Model Cells. H. Shinohara， F. W.組g : 第 1 1
回化学セ ンサ国際会言葉Intemational Meeting on 
Chemical Sensors， 臥rlCS1 1)， イ タ リ ア ・ ブ レ ツ
シア， 7 月 。006)

その他の論文

1 .  人間空間におけ る セ キ ュ リ テ ィ と セ ンシング.
外 山 滋， 山 口 昌 樹. 電気学会誌， Vo1. l26ラ
No. l : 12・ 15 (2006) 

2. 香 り の効果を映 し 出すノ tイ オマーカ ー. 山 口
昌 +封 . AROMA RESEARCH ， Vo1.7， No.3 : 
254幽257 (2006) 

3. ラ ンの育種 と そ の電気的効果. 大野， 須加，
品 山 : 信特支報 MBE2006-1 : 1 -4 (2006) 

4. Auゲー ト 型Chemical CCDの酸化還元物質応答
と メ ディ エーター型酵素セ ンサへの応用. 加藤
寛隆， 篠原寛明， 藤井 朗 : Chemical Sensors， 22 
(Supplement B) : 16- 18  (2006). 

5. Chemical CCD を用いた酸化還元酵素 と 金ゲ
ー ト 部 と の 直接電子移動反応 の検 出 . 藤井
朗， 篠原寛明， 加藤寛隆 : Chen昨alSensors， 22 
(Supplement B) : 19-2 1 (2006). 

特許・ 賞
1 .  表面電荷量計測装置及び表面電荷量計測方法.

篠 原 寛 明 ， 伊 藤 研 策 ， 冨 田 勝 彦 : 特 願
2006-1 87105(出願 日 2006 年 6 月 19 日 ).

2. 酸化還元物質の信号増幅方法及びそ の測定装
置 篠原寛明 : 特房長2006-1 93430(出願 日 2006年7
月 l3 日 ).

3. 酵素活性の測定方法お よ び測定用試薬キ ッ ト .
山 口 昌樹.特願 2006-97769 号 ο006)

4. 細胞分裂阻害ペプチ ド SH3bgaY. 小平憲一
特願 2006-286432 号 (2006) 
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2006年度修士論文題名一覧

電気電子システム工学専攻 ( 4 8 名 )

氏 名 指導教員 主 事EA問h 文 題 名

足 立 裕亮 村井 忠邦 F E M に よ る 富 山 県 内 風速分布 の 計算

荒木 祥吾 作井 正昭 自 動衝突 回避機能 を 持つ磁気反発浮上 ロ ー ラ 式 コ ンベア に 関す る |
研究

井川 賢治 升方 勝 己 高繰 り 返 し マ ル ク ス 発生器の 開発

石原 一 陽 前津 宏一 CNT成長 に お け る Ni触媒粒子 の形成 に 関す る 研究

大 島 豊弘 鈴木 正康 銀薄膜 を 用 い た 2 次元 S P R 免疫セ ン シ ン グ

加藤 覚 史 鈴木 正康
エ ホ。 キ シ樹脂 を 用 い た マ イ ク ロ ウ ェ ル形成 と 化 学セ ン サ ア レ イ へ
の応用

加藤 隆彦 上羽 ヲム 結合量子井戸 間 の 光制御電子移動 の理論

神谷 公章 中 島 一樹 介護施設利 用 高齢者 の た め の 生活状態遠 隔確認 シ ス テ ム の 開 発 に
関す る 研究

岸 祐介 岡 田 裕 之 プ レーナ電極 を 有す る ニ端子有機 E L 素子

北野 武志 岡 田 裕 之 高均一性 を 有す る 塗布形有機薄膜の形成 と 有機 E L 素子応用

北村 桂太 上羽 ヲム 原子鎖の伝導特性の 理論

jヒ冗 芳 明 作井 正昭
1 軸制御形反発浮上磁気軸受 の 支持剛性変化 と 危険速度 に 関す る 研
tプしn 

木村 琢磨 岡 田 裕之 ナ ノ 粒子配線 を 有す る 有機 ト ラ ン ジ ス タ の 基礎研究

桑原 i享 岡 田 裕 之 有機光導電素子 に 関す る 基礎研究

坂井 康 司 中 島 一樹 イ ン ピ ー ダ ン ス 変化 に よ る 入浴 中 の 呼吸波形検 出 シ ス テ ム の 開 発
に 関す る 研究

佐 々 木 寛和 前津 宏一 Si(OO l )-2x l 再構成表面上への Sb吸着の初期過程

笹島 明 紘 佐々 木 和男 ラ ッ ト 視床 下 部 腹 内 側 核 ニ ュ ー ロ ン に 対す る orexmの 作用 _ Ca
2
+イ

メ ー ジ ン グ及び電気生理学的解析

小善 和哉 岡 田 裕 之 有機太陽電池 の 特性改善 に 関す る 研究

杉浦 顕 作井 正昭 モ ー タ 界磁 を 持つ永 久磁石反発形磁気軸受 の構成 と 磁気 的影響 に
関す る 研究

高井 俊雄 坂上 岩太
ス ペ ク ト ラ ム 拡散信 号が 人 体へ及 ぼす影響 の 2 極デ、パ イ 分散 モ デ
ル を 用 い たFDTD解析

高尾 正志 山 崎 登志成 酸化 タ ン グ ス テ ン ス バ ッ タ 膜 を 用 い たH2S ガ ス セ ン サ ー
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氏 名 指導教員 主 論 文 題 名

高 嶋 哲也 坂上 岩太
非線形非対称 ブ ラ ッ グ周 期 多層 膜 に お け る 光 ス イ ッ チ ン グ特性 の
FDTD解析

田 中 聡 佐々 木 和男 ラ ッ ト 視床 下部 弓 状核腹 内 側 部 ニ ュ ー ロ ン の摂食調節 ペ プ チ ド に
対す る 応答性 に 関 す る 電気生理学的研究

土 田 正人 前津 宏一 Si1 _xGex合金層 に お け る UTA-Siバ ッ フ ァ 一層 の 最適化 に 関す る 研究

土本 和晃 坂井 純一
Simulation of collision of two current loops in the upper chromosphere 
using two f1uids model 

中 尾 7盲T 鈴木 正康
高粘性媒体 を 用 い た マ イ ク ロ ウ ェ ル ア レ イ チ ッ プ か ら の 微粒子及
び細胞 の 回収

永杉 嘉昭 坂井 純一 Simulation of electromagnetic wave emission by proton beams 

根塚 隆之 高橋 隆一 窒素 ド ー プ T i 0 2 ス バ ッ タ 膜の構造 ・ 物性 と 光触媒特性

羽 倉 裕也 作井 正 昭 I型電磁石 を 用 い た浮上体の磁気浮上移動 シ ス テ ム に 関す る 研究

長谷川 聡 村井 忠邦 MU S I C 法 に よ る 近傍複数音源 の位置推定

平沢 勝司 村井 忠邦 F D T D 不均質場解析 の 精度改善の試み

平津 銀太 岡 田 裕 之 両面発光有機 E L 素 子 の 特性 向 上 に 関す る 研究

平野 勝靖 佐々 木 和男 皮 下血管 を 可視化す る キ ャ ピ ラ リ ー ス コ ー プ シ ス テ ム の 開 発 に 関
す る 研究

古 田 知康 山 崎 登志成 ガ ス セ ン サ ー の微細構造 と ガ ス 吸着状態 の 評価 に 関す る 研究

堀 田 良 嗣 岡 田 裕之 イ ンセ ル構造 を 有す る 液晶表示素子 の研究

牧 新太郎 佐々 木 和男 ラ ッ ト 前視床 下 部 ニ ュ ー ロ ン に 対す る ghrelin の 作用 に 関 す る 電気
生理学的研究

水 口 祐介 坂井 純一
Particle simulation of proton acceleration by shock waves in Z-pinch 
plasma 

宮木 )1慎 作井 正昭 フ ォ ト カ ブ ラ レ ス 化 し た フ ラ イ バ ッ ク コ ンバー タ の 新 し い 定電
圧 ・ 定電流制御 法 に 関す る 研究

宮林 晃裕 村井 忠、邦 先験分布サ ブ ス ペー ス へ の 投影 を利用 し た 雷電荷分布推定

陸 田 雄也 前津 宏一 単結 晶 STO表 面 のBHFエ ッ チ ン グ に よ る ア ニ ール効果

村上 由 紘 佐々 木 和男
フ ッ ト 側 坐核被殻部 の ド ー パ ミ ン 代謝並 び に 行動 量 に 対す る 腹側
被蓋野へ の CART投与効果

本野 由 来志 岡 田 裕 之 有機 E L 素 子 の発光均一性 ・ 信頼性 向 上 に 関す る 研究
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2006年度修士論文題名 一覧

氏 名 指導教員 主 吾員d同h除
文 題 名

森 田 健文 佐々 木 和男 ラ ッ ト 視床 下部 腹 内 側 核 ニ ュ ー ロ ン に 対す る urocortinの 作用 に 関
す る 電気生理学的研究

相H )1慎也 岡 田 裕 之 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト 法 を 用 い た 自 己整合有機複合機能素子

吉 岡 貴 憲 升方 勝 己 静電ア ン テ ナ を 用 い た 多重雷解析

渡辺 孝治郎 佐々 木 和男 ラ ッ ト 側 坐核被殻部 ニ ュ ー ロ ン に 対 す る orexmの 作用 _Ca
2
+イ メ ー

ジ ン グ に よ る 解析

王 立東 升方 勝 己 高 強度パルス イ オ ン ビー ム 用 ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン源 の 開発

方 連鋒 鈴木 E康 ポ リ ア ニ リ ン化学重合膜 を 用 い た酵素 ス イ ッ チ の 開発
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知 能情報工学専攻 ( 1 9 名 )

氏 名 指導教 員

浅井 哲郎 川 田 勉

井上 善文 唐 政

井 口 敏史 唐 政

加納 洋史 袋谷 賢 吉

衣笠 A十4 山 淵 龍夫

才村 一矢 唐 政

坂本 康徳 唐 政

竹正 栄吾 広瀬 貞 樹

中 村 亮介 堀 田 裕 弘

松原 俊太朗 中 嶋 芳雄

松本 寛史 堀 田 裕 弘

山 崎 博史 中 嶋 芳雄

山 田 健司 広瀬 貞 樹

WANG WEI 唐 政

王 暁飛 唐 政

JIANG SHU 中 嶋 芳雄

秦 小琳 中 嶋 芳雄

張 威 唐 政

白 吉洲 唐 政

主 E命 文 題 名

戸 田 格子 の 数値解法

双 方 向 型 関数 を 用 い た ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク の 学習 ア ル ゴ、 リ ズ
ム と そ の応用 ~ 時系 列予測 問題 を 対象 と し て ~

両眼立体視 に お け る 経験的水平 ホ ロ プ タ ー に 関す る 研究

ビ リ ー フ 伝播法 を 用 い た ス テ レ オ ビ ジ ョ ン に 関す る 研究

表情差分マ ッ プ を 用 い た表情認識 の 自 動化 に 関す る 研究

票
辛苦

日艮視差の垂直方 向成分が奥行 き 知 覚 お よ び方 向 知 覚 に 与 え る 影
I

中 間 点検証法 を 用 い た ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク に よ る パ タ ー ン分
類

7 セ グ メ ン ト デ ィ ス プ レ イ 上 の 数字ノt タ ー ン の 一斉射撃 問題

日 照 状況判別 を 用 い た 青色道路案 内 標 識 の リ ア ル タ イ ム 抽 出 に 関
す る 研究

L E D を 用 い た 高齢者対応型照 明 光源 に 関す る 基礎的研究

S-CIELAB色空 間 を 用 い たH.264/AVC符 号化動画像 のFR画質評価モ
デ ル

夜 間都市景観照 明 に お け る 演色効果 の 定量化 に 関す る 研究

非直線的文字列 を含む文書画像 中 の 文字列領域抽 出 に 関す る 研究

携帯 カ メ ラ の動 き に よ る 携帯端末 の コ ン ト ロ ール シ ス テ ム の 開発

誘導遺伝的 ア ル ゴ リ ズム を 用 い た ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 問題の解法

暗)1頃応過程 に お け る 物体色 に 対す る 色覚特性 の 推移 に 関す る 研究

Binocular Co l our Fus i on Limi t 色 の 両眼融合限界

Hopfield Neural Network with Continuous Hysteresis Neurons for 
Optimization Problems 

日 中 翻訳 シ ス テ ム に お け る 否定文解析お よ び文脈 を利用 し た意 味
解析 に 関す る 研究
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機械知能システム工学専攻 (23名 )

氏 名 指導教 員
、 - 主 E命 文 題 名

石樽 芳弘 小原 治樹 油圧駆動型双腕 レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト の 開発

上 田 陽 松木 賢 司 ね じれ押 出 し成形技術 に 関す る 基礎的検討

宇野 哲広 佐 々 木 基文 Bending and Embossing of Metal Foil Using Robust Control 

大井 慶太郎 森 田 昇 GaAs半導体への微細構造形成 に 関 す る 研究

霞流 健佑 江上 繁樹 ボ、ル ツ マ ンマ シー ン の 学習 ア ル ゴ、 リ ズム

) 1 1 田 浩 明 五嶋 孝仁
転 が り すべ り 接触 に よ る 被覆材 の 表 面複数 き 裂進展 と 疲 労寿命 に
及 ぼす き 裂間相互干渉の影響

河村 昇 松木 賢 司
AZ3 1 マ グネ シ ウ ム 合金温問圧延板 の ミ ク ロ 組織 と 成形特性 に 及 ぼ
すZr添加 の影響

黒崎 太樹 松木 賢 司 ポー ラ ス マ グネ シ ウ ム 合金 の 作製 に 関す る 基礎的検討

講堂 康史朗 五嶋 孝仁 境界要素法に よ る CFRP積層 板 の 冷却 時 に お け る 熱粘弾性解析

狐野 利典 ) 1 1 口 清 司 ノレーバー状構造体か ら 発生す る 空力 騒音 に 関す る 研究

駒野 健太 石原 外美 チ タ ン合金並 び に 炭 素鋼 の 微小疲 労 き 裂 の 進展挙動 に 及 ぼす微視
組織の影響

桜井 ブ乙 小泉 邦雄 ピエ ゾ駆動振動 フ ィ ー ダ の 動 的挙動解析 と 総合

嶋 田 寛哲 江上 繁樹 格子 ボノレ ツ マ ン法 に 対す る 有限体積法及び有 限要素法の適用

高木 裕作 ) 1 1 口 清 司 押 出 し材 を 用 い た 高性能 ヒ ー ト シ ン ク に 関す る 研究

東海 圭祐 ) 1 1 口 清 司 マ イ ク ロ バ ブノレ に お け る 気泡径微細化 に 関す る 研究

張 田 敬イ有 塩津 和章 各種高速度鋼 の長寿命疲労強度特性 に 関す る 研究

松井 健志 伊藤 紀男 小形高減速比等 高歯ノ\ イ ポイ ド ギ ヤ の設計 に 関す る 研究

松 岡 知宏 五嶋 孝仁 発電用 ダイ オー ド の 装着時 と 作動 時 に お け る 強度解析

松崎 光正 塩津 和章 超音波 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 解析 に よ る 高 強度鋼 の 内 部疲 労 き 裂 の 検 出
に 関す る 研究

宮浦 完聡 松木 賢 司 準結晶粒子分散型AI-Fe-Ni-Cr-Zr系粉末合金押 出材 の 高 温機械的性
質
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氏 名 指導教 員 主 吾日d間h恥 文 題 名

山 下 雄一 五嶋 孝仁 回転移動荷重 に よ る 薄膜被覆デ ィ ス ク の摩擦係数 と 応力解析

若林 敏行 奥井 健一 主流乱れ の 周 波数成分 が 片 持 ち 円 柱 の 流 力 弾性振動特性 に 及 ぼす
影響

SYED MUAMMAR 
NAJIB BIN SYED 小泉 邦雄 下肢機能支援 に よ る 擬似立上が り 移乗
YUSOH 
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2006年度修土論文題名一覧

物質生命システム工学専攻 ( 58 名 )

氏 名 指導教員 主 論 文 題 名

安楽 泰孝 北野 博 巳
Molecular Recognition at the Surface of Polymer Brush as Observed by 
Localized Surface Plasmon Resonance Technique 

青嶋 達也 山 崎 量平 囲気系微粒子流動層 の 流動化特性

石 山 淳悟 オ7対kて 克徳 ホ ウ 素化合物LiiPd1 ・xNix)3B の超伝導特性

伊藤 将大 遠 田 浩 司 ポ リ チ オア ミ ド を 用 い る 水銀 の 選択的吸着 ・ 脱離

岩脇 康一 蓮覚寺 聖一 液相 法 に よ る 金属 酸化物薄膜の作製 と 湿度セ ン サへ の応用

上 田 洋行 蓮覚寺 聖一 液相 法 で作製 し たTi02>W03薄膜の 光触媒特性

王 飛算 篠原 寛 明 ドーノミ ミ ン産生細胞 に お け る 興奮応答 の 新規 リ ア ル タ イ ム観測法
の 開発 と 薬物評価への応用

大津 靖 森 田 弘 之
Studies on the Syntheses and Reactivities of Several Substituted Thianthrene 
Derivatives to Develop Novel Functionalized Thianthrene Derivatives 

大野 イ， LIShE、 畠 山 豊正 ラ ン の 育種 に 関す る 電気的効果

小笠原 亜沙子 森 田 弘之
Studies of Lossen-Type Rearrangement ofN-Carbonyloxy- and -
Sulfonyloxyimide Derivatives 

尾崎 巧一 椿 範立 ゼ オ ラ イ ト 触媒 を 用 い る 超 臨界相 イ ソ パ ラ フ ィ ン合成

小吹 尚也 山 崎 量平 囲気系 光触媒流動層 の脱硝特性

片 岡 沙織 磯部 正治 HTLVl 由 来Tax蛋 白 質 と ATL関連蛋 白 質 の 相 互作用

加藤 寛 隆 篠原 寛 明 ケ ミ カ ノレCCD を 用 い る バ イ オセ ン サ の設計 ・ 開発

門 田 隆 司 吉村 敏章 光学活性 フ ルオ ロ ー16ー ス ル フ ァ ン ニ ト リ ルの合成 と 反応

河原 宏行 蓮覚寺 聖一 光触媒型太 陽電池 の試作

北森 一範 遠 田 浩 司 硫化亜鉛吸着濃縮 - 加熱気化原子吸光法 に よ る 降水 中 超微量水銀
の 定量

近藤 靖宏 北野 博 巳
局在表面 プ ラ ズモ ン共鳴法 を 用 い る
。 ー セ ク レ タ ー ゼ検 出 デ、バイ ス の構築

酒井 芽生美 森 田 弘之
Studies on the Syntheses and the Reactivities of Several Active Ester 

Derivatives and Attempt to Synthesize New Bi-dentate Cross-linkers 

桜井 淳一 1フ対に亡 克徳、 Pd及びPd-M(M=Ptラ Ag)合金 の水素化物 に お け る 磁気特性
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氏 名 指導教 員 主 論 文 題 名

笹川 博之 山 本 健市 連続沈降槽 内 で の 異形粒子群 の 分離特性

島 田 多佳子 小平 憲一 オー ト ラ イ シ ンAtIWMの 生化学的解析
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氏 名 指導教員 主 吾Ed問:.. 文 題 名

清水 章平 穴 田 博 高純度Al 中 へ のFe 囲溶量 に及 ぼす冷却速度 の影響

菅原 一城 小平 憲一 溶菌酵素 LysgaY の構造 と 機能

杉江 範久 穴 田 博
ね じ り 加 工 を 用 い た 再結 晶 法 に お け る AC4C及び7003 ア ル ミ ニ ウ ム
合金の 半溶融組織

鈴木 幸治 北野 博 巳 分散液流動挙動 の
薄膜型 コ ロ イ ド結晶構造に及 ぼす影響

瀧波 香苗 諸橋 昭一
Screening and Production of Tyrosinase Inhibitor Secreted by Lactic 
Acid Bacterium for Food Manufacturing 

竹 間 生枝 遠 回 浩 司
ICP発光分析 に よ る 希土類冗素定量の た め の リ ン酸イ ッ ト リ ウ ム 迅
速共沈濃縮法の 開発

竹本 剛 史 山 本 健市 液 中 超音波場 を 利 用 し た微細粒子群 の微量定量供給 の 試 み
円 板上堆積粒子群 の崩 落量制御 に よ る 方法 一

多 国 王臼E 北野 博 巳
Correlation between the Structure of Water in the Vicinity of 
Carboxybetaine Polymers and Their Bio-comp剖ibility

中 野 敦行 山 口 昌 樹 ヒ ト へ の侵襲 を低減す る 組換 え細胞 を 用 い た血糖セ ンサ

中 村 純也 池野 進
高分解能透過型電子顕微鏡法 に よ る AI-Mg-Si合金 に お け る 中 間相
の 格子 定数変化 に 対す る Ag添加 の影響

長 田 良太郎 池野 進 半凝 固 ス ラ リ ー に よ る 難加 工性高強度 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 半凝 固
押 出加 工
ト ノ プ ノレ お よ U'n - ノ 口 ヒ ノレ わ ツ メ ト エヤ ン ン フ ン を 用 い 7こ 閉 U 糸 丸

永原 広HLえ三 d亡じと」、 真 島 一彦 化i碕蒸ブfd着レ 過 程 を 含 む 乾式カ ッ プ リ ン グ処理 に よ る 金属 酸化物粉末 の

西谷 豪 小平 憲一 溶菌酵素 AmiWM の構造 と 機能

西 田 辻こと二 ヨに玉コ オァ升にて 克徳
Ru- 1 232構造 を 持つRuSr2(LnCe2_xSrx)Cu20z化合(Ln;希土類元素) の超
伝導 と 強磁性

浜谷 大介 池野 進 低温焼鈍 し に よ り 相 分解 し た Si添加Cu閏Zn合金 に お け る 川目 の構造
変化

林 絵里子 遠 回 浩 司 二酸化チ オ尿素 を 用 い る 重金属含有廃水 の 処理

藤本 康寛 穴 田 博 種付 け 法 に よ る 7003合金全羽 毛状晶 ビ レ ッ ト の 作製

藤本 理加 磯部 正治 成人T細胞 白 血病 に お け る Ikaros 関連遺伝子群 の 関 与

松浦 和 弘 北野 博 巳
Preparation and Characterization of Polymer-protected Gold 
N anoparticles 

松嶋 高 士 諸橋 昭一
Polycysteine Achieved from Designed single-strand DNAs and Its Application 

on a Novel Chelate Agent as Bioaccumulator of Metal Ions 

松野 敏之 池野 進 Mg-GふZr合金 に お け る 時効析 出過程
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氏

松本

水上

二 三，_._七ー・

村上

室 田

本永

諸林

安 田

山 崎

山 本

若杉

孫

張

d馬

名

純一

一也

斉

真幸

裕 司

哲也

勝

忠孝

純平

隆久

純一

暁論

雁妹

秀麗

MOHAMMAD 

WASHIM UDDIN 

指導教 員

穴 田 博

北野 博 巳

山 本 健市

諸橋 昭一

吉 田 正道

北野 博 巳

池野 進

蓮覚寺 聖 一

山崎 量平

真島 一彦

山 口 昌 樹

椿 範立

黒 田 重靖

池野 進

諸橋 昭一

主 論 文 題 名

ね じ り 戻 し加 工 し た 黄銅丸棒の原形回復現象 と 加 工硬化特性

Analysis of Sugar Recognition Behavior with a Help of Localized Surface 
Plasmon Resonance Spectroscopy 

ヘテ ロ 凝集 法 に よ る 複合粒子 の 作製

機能性高分子 ゲルの 吸着分離へ の応用 に 関す る 研究

無機物水溶液 の 結 品化熱 を利用 し た 常温型潜熱蓄熱装置 の ラ ボ ス
ケ ール試験 と 性能評価

固 体高分子 中 の水 の 結 晶化 に 関す る 研究

押 出 し加 工 し た粒子分散型複合材料の製造 と そ の材料工学的特性

金属酸化物 に よ る 耐食性薄膜の 作製

熱分解過程 に お け る 固 体粒子 内 部 の 圧 力 挙動及び消石灰 を 用 い た
塩化水素吸収反応へ の加圧効果

各種製法 に よ り 作製 さ れ た 焼 結 ス テ ン レ ス 鋼 の 電気化学的手法 に
基づ く 耐食性評価

バ イ オマ ー カ ー を 用 い た 快適性評価 の 高度化 と マ ルチ化

Development of Cobalt-based catalyst supported on Si02-modified A1203 
for FiscHer明Tropsch synthesis 

縮環架橋 ア ヌ レ ノ ン及びカ チ オ ン体 の 合成 と 性質

2 冗 同 時ス バ ッ タ 法 に よ り 作製 し たTiAIN系 ナ ノ コ ン ポ ジ ッ ト 膜の
構造 と 特性
Development of Affinity Adsorption Gel with 1mmobilized Metal 10n and 

Application to Separation of Yeast Alcohol Dehydrogenase 
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シス テ ム科学専攻
Study on Human 8 i nocu l ar Fus i ona l Area 

秦 大 理 (Damin Qin) 

In three-dimensional display systems， 
binocular disparities must be limited 

within a certain fusional area， called as 

“Panumラs fusional area" . Otherwise， too 
larger or unsuitable disparity could cause 

double view or serious eye fatigue. The 

limits of Panum's fusional area have been 

determined by many studies. The limits 

of horizontal and vertical meridian were 

企equently studied. However， the limits of 
Panum's fusional area in the other 

oblique directions， such as 45ラ 1 35 ， 225 
degrees etc . ラ were seldom measured. 
Therefore， it is necessary to fully measure 
the disparity limits of Panum's fusional 

area in more directions. 
The following results were obtained: 

( 1 )  in central vision， the horizontal 
disparity limit is larger than the vertical 
limit. (2) Panum's fusional area is 
approximately symmetrical around the 

horizontal meridian. (3) However， it is 

not symmetrical around the vertical 

meridian; the nasalward disparity limits 
are obviously larger than temporalward 
disparity limits. (4) Therefore， the form 

of Panum's fusional 訂ea in fovea could 
be suggested to be an ellipse 0百二centered
toward the nasal side on the horizontal 
meridian. (5) In other experiments in 

peripheral vision of 3 degrees and 6 

2006年度博土論文概要一覧

degrees， also， the disparity limit in 

horizontal meridian is larger than that in 

vertical meridian; the binocular fusional 

area is symmetrical about horizontal 

meridian and is not symmetrical about 

vertical meridian; the nasalward disparity 

limits are larger than the temporalward 

disparity limits. (6) The size of the 

binocular fusional areas increases with 

the increase of retinal eccentricity， and 

the increase of disparity limit on 

horizontal meridian is faster than that on 

vertical meridian. 

Art i f i c i a I I mmune System and I ts 

App I i cat i ons 

戴 紅 偉 (Ho昭we i Dai ) 

The immune system contains  many useful  

i nformat i on-proces s i ng ab i l i  t i es ， 

i nc luding pattern recogn i t i on， l earning， 

memory and i nherent di str ibuted para l l e l  

proce s s ing. For these  and other reasons ， 

the immune system has rece ived a 

s i gn if i cant amount of i nterest  to use as  

a metaphor wi thin comput ing. Th i s 

emerging f i e l d  of research i s  known as 

Art i f i c i a l  Immune Systems (AIS) . 

In  my thes i s ， there are two ma in  types of 

AISs .  

One i s  - Affin ity  based lateral 

interac t i on AIS  mode l o 7 .  In  our prev ious 

works ， we used winner-take-al l  (WTA) 

rul e  to  express compet i t i on process  
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among immune ce l l s .  However， the WTA ru1e  

does  not  accord wi th natura1 immune 

response to some extent .  In natura1 

immune system， immune ce 1 1 s  wi th 

d i fferent receptors can respond to 

invaded ant i gen wi th d i fferent s trength. 

Hence， we bui 1 t  a ne i ghborhood set 

composed of the best  match immune ce1 1 

and other h i gh affini  ty cel l s  to s imu1ate 

th i s  immune response process .  

The other i s  0 � Improved c l ona1 se 1ect ion 

theory based AIS o J .  In  th i s  mode1 ， not 

on1y  random po int mutat i on but a 1 so  

receptor edi  t ing i s  performed to improve 

mutat ion aff in i ty  dur ing affin i ty 

maturat i on process .  

We  app1y  these  mode1 s  to pattern 

recogni t i on and opt imi zat i on prob1 ems to 

test  the ir  performance.  S imu1at i on 

resu1 ts  show that these  proposed AIS  have 

better performance than our prev i ous 

mode 1 s . 

フ ァ ジ ィ コ ン ト ロ ー ラ の学習法に

関 す る 研究
唐 国 峰

フ ァ ジ ィ 制御 は熟練技術者 の 運転知識 と

言語 を表現す る こ と に よ っ て 行 われ， 熟練

者 の 知識 を フ ァ ジ ィ プ ロ ダ ク シ ョ ン形式で

表現で き れ ば， 熟練者 と 同 等 の 制御結果が

得 ら れ る 。 し か し な が ら ， 熟練者の知識 を

忠 実 に フ ァ ジ ィ プ ロ ダ ク シ ョ ン形式で表現

す る こ と は 困 難 な 問題 で あ る 。 熟練者 の 知
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識 を 忠実 に表現す る た め に ， フ ァ ジ ィ コ ン

ト ロ ー ラ に対す る 学習 を 必要 で あ る 。 本論

文 で は ， フ ァ ジ ィ コ ン ト ロ ー ラ の 学習 法 と

し て ， 局所探索法 と 黄金分割探索法 を提案

し た 。 更 に ， 提案法 を 用 い て フ ァ ジ ィ コ ン

ト ロ ー ラ を倒立振子問題 に 適用 す る こ と に

よ っ て 提案 し た 学習 法 の 有効性 と 改善 し た

フ ァ ジ ィ コ ン ト ロ ー ラ の制御性能 を示す。
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物質科学専攻 エ ネルギー科学専攻
Photocata l yt i c  Degr adat i on of Pheno l by CHARACTER I ST I CS OF M I CRO-BUBBLES， 

V i s i b I e L i ght-Respons i ve Fe-Doped and 

Fe ( 1 1 1 ) -Added T i  O2 suspens i ons and 

SUB-M I CROMETER EMULS I ONS AND 

NANO-SUSPENS I ONS PRODUCED BY A NEW 

Deve 1 opment of 

Phtocata l yt i c  Reactor 

P i I ot-Sca I e MOT I ONLESS M I XER AND A H I GH PRESSURE 

WET-TYPE JET M I LL 

Mst .  Shamsun Nahar 

FexT i S2 の焼成 に よ り 得 ら れた鉄 ド ー プ

二酸化 チ タ ン (x : 0 . 005) は 、 水 中 の フ ェ ノ

ール分解 に 対 し て 最大 の 可視光応答性 を

持っ と 同 時 に 紫外光活性 も 上昇 し た。 二

酸 化 チ タ ン (P25 Ti02) と Fe (C104) 3 

(Fe ( II I ) : o. 5 mM) の 混合光触媒 も フ ェ ノ

ール分解 に 対 し て 可視光応答性 を 示 し た 。

両光触媒 の 可視光応答性 の 理 由 を調べた。

混合光触媒 を 用 い る パ イ ロ ッ ト 規模 の 光

触 媒分解一 二酸化 チ タ ン 分離装置 を 製 作

し 、 分解後 、 二酸化 チ タ ン を 自 然沈 降 で

き た。

ISURU NISHANTHA SEEKKUARACHCHI 

本論文 は 3 部 か ら 構成 さ れ て い る 。 表記

の 2 つ の 分散装置 を 用 い て 生成 し た サ ブ ミ

ク ロ ンエ マ ル シ ョ ン の 特性 と 生成機構 を 明

ら か に し た (第 1 部) 。 表記 の 2 つ の 分散装

置 を用 い た 液 中 ナ ノ 粒子凝集体の細分化特

性 と ナ ノ 粒子凝集体の 分散機構お よ びナ ノ

粒子 の機械的凝集機構 を解明 し た (第 2 部) 。

新静止型混合器 ラ モ ン ド ・ ス ーパー ミ キ サ

ー に よ り 連続的 に 生成す る マ イ ク ロ バ ブル

を 用 い た溶存酸素 除去 プ ロ セ ス の構築 と ガ

ス 放散時お よ び吸収時 に お け る 物質移動特

性の解明 を行 っ た (第 3 部) 。
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